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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　そこは薄うす暗ぐらい部へ屋やであった。四方を無機質な金属の壁かべに囲かこまれ、窓まどはどこにもなく明かりはぼんやりと光る天てん井じようの照明一つのみ。


　そんな状じよう況きようであるが、そこが、その場所が現在異常な状況であるのは明らかであった。その部屋に繫つながる通路がどす黒く染そまっているのである。


　薄暗いため、それがなんであるか見ただけではわからない。だが周囲に立ちこめる濃のう密みつな鉄臭くささが、それが血液であることを物語っていた。大量の血ち潮しおが、周囲を塗ぬりつぶしている。そして通路上に点在する、無む惨ざんな人間たちの姿すがた。出血量を見ただけで、死んでいることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。


　そして部屋の中には二人ふたりの少女がいた。どちらも少女と言っていい外見である。


　片方はスラリと背の高い、均きん整せいのとれた体つきの少女。明らかなティーン。成人すれば間ま違ちがいなく絶ぜつ世せいの美女となるであろう美び貌ぼうを持っているのだが、その顔には他人を拒きよ絶ぜつする冷れい酷こくな輝かがやきが宿っていた。そして何より、彼女の全身は血でドス黒く染まっていた。自身に傷は一つもない。全すべて返り血だ。


　その少女の目の前の壁にもたれて座すわり込こむ、もう一人の少女。こちらはさらに幼おさなく、幼よう女じよと言ってもよかった。小こ柄がらで骨が浮うき出るほどに瘦やせている。年は多く見み積つもっても五歳さい程度だろう。こちらも体に傷一つなく、真っ白い貫かん頭とう衣いのような服を着せられている。白い服には、血の汚よごれ一つない。


　血まみれの少女は、小柄な幼女を前にして、相手を値ね踏ぶみするような眼まな差ざしを向けている。見つめられている幼女の顔に、感情というものは存在していなかった。ただひたすら無表情に、無関心に、目の前の空気を見つめているだけだった。


「……あんたが試し作さく七号？」


　殺人者である少女が尋たずねた。相手はただ、微かすかに首を動かして頷うなずいた。


「あたしは、あんたみたいのが作られてるなんて知らなかった」


　相手がしゃべらないので、少女が一方的にしゃべることとなる。


「あのクソオヤジがこんなとこで変な実験をしてたなんて、知らなかったのよ、まったく、クソ忌いま々いましい話だったらありゃしない。気に入らないから、ここにいる奴やつら皆みな殺ごろしにしてやることにしたのよ、だってしかたないでしょ？　あたし、あのクソオヤジのことが大っ嫌きらいだったから、あいつが残したものを生かしておけるはずないでしょ」


　言って、少女は血に染まった自分の手を持ち上げた。何人、何十人の血を吸すったか、どす黒い色に染まったその腕うでは、すでに半分乾かわいて強こわばりかけていた。


「あんたの兄きよう弟だいは全員始し末まつした。研究員も、皆殺しにした。他の八や祖そ連中がうるさいけど、そんなものはどうでもいいわ。残ったのはあんた一人よ」


「……そうですか」


　そこで初めて幼女が口を開いた。壁にもたれて座ったまま、やはり無機質な声を短く漏もらしただけだが。


「えぇ、そうなのよ。そしてあんたももちろんこれから殺すわ。ねぇ、どう？　怖こわい？　命いのち乞ごいぐらいしてみなさいよ。でないとつまらないわ。面おも白しろい命乞いをしてくれたら、そうね、一回殺した後サービスでもう一回殺してあげる、あははははははははははあは」


　歪ゆがんだ、明らかに常じよう軌きを逸いつした様子で高笑いを響ひびかせる殺人者。だが、小さな幼女はそんな言葉など聞こえていないかのように、無む反はん応のうだった。


「ははははははははは……気にくわねぇ」


　呟つぶやき、少女はいきなり前まえ蹴げりを放った。自分のすぐ目の前に座り込む幼女の顔がん面めんに向かって、無む造ぞう作さに自分の足の裏うらを叩たたき込んだのだ。幼女はモロに蹴りを受け止め、ガン、っと激しく後頭部を壁にぶつけた。


「なんかしゃべれよ、お高くとまってんじゃねぇぞ！」


　口くち汚ぎたなく罵ののしりながら、少女は幼女の顔を足で踏ふみにじった。脚あしをどけると、鼻から血を流す幼女の顔があった。鼻血が水道水のように流れながらも、その無表情に変化はなかった。


「へぇ？」


　それで少女は少し相手に興きよう味みを持った。


「なんだ、てめぇ、痛みを感じないのか？」


「……痛いです」


　幼女が短く答える。片手で鼻を押おさえ、コキッと、骨の鳴る音が響ひびいた。それだけで幼女の鼻血はピタリと止まった。


「痛いですけど、それがどうかしたですか？」


「ふ～ん……あ、っそ」


　ドゲシッ！


　問答無用で少女は幼女の胴どう体たいを蹴った。腹部を壁で叩たたき潰つぶすような勢いきおいの蹴りだ。衝しよう撃げきに幼女の口から液体が飛び散り、大きく咳せき込む。


　少女はそれで終わらせない。蹲うずくまった幼女の胴体を、下から思いっきり蹴り上げたのだ。息をつまらせた幼女は強きよう烈れつな蹴りによって床ゆかから数メートルの高さまで跳とばされた。


　さらに少女は反対の脚を持ち上げ、大きく回転させながら、自分の胸の位置にまで落下してきた幼女の体を、勢いよく、全身の力を込めて蹴り飛ばした。強烈な胴回し回転蹴り。相手が小さな幼女であろうと、一切の手て加か減げんはなかった。小柄な幼女はその一いち撃げきで錐きりもみしながら宙を吹ふっ飛び、横手の壁に叩きつけられてようやく勢いが止まった。


「おねんねするには早いわ」


　倒たおれた幼女に近づいた少女は、幼女の腹部に連続でつま先を叩き込んでいく。一回蹴る度たびに幼女は悲鳴のような声を漏らしていたが、その反応も次し第だいに薄うすれていった。


「ふん？」


　幼女の反応がなくなったので、少女は幼女の髪かみを鷲わしづかみにして持ち上げた。自分の視線と同じ高さまでつり上げてみると、幼女はまだ失神はしていなかった。血で汚よごれ、少し頰ほおとまぶたが腫はれているが、意識ははっきりしているようだ。ただ、無む頓とん着ちやくに真まっ直すぐ正面に視線を固定し、ひたすら沈ちん黙もくを投げかけてくる。


「へぇ、少し驚おどろいたわ」


　少女は初めて楽しそうに声を漏らした。


「これだけやっても、意識ははっきりしてるのね」


　何気なく少女は、幼女の小さな手を摑つかんだ。そのまま躊ちゆう躇ちよなく。


　ゴキッ。


　その圧あつ倒とう的な握あく力りよくでへし折ってやった。下腕の半ばあたりを、容よう赦しやなく、あっさりと。髪を摑まれたままの幼女はその瞬しゆん間かんかすかに頰を持ち上げ、クッ、とわずかに強く奥おく歯ばを嚙かみしめた。だが、それだけだ。


「なるほどなるほど」


　その反応を見て、少女はようやく納得したように幼女を床に解放した。


「痛つう覚かくがないわけじゃないみたいね、今確かに反応したわ。それでも悲鳴一つあげない、瞬まばたき一つ乱さない、なるほどね、あいつらが言っていた最後の完成体『最サイ高コウ欠ケツ作サク』の名は伊だ達てじゃないみたいね」


「…………」


　散さん々ざん痛めつけられたにもかかわらず、幼女にはやはり人間らしい反応がなかった。片かた腕うでは完全に折れているし、激しく蹴られたおかげであばらも大半が折れている。内臓も若じやつ干かん傷ついているだろう。常じよう人にんなら失神してもおかしくない激痛が走っているはずなのに、幼女は外見上、変化がなかった。


「ねぇ、あんた、怖くないのか？」


　静かに、少女が尋ねた。


「あんた、これから殺されるんだよ。あたしはあんたがガキでも容赦しない。徹てつ底てい的に痛めつけて、嬲なぶり殺す、躊躇ためらいなく、死んだ方がましと思えるくらい、散々やって殺す。あんたは苦しみのたうちながら死ぬんだ。本当に、怖くないの？」


「……怖い、って、なんですか？」


　静かに、幼女は呟つぶやいた。


「わたしは怖いって感じたことがないです」


「死ぬのはイヤじゃないのかい？」


「わたしは死んだことがないです。やったことがないから、イヤなのか好きなのかわからないです」


「ふ～ん……あはっ、あはっ、あははははははははは」


　それを聞いた少女は、声を上げて笑い出した。


「いいわ、あんた、なかなか面白いじゃない。このあたしに、殺すのが惜おしいかもって思わせたのはあんたが初めてよ」


「…………」


「もしあんたが少しでも怯おびえれば殺してた。眼を閉じたり泣いたりしてたら縊くびり殺してた。少しでも命乞ごいをすれば撚ひねり殺してた。でもあんたは最後まで、なにも感じなかった──つまらないわねぇ、まったく」


　嘆たん息そくする少女。


「あたしはね、死ぬ直前、必死に命乞いをしたり、死の恐きよう怖ふに飲まれかけるアホ面づらを眺ながめるのが大、大、大ぁぁぁぁぁぁぁい好きなの。あんたみたいな人形をぶっ殺しても、面白くも何ともないのよね」


「…………」


「まぁいいわ。なんか、つまらないから殺すのは止やめるわ」


　座り込んだままの幼女に、少女は手をさしのべた。


「手を出しな」


「…………」


　幼女は言われるまま、折れていない左手を差し出した。


「ば～か」


　そっちの手も折られた。でも、幼女はやはり悲鳴一つ漏もらさなかった。人の手をあっさり折った少女は、ケラケラ笑い声を漏らす。


「あはははは、バカね、あんたは。警けい戒かい心しんがカケラもないってのは、ヤッパ少し問題だわ……うん、いいわ。あたしはこれでもとても、とても、とぉぉぉぉぉぉぉっても心優やさしいからね。あんたに生きる理由を与あたえてやるわ」


「理由？」


「えぇ、そうよ」


　ニンマリ笑って少女は答えた。


「あんたはこれから先、あたしのために生きるの。あたしのシモベとして、あたしのために、全すべてを捧ささげて生きていくの。どう、わかった？」


「わかったです」


「やけにあっさり言うな、本当にわかったの？」


　怪け訝げんな顔をする少女。だが、幼女は淡たん々たんと頷うなずいた。


「わかったです。わたし、やりたいことなんて何もないですから、あなたの命令、なんでも聞くです」


「そう、光栄に思えよ。あたしの直属の奴ど隷れい一号だ。その栄えい誉よにあずかれて嬉うれしいだろ？」


「……嬉しいって、わからないです」


　バン


　少女が幼女の頭を踏ふみつけた。顔面を激しく床にぶつけてうめく幼女。


「なら教えてやるよ。そういうときは、こうやって頭を下げて、ありがとうございますって言うんだよ。わかったらやってみろよ」


　頭を踏まれたまま命令され、幼女は微かすかに声を漏らした。


「……ありがとう、です」


「なに？　あんた頭を踏みつけられてなにお礼なんか言ってるの？　あんたガキのくせしてマゾなわけ？　本当、どうしようもないほど役立たずのドヘンタイなわけね、あんたは」


　散々な言われようだが、幼女はそれを気にしたそぶりも見せなかった。


「まぁいい。いいか？　よく聞け。あんたは今日きようからあたしの奴隷だ。あたしの命令には絶対服ふく従じゆう。わかった？」


「……わかった、です」


　少女はようやく幼女を踏みつけていた脚をどかした。重傷の幼女は、もう自力で立ち上がるだけの力も残っていないようだったが、それでもやはり表情に変化はなかった。


「それで、あんたなにができるの？」


「…………」


「あんたなにか得意なことはないの？」


「……なにもないです」


「なんかあるだろ？　一応は、お前が完成体だろ？」


「……人をプッ殺すことならできるです」


「プッ殺す？」


　聞き慣なれない言葉に少女は眉まゆをしかめた後、声を出して笑った。


「あははははは、なかなか面白いこと言うじゃない。あんたも冗じよう談だんなんか言えるんだ」


「…………」


「ならいいわ。あんたはこれから先、あたしの敵をぶち殺しなさい。そうしている間、あんたをあたしの手元に置いておいてあげる」


「……そうですか」


「話しにくいな、いい加か減げん立てよ」


　自分が相手を痛めつけたことも棚たなに上げ、少女は倒れたままの幼女の手を摑つかんで強ごう引いんに立たせた。折れた手を引っ張ぱられて顔をしかめた幼女は、だがすぐに首をかしげた。手の痛みが消えたのである。


「ふん、まぁついでだわ」


　幼女は不思議そうに、自分の手を見る。痛みが消え、指先まで問題なく動く。これは？


「完かん治ちはしてないわよ。手の痛つう覚かくを麻ま痺ひさせて、折れた骨を固定化しただけだから。ま、なにもしなけりゃ一週間ほどでくっつくはずだけどね」


　つまらなそうに、少女は説明する。幼女は自分の腕を何度も眺ながめた後、少女を見み上あげた。


「……なんでですか？」


「あん？」


「どうして、治なおしてくれたですか？」


「うん？」


　そんなことか、何なに気げない様子で少女は答えた。


「別に、なんとなくよ。今のあたしはそんなに機き嫌げんが悪くないからね、少しサービスしただけ」


　要はただの気まぐれだ。だが少女は、普ふ段だんの彼女を知るものが聞けば耳を疑うほど優しい声を出した。


「大人おとなしくしてれば治りも早いはずだからね、さっさと治しなさい」


　さらに続けて一言。


「早く治さないと、あたしの折る骨がなくなっちゃうわ」


　……どう考えてもマトモな理由ではなかった。だが無表情にそれを聞いた幼女は、静かにその場に膝ひざを突つくと床に顔をこすりつけた。


「ありがとう、です」


「は？」


　一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられた少女。彼女にしては珍めずらしいことに、呆ほうけた表情を浮うかべている。そしてその一瞬後には、これまでで一番楽しそうな笑い声を上げた。


「あははははははははははははははははは……あんた面白い、面白いわ。ホント、本気であんたを殺すのが惜おしくなってきたわ」


「そうですか」


「いいわ。『最サイ高コウ欠ケツ作サク』。よく覚えておきなさい」


　少女が言う。


「今のあんたははっきり言って、殺す価か値ちもないくらいつまらない、でくの坊ぼうだわ。人間ってのはね、死んでもいいなんて考えたら、もう死ぬ価値もないのよ。だってつまらないでしょ？　そんな人間ぶち殺したって、面白くも何ともない」


「……ですか」


　少女は楽しそうに話を続けた。


「だからあんたにあたしは生きるための理由をあげるわ。あんたはこれから先、あたしの、あたしによる、あたしのための奴隷になって、精せい一いつ杯ぱい仕つかえて生きなさい。そしてもしあんたが心から、なにかやりたいこと、生きていたいと思えるようなことができたら、その時はすぐあたしに教えなさいよ」


「教えたら、どうなるですか？」


「あんたを殺してあげる」


　ニタリ、少女は笑みを深くした。


「わかった？　あんたが本当の生きる理由、生きたい理由を見つけたら、その時こそあたしはあんたをぶち殺すわ。そうでないと面白くないからねぇ。光栄に思いなさいよ。あんたはあたしに殺される栄誉を受けたんだからね。その代だい償しようにあんたはあたしの奴隷になって、あたしの敵をぶち殺すのよ。わかった？」


　無茶苦茶な論理である。だがそれを聞いた幼女は、果たしてその内容をどこまで理解しているか定かではないが、はっきりと頷うなずいた。


「わかったです」


　短く答える幼女。少女は満足そうに頷いた。


「なら、ついてきな……と、『最高欠作』ってのも呼よびにくいわね。他に名前はないの？」


「試作七号です」


「つまんねぇ名前だな。仮にもあたしのシモベがそんな貧ひん相そうな名前しかないのは話にならないわ……そうね、あんたの名前はナナよ、わかった？」


「わかったです」


　幼女──ナナは頷いた。


「ちなみにナナってのは、あたしが昔飼かってた犬コロの名前なんだけどね」


「…………」


「ちなみにその犬は手足をもいで何日生きてられるかの実験で死んじゃった。あたしが子供のころの話だけどね」


　狂くるった昔話を平然と話す少女。ナナはそんな話を聞かされても、やはり反応らしい反応はなかった。


「どう？　新しい名前は？」


　ナナはそう聞かれても、よくわからなかった。でも、そう答えるのはよくない気がしたので、考えて返事をした。


「……犬みたいな名前ですね」


「…………」


　少女が無言でナナを殴なぐった。少女には手て加か減げんという概がい念ねんがないので、ナナにはかなり痛かった。なぜ殴られたのかさっぱり理解できなかったので、ナナは無表情に立ちつくした。


「……ナナ、ちなみにあんたのフルネームは少し長いわ。名前はナナリー・ナイン・ノエル・ナハト・ナフガルド・ノイエンシュバルツガルド・ナドハルテットヒャルスケッツェンイフナイスバルツヘェンシュデッケンよ。わかった？　わかったら復ふく唱しようしなさい」


「…………」


　ナナが、初めて困こん惑わくしたような表情を浮かべた。それを見た少女は満足そうに頷いた。


「なんだ、そういう顔もできるんじゃない、あんた」


「……です？」


「とりあえず、自分の名前も覚えられないあんたはお仕し置おきね」


　と言って、ナナはまた殴られた。なかなか痛かったけど、今までほど痛くはなかった。痛みになれてきたのかな、とナナは心の中で思った。


「行くわよ、ナナ。ついてきなさい。あんたに教えてあげる、色んなことをね」


「わかったです」


　ナナは少女の背中を追って、歩き出した。
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　第一章　狂きよう敵てき再び







　ヨルの様子がおかしい──ナイトは敏びん感かんにそのことを感じ取っていた。


　同どう居きよ人にんであるヨルとのつきあいは、実は余あまり長くない。最初に出で会あってから三ヶ月程度の月日しか経たっていない。にもかかわらず、現在のナイトにとって最も身近な人間は誰だれかと聞かれれば、真っ先にヨルの名前を上げるだろう。親密さと時間は必ずしも一いつ致ちするわけではないのである。


　まぁ出会ったその日からヨルはナイトの家に押おし掛かけてきて、以い降こう毎日顔をつきあわせる仲だ。ナイトが学校に行くのを辞やめてからは、ほぼ一日中一いつ緒しよにいることになる。そんな状じよう況きようで数ヶ月も過ごせば、相手の内心もある程度察することはできるようになる。


　そんなナイトの目から見て──今のヨルは、落ち着きを失っているように見受けられた。


　表面上は、いつもと変わらないように振ふる舞まっている。だがなにもしていないとき、なにか真しん剣けんな顔をして物思いにふける様が度たび々たび見み受うけられるようになった。なにかやっているときでも、別のことを考えて時々上うわの空になっていることさえあった。


　なにかあったのかとやんわり尋たずねても、なんでもないとヨルは答えるだけだ。


　ヨルが話したくないというのに、ムリをしてそれを聞き出すつもりはない。だがなんでもないというなら、せめて日常でもなんでもないように振る舞って欲しいものだ、ナイトはそう思うのである。


　そう言った事情で、ナイトはヨルには内ない緒しよで同じ同居人であるナナを自室に呼よんだのである。


「……どう思うナナ？」


「なにがですか？」


　暢のん気きな少女はナイトの話などどこ吹ふく風、用意してやった缶かん詰づめのパイナップルを夢中で頰ほお張ばっていた。


「だから、ヨルのことだよ」


「ヨル姉さま、元気ないみたいですね～」


　何なに気げなく答えるナナ。ヨルの異い変へんには、ナナも気づいていたようだ。


「そうだな。いったいなにが原因なのかを考えて……」


「うまうまです～」


　ニコニコ、ナナの興きよう味みは目の前の黄色いリングに注そそがれていた。こうなったら、なにを言ってもムダである。仕方ないな、とナイトはナナが食べ終わるまで辛しん抱ぼう強づよく待つことにした。


　ムシャムシャと、大きめの缶詰だったのにシロップまで残さずナナは平らげた。よっぽど大好物なんだな、見ているナイトの方も少し食べてみたくなるほど、美お味いしそうに食べてくれたものだ。


　まぁ、缶詰はもういいだろう。


「で、ナナ。ヨルの様子が変なんだが、なにか原因を知らないか？」


「知ってるですよ」


「そうか、やっぱり知らない……って、本当か！」


「ですです～」


　思わずノリツッコミするほど驚おどろくナイトであった。ナナを呼びはしたものの、正しよう直じき有ゆう益えきな情報が得られるとは思っていなかったのである。いや、別にナナをバカにしているわけではないのだが、普ふ段だんの言動を考えると……


「で、原因ってなんだ？」


「えっとですね……あれは忘れもしない三日前のことです」


　ナナが芝しば居いがかった調子で重おも々おもしく語り出す。ノリノリである。まぁどう話してくれても構かまわないが……たった三日前のことをいかにも大昔の出で来き事ごとのように話すのはいかがなものだろう。


「です？　二日前、四日前、昨日きのうだったよ～な……」


「忘れてるじゃないか、思いっきり！」


　やはりナナはボケボケである。期待したのが失敗だったかも、ナイトは早くも後こう悔かいしてきた。


「と、とにかく最近のことです。ナナが夜中にこっそりお菓か子しを取りに行ったときのことです」


「って、コラ！　夜にお菓子を食べたらダメだって言っただろ！」


「あぅ！　し、しまったです！」


　慌あわてて自分の口を押さえるナナだが、もう手て遅おくれである。


「夜中にお菓子を食べると体に悪いし、虫歯になるって言っただろ？」


「あぅ～、ずるいです、先生ぇ。異い端たん審しん問もんです！」


「誘ゆう導どう尋じん問もんって言いたいのか？」


　最近はナナもだいぶ難むずかしい日本語を覚えてきた──たいがいが間ま違ちがっているのだが。


「とにかく夜です。ナナが一階に行くと、ヨル姉さまがすっごい怖こわい顔で電話してたです」


「電話？」


「ですです」


　強く頷うなずくナナ。今やナイトは魔ま乖かい術じゆつ師しとして生活しているため、一いつ般ぱん社会との関かかわりは皆かい無むと言ってもいい。そんなナイトの家に電話をかけてくる相手はほとんどいない。まぁ、魔乖術師に覚かく醒せいする以前も、ナイトに私用で電話をかけてくる相手などほとんどいなかったのだが。


「妙みようだな……どんな話をしてたのかわかるか？」


「……わからないです。ヨル姉さま、訳わけのわからないこと言っていたですから」


「訳のわからない？」


「ですです～。なんだか、魔ま法ほうの呪じゆ文もんみたいなことをしゃべってたですよ」


　なんというか、ナナの説明はわかりにくい。だがナイトは頭を働かせてなんとかその言葉を理解してみようとした。


「……もしかして、日本語以外の言葉をしゃべっていたってことか？」


「そ～ですね。今考えると、日本語じゃないっぽいです」


　たまに忘れかけることがあるのだが、ナナもヨルもれっきとした外国人。母ぼ国こく語ごは日本語ではないのだ。


「もしかしてドイツ語だったんじゃないのか？」


「ナナおバカさんですから、わからないです」


　ナナはドイツ語がしゃべれないので、聞いてもムダか。


「でも、ヨルがドイツ語でしゃべっていたってことは……」


　ヨルの故こ郷きよう、『闇ヤミ』の関係者と話していた可能性が高いな、と結論づける。そしてそれを聞いた後ヨルの態度が変わったなら、十中八九その電話が原因だ。


　冷静なヨルが態度に出るほど変へん貌ぼうするとは、よほどその電話の内容がショックだったと言うことだろうか。


　どのみち、詳くわしい原因を知りたいなら本人に聞くしかない。しかし、ヨルから話してこないことをこっちから聞き出すというのも、あまり気が進まない話だ。


「ナナは、ヨルのこと、どうしたらいいと思う？」


「です？　ナナですか？」


　ナナは、ん～っと、アゴに指をあてて考え込こんだ。


「ヨル姉さまが元気がないなら、元気づけてあげたいですね～」


「だな」


　そうだ、なにを悩なやんでいたのだろう、ナイトは改めて気づいた。


　自分たちは魔ま宴えんを戦い抜ぬくパートナーではないか。相手が落ち込んでいるのなら、それを気き遣づかうのは当然のことだ。もちろんヨルが干かん渉しようして欲しくないと考えているのなら、余計なことをするつもりはない。だがもしなにか、ナイトたちにもできることがあるのなら、できるだけ力になるべきだと、ナイトは考えるのである。


「……やっぱり、ヨルと直接話すしかないな」


　そう結論づけるナイト。話さないことにはなにも始まらないのだから、やってみるしかない。


「よし、ヨルのところに行くぞ」


「ナナもいくですよ～」


　と、二人ふたり連つれだって部屋から出て一階に下りたその時。


　──ピンポーン


　玄げん関かんのチャイムが鳴らされた。ナイトは怪け訝げんな顔で振ふり返る。


　先ほども言ったとおり、現在ナイトと外界のつながりはほとんどないと言っていい。電話をかけてくる相手も、わざわざ訪問してくる相手もいない。なにかのセールスか？


　取りあえず玄関の外に一人ひとり、何者かの気け配はいがある。魔ま力りよくの気配はないから魔乖術師ではないし、敵意も感じられない──まっさきにそんなことを気にするとは、自分も随ずい分ぶん用心深くなったな、とナイトは自じ嘲ちようした。


「あぁ、ヨル。俺おれが出るから大だい丈じよう夫ぶだ」


　奥おくにそう呼びかけると、ヨルから了りよう承しようの返事が返ってきた。玄関に近い、ナイトが出るのが道理だろう。


「誰だれですか？」


「さぁな」


　一応用心しながら扉とびらを開けると──


「すいません、宅配便です」


　と、運送会社の制服を着た若い男が立っていた。手には一ひと抱かかえほどの大きさの段ボール箱を抱えている。


「宅配便？」


　ますますナイトは怪訝な顔になる。ナイトに荷物を送ってくる相手など見当もつかない。ヨルだろうか？


「こちら、清すが夢む騎人ないとさんのお宅ですよね？」


「……そうですが」


　なんだか妙みようだった。この荷物はナイト宛あてだというのか？


「あなたが清夢騎人さん？」


「えぇ……」


「ご本人に直接渡わたしてくれって言われていましてね」


　ますます妙だった。宅急便で受うけ取とり人にん指定？　聞いたことがない。


「では確かにお渡ししましたよ」


　と、相手はナイトに箱を押おしつけてきた。クール便らしく、手に取るとひんやり冷たい感覚が伝わってくる。


「ご利用ありがとうございました」


　相手はそう言って、足早に去っていく。ナイトは、え、と相手を呼び止めた。


「待ってください、まだ印いん鑑かん……」


「ご本人ですよね？　なら結構です──あぁ、それと伝言がありました」


　振り返った配達員は、なぜか声を抑おさえて告げてくる。


「この箱、必ずお一人で開けてください」


「は？」


「ではこれで」


　今度こそ相手は呼び止めるまもなく、あっというまに車に飛び乗って走り去っていった。


「先生ぇ、それなんですか？」


　興味深そうに、ナナがナイトの足あし下もとによってくる。


「もしかしてお菓か子しですか？　ナナが開けるですよ！」


「いや……違ちがうよ。これは俺の荷物だ」


　言って、ナイトは箱を抱えて自室に戻もどっていく。


「あれ、先生ぇ？　ヨル姉さまを元気づけるんじゃ……」


「悪い。急用だ。少し待っていてくれ」


「ですか～」


　残念そうなナナを置いて、ナイトは足早に自室へ入った。念のため、扉に鍵かぎまでかけておく。


「さて……こいつはなんだ？」


　あからさまに怪あやしい男から渡された小包。しかもよく見たら、送り状とかがどこにもついていなくて、差出人も不明。ますます不ふ審しんだ。


　それにこれを持ってきた男──確かに配達員の外見をしていたが、なんだか、眼めが妙に虚うつろだった。怪あやしむべき要素はいくらでもある。


　小包は無む地じの段ボール箱。大きさは縦たて横よこ五十センチほど。重さは五キロ少々といったところだろうか？　いったい中身はなんだ？


　もしかしてなにかの罠わなだろうか？　たとえば、敵対する魔ま乖かい術じゆつ師しが送ってきた爆ばく弾だん──日本で爆弾テロなどめったにないが、海外では頻ひん繁ぱんに行われる手口だという話も聞いたことがある。油断はできない。


　ナイトはまず、箱に耳を当ててみた……物音は特にしない。続いて軽く振ふってみた、ガサガサ、中でなにかが揺ゆれる感かん触しよく。箱よりもだいぶ小さな物が中に入っているらしい。集中してみても魔力の気配はないから、魔ま乖かい咒じゆがしかけられていることもなさそうだ。


　こんなことをしていても埒らちがあかない。やはり開けてみるしかないか。


　ナイトはカッターナイフを取り出して、慎しん重ちように開けてみることにした。


　慎重にカッターをさしこんで、箱を止めるガムテープを切っていく……よし。後はゆっくりと、箱を開けていけば……


「……ん？　なんだこれ？」


　箱の中を見てナイトは顔をしかめた。ある意味中身は予想外の物だった。予想していたよりも、悪いかもしれない。


　箱の中に入っていたのは、犬の生首だった。


　ナイトは犬の種類にはくわしくないが、かなりの大型犬だ。だらしなく開いた口の間には鋭するどい歯が並び、虚ろな眼は恨うらめしげにナイトを見上げている。


　ナイトは激しい嫌けん悪お感を覚えはしたが、さほど動どう揺ようはしなかった。なにしろ魔乖術師になって以来、人の生死に関わったことも一度や二度ではない。いくら無む惨ざんな姿とはいえ、犬の死体程度で驚おどろいたりはしない。


　幸さいわいというか、クール便で送られてきたせいか、腐ふ敗はい臭しゆうや異い臭しゆうと言った類のものはない。それに血ち抜ぬきもしてあるらしく、出血もあまりないようだ。


　誰の嫌いやがらせかは知らないが、この犬に罪つみはないだろう。庭先にでも埋うめて、墓はかを作ってやるかな──ナイトがそう決心したとき。


『スガ……ム……ナイト』


　突とつ然ぜんおどろおどろしい声が響ひびいた。ナイトは自分の耳が信じられなかった。なぜならその声は、目の前の犬の口から聞こえたからだ。


『貴き様さまは……まもなく死ぬ……ゲヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャ!!』


　けたたましい笑い声と共に、犬の生首が飛び上がった。


「ウォォッ！」


　さすがのナイトもこれには度ど肝ぎもを抜かれ、生首から大きく飛び退すさった。


『スガムナイト、貴様は、まもなく死ぬ、ゲヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャ!!　スガムナイト、貴様は、まもなく死ぬ、ゲヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャ!!』


　耳みみ障ざわりな声と共に、床ゆかに落ちた犬の生首が、ドタドタと暴あばれ回るように飛び跳はねる。異常だった。明らかに死んでいる犬の生首が！　魔力の気配もないのに動き回るなんて！


「チィッ！」


　何を恐れているんだ、自分は、こんな小さな生首相手に。凶きよう悪あくな魔乖術師を相手に戦ってきたことを考えれば、なにを恐れる必要がある！


　飛び跳ねる生首に飛びかかって、腕うでずくで押おさえつけてやった。ナイトの手の中でも暴れるが、ナイトの腕わん力りよくに勝てるはずがない。取りあえず生首が動き回るのは止まったが、叫さけび声は終わらない。


『スガムナイト、貴様は、今日死ぬ、ゲヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャ!!』


　いや、待て。ナイトは違い和わ感かんを感じた。この生首、見た目のわりにかなり軽い。これではまるで……


　ナイトは生首をひっくり返して驚いた。軽いはずだ。中身がえぐり取られている。


　本来頭部につまっているはずの肉と頭ず蓋がい骨こつの一部が、下からごっそりえぐり取られている。下から覗のぞくと内部に大きな空くう洞どうがあるのだ。見た目の割りに軽いはずである。しかしこれだけの工作を施ほどこしながらも、生首の外見は保ったままというのは、かなりの技術が必要なはずだ。


　そしてこの声と震しん動どうの正体もわかった。内部の空洞に金属色をした箱のようなモノが貼はり付けられ、それが音と光を放ちながら激しく震動しているのだった。


　ナイトは空洞に手を突つっ込こんで、それを引きずり出してみた。


『スガムナイト、貴様は、まもなく死ぬ、ゲヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャ!!』


　それは、携けい帯たい電話だった。生首の中に携帯電話が仕し込こんであったのだ。そしてこの漏もれる音は、どうやら着信音らしい。わざわざこんな声を呼び出し音に設定していたのか。


　それどころか、どうも改造されているらしい。携帯のバイブレーションが激しくて、今にもナイトの手から飛び出していきそうだ。なるほど、これだけ強力な震動だったら、生首だって飛び跳ねるだろう。


　いや、待て。問題は、これが着信音だと言うことだ。携帯電話のディスプレイには呼び出し中の表示がある。誰かがこの電話にかけてきている。誰が？　そんなのはもちろん、差出人に決まっている！


　ナイトは慎重に電話を開き、ボタンを押して耳に押し当てた。


『God dag、ご機き嫌げんよう～、清夢騎人さん』


　耳に聞こえたのは、若い女の声だった。


「いったい誰だ、貴様は？　この悪あく趣しゆ味みなイタズラは貴様の仕し業わざか？」


『わたしのプレゼントは気に入っていただけたみたいですね』


　やはりこの女がしかけたのか……しかし、誰だ、こいつは？　声を聞いただけでは誰だかわからない。


「いったい貴様は何者だ？」


　もう一度尋たずねると、相手は電話の向こうでくぐもった笑い声を漏らした。


『ご挨あい拶さつですね。わたしですよ、わたし、わかりませんか？』


　……記き憶おくにない。いや、待て。ナイトに向かってこんな悪趣味なことをしかけてくる相手と言えば……


『この前お会いしたときは、随ずい分ぶん無ぶ様ざまでしたね、スガム・ナイト。わたしの目の前で地べたに這はい蹲つくばる醜しゆう態たいを演じて、ロクな抵てい抗こうもできずに』


「貴様……まさかエリザベート!?」


『ピンポンピンポ～ン。大正解。ったく、相変わらずのグズね。ちょっと口調変えただけでわからなくなるなんて、ほんとうに頭の巡めぐりの悪い下等生物だこと』


　くっくっく、人を小こ馬ば鹿かにした含ふくみ笑いが聞こえた。相変わらずだ、この女は。相変わらず、自分以外の全てを見み下くだして、徹底的にバカにして、人を虫ケラ程度にしか思っていない史上最悪、最低最さい狂きようの魔乖術師、エリザベート・ゾフィー・ジノ・クライン！


『それにあんたの驚きようと言ったら、あはははははははは、本当、あんたはあたしを笑い死にさせてくれる気？　あんな子供だましの犬コロごときに本気でビビッちゃって、最高のショーだったわよ。思わず一万回動画を保存しちゃった』


「貴様！　見ていたのか！」


　とっさに左右を見回すが、どこにも人の視線は感じられない。


『ば～か。箱の中にカメラがしかけてあるだろうが！　魔力の気け配はいがないからって油断するのは魔乖術師の悪いクセよね～』


　見れば箱の奥に小型のカメラがしかけてあった。ナイトはそのカメラを踏ふみ潰つぶして破は壊かい。電話に向かって怒ど鳴なり声を上げた。


「貴様何の用だ！　こんなイタズラをしかけるなんて、よっぽどヒマなんだな！」


『もう少し気の利きいたことは言えないわけ、あんたは？　まったく、せっかくこのあたしが電話してやったってのにクソみたいな言葉しかしゃべれないなんて、あんたの口は肛こう門もん同然ね。その口からクソ以外のものをひりだしてみなさいよ』


　相変わらず相手と会話を成立させる気がカケラもない、無茶苦茶な言いぐさだ。


『まぁいいわ。あたしはこれでもかなり、かなり、かなぁぁぁぁぁぁぁり我が慢まん強づよいからね。もう少しつきあってあげるわ』


　自分から電話してきたのにつきあうもクソもないと思うのだが、この女相手にそんなまともなことを言ってもムダだ。


『どうかしら、ヨルミルミ・シュトレンベルグの様子は？　元気かしら？』


「元気に決まって……」


　言いかけ、ナイトはハッと気づいた。最近元気のないヨルと、このタイミングで電話をかけてきたエリザベート。この二つが無関係だと断定することは、できない。


「まさか貴様、ヨルになにかしたのか！」


『あん？……ふん、なるほど、あんたは知らないワケね』


　電話の向こうでエリザベートが底意地の悪い笑い声を漏らした。


『『闇ヤミ』の本家、まぁ、ヨルミルミの実家だけどさ、この前皆みな殺ごろしにしてやったのさ』


　何なに気げない口調で、本当に、今日きようの天気を語るような気安さで言うエリザベート。


「なんだと？」


『耳クソつまってるのか？　よく聞け、『闇』の宗そう家けをぶち殺したんだよ、あたしが。それを聞いてヨルミルミがどんな様子か聞いてみたかったのさ。どう？　ちったぁ悲しそうな顔してる？』


「貴様……」


　ギリッと、音が鳴るほど強く歯を嚙かみしめるナイト。ヨルの様子が変だったのは、そのせいなのか。ヨルの家族が、エリザベートの手で殺されたのか。


『ふふん、その様子だとこたえてるみたいね。あぁ、今すぐそこにいって、ご愁しゆう傷しよう様って言いながらヨルミルミを嘲あざ笑わらってやりたいわ、いひひひひひひひひ』


　トチ狂ったセリフを平然と言い放つエリザベート。


「黙だまれ、そんなことを言うためにわざわざ電話してきたのか！」


『そう焦あせるなよ、早そう漏ろう。童どう貞ていほどせっかちなものなのよね、あぁやだやだ、声聞いてるだけであんたのイカ臭くささが伝わってくるわ』


　いちいち他人の神経を逆さかなでするセリフをはさまないとこの女はしゃべれないらしい。


『『闇』の本家をぶっつぶした以上、次はやっぱあんたらをぶち殺してやろうかと思ってね。この前会ったときは、ほら、あたしの圧勝だったけど、トドメを刺ささなかったじゃない？　今度こそあんたらの息の根を止めてやろうかなぁ、なんて思ったわけよ』


「殺人予告か？　随ずい分ぶん余よ裕ゆうじゃないか。そんなこと言われなくても、こっちはいつでも返り討うちにする準備ができてるぞ」


　ナイトも相手がこの女なら遠えん慮りよがいらない。せいぜい声を低くして恫どう喝かつしてみたが、相手には効きいてないようだった。


『ふふん？　カスが粋いきがるなよ、ザコ。あんたなんかあたしがその気になれば指先一つでいつでも撚ひねり殺すことができるんだからな』


「やってみろよ。言っておくが、俺が前回と同じだと思ったら大間違いだぞ」


　強敵、キョウシロウとの激戦をくぐり抜ぬけたことで、ナイトは次の段階へ進むことができたと自じ負ふしている。エリザベートがいかに強敵であろうと、負ける気がしなかった。


『そっか……ならちょうどいいわね。早さつ速そく殺やりあわない？』


「なんだと？」


『今夜辺あたりに殺し合わないかって言ってんのさ。いわゆるデートのお誘さそいってやつね。感謝しなさいよ、あんたみたいな虫けら相手にこのあたし自みずからが誘ってやってるんだ、当然断ことわれると思うなよ』


　今夜──今は夕方なので、数時間後ということか。急な話に、ナイトは眉まゆをひそめた。


「貴様……まさか近くにいるのか？」


『あぁら、今いま頃ごろ気づいた？　ここからだと、天てん神じん駅えきってのが見えるわね』


　天神駅──隣となりの町だ。ここからだと直線距きよ離りで数十キロ程度か。


「日本に来てたのか」


『えぇ、そうよ。相変わらずこの国は退たい屈くつね。退屈すぎて、十人くらい殺しちゃったわ』


　ナイトは思い出した、ニュースで通り魔殺人が近くで発生していると言っていたのだ。それはまさか……


「貴様の仕し業わざか!?」


『ん？　なに怒ってるのさ？　あたしになれなれしく近づく害虫をちょっと叩たたきつぶしただけだよ、あんな奴やつらがいくら死んだって、すぐに変わりが生まれてくるよ』


　エリザベートは変わらぬ見下した様な口調で、本当に他人の命を石ころ程度にも気にとめてない様子で、言い放った。


『そんなのはどうでもいいのよ。ここまで来な、スガム・ナイト』


　命令口調で言われた。本当に、この女は何様のつもりだ？


『あたしだってバカじゃないわ。あんたらのいる街は、ヨルミルミのしかけた罠わな用の魔ま乖かい咒じゆが山ほどあるじゃない。よくもまぁそれだけ大量にしかけたもんだと感心するわ、よっぽどヒマだったのね。ヒマならベッドで一日中オナニーでもしてればいいのに』


　はははは、耳みみ障ざわりな笑い声が聞こえる。


『ま、そんなわけだから、あんたこっちに来な』


　見え透すいた挑ちよう発はつ、どう考えても罠だ。そもそも、この赤あか霧ぎり市で戦うのがナイトたちにとって一番有利な条件なのだ。その利点を自ら捨すてる道理はない。


『言っとくけど、イヤならいいのよ、イヤなら。あんたが痺しびれをきらしてこっちに来るまで、そこいらの人間を適当に殺して遊んでるから』


「待て！　それ以上なにをする気だ！」


『なら、わかってるわよね、あんたがなにをすべきか？』


　クッ、ナイトは歯がみをした。この女はナイトの弱みをよく知っている。そのような言い方をされれば、ナイトはエリザベートの元へ行かざるをえない。


『時間は今夜零れい時、天神駅まで来な。あぁ、もちろん、ナナも連れてきなさいよ』


「ナナ、だと？」


『あんたらも余計なことをしてくれたわよね。せっかくあたしがナナの息の根を止めてあげたのに、わざわざ生き返らせてくれるんだから──今度こそ二度と蘇よみがえらないよう、肉にく片へんも残さず消し飛ばしてやるわ』


　ドシュッ、受話器からなにか、水音のようなものが聞こえた。


『おっと、あらあら、困こまったわ。服が汚よごれちゃった』


「……待て、貴様、今なにをした？」


『いやね、なんかあたしの横を薄うす汚ぎたないガキが歩いていたから、殺しちゃった』


　悪戯いたずらを告白する子供の様な無む邪じや気きさで、エリザベートが言う。ナイトはそれを聞いて吐はき気がするほどの嫌けん悪お感をおぼえた。この女は、冗じよう談だんで言っているのではない、本当に今、無意味に、なんの理由もなく、無む駄だに、無む慈じ悲ひに、残ざん酷こくに子供を殺したのだ。


「貴様、本当に人間か？」


『あらとんだ言いぐさね。言っておくけど、別に殺す気はなかったのよ、えぇ、まったく、まったく、まぁぁぁぁぁぁぁぁったく、これっぽっちもね。だってそうでしょ？　クソどうでもいいジャリの一匹ぴきや二匹、生きようが死のうがあたしは構かまわないのよ』


　心底どうでもよさそうに、エリザベートが言う。


『でも自分のそばをハエが飛び回っていたらジャマでしょ？　だから追い払はらおうとして、手を振ったのよ。そうしたらちょっと力が強かったのかしらね、頭が弾はじけちゃったの、風船みたいに、パンッ、ってね、あはっ、あはっ、あはっ、あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっはっはっはっはっは』


　けたたましい狂きよう笑しよう。ナイトは、その声に負けないほどの大声で怒ど鳴なってやった。


「黙だまれ！　そんなに戦いたいなら戦ってやる！　だからそれ以上殺すんじゃない！」


『あははははははははははははは……いいわ。なら夜中に待ってるわ。言っておくけど時間厳げん守しゆよ。遅ち刻こくしたら一分ごとにだれか一人殺すから』


　散さん々ざん好き放題言って、電話は切れた。ナイトはやりきれない怒いかりを込めて、手の中の電話を握にぎりつぶした。本当に、こっちの気が狂いそうな気分だ！


　あれがエリザベート、最さい狂きようの魔ま乖かい術じゆつ師し。その狂きよう気きは、声を聞いているだけのこちらにまで伝でん染せんしてくるほどのレベルだ。絶対に生かしてはおけない、わかりやすすぎるほどの悪党。なにかと人道主義なナイトであっても、エリザベートが相手ならば殺すのにも躊躇ためらいはない。


　とにかく、こうなった以上は家でノンビリしていられない。さっそく出かけよう──として、ナイトは足を止めた。


　そして携帯の残ざん骸がいと犬の首を段ボール箱にしまって外に出る。これをこのままにはしておけないから、処理しなくては。


「ナイト？　なんだか大きな声だしていたみたいだけど、どうかした？」


　と、一階に下りたところでヨルと鉢はち合あわせた。最近元気のなかった様子のヨルは、今は少し心配そうにナイトを見つめていた。


　エリザベート相手に激げつ高こうして声を荒あらげたのは不ま味ずかったかもしれないな、とナイトは反省した。


「なに、ちょっとな……」


　ナイトは曖あい昧まいに返事をしながら、どうしようかと考えた。ヨルに今のエリザベートの電話を伝えるべきか否いなかと言うことだ。


　もちろんパートナーであるヨルに隠かくし事をするつもりはない。最近ようやくヨルと心の交流ができてきた気がするのだ。前回の戦いでも、お互たがい隠し事はせず、なにかあったら素す直なおに悩なやみを打ち明けると約束したばかりだ。


　だが、それも時と場合によるだろう。今回の場合、ヨルは『闇ヤミ』本家襲しゆう撃げきの件で明らかに精神的に負ふ担たんがかかっている。今その状態で追い打ちをかける様なマネは避さけたい。


　ヨルが本家のことをナイトに隠していたというのは少しショックだったが、ナイトは精神的な揺ゆさぶりに弱い、そのことは自分でも理解している。


　きっとヨルは、魔ま宴えんの支し障しようにならないようにナイトに本家のことは黙だまっておくつもりなのだろう。ならばナイトも、ここで余計な負担をヨルにかけるわけにはいかなかった。


　なにしろ『闇』を襲撃したのはエリザベートなのだ。そのエリザベートのことを知られるわけにはいかない。


「ちょっとって、どういうこと？　それにその箱は？」


「いや、なんでもない。これは、この前頼たのんだ通つう販はんの商品が届いたんだ。個人的な趣しゆ味みのものだから」


　適当に返事をしてごまかすが──犬の生首が個人的な趣味なのはどう考えてもおかしい。今もしこの箱を開けられたら、ナイトのこの家での立場は抹まつ消しようされたも同然だろう。


　だが幸さいわい、ヨルはそれ以上追つい及きゆうはしてこなかった。


「そう……ならいいけど」


「それよりもヨル、最近元気がないようだけど、大だい丈じよう夫ぶか？」


「え？」


　逆にこちらから聞いてみると、ヨルは狼ろう狽ばいした様子で答えた。


「そうね、少し考え事をしててね」


「俺でよければ力になるぞ？」


「大丈夫よ、一人で解決できるから」


　やはりヨルは、『闇』襲撃事件を話す気はないようだ。よっぽど今ここで、知っているんだぞ、と暴ばく露ろしてやろうかとも思ったが、それはやめておくことにした。


　ヨルはヨルなりに考え、悩んでいるのだ。変にナイトが口出しするよりは、時間が彼女の傷を癒いやすのを待つほうがいいだろう。もちろん、見るに堪たえないほどヒドイ場合はナイトから働きかけるつもりだが、今はその段階ではないと思うのだ。


「そうか、ならいいんだ。少し出かけてくるから」


「いってらっしゃい」


　そんな会話を交かわして外に出たナイトは庭に回り、隅すみの方の目立たない場所に立って、スコップを用意した。犬の墓はかを作るのだ。この犬も、エリザベートに会わなければこんなことにはならなかっただろうに……


　あまり深く掘ほる気はなかったが、浅く掘って雨で土が流れて流出するのも困るので、ある程度深くまで掘る。ナイトの体力と腕わん力りよくなら、ものの数分で十分な大きさの穴あなができた。


「なにやってるですか、先生ぇ？」


　と、ナイトの様子を不思議に思ったか、ナナがやってきた。


「なに、ちょっとな……」


　曖あい昧まいな返事をする。先ほどの電話の内容──ナナを連れてこいと言うエリザベートの言葉が思い出された。


　とんでもない話だ。ナナをエリザベートに会わせる気など、ナイトには毛もう頭とうない。ナナにはなんとしてもこのことは秘密にしなくては……


「？　先生ぇ、この箱なんです～？」


　ナナが地面に置かれた段ボール箱に手を伸のばす。


「触さわるんじゃない！」


「えぅ!?　ご、ごめんです～」


　いきなりナイトが大声を出したものだから、ナナはビクッと怯おびえたように身を縮ちぢめた。


　少し強く言いすぎたか、と反省しつつ、ナイトは箱を手に取った。


「これは……その、個人的なものなんだ。あまり人には見られたくない」


「そうですか～」


　ナナは納なつ得とくしたのかどうかは知らないが、数回首をひねった後いつもの笑えみを浮かべてきた。


「わかったです～。見られたくないから先生ぇはそこに隠すですね？」


　ナイトが穴の底に段ボール箱を置いて再び土をかけ出したのを見て、そう言ってくる。ナイトは曖昧に頷うなずいた。


「まぁ、そんなところだ。秘密だから、このことはナナも人に言ったらダメだぞ」


「りょ～かいですっ！」


　ビシッと敬けい礼れいをするナナ。敬礼というか、額ひたいにチョップを入れる、と言う方がいい行動だ。


「痛いです～」


　しかもダメージを受けている。


　そんなナナを横目に、ナイトは土をかけて足でしっかりと踏ふみ固めておいた。


「これでよし……ところでナナ？」


「です？」


　ナイトは改まってナナに話しかけた。


「ナナ、ヨルのことなんだけど」


「どうかしたですか？　ヨル姉さまをこれから元気づけるですよね？」


　そんな風に首をかしげるナナを見て、ナイトは一いつ瞬しゆんどう話すべきか悩んだ。


　ナナとエリザベート、二人の関係を一言で表すのは難むずかしい。ナイトも二人の事情を完かん璧ぺきに把は握あくしているわけではないのだ。だが、ナナが一時期エリザベートに傾けい倒とうしていたのは間ま違ちがいない事実であるし、現在もその気持ちが変わっていない可能性は高い。


　ナナ本人は以前聞いたとき、エリザベートのことはふっきれたという意味のことを言っていたが、だからといってエリザベート本人と戦えるかは疑問だ。というより、ナイト個人としては、ナナに戦わせたくはなかった。


　ナナ本人がナイトたちの手助けをしたいというのなら、それを拒きよ絶ぜつはしない。だが、相手がエリザベートというのはマズイ。ナナには、エリザベートと戦って欲しくないのだ。仮かりにもかつての主人、この小さな子供に、裏うら切ぎりの戦いをさせるのは忍しのびない。


　やはりナナには黙だまっておくしかない、とナイトは結論づけた。そしてもちろん、ヨルにも言うつもりはない。今の心揺ゆれ動く状態のヨルに、これ以上の負ふ担たんはかけたくないからだ。ナイトは決心した。今夜、自分はエリザベートと戦うだろう。だが、それはヨルやナナと一いつ緒しよではない。一人で決着をつけるのだ。


「ナナ……いいか、よく聞いて欲しい。ヨルが元気がないのはわかるだろ？」


「ですです」


「だから君きみはヨルの近くにいて、できるだけヨルを元気づけてやって欲しいんだ。できるか？」


「そ～ゆ～ことならナナにお任まかせですよ、ヨル姉さまを元気にすればいいですね？」


「あぁ、頼たのむぞ。これは君にしかできないことだ」


「です？　先生ぇはヨル姉さまを元気づけないですか？」


「そのことなんだが……」


　ナイトは言葉を選びながら続けた。


「悪いけど俺はこれから出かけないといけないんだ。ちょっと用事があってな。もしかしたら今夜は帰れないかもしれないけど、たいしたことじゃないから、ヨルに聞かれたら心配いらないって伝えてくれるか？」


「です？」


　言われてナナは、首をかしげてなにか考え込むそぶりを見せた。


「……これは所謂いわゆるあれですね、ナナがアルバイトをするのですね！」


　アルバイト？　まぁ、ナナに仕事を頼むのだからそういえなくもないけど。


「ナナ、アルバイト工作をやるですね？」


　工作？……あぁ、もしかして。


「アリバイって言いたいワケか？」


「そうです！　その、アリバイ工作です！」


　この子も色々と言葉を覚えるのはいいけど、もう少し正確に覚えて欲しい。


「先生ぇ、ダメですよ。不ふ倫りんでアリバイ工作は、ど～せいつかバレるですよ」


　腰こしに手を当てたナナがメッ、と怒おこる。いや、待って欲しい。なんで浮うわ気きすることになってるんだ？


「先生ぇが不倫してるってわかったらヨル姉さまもっと悲しむですよ？　それにナナも悲しいです」


　シュン、と肩かたを落とすナナ。なんだか、壮そう絶ぜつな勘かん違ちがいをされている。


「落ち着け、ナナ。別に不倫とかするワケじゃない」


「ならなにしに行くですか？」


「それは……子供には関係ないことだ」


「やっぱり不倫です！」


「君は昼ドラの見過ぎだ！」


　なんだか、予想していなかったところで足止めを喰くらってしまった。


「とにかく、ヨルのことは君に任せたぞ！　俺はもう出かけるからな」


「う～、先生ぇズッコいです！　それならナナも先生ぇと不倫したいです！」


「君はいきなりなにを言い出すんだ？」


「ナナと不倫した方が楽しいですよ、先生ぇ？」


　……なんだか、会話が微び妙みように食い違ちがっている気がする。


「ナナ、不倫って単語の意味、わかってるか？」
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「不倫は、男の人が奥おくさん以外の人と仲良く遊ぶことです」


　……あってるのか間違ってるのか、微妙な解かい釈しやくだな。


「先生ぇ、ナナと遊ぶですよ～、不倫するです～」


「だから不倫じゃない！　そもそも君の不倫は間違っている！　それと、他人の前で不倫って言葉を言ったらダメだぞ、あまりいい言葉じゃないんだから」


「う～、先生ぇ自分だけ遊びに行くです～」


　なんて言ったらこの子は納得してくれるんだ。ナイトはため息をつきながら、ナナにもわかりやすい説明を考えてみた。


「……いいか、ナナ？　俺は遊びに行くワケじゃないんだ。これから先、俺が君たちとずっと一緒にいるために、避さけられないことに決着をつけに行く、大切な用事があるんだ。だからな、わかってくれ？　俺はいかなきゃいけないんだよ」


　かなり抽ちゆう象しよう的な説明だが、ナイトの真剣な想おもいは伝わったようだ。ナナは、こっくりと頷うなずいた。


「……わかったです。先生ぇがそう言うなら、ナナもうワガママ言わないです」


「いい子だ」


　ナナの頭をやさしく撫なでてやり、ナイトは立ち上がって玄関へ向かった。


「それじゃぁ俺はもう出かけるから、ヨルの方は頼んだぞ」


「ナナにお任せですよ～」


　ビシッと、敬礼をして答えるナナ。やっぱりおでこをチョップするような動きだった。


「……痛いです～」


　そんなに強く叩たたかなければいいのに……


「まぁいい。後は任せたからな」


「ですです～」


　そんなやりとりをしながら、ナイトは出発した。


　エリザベートが指定したのは深夜だ。どう考えても早すぎるものの、夜中に抜ぬけ出そうとすればどうしても、ヨルに怪あやしまれる。今の内に家を出て、どこかで時間を潰つぶした方がいいだろう、とナイトは判断したのだ。


　──しかし、エリザベートの狙ねらいはなんだ？


　時間はまだ余よ裕ゆうがあるので、ナイトは歩きながら色々と思考を巡めぐらせてみることにした。


　エリザベートとはいつか決着をつけねばならないと、根こん拠きよはないながらも半ば確信した思いをナイトは抱いだいていた。しかし、だとしても、今回のこれはいささか急すぎる。なにを考えてエリザベートはやってきたのか……


　──いや、狂きよう人じんの頭の中を理解しようとしても無む駄だか。


　基本的にエリザベートに一いつ般ぱん的てきな道理や理り屈くつというものは通らない。そんな人間を相手に悩んでも、時間の無駄である。動機を探さぐっても意味がない。


　しかし、エリザベートは必ずしも愚おろかではない面もある。恐おそろしく頭が回る一面もあるのだ。今回の呼び出しもほぼ確実に罠わなだろう。


　──罠だろうと構かまうものか。今度こそあいつと決着をつける。


　ナイトは改めて決意した。自信はある。多少の罠があったとしても、エリザベートと一対一で戦うならば十分勝機はある。


　──いや、それとも、俺とヨルを分断するのがそもそもの目的か？


　その可能性は高い。だが、今回はまだ、ヨルを戦せん闘とうに巻き込こむわけにはいかない。彼女にはもう少し、心を落ち着けるだけの時間が必要だ。その時間を稼かせぐため、今はナイト一人で戦うしかない。


　赤霧市にはヨルのしかけた大量の魔ま乖かい咒じゆがある。それらに護まもられている以上、ヨルとナナにそこまでの危険はないだろう。後はナイトが一人で、エリザベートと決着をつければいいだけの話だ。


　──やってみせるさ、絶対に。


　心に固く誓ちかい、ナイトは待ち合わせの隣町へと向かうのであった。








　一方の、そんなナイトを見み送おくったナナは、チラリと、庭の隅すみを見た。先ほどナイトが穴あなを掘ほっていた場所である。


「ナナ、勉強したですよ～」


　ナナが何気なく呟つぶやく。


「男の人が隠かくす、人に見られたくないもの……先生ぇ、えっちな本とかＤＶＤとかを隠したですね～」


　ちょっと顔を赤くするナナ。


「武ぶ士しのワカメ酒です。ヨル姉様には黙だまっていてあげるですよ～」


　それを言うなら武士の情なさけ──ワカメ酒はマズイ、色んな意味で。


　壮そう絶ぜつな勘かん違ちがいをしているナナは、静かに家の中へ戻もどっていった。


「あら？　ナイトは出かけたの？」


　リビングで窓まど際ぎわに座すわってなんとなく外を眺ながめていたヨルは、遠ざかる気配を感じて首をかしげた。


「です～、なんだか用があるらしいですよ」


　と、ナナが答える。そう、とヨルは短く答えた。いったいどこへ行ったのかは気になるところだが、ナイトだってたまには散歩にも出かけたいだろう。余あまり細かく束そく縛ばくする気はない。


　そもそも今のヨルには悩み事があるのだ。


　ふぅ、その日何度目になるかわからないため息をまた繰くり返すヨル。いくら悩んでも答えが出ない。


　数日前に突然知らされた訃ふ報ほう──『闇ヤミ』の本家が襲しゆう撃げきされたという事件はヨルだけでなく、全ての魔ま乖かい術じゆつ師しに衝しよう撃げきを与えていることだろう。


　それだけではない。『闇』の他ほかに『偽ニセ』も。二つの系けい統とうの本家が襲撃され、どちらもほぼ壊かい滅めつ、生存者は皆かい無むという前ぜん代だい未み聞もんの大だい惨さん事じとなっているのだ。


　オマケに『闇』本家には八や祖その代表が集まって会議をしていたところであり、彼らまで全員殺されたらしい。


　二つの襲撃の犯人は、タイミングを考えると同一犯を疑うべきだが、どうも違うらしい。『闇』を襲おそったのはエリザベート、『偽』を襲ったのは五ご聖せい竜りゆうだと言われている。エリザベートと五聖竜が手を結んだという説もあるが、真相は定かではない。


　ともかく、現在八祖はこの事件の後あと始し末まつにてんやわんやの大おお騒さわぎである。ヨルも本来なら本家の惨事に帰還すべきなのだろうが、現在は魔ま宴えんを優先させるようにと言う命令も来ているので仕方がない。


　……色々と思うところがあるが、現在のヨルは別に悲ひ嘆たんに暮くれている、と言うわけではない。無論その知らせを聞いた日は人並みに悲しさも感じたが、翌日には特別気にならなくなった。


　と、言うのもヨルが親しくしていた人間が本家には少ないのである。


　生まれたときから魔宴に勝ち残ることを目標に育てられてきたヨルは、同じ『闇』系統と言えど、他人とほとんど顔を合わせることがなかった。なにかの行事の折りに親しん戚せき同士で挨あい拶さつくらいはしたが、通り一いつ遍ぺんのもので、格別仲のよかった人間はいない。


　ヨルの両親はすでに他界しており、今回死亡した人間の中でヨルと一番近いのは、『闇』の当主でもあった祖そ父ふくらいである。


　その祖父の死も、ヨルにはさほど悲しみを与えてはくれなかった。祖父はよく言えば厳げん格かくな性格、悪く言うと、孫まごに対する肉親の情を持ち合わせない人間だった。個人のことよりも一族全体のことを優先する考え方は、確かに指し導どう者しやとしては優ゆう秀しゆうだが、祖父としてはいかがなものだったのか。


　事実ヨルは祖父の記憶というと、挨拶に行ってもいつも執しつ務む机づくえで某なにがしかの書類を書いている姿すがたしか思い浮うかばない。ヨルに冷たく当たったと言うわけではないが、祖父と十分以上顔を合わせた記憶がない。


　そんな祖父が死んだと言われても、そうなんだ、と言う感想が浮かんだだけ、わずかながらの悲しみは確かに感じたが、涙なみだは一粒つぶもこぼれなかった。


　──わたしは冷たい人間なのかしら？


　こういうとき、比くらべられる人間がいないので今ひとつ理解できない。これがナイトだったら──きっと大いに悲しみ、そして大いに怒いかるのだろうな、と思う。ナイトはそう言う少年だ。いつでも他人の痛みを自分のものとして感じて、多くの人と感情を共有することのできる人間だ。


　どっちが正しいかわからない。でもこう言うとき、思いっきり泣き叫さけぶことができれば、この胸むねの中にわだかまるモヤモヤした思いは少しは晴はれるのかな、などと愚ぐにもつかないことを考えるヨルであった。


　本家が襲撃されたのは一大事だが、それは決して致ち命めい的てきではない。『闇』にしろ『偽』にしろ、本家が壊滅したからと言って、多少は力が減げん衰すいするであろうが、八祖の存在が揺ゆらぐような大事にはならないはずだ。一族のものは世界中に分散して存在するし、実際襲撃の報もすぐさま伝わってきた。


　今回は八祖それぞれの代表者が殺されたという惨さん事じだ。八祖の全てが、この事件の解決を望んでいる。


　よって襲撃者であるエリザベート、五聖竜には討とう伐ばつ令れいが出た。エリザベートは魔宴参加者であるが、もはやそんな悠ゆう長ちようなことは言ってられない。八祖それぞれが、お抱かかえの戦せん闘とう部隊に抹まつ殺さつ命令を出したと聞く。この部隊は、魔宴参加者ほど個人の技量が優すぐれてはいないものの、集団戦の訓練を受けた手て練だれの戦闘集団である。さらに今回は事態が事態だけに、八祖のプライドをかけた精せい鋭えい部隊を組そ織しきしたはずだ。さすがにそんな連中が相手では、エリザベートも命運は決まったと言ってもさしつかえないだろう。


　一つ腑ふに落ちないのは──エリザベートの目的だ。彼女はなぜそんな襲撃を起こしたのだろう？


　彼女は恐ろしく狡こう猾かつだ。なんの意味もなくこんな危険なマネをするとは思えない。いったい彼女の狙ねらいはなんだ──ここ数日、ヨルの関心事と言えばその一点である。


　前回、ナナの一件でエリザベートとはつかの間の邂かい逅こうを果たした。あの、蛇へびの様に執しゆう念ねん深い女が、あんなことで諦あきらめるはずはない。いったい、なにを企たくらんでいる……


「ヨル姉さま、怖こわい顔してるです」


「え？　そう？」


　ナナに言われて、自分の頰ほおに触ふれてみる。そんな顔をしていただろうか？　少し考えこみすぎたかしら、とヨルは反省した。


「ヨル姉さま、最近元気ないですね」


「そんなことないわよ、わたしはいつも通りだわ」


「でも、今みたいにときどき怖い顔してるです」


　鈍にぶいナナにも気づかれるようでは、少し態度に出すぎていたかもしれない。反省しないと、とヨルは内心思った。


「ヨル姉さま、元気だすですよ、ちょっと待ってるですよ」


　ナナがトコトコと台所に姿を消した。何事かと思ってみていたら、小さめのグラスを二つもって戻ってきた。


「これを飲むです」


　グラスの中には、透とう明めいな液体が入っている。なんだ、これは？　水？


「今日はナナの奢おごりです。夜中まで飲み明かすです。いやなことは全部吐はき出すですよ」


「どこでそんな言葉おぼえたの？」


「昨日のドラマです」


　そう言えば、テレビでそんなシーンがあったっけ、とヨルは思い出した。


「これを飲めばイヤなことはみんな忘れられるですよ」


　ゴクゴク、ナナは自分のグラスを美お味いしそうに飲み干ほしている。いったい、この液体はなんだ？　まさかと思うけど、お酒？


　ヨルはちょっと顔を近づけて匂においを嗅かいでみた──微かすかに甘あまい香かおりがするが、アルコールの匂いはしない。子供のナナがゴクゴク飲んでいるくらいだし、お酒ではないようだ。


「さぁ、ヨル姉さま、ググッといくですよ」


　たぶんジュースかなにかだろう。特別のどは渇かわいてないが、ナナの好意を無む下げにするのも気が引けたのでヨルもグラスに口をつけた。


　──甘っ！


　一口飲んだだけでその甘さにヨルは顔をしかめた。ジュースどころじゃない。もっと濃のう密みつでドロリとしたこれは……


「ナナ……これはなに？」


「ナナの大好物ですよ！」


　ナナが嬉うれしそうに、台所から封ふうの開あいたパイナップルの缶かん詰づめを持ってきた。中にはパイナップルが入っているが、水分がない。


「……缶詰の、シロップ？」


「ですです～、これはナナの命のエキスです！　ナナの体はこれでできてるですよ～」


　そんな人間がいたら間違いなく糖とう尿によう病びようだ。


「これを飲めば、ナナはどんな悩なやみも忘れてしまうです」


　それは悩み事の根本的解決になってない気がする。


「さぁ、ヨル姉さま、今度はパイナップルを食べるですよ～」


　ナナが大喜びで果か肉にくの方を皿さらに取り出した。


　ヨルは苦にが笑わらいを浮かべつつ、目の前のグラスを見た。子供じゃあるまいし、さすがにこんなもので大喜びするヨルではない。それに、ものすごくカロリーが高そうである。


「あなたにあげるわ。一人で食べていいわよ」


「本当ですか！」


　大喜びするナナ。


「あぅ……でもヨル姉さまを元気づけるのに……」


「とか何とか言って、自分が缶詰食べたかっただけでしょ」


「えぅ！」


　図星らしい。でもまぁ、その気き遣づかいだけはありがたく受け取っておこう、とヨルは思った。


「気持ちはもらっておくわ、ありがとう。あなたは気にしなくていいのよ、ナナ」


「なら、もうヨル姉さま元気ですか？」


「わたしはもともと元気よ。病気でもないんだからね」


「よかったです～」


　ニコッと、心底嬉しそうに笑うナナ。ナナは顔を輝かがやかせたまま缶詰にとびついた。


「こら、手て摑づかみは行ぎよう儀ぎが悪いって言ってるでしょ。フォークを使いなさい」


「ですです～」


　ヨルに言われてフォークを使い、さっきナイトと食べていたはずなのに、飽あきもせずに美味しそうに食べ始める。一口食べるごとにこの世の春を嚙かみしめる様な表情で恍こう惚こつとしている──なんというか、ナナのその顔を見ているだけでこっちもお腹なかいっぱいになってきた気がする。


　と、その時、ヨルは、あら、と背はい後ごを振り返った。


「ナイト？」


　今、ナイトの魔力の気け配はいが急速に遠ざかっていくのを感じたのだ。街中にしかけた監かん視し魔ま乖かい咒じゆの情報によれば──ナイトは電車に乗って移動しているようだ。たちまちのうちに赤あか霧ぎり市から出て、ヨルの知覚範はん囲い外がいにまで行ってしまう。


「いったい、どういうこと？」


　街から出るなんて聞いていない。なんのつもりだ？　不用意にヨルの張った結けつ界かいから出るなんて。


「ナナ。ナイトはどこへ行ったの？」


「知らないです」


「本当に？」


「ナナウソつかないですよ～」


　ナナの顔を見つめてみるが、動じた気配はない。顔かお芸げいが苦にが手てなナナがそこまでうまくごまかせるはずもないので、本当に知らないらしい。


「ナイト……」


　よりによってこの微び妙みような時期にとられたナイトの奇き妙みような行動。言いしれぬ不安を感じて、ヨルはそっと、自分の胸を押さえるのだった。








　呼び出しを受けたナイトは早さつ速そく目的地である駅前にまで来ていた。


　指定時間は深夜なので、まだ五時間以上の余よ裕ゆうがある。駅前もまだ人通りが多く、怪あやしい人物がいたとしても、この雑ざつ踏とうの中ではわからないだろう。


　ナイトは注意深く通り過ぎる人達の会話に耳を澄すませていたが、いくつか気になる情報があった。


　落ち着かない様子の人をたどっていくと、数分ほど歩いた先にパトカーが数台止まって赤いランプを点てん滅めつさせていた。細い路地の前にシートがはられて柵さくが並べられ、物々しい様子の警官が直立不動で立っていた。


「また通り魔まですって」


「ここのところ毎日じゃない」


「同じ犯人が……」


「いったいどうなって……」


　野や次じ馬うまの会話が聞こえる中、ナイトは一人奥歯を嚙みしめながら拳こぶしを強く握にぎった。


　間違いない。ほんの小一時間ほど前に、エリザベートはここにいたのだ。集中してみれば、エリザベートの残した微かすかな魔力の残り香がを感じることができる。


　しかしその気配も現在では微び々びたるもので、ナイトの力をもってしても跡あとをたどることはできなかった。


　とにかく、この悲劇を、これ以上繰くり返させるわけにはいかない。ナイトは改めて、必ずエリザベートとの決着をつけると固く決意するのであった。


　その後も周辺を歩き回ってみたが、エリザベートらしき人ひと影かげは見あたらなかった。


　まぁ、それはいい。内心ナイトも発見できるとは期待していなかったからである。


　エリザベートは人格に問題はあるが、『歪ワイ』の優ゆう秀しゆうな魔ま乖かい術じゆつ師しでもある。その能力は、八や祖そ直系クラスの中でも飛び抜ぬけていると言っていいだろう。そんな彼女の得とく意い技わざは、空間を歪ゆがめることで行う空間跳ちよう躍やく。ヨルの説明によると、条件にもよるが、エリザベートは数メートルから数十キロメートルの距離を瞬しゆん時じに移動することができるそうである。


　まさに神しん出しゆつ鬼き没ぼつの存在と言っていいだろう。戦せん闘とう中にその力が使われれば、厄やつ介かいなことこの上ない。だが、そんな強きよう敵てきを相手にしてもナイトは絶対に勝たねばならないのだ。


　ナイトとて、無む策さくで突っ込むわけではない。ある程度の勝算があるからこそ、エリザベートの呼びかけにも応じたのである。


　今も、こんな何時間も前から無む駄だに早く来たわけではない。戦う場所の下見がしたかったからである。だからこそ、ナイトは駅周辺の道を、端はしからしらみつぶしに歩いているのである。


　歩きながら周囲に時折鋭するどい視線を投げて、じっくり観察していく。たまに不ふ審しんそうに見られることもあったが、そう言うときは何なに気げない表情を作って、変に慌あわてることなくゆっくり立ち去るようにしている。最近は通り魔事件のせいか、住民にも妙な緊きん張ちよう感が漂ただよっている。変に不審な態度を見せて、通報されるわけにはいかない。


　こうして歩き回りながらも、罠わながないかを確認しているのだ。罠、というよりも、遅ち効こう性の魔ま法ほう陣じんのたぐい、ヨルが赤霧市内にしかけたものと同じものである。


　わざわざエリザベートがこの場所に呼び出したと言うことは、ここに何らかの罠があると考えるのが自然である。例たとえば、事前に罠用の魔ま乖かい咒じゆをしかけておくのは基本である。


　罠であるから当然隠かくされているだろうが、魔乖咒である以上、そこには微かな魔力の気配がある。ナイトくらいに感覚が優すぐれていれば、注意深く探さがせば難なく見つけることができるはずである。


　そう思って調べているのだが、どうも、それらしきものはどこにもなかった。どうやらエリザベートは、罠を使う気はないようである。無論、それで安心できるわけではない。


　あるいは、伏ふく兵へいでも用意しているのではないか、と思ったが、怪しい人物も見あたらなかった。巧こう妙みように周辺住民の間にとけ込こんでいるのかもしれないが、隠れている人物が魔乖術師である以上、ナイトはその気配を感じることができる。それでも発見できないと言うことは──少なくとも、大だい規き模ぼな伏兵はないということか。


　それでも用心深く、数時間をかけて周辺地域を探たん索さくしたが、結局罠らしきものを発見することはできなかった。


　時刻は九時を回った。周囲もすっかり暗くなり、繁はん華か街がいでもないこの辺あたりをうろつく人間は目に見えて減へってきた。通り魔事件があるため、夜間外出を控ひかえているのかもしれない。ナイトとしては、その方が好こう都つ合ごうだった。


　しかし、警けい邏らしているパトカーが多いのはいただけない。残念ながらナイトは年相応の外観をしている。夜中に、こんな場所をぶらつく高校生が発見されたら、どう考えても面めん倒どうなことになる。


　そういったわけで、その段階でナイトは探索を断念。目立たない場所にあったオフィスビルの駐車場の隅すみに身を潜ひそめて、時間を潰つぶした。恐ろしいほどに人ひと気けがなく、周囲は真っ暗だ。気の弱い人間なら恐きよう怖ふに駆かられるところだろうが、ナイトにそんな心配は無用だ。こんなものよりもっと恐ろしい場面を経験したことがあるのだから。


　手持ち無ぶ沙さ汰たではあったが、やがて時刻は十一時を回った。そろそろ目的地に移動するか、と立ち上がるナイト。


　静かに道を歩きながら、違い和わ感かんを感じた──妙に静かすぎる。人の気配が街中から完全に消えているのだ。


　これはもしかすると、と思って気配を探さぐってみると、微かすかに結けつ界かいの気配がある。人ひと払ばらいの結界だ。魔乖術師でない一いつ般ぱん人じんを遠ざける効果のある結界である。遠くからその結界の微かな気配が感じられた。


　ナイトはしかけたおぼえはない。となると、エリザベートか？　あの女がわざわざこういった下準備をするとは意外だった。先ほど探索したときはほとんど気づかなかったので、あらかじめしかけておいたというわけではなさそうだ。しかしこれだけの広こう範はん囲いを短時間であっさり結界で覆おおい尽つくすとは、エリザベートの非ひ凡ぼんさが伺うかがえるところであった。


　そしてナイトは午後十一時三十分には約束の駅前にたどり着いていた。地方都市であるので、この時間ですでに終電も出ている。駅にも周辺にも人気はなく、真っ暗な夜よ闇やみを街がい灯とうの光が照らすだけであった。


　ナイトはもう一度、周辺の地形を頭に叩たたき込んだ。今いる北側は、それなりの広さがあるものの、ナイトが本気で戦うには少し狭せまいかもしれない。


　ここからもう少し南の方へ向かうと、なにかの開発予定地らしき大きな更さら地ちが広がっている。戦うならば、そこへ誘ゆう導どうすれば思いっきり戦えるはずだ。


　ブルルルル。


　真夜中に突然響ひびくベル音。何事かと振り返ると、道の端はしに置かれた公衆電話が鳴っていた。この携帯電話全盛期、公衆電話というと残っているだけでも珍めずしい。今この状じよう況きようで、電話がかかって来るとなると、ナイトに無関係とは思えなかった。


　用心深く近づき、受話器を取って耳に当てた。


「もしもし？」


『あたしよ、あたし』


　案の定じよう、エリザベートの声が聞こえた。


『あんたもしかして相当なヒマ人？　いったい何時間前からうろついてるわけ？』


　ナイトが早くから来ていることを知っている？　しかし周囲にエリザベートらしき人物はいないことは確認したはずだ。いったい、どこから観察していた？


『探さがしたって無む駄ださ、あんたからあたしは見えないよ』


　こちらの行動を見み透すかしたような言葉。いや、実際にどこかからこちらを見ているのか？


「貴き様さま、どこにいる？」


『せっかちじゃない、スガム・ナイト。待ち合わせ時間にはまだ余よ裕ゆうがあるはずだけどね？』


「……日本人は時間には厳げん格かくなのさ」


『つまらない国民性だこと……で、あんた一人なのはどういうわけ？』


「お前の相手なんて、俺一人で十分だってことだ」


『粋いきがるなよ下等生物』


　電話の声が一段低くなった。


『あんたみたいなウジ虫なんて、あたしの力なら指先一つで一ひねりさ。素す直なおに仲間を大勢引き連れてくればよかったものを』


「お前こそ俺を舐なめるなよ。以前とは違う。お前一人を相手にするくらい、ワケないさ」


『ヨルミルミはともかく、ナナは連れて来いっていっただろ？』


「お前の命令を聞く道理があるのか？」


『あんた、自分の立場がわかってないみたいね』


　エリザベートは恫どう喝かつする様な声を出す。


『あたしを不ふ機き嫌げんにさせていいと思ってるの？　なんなら今すぐこの街の住民を根ね絶だやしにしてやってもいいのよ？』


「無関係な人間を巻まき込むな！　そもそも、今いま更さらナナになんの用だ！」


『用？　まぁぶっちゃけ用なんてないけどね』


　くっくっく、電話の向こうで笑い声が響く。


『今日はまずあんたをぶち殺すのが目的だからね。ナナに来られるとジャマだったから、来ないのは好都合さ』


　待て？　この女、自分でナナを連れて来いって言って……


『まだわからないの？　つくづく脳みその腐くさったエテ公だな。あんたの性格なんてあたしには丸わかりなのよ。あぁやって言えば、あんたがナナを絶対連れて来ないなんてのはお見み通とおしよ。簡単すぎて拍ひよう子し抜ぬけするわ』


　チッ、そうだったか。エリザベートの方が一枚上うわ手てだったと言うことで、ナイトは歯がみした。


『あぁ、そう言えば言ってなかったっけ。わざわざナナを生き返らせてくれてご苦労様。どうせすぐ死ぬのに、本当にメンドウなことをしてくれたわね』


「どういうことだ？」


『どうせすぐにあたしが殺すからね、あんたやヨルミルミも、ついでに人類全部も皆殺しにする予定だから』


　さらりと、トチ狂ったセリフを吐はき出した。


『まぁいいさ、あんたを殺した後、ナナはゆっくり取り戻もどすか』


「黙だまれ、ナナは貴様のものじゃない！」


『違うな、カス。それは違うよ。ナナはあたしのものだ』


　ひどく真ま面じ目めな口調でエリザベートが答えた。


『あの子を実験体の立場から解放してやったのは誰だれ？　今まで生かしてやったのは誰？　あの子が忠ちゆう誠せいを誓ちかった相手は誰？　全すべてあたしだ。すなわち、ナナはあたしのものなんだよ』


「ふざけるな！　ナナはお前のオモチャじゃないんだぞ！」


『そうね、オモチャじゃないわ。オモチャなら、もう少し遊んでて楽しいモノ。あんなにムカつく子は、オモチャじゃないわね、ただのゴミよ』


「ゴミ呼ばわりするナナをもう一度手に入れて、貴様はどうする気だ？」


『さてね、考えてもなかったけど……適当なところでさっさと殺すさ』


　ひどくあっさり答えるエリザベート。その答えには迷まよいがなく、すなわち、完全に狂った内容だった。


「貴様なんかにナナを渡わたせるものか！」


『なら聞き返すけど、ナナはあんたのものなの？』


「ナナは一人の人間だ。誰のものでもない！」


『でもあんたはナナを自分のオモチャにしてるじゃない』


「バカを言え」


『バカなもんか。あんたがナナを飼かっているのは、下らない自己満足のためさ。魔ま宴えんに参加するって言えば聞こえはいいけど、あんたの正体は薄うす汚ぎたない人殺しだ。今まで何人の人間を殺してきた？　そしてあんたはそんな自分をごまかすために、ナナを媒ばい介かいとして偽ぎ善ぜんに酔よいしれ、罪ざい悪あく感を紛まぎらわせているだけだ。自己満足するための素そ材ざいを、オモチャと呼ばずしてなんと呼ぶの？』


「下らない、詭き弁べんだな」


『それはどうかしら？　今、あんたの心しん拍ぱく数すうが少し上がったみたいだけどね』


「……っ」


　一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。心の片かた隅すみに、今のエリザベートの言葉を肯こう定ていする自分がいることにナイトは気づいた。この女は、巧こう妙みようだ。完全に気がふれているように見えながら、他人の弱みを突く能力だけは優すぐれている。


「黙れ！　ナナにとって、貴様のそばにいることが幸福であるとは思えなかった。だから俺はナナを引き取った。少なくとも、今のナナは以前よりは幸せであるはずだ。その幸せを壊こわそうって言うなら、俺はお前を絶対に許さない！」


『幸せ？　ナナが？　あはははははははは、あんたの目はとことん節ふし穴あなね。あんたはナナのどこを見てるの？　ナナが幸せになれるはずがないじゃない』


「そんなことはない！　俺はこれから先、どんなことをしてでも、ナナに幸福な人生を歩ませてみせる！」


『ムリムリ。あんたなんかじゃナナを苦しめるだけさ』


「貴様よりはマシだ！　ナナをいらなくなったからって、ゴミのように殺す貴様よりははるかにな！　そもそもなぜ今更ナナに固こ執しつする！　お前は一度ナナを捨すてたんだろう！」


『そんなこともわからねぇのか？　脳みそのかわりにクソでもつまってるのか？』


　エリザベートが小馬鹿にしたような声を出す。


『自分が使ってたパンツはいらなくなったら捨てるじゃない？　捨てたパンツを見知らぬ中年オヤジが拾ひろって好き勝手やってるってわかったら、ムカついてその腐くされオヤジをブチ殺したくなるだろ？　それと同じ理り屈くつさ。パンツなんざいらないけど、それとオヤジをブチ殺すことはまったくの別問題さ』


　つまり、パンツ＝ナナということか。


「黙れ！　お前はそうやってナナのことを顧かえりみずに、使い捨てるんだ！　お前なんかにナナを渡せるものか！」


『熱くなるなよ、クズ。そういう男って、あたし大っ嫌きらいなんだ』


「熱くなっている？　違うな。熱くなっているのはお前のほうさ、自分でわかってないのか？」


『…………』


　電話の向こうで一瞬の沈ちん黙もくがあった。やがて、エリザベートの声が答える。


『ふん……もういいわ。あんたとの会話は飽あきた。さっさと死ね』


「なに……」


　瞬間、グニャリ、ナイトの視界が、歪ゆがんだ。


　一瞬後──ナイトが使っていた電話機の周辺、周囲十数メートルの空間がねじ曲がり、中心部へ向かって一瞬で押おし潰つぶされた。


　地面には円形の大きな穴があき、クレーター状にアスファルトと土がえぐれている。周囲の構造物も、球を描えがく空間部分が削けずれとれており、球の内側に当たる部分には文も字じ通どおり、なにも残っていなかった。


　コツリ、人ひと気けのない夜闇に、靴くつ音おとが響く。


　長身の女だ。平へい均きん的な日本人男性を軽く上うわ回まわる背せ丈たけが、高いヒールのおかげでますます高くなっている。その豊ほう満まんな肉体を派は手でな色合いのドレスで包み、丈の長いドレスのスリットからは艶なまめかしい脚あしが覗のぞいている。


　誰だれあろう、エリザベート・ゾフィー・ジノ・クラインその人である。


　時刻は深夜だというのに、片手には日ひ傘がさをもっている。そのために、顔ははっきりとは見えない。わずかに覗くのは、鋭えい角かく的なラインを描えがくあご先に、背中に伸のびる豊ゆたかな金きん髪ぱつのみ。だが、顔の下半分の整った造ぞう形けいを見るだけでも、なかなかの美び貌ぼうの持ち主であることが窺うかがえる容よう貌ぼうだった。


　静かにたたずむエリザベートは、片手に傘を構かまえたままチッ、とかすかに舌した打うちをした。


「うまく逃にげたか」


　そう呟つぶやくエリザベートの背はい後ごには、無傷のナイトが立っていた。今のエリザベートの歪わい曲きよく攻こう撃げきを、ナイトはギリギリのタイミングで回かい避ひしたのだ。


「まぁ、そうでないと潰し甲が斐いがないってもんだけどね」


　口元に歪んだ微び笑しようを浮かべるエリザベートが、ナイトを振り返った。ナイトは、油断なく構えながら相手と対たい峙じする。


「でも、よくかわせたわねぇ。うまく気け配はいは隠していたのに」


「あぁ、そうだな。実際俺もほとんど気配は感じなかったよ」


　ナイトが首しゆ肯こうした。


「でも、それが仇あだだったな。気配がないおかげで、逆に俺の警けい戒かい心が強まった」


　鋭するどい視線をエリザベートに向けた。


「お前が空間跳ちよう躍やくを得意としているのは、前回の戦いでわかっている。その能力を最大限に生かせるのは、奇き襲しゆう不ふ意い討うち戦法だ。お前の性格からしても、初手は確実に不意を打ってくるとわかっていた」


「あたしの電話につきあってスキを見せたのは、わざとだってわけ？」


「平たく言えばそうだ。さすがの俺もこのまま四六時中神経を張り巡めぐらせるのは辛つらい。ここであえてスキを作ってお前をおびき寄せたほうが、こっちもやりやすいんでね」


「ふ～ん、そう……あはっ、あはっ、あははははははははははははははは」


　なにがおかしいのか、突然エリザベートは肩を震ふるわせて笑い声を上げた。


「なるほどねぇ、このあたしとしたことが、あんたの思おも惑わくどおり動かされるなんて、これは一本とられたわ、あはははははははははは」


　ナイトは警戒心を強めてエリザベートを見つめた。この女が、そんなことで大笑いするような性格でないことはよくわかっている。なにか、こちらの油断を誘う演技かもしれない。


「ははははははは……とんだお笑いぐさだわ、あんたのその道どう化けっぷりはね」


　エリザベートが馬ば鹿か笑わらいをやめ、傘の奥からナイトを睨にらんできた。
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「あたしがあんたの思惑に乗った？　どこまでおめでたいのよ、あんたの脳ミソは！　フンッ、思惑に乗ってるのはあんたのほうさ、この救いがたい呪のろわれたクソ虫風ふ情ぜいが」


　口くち汚ぎたなく罵ののしりながら続けるエリザベート。


「あんたって本当、単純よね。裏表がない性格なんてのは、つまるところバカが服着て歩いているだけの存在よ。あんたが今どうしてここにいるのか、その理由を考えてみたの？」


「それは、貴様が電話をしてきたからだろう」


「つまりあんたはあたしの思惑に乗って呼び出されたわけさ、むざむざと」


　その通り、それはエリザベートの言うとおりだ。


「それも、あんたが致ち命めい傷しようを負ったときに回復してくれる『闇ヤミ』も連れずにね。ねぇ、清夢騎人、気づいてる？　あんたは今、自分に有利な要素を全て捨すててあたしの目の前に立っているのよ。あんたの足りない脳ミソにもわかりやすく言ってやろうか？　つまり、死ぬ準備はできましたか、クソッ垂たれ」


「同じ言葉をそっくり返すぞ」


「……フフン、まぁいいわ」


　エリザベートが傘の下で肩をすくめた。


「あんたごとき、わざわざ本気を出す必要もないもんねぇ、このカス。ノコノコ呼び出されてくるバカなんて、あたしの敵てきじゃないもの」


「戯ざれ言をしゃべっている暇ひまはあるのか？　こないならこっちからいくぞ！」


　叫さけび、ナイトは飛び出す。明らかにエリザベートはナイトの攻撃を誘っているが、構うモノか。どっちにしろ完全戦闘特化したナイトの魔ま乖かい咒じゆは、小こ細ざい工くには向いていない。戦う以上は正面からのぶつかり合いが一番なのだ。


「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　叫びながら、まずは最初に牽けん制せいの魔乖咒をまとめて解とき放つ。だが。


「なにがしたいの、あんたは？」


　エリザベートは、避よけようともしない。ナイトが放った魔乖咒の光こう芒ぼうは一直線にエリザベートへ飛んだかと思いきや、命中の直前、あらぬ方向へと捻ねじれ、彼方かなたへ飛び去っていく。エリザベートにはかすりもしなかった。


「ちっ」


　舌打ちするが、どうせ今の攻撃は牽制だ。本命は、ナイト自みずからが接近しての格かく闘とう戦だ。両の手足に魔力を込めて、エリザベートに肉にく薄はくする。


　勢いののった拳こぶしを、相手に正面から叩たたき込む──が、ナイトの拳は空くうを切った。


「……あんたとダンスを踊おどるなんて、どんな茶番よ」


　エリザベートの正面からぶつかったはずのナイトの体は、いつのまにかエリザベートをすり抜けていた。


「チッ」


　振り返りザマに、相手の頭部を狙ねらって回し蹴げり。だが。


「もしかして、こいつは攻撃だったの？」


　エリザベートは首をわずかに動かしてナイトを見ながら、ことさら眠ねむそうに言い捨てた。ナイトの攻撃は完全な空から振ぶり。エリザベートは回避もしていないのに、ナイトの攻撃が全まつたく当たらない！


「まったくタイクツだねぇ」


　と、エリザベートがアクビをかみ殺すように口元に手を伸のばした。次の瞬間。


　ガツン


　ナイトは頭部に衝しよう撃げきを感じた、と思った瞬間には視界が黒く塗ぬりつぶされ、向かいのビルの壁へき面めんに体が叩きつけられていた。


「ごめんなさいねぇ。あまりにヒマだったから、少し体たい操そうをしたら手が当たったみたい」


　エリザベートが手にした日ひ傘がさを振り抜いた状態で、笑いながら呟つぶやく。ナイトはあご先まで垂れてきた血を舐なめながら、壁に手をついて体を起こした。


　とんでもない衝撃だった。物理障しよう壁へきがあったはずなのに、そんなものは意味がなかった。ナイトのコメカミ部分の肉がえぐれて、血がダクダク流れていた。脳のう髄ずいまで到とう達たつするような震しん動どうは未いまだナイトを揺ゆさぶっており、視界がうまく定まらない。魔乖咒で強ごう引いんに止し血けつをして、意識も覚かく醒せいさせる。


　エリザベートはただ、立ったまま傘を振っただけだ。傘の先がナイトのこめかみに命中した、ただそれだけのことなのに、ナイトは今、自分と相手の間にある実力差を見せつけられた気がした。


「クソォォォォ！」


　ナイトは自分を鼓こ舞ぶするように叫びながら、エリザベートに躍おどりかかった。強きよう烈れつなダッシュ。一瞬で間合いをつめて、両手でエリザベートの体をすくい上げるように摑つかむ！　これなら──


　──また逃にげられた。


　とらえたと思ったその瞬間、ナイトの両りよう腕うではスルリと、なにもない空間を抱だきしめた、ただそれだけだった。


「で、そろそろ気が済すんだ？」


　エリザベートが暢のん気きな声を漏もらす。相変わらず片手で傘を差したまま、悠ゆう然ぜんとたたずんでいる。


「どう？　わかった？　あんたごとき腐くされ低てい能のう風ふ情ぜいがどれだけ頑がん張ばったって、あたしには指一本触ふれられないのよ、身の程ほどを知れよクズ！」


　言われるまでもなく、ナイトだってわかっている。この女に直接攻撃は効きかない。前回と同様だ。


　エリザベートの得とく意い技わざは空間歪わい曲きよくだ。やつは自分の周囲の空間をも歪ゆがめ、あらゆる攻撃を自分から逸そらしているのである。たとえナイトがどれだけ強力な攻撃をしたところで、それが当たらない限りエリザベートにダメージはない。すなわち、エリザベートはまさに鉄てつ壁ぺきと呼ぶにふさわしい防ぼう御ぎよを持っているわけである。


　やはりこの防御は、単純な力ちから業わざで打ち破るのはほぼ不可能だ。これを貫つらぬく方法はただ一つ──ナイトの切り札ふだ、第四咒じゆ法ほうを使うしかない。


『滅メツ』の第四咒法には相手の防御無効の特とく殊しゆ効果がある。その力を使えば、エリザベートの空間歪曲であろうと貫かん通つうできる──はずである。


　しかし──解げせない。ナイトは、エリザベートの真意がつかめないでいた。


　ここにナイトを呼び出したのはこの女だ。ナイトと戦う準備は万ばん端たんであろうと予想していた。だが実際のエリザベートに、積極的に攻撃をしかける意志が感じられない。どういうことだ？　こうやってナイトを消しよう耗もうさせる気か？　あるいは時間稼かせぎが目的？


　どっちにしろ、今ここでエリザベートと早めに決着をつけたほうがいいだろう。第四咒法さえ決まれば、ナイトの勝利は揺ゆるぎないのだから。


「は、あはっ、あははははははははは」


　エリザベートが突とつ然ぜん声を上げて笑った。


「あんたってクズは、本当にわかりやすいわねぇ、あんたが今考えていることを、当ててやろうか？」


　スッと、エリザベートが人差し指を伸ばし、長く伸びた赤いツメがナイトを捕とらえた。


「『確かに俺は前回この女に負けた。でもそれはこいつが卑ひ怯きような手段を使ったからだ。もう一度やれば、今回は負けない』ってね、違う？」


　ナイトの内心を、よく読んでいる。ナイトは動どう揺ようを悟さとられないよう、表情に出さないようにしながら相手の様子を窺うかがった。


「別にあたしは『偽ニセ』みたいに他人の心を読む力なんてないけど、あんたみたいなバカは、考えることも単純だからすぐわかるわ」


　そこでエリザベートは、ペッと唾つばを吐はき捨てた。


「あんたって、本当に、どうしようもないほど救いようのないバカね。本当、脳みそなんてないクセに叶かなわぬ夢なんか妄もう想そうしちゃって、本当にキモいわ、このブタ畜ちく生しようが！」


　エリザベートが親指を地面に突つきつけた。


「あんたがあたしに勝つ？　そんなこと絶対に、絶対に、絶ぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ対にありえねぇよ、ブワァァァァァァァァァァカッ!!」


　さらにエリザベートは自分の首に親指を当て、首を搔かき切る仕草をした。


「あんたみたいなウジ虫が何万回挑ちよう戦せんしようが、あたしに勝てることは未来永えい劫ごうありえない！　ウジ虫がどれだけ粋いきがったところで、それは所しよ詮せんハエ止まりだってことがわからねぇのか、あぁん？」


「……随ずい分ぶん舌が回るじゃないか、エリザベート」


　ナイトは自分のペースを崩くずさないよう、静かに言った。


「そんなに俺が怖こわいか？」


「[image: ]ぁん？」


「俺が怖いんだろ、エリザベート？　だから何度も無意味な挑ちよう発はつや威い嚇かくを繰くり返すんだ。実力で倒たおす自信があるなら、小細工を弄ろうする必要なんてない。つまりお前の罠わなや挑発は、自信のなさを裏付けることでしかない。どうだ、言い返せないだろう？」


　ナイトもまた、エリザベートに向かってクイクイと指を動かし、かかってこいと挑発する。それを見たエリザベートは──静かになった。


　なんだろう、この気け配はいは？　今明らかに周囲の空気が変わった。季節は夏だというのに、真冬のような冷気が立ちこめていく。体の芯しんまで冷えるほどの凍いてつく空気が静かに、周囲を満たしていく。


「……ふふん、そんな挑発に乗るほど、あたしは安くないのよ」


　凍てつくような殺気を振ふりまく元げん凶きよう、エリザベートは静かにそう言った。


「ま、元々あんたを生かしておく気なんて更さら々さらないけど、あんたはこの後生きているのを後こう悔かいしたくなる方法で殺してやるわ。でも、殺すのはおあずけ、もう少し後よ」


　エリザベートはそこで少し言葉を切った。


「……言っておくけど、あんたをぶち殺すことなんて簡単なのよ。わかってる？」


　静かにたたずんだままエリザベートは続ける。この静けさは、嵐あらしの予よ兆ちようのようにも感じられた。


「あんたはとことん甘ちゃんだからね、適当に人ひと質じちを嬲なぶり殺してやれば、あんたの首を真ま綿わたで絞しめるようにジワジワ殺すことはできるわ。でもあたしは敢あえて、その方法はとらなかったの、ねぇ、なんでかわかる？」


「…………」


　わかるわけがない。だが元々相手の口車に乗る気はないので、わかったとしてもナイトは無言のままだっただろう。


「ムカつくのよねぇ、あんたみたいなカスが自分の程度も知らずに粋がってるのを見ると、思いっきり踏ふみ潰つぶしてやりたくなっちゃうのよ、昔からね」


　クックック、傘かさの下で、エリザベートは陰いん惨さんな笑いを零こぼした。


「だからさ、思いっきりあんたのことを踏みにじってやることにしたのよ。あんたの望み通り、正面から戦ってやるから来なさいよ。それをあたしが返り討うちにして、あんたは地べたに這はい蹲つくばるどころか土中に埋うもれる程度のゴミクズだってことを教えてやるから」


　エリザベートは明らかにナイトの攻撃を誘さそっている。それは最初に戦い始めたときから感じていることだ。何しろエリザベートは最初の奇き襲しゆう以外、ほとんど攻撃に魔ま乖かい咒じゆを使用していないのだ。


　相手の狙ねらいがなにかはわからない。だが、どんな罠があるにせよ、ナイトには必勝の自信があった。


　ナイトの必ひつ殺さつの第四咒法ならば確実にエリザベートの歪わい曲きよく空間を貫通できる。命中すれば一撃死の効果まであるこの技わざを使えば、ナイトは確実に勝てる。


　問題があるとすれば、第四咒法は展開に時間がかかると言うことだ。普段はヨルとの連れん携けいでその時間を稼かせぐのだが、今回はナイト一人でやらねばならない。


「なら、見せてやるよ──俺は以前の俺じゃない、あれから進化したってことをな！」


　ナイトは懐ふところから魔ま道どう書しよを取り出し、目の前に放り投げた。『滅メツ』の魔道書『滅ホロび逝イく愚グ者シヤどもの挽バン歌カ』である。投げ出された魔道書は宙に浮ういたまま、自動的にあるページが開かれた。そのページに描かれてあった魔法陣が浮かび上がり、ナイトの体にまとわりついていく。


「なんだと？　それは……」


　初めてエリザベートが動じた声を出す。そう、これがナイトの進歩である。


　前回、キョウシロウとの戦いの中でナイトは、第四咒法を展開寸前の状態で長時間維い持じし続けるという技術を身につけた。これはその応用である。本来は展開儀ぎ式しきに時間のかかる第四咒法の魔法陣を事前に用意しておくことで、一瞬で第四咒法も展開できるようにしたのである。


「があぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　ナイトの咆ほう哮こうが、大地を震わせる。全身に『滅』の魔力がみなぎり、力が溢あふれる。バチバチっと全身から火花がほとばしり、ナイトが踏ふみしめるアスファルトの地面に亀き裂れつが走った。第四咒法の圧倒的なパワーが、周囲に伝でん播ぱしているのである。


「へぇ？　なるほど、見た目だけのハッタリ技は得意なようね」


　エリザベートはそう嘯うそぶく。動揺したのも一瞬だけ、すぐに冷静さを取り戻もどし、ナイトを見つめてくる。


「でも、所しよ詮せんはそれだけ、ハッタリはあくまでハッタリでしかない」


「ハッタリかどうか、そんなことはどうでもいい……だがお前が今までナナにしてきた仕打ちは、絶対に許せない！　これ以上ナナに関わるというなら、ここでお前を倒す！」


「できるの、あんたごときに？」


「できるできないじゃない！　ただ貴様をここで倒す！　それだけだ！」


　吠ほえ、ナイトは、正面へ飛び出した。踏み込こんだ地面が大きく陥かん没ぼつするほどの力を脚あしにこめ、まさに雷らい光こうのごとき速さで飛びだした。エリザベートとの距離は数十メートル足らず。ナイトならば瞬まばたきほどの時間で縮ちぢめることができる。


「ふんっ、その程度！」


　が、エリザベートは余よ裕ゆうの様子で、鼻で笑う。そして、タンっと、軽かろやかに、背はい後ごへ跳ちよう躍やくする。エリザベートの姿すがたが、そのままかき消すように消えていく。背中から、虚こ空くうの中へ、そこに見えない扉とびらがあるように、空気の中へと消えていく。


　やはり空間跳躍。エリザベートは瞬間移動で一瞬にしてナイトの眼前から消えた。どんなに強力な攻撃も、当たらなければ意味がない。そう、通常ならば。


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　だが、ナイトは止まらない。そんなことは予想できていた。そして、その程度でナイトの攻撃は終わりはしない。


『滅』の第四咒じゆ法ほうが誇ほこる防ぼう御ぎよ無む効こうを舐なめてもらっては困こまる。これはあらゆる防御手段を無効化するのだ。それは、相手の反はん撃げきや回かい避ひ手段も含ふくめ、全ての防御が無力化される。


　よって、エリザベートが逃にげたところで問題はない。なぜならば、その逃とう亡ぼうが無効化されるからだ！


　ナイトの拳こぶしに集まった赤黒い魔力が、エリザベートの消えた空間に叩たたき込まれる。赤い光が周囲に渦うず巻まき、一瞬後、パリンと、薄はく氷ひようの砕くだけるような音と共に、空間が割れた。


「な!?」


　割れた空間の向こうに、驚おどろいた様子のエリザベートがいた。もうここまで来くれば、逃がさない。勝負あった！


「だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　空間を突つき破り、エリザベートの防御壁へきも貫かん通つうし、必殺の、必ひつ滅めつの一撃が、今、エリザベートに吸すい込まれるようにして叩き込まれる──


「まんまとかかったな、このカス！」


　エリザベートの口元が、三み日か月づきのようにつり上がった。それを見た瞬間、闘とう争そう本能に支配されかけたナイトの全身を、一種の悪お寒かんが走った。マズイ、思うと同時に、背中から衝しよう撃げきが走った。


「ガブッ！」


　全身を痺しびれさせるような鈍どん痛つうが広がり、なすすべもなく、ナイトは大地を転ころがった。すさまじい速さで駆かけだしていた勢いきおいはそのままに、路面を突き破る勢いで土つち煙けむりを上げながら数十メートルを転がって、ナイトの勢いはようやく止まった。


「ガッ、ゴホッ」


　な、なんだ、なにが起こった？　うつぶせに倒たおれたまま、ナイトはマトモに身動きすらとれずに呻うめいていた。


「あ、あはっ、あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっはっはっはっはっはっはっはっは！」


　ナイトの目の前に、ハイヒールが見えた。すぐ目の前にエリザベートが立って、ナイトを見み下おろしながらけたたましい哄こう笑しようをあげているのだった。


「いひっ、いひっ、いぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっひっひっひっひっひっひっひ」


　ドゲシッ


　ハイヒールのつま先が、ナイトの顔面を捕とらえた。目の前に火花が飛び散り、うつぶせだったナイトの体が二メートルくらいまで持ち上がった。


　ドガンッ。


　水平に。ナイトの鳩尾みぞおちに、尖とがったヒールが突き刺ささった。口から唾だ液えきを吐はきながら吹ふっ飛ばされ、コンクリートの壁に埋うまるように激げき突とつした。


「うふふふふふふふふふ、えへへへへへへへへへ、おほほほほほほほ」


　壁に磔はりつけになったナイトに、笑いながらエリザベートがゆっくり近づいてくる。なんてことだ。目の前に憎にくい敵がいるというのに、今のナイトは、指先一つマトモに動かすことすらできないでいた。


「ありがとう」


　エリザベートは唇くちびるをつり上げて微笑ほほえみながら言った。


「このあたしが他人にお礼を言うなんて滅めつ多たにないことなのよ。だから思いっきり感謝しなさい。あんたには本当に、ありがとうってお礼が言いたいわ。あんたのその、超ちよう絶ぜつ救いがたいほどのバカさ加か減げんにはね、あははははははははは」


　笑いながらエリザベートは言う。


「あぁ、本当におバカさん。どうしようもないほど、生きている価か値ちもない、クズの中のクズ、そのバカッぷりは滑こつ稽けいを通り越こして哀あわれみさえおぼえるわ。あんたのそのバカっぷりのおかげで、あたしはこうやってあっさりあんたを倒たおせたの、本当に、ありがとう」


　エリザベートが手を伸ばし、壁に張り付いたまま動けないナイトの頰ほおを、ゆっくりと撫なでた。ゾクリ、それだけのことでナイトの背中に悪寒が走る。同時に焼け付くような痛み。頰が裂さけて、赤い血ち潮しおがあごまで滴したたってきた。


「今のあたしは、とても、とても、とぉぉぉぉぉぉっても機き嫌げんがいいの。だからね、あんたがどうして負けたか、そのバカさ加減をあたしが説明してあげるわ、嬉うれしいでしょ？」


「…………」


　ナイトがしゃべれないでいると。エリザベートがスッと、その長い脚を高々と上げた。


　ガヅンッ！


　ナイトの視界が暗転して、地面に叩きつけられた。エリザベートのカカト落としがナイトの脳天に炸さく裂れつしたのだ。頭ず蓋がい骨こつが陥かん没ぼつしかねない衝しよう撃げきだった。


　ガンッ！


　さらに後頭部に衝撃。エリザベートに踏みつけられているのだ。


「あたしがわざわざ教えてやるっつってんだ。カスは地べたに口つけて土ど下げ座ざして感激しろよな」


　グリグリ、エリザベートがさらにナイトに体重をかけてくる。細ほそ身みに見えたのに、恐ろしい圧力だった。ハイヒールのカカトが頭皮を破って突き刺さり、血があふれ出てくる。


「あんたは二つの致ち命めい的てきなミスを犯おかした。一つ目は、あんたは前回戦ったとき、必ひつ殺さつ技わざを使いながらあたしを殺せなかった」


　その通りだ。前回の戦いで、ナイトはエリザベートのペースに飲まれて、第四咒じゆ法ほうを展開しながらその力を発はつ揮きできないまま敗はい北ぼくした。


「バカか、あんたは」


　ベッと、ナイトの頭に唾つばを吐はくエリザベート。


「必殺技ってのはな、敵を必ず殺す技なんだよ！　その技を使って敵を殺せなかったなら、そんなものはもう必殺技でもなんでもない。子供騙だましのハッタリ技なのさ！　さらにもう一つ、あんたはそんなハッタリ技を一度だけでなく、二度もあたしの前で使った──高位魔ま乖かい術じゆつ師しの戦いで同じ技を連発するやつはただのマヌケだ、そんなことも知らねぇのかよ、低能！」


　もう一度あご先が蹴けり上げられた。ナイトはうめき声を漏もらすことしかできない。


　しかし──今いま更さらだが、ナイトは思いだした。


　昔──もう十年以上昔のことだ。ナイトにそのことを教えてくれた人がいた。その人は、まだ刀かたなを振ふり回すどころか刀に振り回されているナイトを前にして教えてくれたものだ。


『いいか、ナイト？　必殺技は出し惜おしみすんな。どっちみち大技なんてモンを使うチャンスは少ねぇ。迷まようヒマがあったら取りあえずぶっ放せ。おめぇが小こ難むずかしく考えるより、ヘタな鉄てつ砲ぽうでも数射うちゃ当たるってもんだ』


　でも、その相手はこうも言っていた。


『でもよぉ、勘かん違ちがいするなよ。必殺技はギリギリまで使うなよ』


　矛む盾じゆんする言葉を言う。その意味が、当時のナイトにはわからなかった。


『おめぇはまだガキんちょだからよ、わかんねぇだろ？　今はそれでもいいさ。でも忘れんな。切り札ってのは奥おくの手っていうくらいだ、隠かくしてあることに意味があるんだ。それに失敗したらおめぇに後はねぇ。だから忘れんな？　切り札を切るとき、おめぇは確実に相手をぶっ殺さなきゃなんねぇ。殺せなかったらそん時おめぇは死ぬ。どんな技だって必ずスキってもんがあるんだ。本当に強ぇ奴やつは、相手の技を一回見ればその弱点を見み抜ぬく。だから二度目はねぇんだ』


　そうだ、ナイトはようやく、自分のミスに気づいた。


『ナイト。切り札を切るときは躊躇ためらうな。相手を殺せなかったらおめぇは死ぬ。なら躊躇うな。躊躇って失敗するか、躊躇わないで突っ込んで成功するか、結局は二に択たくだ。その二択じゃねぇってことは、そいつは切り札を切るタイミングじゃねぇな。だから難しいこと考えねぇで、とにかく相手を確実に殺すことだけ考えろ。それが必殺技ってもんだ』


「あんた、自分で自分の弱点に気づいてなかったみたいね」


　エリザベートの声が、ナイトを現実に引き戻もどした。


「『滅メツ』の魔ま乖かい咒じゆがもつ防ぼう御ぎよ無む効こうの特とく殊しゆ効果は強力さ。あらゆる防御を無効化してしまう。すなわち、あんたは自分自身の防御壁も無効化してたんだよ！」


　そうだ、魔乖術師なら誰だれもが展開している物理障しよう壁へきと魔力障壁。その二つすらも、『滅』の第四咒法は無効化してしまう。だが防御無効化の効果は敵の反撃も無効化するため、障壁がなくなったところで不利ではない。


　だが──


「あんたは攻撃の瞬間、背はい面めんにスキができる。そこを狙ねらえばこの通り、無敵の『滅』だろうがあたしの前に跪ひざまずくことになるのさ、あははははははははははは」


　そうだ。攻撃の瞬間、『滅』の魔力が前面に集中する。その時ナイトの背面にわずかながらスキができるのだ。


　通常その程度のスキがあったところで問題はない。だがエリザベートは前回の戦いでナイトのスキを一目で看かん破ぱし、今回正確にそこを攻撃したのだ。エリザベートの実力を甘く見たナイトの失しつ態たいである。


「あはははははははははは、あんたはあたしの挑ちよう発はつに乗って今回も第四咒法を使ってきた。本当に、単純なバカは乗せやすくて簡単だわ」


　散さん々ざん高笑いを響ひびかせ、ナイトを足あし蹴げにしていびるエリザベート。エリザベートの一撃は、どうやらナイトの運動神経を麻ま痺ひさせるたぐいのモノだったらしい。未いまだに体がマトモに動かず、ナイトはエリザベートのなすがままだった。


「さてと」


　どれくらい時間が経たっただろうか。ナイトは自分から流れた血ち溜だまりに顔を埋うずめて窒ちつ息そくしかける段階になって、グイと、持ち上げられた。エリザベートがナイトの襟えり首くびを摑つかんでいるのである。


「あんたをこのままブチ殺すのは簡単さ。でもそうはしない。なんでかわかる？」


　歪ゆがむ視界の中、エリザベートの口元が嗜し虐ぎやくの色に染そまった。


「もちろんあんたを生かしとくつもりはないけど、殺すにはまだ早いわ。だってねぇ、あんたにはまだ使い道があるモノ。それこそ生きているのがイヤになるくらいまで使い潰つぶして、最後はボロゾウキンにしてタン壺つぼの中にでも捨すててやるよ、あははははははははは！」


　そこでエリザベートは、今までずっと片手で持っていた日ひ傘がさを投げ捨てた。エリザベートの手を離はなれた傘はダンッと重い音を響かせて道路に落ちた。傘の先がアスファルトの一部を砕くだいている。とんでもない重さだ。この女、この重量の傘を今まで片手で軽かる々がると振り回し、その上でナイトと戦っていたのか？　ナイトでさえ舌を巻く並外れた腕力である。


　そしてナイトは初めてエリザベートの素す顔がおを正面から見ることができた。


　顔の下半分からも予想できたが、エリザベートの容よう貌ぼうは整っていた。誰もが美人と認める顔立ちだろう。だが同時に、誰もが近寄りがたいほどの冷たさ、拒きよ絶ぜつ感をおぼえるはずだ。


　肌はだは雪のように白い、白すぎて透すけて見えそうなほどだ。同じく色素の薄うすい赤い瞳ひとみ、つり上がったその目には隠かくしきれない残ざん酷こく性と冷れい酷こく性があふれ出ていた。


　あぁ、その目つき。目の前にナイトがいるのに、その目にはナイトの姿など映うつっていない。その目の奥に宿るのは、抑おさえきれないほどの狂気と憎ぞう悪おのギラギラとした輝かがやき。人類全すべてを飲み尽つくさんばかりの狂気、人類全てを敵に回しているかのような憎悪。二つの炎ほのおが混ざり合った凶きよう悪あくな輝きが、その鋭するどい眼からは発せられているのだった。


　だが、ナイトが驚おどろいたのはそこではない。そう、そこではないのだ。あぁ、この顔、ナイトはエリザベートのその顔には、どこか見み覚おぼえがあった。そうだ、どこかで見たことがある、この顔……


「あたしの目を見ろ」


　低く命令され、ナイトは目をそらすこともできず、エリザベートの視線を受け止めた。まるでその眼がん力りきがナイトの目から侵しん入にゆうし、そのまま脳内を浸しん食しよくし、焼き尽くすかのような熱い痛みをナイトは感じた。


「ぁ──！」


「うるせぇ、喋しやべるな」


　上げかけた悲鳴が、エリザベートの命令によってかき消された。そしてそのままナイトは──
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　第二章　星せい辰しんへ至いたる道







「まったく、ナイトはなにをしているのかしら……」


　完全に日が落ちて真っ暗となった外の闇やみを窓まど越ごしに眺ながめながら、ヨルは独ひとりごちた。


　数時間前に出かけたっきりのナイトは結局連れん絡らくが取れない。携けい帯たい電話にかけてみたら、その携帯は自室に置かれたままだった。忘れた、とは考えにくい。おそらくワザと置いていったのだ。


　ナイトはいったいなにをしに出かけたのか、その理由は未いまだにわからない。ナナによると、心配はいらない、と言い残していったらしいが、それは裏を返せば心配するようなことをする、ということになる。


　──まぁ、今のナイトの力ならよほどの相手でもない限り、後おくれをとることはないだろうけど。


　でも、心配事は尽つきない。つい先日も、五ご聖せい竜りゆう最強と謳うたわれる《剣ケン》と戦ったばかりだ。八や祖そ襲しゆう撃げきの事件も記憶に新しい。いつどこで、ナイトを狙ねらう敵てきが現れるかわからない。用心するに越こしたことはないのだ。


　無論ヨルとて、ナイトのことを信しん頼らいしている。ナイトが一人で出かけたと言うことは、一人でなければいけない理由があるということだ。ヨルに一言もなく出て行ったということは、それだけ差し迫せまった状じよう況きようであるのだろう。


　頭ではそう納なつ得とくできるが、感情でも理解できるかというとそれは別問題だ。


　──まったく、ナイトはいつも一人で先走って。


　苛いら立だちと共にいつのまにか指の爪つめをかんでいたことに気づいて、ヨルはあわてて指を口から離はなした。


　本来ならナイトを追っていきたいところである。しかしこれが敵の罠わなだとしたら、地の利を捨すててヨルがテリトリーを抜ぬけるのは、敵の思うつぼだ。ナイトに万が一のことがあったとしても、それを助けに飛び出すのではなく、この家で敵に備そなえる方が戦せん略りやく的には正解である。


　さて、ヨルは少し考えてみた。ナイトはなぜこんな突とつ飛ぴな行動に出たのだろうか？　最近様子が変ではなかったか？　そういえば、さっき部屋でなにか騒さわいでいた気がしないでもない。昨日きのうは、確か……


　そこでヨルは自分の記憶に愕がく然ぜんとした。ここ数日のナイトに関する記憶がない。


　いや、記憶がないとは言い過ぎだ。が、ただ漠ばく然ぜんとした曖あい昧まいな記憶があるだけである。


　日々顔をつきあわせている相手だから、ヨルとて詳しよう細さいに記憶しているわけではない。しかし最近のナイトに関する記憶が抜け落ちているのは問題だ。


　原因はわかっている。ヨル自身だ。


　数日前、『闇ヤミ』本家が襲撃されたと急報が入って以来、ヨルは表面上平静を保ってきた。少なくとも本人はそう思っている。だが内面までは、やはり平静ではいられなかった。


　悲ひ嘆たんに暮くれる、とまではいかないまでも、内心の動どう揺ようは、自分で思っている以上に大きかったのだ。そのせいでここ数日、考え込む時間が多かった。そのために、ナイトのことに気を配っている余よ裕ゆうがなかったのである。


　──もしかして最近、ナイトにもなにか悩なやみでもあったのかしら？　なにか変なサインでもあったかしら？　だとしたら、それに気づかなかったわたしにも責任があるわね。


　ナイトが飛び出したとき、ヨルはまたナイトが勝手な行動を起こして、と腹を立てた。だが、考えてみれば自分も同じではないか。ヨルも本家襲撃事件をナイトに黙だまっていた。余計なことを言ってナイトに気を遣つかわせたくなかっただけだが、結局態度に出ていたのでは意味がない。責せめられるべきはヨルの方だ！


　自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいりながら考えていると、よくない考えばかり巻き起こってくる。ナイトにも何か不ふ吉きつなことが起こってないかと、気が気でない。


　そこでふと我われに返って時と計けいを見ると、日付が変わろうかという時刻にまでなっていた。考え込んでいたせいか、時間がたつのが早い。


　ナナは隣となりの部屋で、テレビを見ているようだった。普段ならナナはとっくに寝ねる時間だ。


「ナナ、あなたはもう寝なさい」


「ヨル姉さまが起きてるなら、ナナも寝ないです」


　そんな返事が返ってきた。強ごう引いんに寝かせてもいいのだが──万が一の場合、ナナの手を借かりることもありえるので、仕方ないな、とヨルは自分を納得させた。


　眠ねむ気けをおさえる魔ま乖かい咒じゆと体力回復の魔乖咒を併へい用ようすれば、魔乖術師は数日程度眠ねむらなくても平気だ。その気になれば一ひと月つきくらい一いつ睡すいもせずに過ごせる。もっとも、さすがにそこまでやると体への反動が大きすぎるのでめったにやることはないが、数日くらいの徹てつ夜やは全く問題はない。


　ヨルはなにげなく窓から空を見上げてみた。空には暗雲が立ちこめて月はおろか、星一つ見えやしない。


「一雨来そうな雲行きね」


　それはまるで、これから起こる出来事を暗示しているかのような空模も様ようだった。








　──同時刻、赤あか霧ぎり市と天てん神じん町の境さかいに人影があった。昼間はそれなりの交通量がある大通りなのだが、今は深夜という時間帯もあってか、ほとんど車の姿すがたはない。


　その通りのど真ん中に仁に王おう立だちちとなっているのは誰だれあろう、エリザベートであった。


「フン、相変わらずいけ好かない魔乖咒だわ。どこから入ってもヨルミルミには筒つつ抜ぬけけね」


　赤霧市全体を包つつむ監かん視し魔乖咒は、それこそ蜘く蛛もの巣のように張り巡めぐらされ、虫一匹見み逃のがさない規き模ぼであった。


「でもまぁいいわ。コソコソ隠かくれながら行くなんてのは、性しように合わないからねぇ」


　これから始まる惨さん劇げきを思い浮うかべ、エリザベートは狂きよう喜きの色に顔を染そめた。


「でも、邪じや魔ま者が入るのは気にくわないねぇ」


　少し、背はい後ごを気にするエリザベート。そこに人ひと気けはない。だが彼女の並なみ外はずれた感覚は、ここに近づきつつある多くの魔力を感じ取っていた。


「ヤボなカスどもに乱入されるのはつまらないわ」


　呟つぶやきながらエリザベートはその場に膝ひざを突つくと、地面に掌てのひらを押し当てた。


「まずは、戦いの場を作らないとね」








　──窓から外を眺ながめていたヨルは、異い様ような魔力の高まりを感じとった。


「なに、この気配？」


　いったい何事かと、立ち上がるヨル。この魔力はなんだ？　何者かが、大規模な魔乖咒を展開しようとしている。この規模だと、街全すべてが呑のみ込こまれるだろう。いったい誰が、なんの目的で？


「あぅ」


　普段は鈍にぶいナナも、さすがにこの異い常じよう事じ態たいはわかったようだ。ナナはなにかに怯おびえた様子で頭を抱かかえて小さくなって呟いた。


「エ、エリザベート様……」


「なんですって!?」


　ナナは小さくなって震ふるえながら呟いた。


「この魔力、エリザベート様が近くにいるです～」


　言われてみれば、この魔力は確かに記憶にある『歪ワイ』のものと似にていた。


「まさか、あのエリザベートがこのタイミングで？」


　だが、『闇ヤミ』を襲しゆう撃げきした犯人がエリザベートだとしたら──考えられない話ではなかった。あの女ならば、どんな異常な行動をとったとしてもおかしくはない。





　──赤霧市は、半はん透とう明めいの巨きよ大だいなモヤによって覆おおわれていた。モヤはドーム状の形に固まって、街全てを呑み込んでいた。それは魔力によって生み出された直径数十キロメートルにおよぶドームである。ヨルは街中に、敵の魔乖咒を無む効こう化かする仕し掛かけを用意していたのだが、街の外周を覆うように展開されたこの魔乖咒を無効化する術すべはなかった。


「ま、こんなもんか」


　これだけの大がかりな魔乖咒、一般的な魔乖術師が数十人単位で展開するレベルのモノである。そんな代しろ物ものをたった一人で展開したエリザベートは、大して疲つかれたそぶりも見せず、顔にかかった髪かみをかきあげた。


「これで邪魔者は入れないし、誰も逃にげられないわ」


　そしてエリザベートは、歩き出す。彼女の舞ぶ台たい、殺さつ戮りくの闘とう技ぎ場じようへと、靴くつ音おとも高らかに進んでいく。


「さぁ、どこにいるのかしら、ヨルミルミ──それに、ナナ」





　この異常事態にあって、ヨルとナナは家を飛び出して深夜の町並なみを駆かけ抜ぬけていた。すでに日付の変わった町並みに、人ひと気けはない。


「迂う闊かつだったわ。まさか、街一つを呑み込む大規模結けつ界かいを使うなんて」


「ど～なってるですか？」


　併へい走そうするナナが首をかしげる。先ほどまで真っ黒な雲に覆われていた上空は、今は半透明のモヤのようなものに覆われていた。


「たぶんこれは、『歪』お得とく意いの空間歪わい曲きよくだわ。さっきから外部との連絡がとれないし」


　ナナが見ていたテレビも、魔乖咒の展開と同時に雑音しか入らなくなっていた。ラジオや電話、インターネットなど、有線無線を問わず外部との連絡手段は絶たたれている。おそらくは、空間的にこの街は孤こ立りつしている。


「それって、ど～ゆ～ことですか？」


「わかりやすく言うと、援えん軍ぐんが来ても外から中に入れないし、逃げたくても中から外へは出られないのよ」


　エリザベートはなぜそんなことをしたのか──恐おそらく、自分たちとの戦いを誰にもジャマされたくないためだろう。だが、それだけのためにこんな手間をかけるだろうか？


「違うわね」


　おそらくもう一つ目的がある。人ひと質じちだ。


　魔乖術師の戦いに一般人を巻き込むのは規則違反だ。だがあの女が大人おとなしくそんな規き則そくに従したがうとは思えない。むしろ、喜んで一般人を巻き込んで攻撃してくるだろう。


　ヨルは街中に人ひと払ばらいの結界を用意している。いざ発動させれば、一〇分少々で住人は速すみやかに避ひ難なんし、その間の記憶も曖あい昧まいになってしまう。前回街中で激しく戦っても、人的被ひ害がいがほぼ皆かい無むだったのはそう言う理由だ。


　だがこうやって街中からの逃とう走そう手段を封ふうじられれば、避難のしようがない。


「しかたがないわね」


　緊きん急きゆう事態として、ヨルは街中の魔乖咒を発動させた。街中の人間が、近所で最も安全と考えられる場所に避難し、そこに入ったらそのまま眠ねむるよう、誘ゆう導どうする魔乖咒である。一種の催さい眠みん術じゆつのようなモノだが、それより効果は強い。まもなく街中の人間は誰もが眠りこけ、完全に人気はなくなるだろう。


　これでさしあたっての障害にはならないだろうが、エリザベートとの戦いでどれだけ犠ぎ牲せい者しやが出るか、想像すると頭が痛い。


　まぁ、そういった問題は基本的には後まわしだ。今は目の前の戦いに集中しなくては。


　ヨルたちが深夜の街を駆け抜けていく。エリザベートの使った歪曲空間がぼんやりと輝かがやきを発しているせいか、深夜だというのにそれなりの明るさがあった。


　そしてエリザベートは、ヨルたちが来るのがわかっていたかのように待ちかまえていた。


　街の中心部にある時と計けい塔とうは、二階建ての家くらいの高さがある。その屋根の上に腰こし掛かけて、長い脚を組み、眼下を睥へい睨げいするようにエリザベートは待っていた。


「遅おそいじゃない、ヨルミルミ・シュトレンベルグ」


　まるで旧知の友人と出会ったような気安い声を出すエリザベート。


「あと一分遅かったら、そこらの一般人を皆殺しにするとこだったわ」


「あなた、相変わらずね」


　心持ちいつもより表情を硬かたくして、ヨルは目の前の魔乖術師を見上げた。相変わらず派は手でなことが好きな女だ。なんとかと煙けむりは高いところが好きと言うけれど、それはどうやら狂人にも当てはまるらしい。


「つもる話も色々あるけれど、残念だわ、今日は、ゆっくり話す時間がないみたい」


「あなたと話し合いをするつもりなんてハナからないけどね」


　エリザベートは彼女にしては珍めずらしく、くっくっく、と会話を楽しむように笑った。


「あんたって相変わらずよねぇ。昔っからそう、初めてあったときと同じ、その取り澄すましたツラで、いっつも冷静ぶって、腹の中は劣れつ等とう感の塊かたまりみたいな女のクセにね、その虚きよ勢せいを張っている姿がとっても、とっても、とぉぉぉぉぉってもかわいいから、あたしもついチョッカイだしたくなっちゃうのよねぇ」


　ヨルは、思い出していた。この女と初めて出会ったのは五、六年ほど前だろうか。初めて会ったときから相手のことは一生理解できないだろうなと思った。そしてその思いは、今も全く変わっていない。


「おしゃべりはたくさんだわ……それとも、まさか日本くんだりまでわざわざ軽かる口くちを叩くためだけに来た、なんて言わないわよね？」


「もちろん言わないわ──その前に一つ、ナナ。あんたはそんなところに隠かくれてなにをしてるのかしら？」


　エリザベートが目つきを鋭するどくして、ヨルの背はい後ごを見つめる。道ばたの自動販はん売ばい機に隠れていたナナが、決まり悪そうにスゴスゴと顔を出した。


「ひ、久しぶりです、エリザベート様」


　頭を下げるナナを見て、エリザベートはハンッ、と鼻を鳴らした。


「あんた、本当に生きていたのね」


「です～、先生ぇやヨル姉さまのおかげです」


「そう……よく、よく生きていたわね」


　エリザベートの意外な言葉に、ナナはかつての主あるじを見上げた。


「です？」


「えぇ、そうね。まったくもって、よくぞ生きていたわね、ナナ」


　高みからナナを見下ろしながら、エリザベートは酷こく薄はくそうに唇くちびるをつり上げた。


「本当、よくもまぁ生きていたものね、オメオメと」


「…………」


　エリザベートを見上げたまま、固まるナナ。


「まったく、あんたってば本当に、最後まで手間をかけさせてくれるわね──初めてだわ。殺したと思った相手を殺し損そこねていたことなんて。確実に殺したはずなのに、どうやって地じ獄ごくから這はい上がってきたのかしら？　『闇ヤミ』でもそう簡単には生き返らせられないはずだったのに──まぁ、いいけどね」


　エリザベートは顔から笑みを消し、ゾッとするほど冷たい眼まな差ざしをナナへ向けた。


「今度は二度と生き返らないよう、全身微み塵じんに刻きざんで宇宙空間にでも捨すててやる」


「……それで、エリザベート」


　ヨルがナナの前に、かばうように立ちはだかった。


「おしゃべりタイムはいつまで続くのかしら？　そろそろあなたの目的を教えてもらえない」


「あらぁ、気になるかしら？」


　たちまち意地の悪い笑みを零こぼすエリザベート。


「まぁ、とは言っても今いま更さら隠すつもりもないけどね──もちろん、あんたがこの街に隠してあるお宝たからをいただきに来たのよ」


「…………」


　ヨルは、知らず、奥歯を嚙かんだ。イヤな予感がする。まさか……


「そう、〈星せい辰しん〉さ。それがここにあるってようやくわかったから、もらいに来たのよ」


　ヨルは外見上は変化がなかったが、内心ではかなり驚おどろいていた。どうしてそれを知っているのか、どこから情報を得たのか、疑問点は何個もあった。


「……図星、かしら？」


「さぁ、知らないわね」


　動どう揺ようを気け取どられないように、そう答えた。だがエリザベートにはそれだけで十分だったようだ。ニヤニヤと、ますます楽しそうな表情になる。


「あんたって本当にわかりやすくて助かるわぁ。そんなのじゃ、正解ですって言ってるも同じよ」
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　──やはりこの女相手に心理戦は分ぶが悪い。エリザベートは自他共に認める狂人だが、他人の弱みにつけ込こむ才能だけはずば抜ぬけている──いや、違う。ヨルは自分の失敗を認めた。


　そうだ、自分はこの段階でもまだ、エリザベートを見くびっていた。だが、エリザベートを軽く見れば、それは自殺行こう為いである。エリザベートは一見すると感情の起き伏ふくが激しく、わかりやすい性格に見える。


　しかしそれは間違いだ。エリザベートの精神構造は常人には理解不可能なほど異い次じ元げん的にねじ曲がっている。エリザベートの表面を窺うかがうだけで、その真意を読み取ることはほとんど不可能だ。反対にエリザベートの観察力、洞どう察さつ力は並なみ外はずれている。ヨルのようにきまじめな性格の人間の内心など、エリザベートはあっさり看かん破ぱしてしまうのだ。


　それにしても。ヨルは知らず歯ぎしりをした。なぜエリザベートが〈星辰〉のことを知っている？　それはヨルがこの国にきた目的であり、『闇』の握にぎる極ごく秘ひ情報のはずだ。他の八や祖そまで知っていた？　いや、祖そ父ふの様子では、まだ他の八祖は気づいていないはずだった。


　となると、やはりこの女は、『闇』本家を襲しゆう撃げきしたときに情報を奪だつ取しゆしたと言うことか。そのために『闇』を襲おそった、と言い換かえることができるかもしれない。


　──落ち着け。本家の惨さん事じに対する恨うらみがないといえばウソになる。だが、この女を相手に感情的になるのは危険すぎる。


　だからヨルは、落ち着けと自分に言い聞かせた。互たがいの実力差は、そこまで致ち命めい的てきに開いてはいないはず。動揺さえしなければ、互ご角かくに渡わたり合えるはずだ。


　そんなヨルの内心の動きを知ってか知らずか、エリザベートは笑いながら言葉を続けた。


「まったく本当に、いやになるくらいバカばっかね。あの清すが夢む騎人ないとといい、あんたといい、ホント、バカは死ぬまで治なおらないってことね」


　ナイトの名に、ヨルは眉まゆをひそめた。ナイトが姿を消して、その直後にこの女が現れた──偶ぐう然ぜんとは考えないほうがいいだろう。


「ナイトを、どうしたの？」


　だからヨルは、率そつ直ちよくに聞いた。


「知りたい？　なら交こう換かん条件。〈星辰〉の在処ありかを教えてくれたらあたしも教えてやるよ」


「…………」


　ヨルは、無言のまま考えた。すでに戦いは始まっているのだ。この一見無意味な会話も、駆かけ引きの一種だ。お互たがいがどれだけ情報を知っているか、腹の探さぐり合いでもあるのだ。


「…………」


「答える気はない？　ま、あたしも教える気はないけどね、ついさっき清夢騎人をこの手でブッ殺したことは」


　その言葉に、ナナが、え、と声を上げる。


「です！　先生ぇが……」


「ナナ、落ち着きなさい。ブラフよ」


　そうだ。相手の動揺を誘さそうハッタリに決まっている。だがエリザベートは小馬鹿にするように鼻を鳴らした。


「ブラフ？　違うさ。あたしはそんなセコイウソは言わないわ。証しよう拠こもあるのよ。ほら、これはなにかしら？」


　エリザベートが、手に持ったものを掲かかげた。それは四角い、直方体の物体だった。いったいあれは……その正体に思い至り、ヨルはハッとした。ナナは、首をかしげる。


「本、ですか？」


「そう、『滅メツ』の魔ま道どう書しよ『滅ホロび逝ユく愚グ者シヤどもの挽バン歌カ』よ。これをあたしが持っているってことは……ねぇ、わかるでしょ？」


『滅』の魔道書はナイトが肌はだ身み離さず持っていたはず。ナイトがそれを簡単に手放すはずがない。ということは、まさか……


「ウソよ……」


「動揺したわね」


　エリザベートの声が、耳元で聞こえた。ヨルはハッとしたが、遅い。その瞬間には背せ骨ぼねが砕くだけそうな衝しよう撃げきが襲おそいかかり、ヨルは体を弓ゆみのようにそらせながら吹っ飛び、壁かべに激げき突とつした。


　ダメージは大きかったが、すぐさま魔ま乖かい咒じゆで痛みを消して立ち上がる。背はい後ごには、片足を高く上げたエリザベートの姿があった。


　ヨルが一瞬だけ動揺したその瞬間を逃のがさず、エリザベートは空間跳ちよう躍やくでヨルの背後へと移動したのだ。とんでもない力だ。相手の動揺を誘う話術、スキを見逃さない眼がん力りきに、行動力、どれをとっても一流の魔乖術師の力だ。


　皮肉なモノだ。最さい狂きようと呼ばれ、人から忌いみ嫌きらわれるエリザベートが、魔乖術師の最さい高こう峰ほうの一角を担になう実力を持っているとは。もしこの力をもっと人の役に立てれば、魔乖咒の世界はどれだけ変わったことだろう。


　もっとも、今はそんなことを考えている余よ裕ゆうもない。


「ナナ、そこをどきなさいっ！」


　すでに戦いの火ぶたは切って落とされたのだ。ヨルもやられたままではいられない。両手を振って、付近にある魔乖咒を起動。四方の建たて物ものの壁に魔ま法ほう陣じんが浮うかび上がり、エリザベートめがけて攻撃魔乖咒が放たれた。だが。


「あはははははは、そんな水みず鉄でつ砲ぽうでなにがしたいわけ？」


　全すべての攻撃は、エリザベートの周囲を回かい避ひするようにして通り過ぎていった。空間歪曲である。あらゆる攻撃はエリザベートにふれることすらできないのだ。しかし。


「こうするのよ」


　ヨルは前に駆かけ出しながら、右手を大きく前へ突つき出す。その指先から眩まばゆい閃せん光こうが放たれた。一条の光こう芒ぼうがエリザベートに真まっ直すぐ進み──バンッ。初めてエリザベートが防ぼう御ぎよした。右手でその光を払はらったのだ。ほぼ光速で進む攻撃に反応するとは、とんでもない反はん射しや神しん経けいである。そして攻撃を払った右手には、軽度のヤケドができていた。


「へぇ……少しはやるみたいね」


　だが余裕は崩くずさず、エリザベートは長い舌したを伸のばして自分の傷口をベロリと舐なめた。


「あらゆる攻撃を逸そらす空間歪曲も、完かん璧ぺきではないわ。本当に全てがそれてしまったら、そもそも光すらもあなたには届かない。光が届かなければあなたは周囲がなにも見えなくなってしまうものね。空気だって、遮しや断だんしてしまえば呼吸ができない──全てを弾はじいているように見えて、光こう学がく系けいの魔乖咒は防ぎきれないようね」


　そう、ヨルは先ほどの一いつ斉せい攻撃の時、あらゆる種類の攻撃をしかけ、相手の反応を窺うかがったのだ。そして光学系の魔乖咒のみエリザベートがわずかに回避したのを見て、その弱点に気づいたのだ。


　これが高位魔乖術師同士の戦いだ。強力な魔乖咒も瞬時にその欠点を見抜き、的確に弱点を突き、応おう酬しゆうしあう高度な戦いである。


「うふふふふふ……こんな短時間でそれを見み破やぶったのはあんたが初めてだわ。あぁ、嬉うれしいわ、ヨルミルミ・シュトレンベルグ。ねぇ、そうは思わない？」


　エリザベートは肩を震ふるわせてクック、と掠かすれるような笑い声を漏もらした。


「だってそうでしょ？　いくらカスとは言っても、どいつもこいつもテンで弱くて話になりゃしない。八祖の代表クラスって言っても、ゴミクズほどの障しよう害がいにもならなかったんだもの。正直、正直、正ぉぉぉぉぉぉ直、興きようざめだったわ。歯ごたえがなさ過ぎてね。でもあんたは違うみたいね。あんたなら少しは、ブチ殺し甲が斐いがあるのかしら？」


　エリザベートから流れてくる気配が変わった。これまでよりもっと濃のう密みつな、殺さつ気きがヨルにぶつかってくる──本気になった、ということか。


「ナナ、あなたは手出ししなくていいわ」


　後ろで先ほどから固まっているナナに、ヨルは言う。


「わたし一人で決着はつけるからね」


「ですぅ～」


　ナナは複雑な表情を浮かべながら頷うなずいた。彼女も彼女なりに、現在のこの状況には思い悩なやむところがあるようである。だが、今はゆっくり悩む暇ひますらない。


「サービスよ」


　エリザベートが口元をつり上げ、不自然なほど真っ白に輝かがやく歯を覗のぞかせた。


「先手を譲ゆずってあげるわ、ヨルミルミ・シュトレンベルグ」


「なんのつもり？」


　エリザベートはヨルの目の前で、無防備に立ちつくす。両手を広げ、豊ゆたかに膨ふくらんだ胸むな元もとを強調するかのように突き出す。


「見ての通りよ。あんたの攻撃を一回だけ、受け止めてあげるわ。あたしは逃にげも隠かくれも防御もしない。ハンデさ」


「……舐められたものね」


　いくら強力な空間歪曲と言えど、完璧ではないと証明されたばかりだ。それにそんなにスキだらけなら、ヨルは複雑な大規き模ぼ魔ま乖かい咒じゆだって展開できる。高位魔乖術師同士の戦いとしては、あまりにもエリザベートの行動は不可解だった。


「あら、なに？　攻撃しないでいいの？　あははははははは、せっかくのチャンスなのに、本当にいいわけ？　これを逃のがしたらあんたみたいなカスが勝つチャンスなんて二度とないわよ？」


　……確かに目の前のエリザベートはあまりにも無防備すぎる。しかし明らかな挑ちよう発はつといい、何らかの罠わなと見たほうがいい。迂う闊かつに乗るわけには……


「いいえ……そこまで言うなら、お誘さそいを受けるわ」


「どうぞどうぞ」


　目の前でヨルが魔法陣を描えがくのを、エリザベートはニタニタ笑いながら眺ながめている。なにが狙ねらいかはわからないが、せっかくの好機を悩んで見み過すごすのはあまりにもバカらしい。どんな罠をしかけているか、見せてもらおうではないか。


　バンッバンッバン


　ヨルの全身を魔力がみなぎり、周囲に無数の魔法陣が完成していく。ヨルの必ひつ殺さつ技わざ、『闇ヤミ』の第四咒法〈闇あん扉ぴより現あらわれ消える射い手て〉だ。ヨルが使う魔乖咒の中では最も攻撃力が高く、しかもエリザベートが苦手とする光学系の魔乖咒。現状で最適な攻撃手段だ。


　魔乖咒はもはや完成間近。その気になればいつでも発射できる。後は──


「え？」


　その時、ヨルは接近する気配に眉まゆをひそめた。何者かが高速でヨルたちに接近してくるのだ。かなり大きな魔力の持ち主、こんな相手は……


「ナイト？」


　見れば、ヨルから見て向かいの方向からナイトがこちらへ接近してくる姿が見えた。


「ナイト……無ぶ事じだったのね」


　近づくナイトの気配は、間ま違ちがいなく本人のモノだ。エリザベートは殺したと言っていたが、やはりナイトがそう簡単にやられるはずがない。


「あら？　来たの、清夢騎人」


　エリザベートもチラリと背後を振り返って呟つぶやく。ナイトの参戦は、この女も予想できなかったはずだ。つまり、今が絶好のチャンス。


「ナイト！　そこをどきなさい！」


　ヨルの第四咒法の射線上にナイトがいる。このまま放てばナイトまで巻き込みかねない。そんなこと言われなくてもナイトはわかっているはずなのに、ナイトは一直線にこちらへ向かってくる。どうなっているのだ？


「どいて、ナイト！」


　もう一度叫さけぶ。だがナイトの足は止まらない。エリザベートを背後から攻撃する気？　確かに絶好のチャンスだけど……


「もぅいいわ！」


　ヨルは一瞬で判断し、第四咒法を放った。ナイトが巻き込まれても構わないととっさに判断したのだ。無論、それには理由がある。


　まず、今が絶好のチャンスであること。この期ごに及およんでもエリザベートは無防備なままだ。このチャンスを逃のがす手はない。


　さらにナイトの実力ならば、この距きよ離りで放たれた第四咒法を回かい避ひすることだってできるはず、ナイトの実力を信じてのことだ。


　さらに万が一ナイトが巻き込まれたとしても──直ちよく撃げきでなければ、即そく死しするほどの重傷にはならないはずだ。それならばヨルの回復咒法ですぐに癒いやすことができる。


　これだけの理由がそろっていれば、ヨルが躊躇ためらう理由はもはやない。第四咒法は放出された。魔法陣が重なり合うように魔乖咒は完成し、『闇』の誇ほこる破は壊かいの光こう芒ぼうがエリザベートめがけて放たれた。


「あ、あは、あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっはっはっはっはっはっは!!」


　その状態で、エリザベートは嗤わらった。自分以外の全てを見み下くだすかのように傲ごう慢まんな高笑い、嘲ちよう笑しようを周囲に響ひびかせる。


　そして次の瞬間、ヨルの目の前で驚おどろくべき光景が展開された。


　こちらへ駆かけてきたナイトがさらに加速し、エリザベートを追い抜ぬかしたのだ。その場で仁に王おう立だちとなり、迫せまるヨルの第四咒法から、エリザベートを守るようにたちふさがる。


「何を考えてるの、ナイト！」


　バァァァン


　ナイトはそのまま両手でヨルの第四咒法を受け止めた。


「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナイトは完全に攻撃を受け止めていた。ヨルの渾こん身しんの一撃を、数歩後あと退ずさったものの、両手でしっかりと受け止め、一気に頭上へと押おし上げた。


　パァァァァンッ


　ヨルの第四咒法はそのまま空へと舞まい上がり、上空で花火のように爆発して散った。


「あぁぁぁぁぁぁぁぁっはっはっはっはっはっはっは」


　それを見てエリザベートはますます楽しそうに笑い声を上げる。


「この国だと、こういうのってタマヤとか言うんだっけ？　あんたの渾身の必殺技も、所しよ詮せんは花火止まりの子供だましレベルってわけさ。よかったじゃないの、ヨルミルミ？　魔ま乖かい術じゆつ師しを廃はい業ぎようしても明あ日すからは花火屋になれるよ、あははははははははははははは」


　知らず、ヨルは奥歯を嚙かみしめた。相変わらずこの女は、人の神経を逆さかなでするのがうまい。


　いや、それよりも問題は、ナイトの方だ。なぜナイトがこんなことをするのだ！　よりによって、エリザベートをかばうなんて！


「あはははははははははは、ヨルミルミ、あんたでもそういう顔をするのね？　なかなか傑けつ作さくよ、そのマヌケ面づらは。こいつとどっこいどっこいのアホ面ね」


　エリザベートが馴なれ馴なれしく、傍かたわらのナイトの頰ほおを撫なで、無意味にナイトの頰をパンとはたいた。ナイトはわずかに体を傾かしがせたが、それだけで反応らしい反応はしない。ただ、ひたすら無表情に、うつろな目で立ちつくすだけだった。


　ヨルは状況を必死に理解しようと、思考を巡めぐらせていた。いったい何がどうなっている？


　先ほども一瞬考えたが、あのナイトはニセモノ？　いや、ヨルの渾身の一撃をあっさり弾はじくあの力、『闇』と相あい性しようのいい『滅メツ』ならば簡単な話だ。何より、目の前のナイトからただよう魔力の気配は、間違いなく本人のモノだ。


　となると、もう一つの可能性。ナイトの虚うつろな目つきといい、エリザベートに何らかの手段で操あやつられているという可能性だ。たぶん、これが一番ありそうだ。


「ナイト。いったい何をしているの？　あなたはなにを考えているのかしら？」


　ヨルの問いかけにも、ナイトは答えない。ひたすら空くう虚きよな眼まな差ざしをヨルに投げ返してくるだけだ。


「あはははははははは、ムダよ、ムダ。こいつにはもう、自由意志なんてないんだから」


「エリザベート様、まさか……」


　背はい後ごのナナが、なにかに思い至いたったような表情を浮かべる。


「ナナ、なにか知ってるの？」


「先生ぇ──たぶん、心が曲がっちゃったですよ」


「心が？」


　どういうことだ？


「エリザベート様、魔乖咒でどんなものでも曲げることができるです。たとえ人の心でも」


　確かに『歪ワイ』は万ばん物ぶつを歪ゆがめ、曲げる力だと言われている。でも、そんなことが本当に？


「ナナ、勝手にネタバレしてんじゃねぇよ。あんたそんなに死に急ぎたい？」


　ビクッと、ナナは怯おびえたように身を縮ちぢめる。


「どういうことよ、エリザベート？」


「フフン。まぁ簡単な話よ。あたしはこいつのことが大っ嫌きらいだけど、こいつもね、あたしのことが嫌いだったの。あたしに対して強きよう烈れつな反発心、反はん抗こう心っていうものがあったワケよ。あたしはそれを一八〇度ねじ曲げてやっただけ。そうしたらどうなる？　あたしに対する憎ぞう悪おの気持ちが、今では絶対的な忠ちゆう誠せい心しんに早はや変がわりってワケよ、あはははははは、どう？　傑けつ作さくでしょ？」


　ナイトは無言のまま、エリザベートに対してわずかに頭を下げた。なんてこと、とヨルはうめいた。


「そんなこと、できるはずないわ。人間の精神を対象とする魔乖咒は、まだ技術が確立されていない……」


「ん？　あんたにはできないの、ヨルミルミ？」


　クックック、耳みみ障ざわりな笑いを零こぼす。


「だとしたら、それがあたしとあんたとの実力差ってわけさ」


　もちろんエリザベートとて、そう簡単に人間の心を自由にできるわけではない。相手が魔乖咒に対して抵抗力が低ければ自由にできるが、高位の魔乖術師の場合、たいていが魔力への強い抵抗力を持っている。そうそう好きにはできない。


　だがナイトは、第四咒法を使って自分自身の抵抗力をも無効化してしまった。エリザベートはその一瞬のスキを使ってナイトの心を支配してしまったのである。


　もちろんヨルはそんな事情までは知らないが、どっちにしろ、今がとんでもなく厄やつ介かいな状況であることには変わりはない。


「さぁて」


　エリザベートはゆっくりと、今の状況を確認するように、周囲を睨ねめ付けた。


「本来ならあたしがあんたら全員皆みな殺ごろしにしてやるところだけど、今回はさすがにつきあいきれないのよねぇ」


　つまらなそうに、エリザベートは自分の毛け先さきを指に絡からめながら言った。


「さすがのあたしでも、広範囲の歪わい曲きよく空間を維い持じするのは手間だし、外には面めん倒どうくさい連中が集まってるみたいだし、あまり遊んでもいられないワケよ。だから悪いわね、ヨルミルミ。あたしはあたしの目的を果たさせてもらうわ」


　そう言って、エリザベートはきびすを返して歩き出した。


「待ちなさい、エリザベート！」


　ヨルが思わず足を踏ふみ出すと、その前にナイトが立ちはだかった。ナイトは無表情ながら、ここは通さない、という意志がはっきり感じられた。


「ナイト。あなた……本当に、操あやつられているの？」


「…………」


　ナイトは、答えない。その沈ちん黙もくが何よりの答えであるようだった。


　歩き去りながら、エリザベートがヒラヒラと手を振った。


「あんたらは仲間同士で仲良く殺し合ってな。そのスキにあたしはのんびり、〈星せい辰しん〉をいただくとするよ。その後でいいなら、あたしがあんたらを殺してやるさ。もっとも、それまであんたらが生き残っていればの話だけどね」


　そこでエリザベートの姿すがたが消えた。空間跳ちよう躍やくだ。とは言ってもあまり遠くへは行っていない。せいぜい数キロ離れた程度だということは、ヨルにも感じられた。


　急がなくては。ヨルがなんのためにこの街に陣じんを張っていたのか、全ては〈星辰〉のためだ。後から来たエリザベートにあれを横取りされるわけにはいかない。そう、あれだけは……


「ヨル姉さま～？」


　ナナが不安そうな声を出す。ヨルは、今は目の前の戦せん闘とうに集中しよう、と頭を切り換かえた。


「ナイト、あなたが戦うというなら、わたしも手て加か減げんはできないわ。戦う以上、あなたを殺す気で戦う。それでもいいの？」


　ナイトはその問いかけに答えず、だらりと両手を下げながら前まえ屈かがみの体勢になった。


　なにを、と思った瞬間──


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　ナイトが咆ほう哮こうを上げた。その全身を魔力が駆かけめぐり、圧あつ倒とう的なプレッシャーがヨルの全身に叩たたきつけられてきた。


「これは……」


　マズイ。ナイトは、本気だ。この威い圧あつ感、圧あつ迫ぱく感、ナイトは全力でヨルと戦う気……


「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


「なっ！」


　瞬まばたき一つほどの時間で、目の前にナイトが肉にく薄はくしていた。アスファルトを踏み砕くだきながら、信じられない素す早ばやさでヨルに接近したのだ。


　反応すらマトモにできない。ヨルの無防備な腹部に、ナイトの抜ぬき手がまっすぐ迫せまり──


「ヨル姉さま！」


　ナナの悲鳴が響ひびくのを、ヨルはどこか、他人事のように感じていた。








　星明かりすらも見えない黒雲の立ちこめる深夜の町並なみは、暗い。周囲に街がい灯とうがなければなおさらだ。数メートルも離れれば、そこに人がいても気づかないほどの暗さである。


　だが、そんな時間であっても、その一帯だけは明るかった。真昼のように明るい、いや、昼間より明るいかもしれない。


　何しろあまりの明るさに周囲が全すべて真っ白に染そまり、明るすぎて逆に見えないくらいだ。


　その光こう源げんは、炎ほのおだった。燃えさかる炎、あまりにも高温なために白く発光する強きよう烈れつな炎が、そこにはあった。


　その炎が今、前方へと放出された。炎は、赤あか霧ぎり市をとりまくモヤのような壁かべに直撃し──数秒後、ドーム状のモヤの天てん頂ちよう部分より、上空めがけて勢いきおいよく飛び出していった。


「あぁ、こりゃＤＡＭＥだな」


　頭にかぶった中折れ帽ぼうを押さえながらそう呟つぶやくのは、瘦やせた長身の男、五ご聖せい竜りゆうの一人、フェン・ロン・ファンであった。


　フェンは携帯電話を開き、耳に押し当てた。呼よび出す相手はもちろん彼らのリーダー《神シン》である。


「あぁ、俺だけど」


『《炎エン》でございますか』


　電話の向こうからは相変わらず落ち着き払はらった、必要以上に丁てい寧ねいな声が返ってきた。


『それで、いかがなのでございますか？』


「ダメだな。俺のＴＥにはおえねぇな」


　相手に伝わるわけでもないのだが、フェンは肩をすくめて見せた。


　フェンは赤霧市の近きん郊こうに滞たい在ざいし、ナイトやヨルの動向をうかがっていた身である。そしてつい最近エリザベートが日本に入国したという情報が入ったので、近ちか々ぢか大きな戦いがあるな、という予想はしていた。だから今回の戦いが始まったときも、フェンは迅じん速そくに動いたのである。


　だが、それでも後ご手てに回ってしまった感は否いなめない。エリザベートが張った歪わい曲きよく空間は強力で、内部の様子が全まつたくつかめないのだ。


『なんとか破れないのでございますか？』


「それができりゃぁ苦労はしねぇっての」


　フェンが無む造ぞう作さに手を広げると、その掌てのひらに先ほどと同様、真っ白な炎の塊かたまりが生まれた。


　それを目の前のモヤに叩たたきつけてみる──が、全く別の場所から外へ炎は飛び出していくだけだった。


「完全に空間が曲がってやがる。なにやっても効きき……あん？」


　手の中の妙みような感かん触しよくにフェンは電話を離した。手の中の携帯電話は、プラスチックが完全に燃え尽つきて消え、電子部品や金属部品すらもドロドロに溶とけていた。


「あぁ……またヤッちまった」


　つまらなそうに吐はき捨すて、フェンは携帯電話の残ざん骸がいを投げ捨てた。


　炎を操あやつる能力を持つフェンは、その力が強すぎるため、身につけたモノまで燃えてしまうのが欠点だった。意識さえ集中させればこういったことは防げるのだが、力を入れすぎるとこうなってしまう。


　だからフェンは携帯電話や時計のたぐいは滅めつ多たに身につけない。いつも身につけている白いスーツも特注品で、耐たい火か性せいの特とく殊しゆな布を使用している。


　電話が使えなくなってどうしたものか、とフェンが考えていると、近くにあった公衆電話のベルが鳴った。


《神》はなんでもお見み通とおしかよ、と思いつつ電話に出る。


「はいはい」


『それで、どうなったのでございますか？』


　フェンが携帯電話を壊こわすのはよくあることなので、《神》も今いま更さら聞きはしない。ただ、淡たん々たんと事実だけを求める。


「だから、空間が完全に曲がってやがる。俺の炎が完全に無効化される」


『なかなか厄やつ介かいでございますね。さすがは歴代の『歪ワイ』最高とも謳うたわれるエリザベート、といったところでございます』


「で、どうするよ？」


　フェンは大して深しん刻こくでもない調子で続ける。


「核かく爆ばく発はつ級の炎を叩きつけてみるか？　それなら少しは変化があるかもしれねぇけど……」


『おそらくムダでございます』


《神》が即そく座ざに否定してくる。


『それだけ強きよう固こな空間歪曲を破るには、並の方法では不可能でございます』


「ならどーすんだよ？　言っとくが、俺はな、小こ手て先さきのＫＯＺＡＩＫＵってやつは大の苦手なんだ。力ちから押おしでどうにもならねぇことは、基本的にはどうしようもないぜ？」


　フェンとて自分の力には自信がある。が、こういった搦からめ手を使われるとどうしようもない。ある意味、フェンはナイトと似に通かよったところがある。


『方法がないわけではないのでございますが……』


　電話の向こうで《神》が口ごもる。


「言っておくけど、あんまし手て間ま取どるとＭＥＮＤＯＵだぜ？　厄介な連中が近づいている」


　フェンの感覚が教えてくれていた。この肌はだのざわつきは、魔ま乖かい術じゆつ師しが近づいているのだ。それも、大勢の。フェンは魔力を感じることはできないが、長なが年ねんの戦せん闘とう経験の蓄ちく積せきの末、魔乖術師の気配を感じることはできるのである。


『エリザベートを抹まつ殺さつするべく、八や祖そが動いているらしいのでございます』


「あん？　なら放っておきゃ、あいつらは勝手に自じ滅めつするってのか？」


　できれば最さい狂きようと言われるエリザベートとも戦ってみたかったフェンとしては、つまらない話だった。


『その状じよう況きよう下かにあって、我われ々われが危険を冒おかしてまで介かい入にゆうする必要性は薄いのでございます──まだ確証もございませんし』


「確証？」


『〈星せい辰しん〉の存在確証でございます』


「なんだ、それ？」


　フェンには初耳の単語だった。


『そのうちあなたにも説明するでございます──現状では、《炎》、あなたには待たい機きをお願いするのでございます。その戦闘の勝敗はどうなり、勝者がどのような道を進むか、それをしっかりと確認するのでございます』


「またかよ？」


　フェンはうんざりしたような声を出した。


「俺はここ最近、全然戦ってないんだぜ？　近くじゃ楽しそうなドンパチがあるってのに、俺はそれを見るだけかよ？　いい加か減げんＹＯＫＫＹＵＵＨＵＭＡＮってやつだ」


『落ち着くのでございます、《炎》。近いうちに必ず大きな戦闘が発生するのでございます。その時にはあなたの力を存分に発はつ揮きしてもらうのでございます』


「へいへい、盟めい主しゆ様のおっしゃるとおりに」


　ふざけた口調で言って、フェンは公衆電話を切った。


　そして恐ろしいほどの静せい寂じやくの中、不ぶ気き味みなほど変化のないモヤを見て、どうしたものか、と首をひねった。


「さぁて、中でぼーやたちは、どんな楽しいＡＳＯＢＩをしてるのかねぇ」








　一方──ヨルの相手をナイトに任まかせたエリザベートは、他に人が全まつたくいない町並なみを、足早に進んでいた。


　彼女にとって不ふ慣なれな地であるはずなのに、その足取りには全く迷まよいがない。むしろ最初から目的地がはっきりしているかのように、堂々とした歩みで進んでいく。


　そんな彼女の背はい後ごでは何度か大きな爆発が起こっていた。辺あたりを昼間のように照らす爆発に、雷かみなりのような轟ごう音おん。それが起こる度たびに、エリザベートは嬉うれしそうに口元を歪ゆがめた。


「さすが『滅メツ』ね。脳ミソはクソも同然だけど、バカ力だけはあるわ。あははっ、あのヨルミルミが何分もつか、見物できないのは本当に残念ね」


　本来なら彼女自身も戦闘に加わり、気に入らないヨルをジワジワ嬲なぶりながら追い詰つめて、最後は手足を切り落として逃にげられないようにしてからナイトの手でゆっくり時間をかけて解かい剖ぼうでもしてやりたいところだが、今回ばかりは時間がないのでエリザベートも楽しみを断念せざるをえなかったのだ。


「……ここか？」


　そうしてエリザベートがたどり着いたのは、南公園である。ここはナイトとヨルが 『偽ニセ』のミハイルと戦った場所であり、つい最近も、事件の現場となった場所である。


　エリザベートは指先を曲げ、公園を囲かこう塀へいと樹木を、魔ま乖かい咒じゆで吹っ飛ばした。そうやって強ごう引いんに開いた入り口を通って、中に入っていく。


「におうわね」


　エリザベートは、クンクンと鼻を鳴らした。


「このにおい、薄うす汚ぎたない『偽』のドブ臭くさいにおいだわ」


　ミハイルの死後、その魔力は拡かく散さんしつつも、この場所に淀よどんで残っているのだ。すでにだいぶ時間が経たっているが、感覚の鋭するどい魔乖術師ならばその気配を感じ取るのは難むずかしくはなかった。


「となると、このあたりか……」


　エリザベートは呟つぶやき、静かにその場に片かた膝ひざをついた。


　彼女の目的は〈星辰〉である。


　それはすなわち〈星辰の祭さい壇だん〉と呼ばれる場所。古代の魔乖術師が儀ぎ式しきを行うために作り上げた聖なる場所、と言われている。その所在地はすでに失われて久ひさしく、所在地どころかその存在すらも現代の魔乖術師は忘れてしまった。


　だが、エリザベートはその存在を突つき止めた。『歪』に伝わる古こ文もん書じよの中に、その存在を仄ほのめかす一文があったのである。


　その後エリザベートはあらゆる情報をかき集め、ついに〈星辰〉と魔ま宴えんの密接な関かかわり合いを知ったのである。


　さらに過去の魔宴の記録を漁あさり、ついにはこの近辺に存在する、という確証を得たのである。


　そして今回の魔宴を見る限り、明らかに挙きよ動どうのおかしな連中がいた。『闇ヤミ』と『滅』だ。この二人は開始直後、なんの縁ゆかりもないはずの日本を舞ぶ台たいに戦い始めた。


　さらにそれを追うようにして『偽』までも日本に行き、そこで敗やぶれた。日本になにか秘密がある、と考えるのは当然の流れだろう。


　エリザベートはナナを送り込こんだりしながらヨルたちの反応を調べた。その反応からヨルもまだ〈星辰〉へは到とう達たつしていないのだ、という結論に至いたった。


　なにしろ〈星辰〉は何百年も前に失われたのだ。そう簡単に見つかれば苦労しないだろう。


　捜さがし物となると、諜ちよう報ほう探たん索さくがお家芸の『偽』が真っ先に思い浮かぶ。今回の魔宴に参加したミハイルは『千セン里リ眼ガン』持ちの魔乖術師だ。ミハイルならば見つけられたはず──逆に言えば、ミハイルでも見つけられなかったなら、ここにはない、という結論になってしまう。


　そしてエリザベートはここ、ミハイルの最さい期ごの場所にたどり着いた。順当に考えるなら、ここが一番可能性が高いのだ。


「さて……どこにあるのかしらね」


　膝をついたまま、エリザベートは静かに手を地面に当てて、意識を集中させた。周囲に魔力を蜘く蛛もの巣のように伸のばしながら、怪あやしい気配がないかを探さぐっていくのである。


　エリザベートはこの探索に全神経を集中させていた。そのためにこのような面めん倒どうな手間をかけたのである。


　実際この探索にどれだけの時間と魔力が必要なのかはやってみなくてはわからなかった。そのためにできるだけ魔力の浪ろう費ひは抑おさえておきたかった。


　この街に侵しん入にゆうすればヨルに気づかれるのは必然だ。さらに探索中はエリザベートも無防備となる。ジャマをされないために先にヨルやナイトを始し末まつしておきたかったが、前ぜん述じゆつの理由から戦闘で魔力を消しよう耗もうしたくなかったのだ。


　さらに『闇』襲しゆう撃げきの件でエリザベートを八祖の追つい撃げき部隊が狙ねらっている。負ける気はしないものの、正面から戦えばどれだけ手間取るかわかったものではない。


　それらの問題を解決するためにエリザベートは赤霧市を歪わい曲きよく空間で閉へい鎖さすると同時に、邪じや魔まなナイトの心を歪め、ヨルの相手をさせることで時間稼かせぎと牽けん制せいを同時に行ったのである。


　もちろんこれだけ広大な歪曲空間を維い持じし、強力な魔乖術師であるナイトを洗脳するにはかなりの魔力を消耗したが、正面からマトモに戦うよりはマシだ。しばらくの間の時間稼ぎとしては十分である。


　それにある程度の目星もついてはいた。


『偽』のミハイルも『闇』のヨルも、〈星辰〉を手に入れた形けい跡せきはない。『千里眼』の力をもってしても発見できないというのは考えられない。ならばどうなるか？


　つまり、『偽』のミハイルは〈星辰〉を発見した。だが何らかの理由で、〈星辰〉はミハイルが手を出せない場所にあった──そう考えるのが最も可能性が高い。


　ならば、そう簡単に手出しできる場所にはない。つまり近ちか場ばを探す必要はない。


『偽』も『闇』もそれなりの腕うで前まえを持つ魔乖術師。連中でも手を出せない場所となると、そう多くはない──エリザベートはそこまで考えていたのである。あとは可能性のありそうな場所を虱しらみ潰つぶしに探すのみ。


　最低限の時間は稼いだとはいえ、余よ裕ゆうがあるわけではない。エリザベートは、滅めつ多たに浮かべない真剣な面おも持もちで意識を集中させるのだった。








「グッ！」


　ヨルはギリギリでナイトの攻撃を回かい避ひしたものの、完全にはよけきれなかった。脇わき腹ばらの肉が薄くえぐれ、鋭するどい痛みと共に血液が流れ出ていく。


「ヨル姉さま！」


　ナナの悲鳴のような叫さけびを耳にして、ヨルはなんとか意識を引き戻もどした。


「このっ！」


　ヨルは、片手に魔力を固めて目の前のナイトに叩たたきつけた。ナイトは、かわそうともせずにその攻撃をまともに食らい、ボールのように弾はじかれて吹ふっ飛んでいった。


「ハァ、ハァ」


　呼吸が酷ひどく苦しい──一撃喰くらっただけなのに、こんなに消耗するなんて──ぼやきながらヨルは魔ま乖かい咒じゆで傷を塞ふさぐ。これくらいの傷、ヨルの力ならすぐ治なおせるが、失った血液を一瞬で増ふやすことはできない。増ぞう血けつの魔乖咒を使っても、効果が出るまでしばらくかかる。


「ナイト……」


　甘かったか──弾き飛ばされ、起き上がるナイトを見ながらヨルはそう思った。まさかナイトに限ってヨルを襲おそってくるなんてない、その思いこみが、ヨルの反応を鈍にぶらせたのだ。少し前のヨルならば、今の攻撃を無む抵てい抗こうのまま喰らうなんて言うことは考えられなかった。


　ヨルは一瞬、ナイトを攻撃するのを躊躇ためらってしまった──同どう居きよ生活がヨルの行動を束そく縛ばくしていたのだ。


「……ナイト、本当にもう、わたしの声も聞こえないの？」


　最後の確認だ。心の中で半なかば諦あきらめながらも、一いち縷るの希望を託たくしてそう尋たずねた。うつむいた姿勢で立ったナイトの返事は。


「…………あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　再びの咆ほう哮こうだった。ナイトがあごが外れるほど大口を開け、ノドの奥から辺あたりを震しん撼かんさせるほどの絶ぜつ叫きようを漏もらす。


　その叫びにあわせて、ナイトの全身の魔力が高まっていく。周囲に魔ま法ほう陣じんが描えがかれ、完成し、ナイトへと集しゆう結けつしていく。


「第四咒じゆ法ほう……」


　それはナイトの切り札ふだだった。それをナイトが今ここで使うと言うことは──ナイトは本気で、ヨルを殺す気と言うことだった。


「ヨル姉さま、どうすればいいですか？　どうすれば先生ぇを止められるですか？」


　ナナが慌あわてた声を出す。ヨルはそれとは対たい照しよう的に、酷ひどく冷静だった。肌はだの産うぶ毛げが総そう毛け立だち、全身は自身の危険を最大級の警けい告こくで知らせてきているのに、頭の中は驚おどろくほどにクリアーだった。


「……下がっていなさい、ナナ」


　ヨルが、そう告げる。


「ナナも手伝うですよ～」


「いいから下がりなさい！」


　有う無むを言わさぬ口調で言い放ち、ヨルは、自分の魔ま道どう書しよを手に構かまえた。


「ナイトが相手なら、わたしも本気で戦うしかないわ。そうなると、あなたをかばう余よ裕ゆうがわたしにはないの！　だからどこか行ってなさい！」


「で、です～」


　ヨルの剣けん幕まくに、ナナは慌てて距離をとっていく。


「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　ナイトの咆哮と共に、魔法陣が展開されていく──遅おそい。普段のナイトよりも魔乖咒の展開が明らかに遅い。今回は魔道書も使用していない。恐おそらくはエリザベートに奪うばわれたためだろう。


　ヨルはそのおかげで、ナイトよりも先に魔乖咒を構成することができた。こちらも手て加か減げんなしの全力の一撃、『闇ヤミ』の第四咒法だ。


「クッ、グッ」


　周囲の魔法陣へとヨルの魔力が流れていく。全身の血液が沸ふつ騰とうするような高こう揚よう感と共に、視界が赤く染まり、火花が飛び散るように目の前の光景が点てん滅めつする。


　本来治ち癒ゆ再生が専門分野である『闇』は、攻撃魔乖咒には恵めぐまれていない。力不足を補おぎなうためにヨルは第四咒法の構成をいじって、大量の魔力を消費することで破は壊かい力を飛ひ躍やく的に向こう上じようさせることに成功していた。


　だがその結果ヨルの使う第四咒法は、他の系けい統とうの第四咒法と比くらべても魔力の消費が激しく、体への負ふ担たんも大きなモノとなってしまった。


　ヨルの魔力量だと、第四咒法は日に三回、ムリをして四回が限界だ。すでにエリザベートに一度放ったため、本日二発目。他の魔乖咒も使用しているおかげで、体への負担がかつてないレベルにまで高まっている。


　だが、これしか方法はないのだ。圧あつ倒とう的なパワーを誇ほこる『滅』に、ナイトに対たい抗こうするにはこの魔乖咒しかない！


「恨うらまないでよ、ナイト！」


　身勝手だとは思いつつもそう叫び、攻撃を放つヨル。


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　同時に、ナイトも跳とびだした。ヨルの放った光こう芒ぼうが一直線にナイトに迫せまり──バァァン、轟ごう音おんと共に打ち砕くだかれた。当然だ。先ほどもナイトはヨルの第四咒法を見み事ごと受け止めていた。そもそも『滅』と『闇』の相あい性しようは最悪だ。第四咒法同士がぶつかるなら、ヨルが押し負けるのは自じ明めいの理である。


「力が及およばない分、手数で攻せめないとね！」


　ヨルが反対の手を振ふるう。瞬間、周囲の地面、壁へき面めんに大量の魔法陣が浮かび上がり、ナイトめがけてすさまじい集中砲ほう火かが浴あびせられた。


「ぐあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　その火力は、重戦車だって木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだくレベルだ。あらかじめ周辺にしかけてあった罠わな用の任にん意い発動魔乖咒。うまくその中心部分にナイトを誘さそうことができたのだ。しかし──


「ぐおぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」


　それだけの集中砲火を、ナイトは力ずくで乗り越こえてくる。『滅』の第四咒法展開中、敵の反撃は無む効こう化かされるため、ヨルの攻撃はほとんどがナイト本体まで届とどいていない。


「まだまだっ!!」


　さらに火力を集中させる。それでも、ナイトの勢いは衰おとろえない。全身で魔乖咒を受け止めながら、ヨルめがけて迫ってくる。


　少しだけ、少しだけでもスキができれば攻せめようはあるのだ。しかし、『滅』の第四咒法の前では……


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナイトが一気に加速した。ヨルが歯がみしたその時には、ナイトの拳こぶしが目前に迫っていた。しかたがない、ヨルは覚かく悟ごを決めた。できれば使いたくなかったけど、この手しかない！


　ナイトの拳が、疾しつ風ぷうよりも速く突き出される。ヨルはかろうじてその動きに反応できた。ナイトの拳を、左手で受け止めたのだ。


　だが、ナイトとヨルではそもそもパワーが違いすぎる。増まして『滅』の第四咒法は防ぼう御ぎよ無効にくわえて命中すれば即そく死しの効果まである。賢かしこい選せん択たくではなかった。


　実際受け止めた瞬間、ヨルの左手の骨は一瞬で粉々に砕け散った。筋きん肉にくが歪ゆがみ、皮ひ膚ふが弾はじけ、千ち切ぎれた血管から血が噴ふき出る。たちまちナイトから破は滅めつ効果のある術じゆつ式しきがヨルの体内に流れ込こんでくる。これが全身に回ったとき、ヨルはなすすべもなくこの世から消しよう滅めつしてしまう。


　だが、あらかじめ覚悟を決めていれば、この程度の傷はたいしたことではない。


「くうぅっ！」


　強く奥歯を嚙かみ、ヨルは自みずからの意志で、自分の左ひだり腕うでを二の腕うでから切り落とした。『滅』の力で、切断された腕が一瞬で砂のようになって消えてしまう。


「ぬ!?」


　ナイトが一瞬驚おどろいたように硬こう直ちよくする。まさか相手がこんなことをするとは思っていなかったのだろう。


　だがヨルはそもそも回復蘇そ生せいが専門の『闇』の魔乖術師。戦闘特化タイプのナイトとぶつかりあって、勝てるはずがない。ならばどうする？　単純だ、自分の土ど俵ひように持ち込めばいい。ヨルは自分の『闇』の力を最大限生かすつもりだった。


　もともと無傷で勝つつもりはない。ならば片腕くらいは犠ぎ牲せいにしてやる。片腕を失うだけで『滅』の第四咒法を受け止められるなら安いものだ。


　あらかじめ心に決めておけば、手を切断することは簡単だ。事前に痛つう覚かくをいじっておけば、切断の痛みなどほとんどないし、止し血けつも傷口の手当ても一瞬で終わった。


　今すぐはさすがにムリだが、自分自身の腕ならば、後で時間をかければ元通り再生だってできる。問題があるとすれば、片腕がなくなって体のバランスがとりにくくなるくらいだ。それくらいならガマンすればいい。少しの覚悟があれば、片腕切断など『闇』の魔乖術師であるヨルにはたやすいことだった。


「ナイトォッ！」


　間近に迫ったパートナーからヨルは視線をそらさない。最強の必ひつ殺さつ技わざが不発に終わった今が、最大のチャンス。ヨルは、無ぶ事じな右手を真まっ直すぐ突き出した。その手の先から、眩まばゆい光こう芒ぼうが一直線に伸のびる。


　先ほどナイトに放った光線は、見た目が派は手でな攻撃魔乖咒。本命の第四咒法は放たず、今この瞬間まで溜ためていた！


　ドバァァァァァァァァァァァッッ


　圧倒的な光の奔ほん流りゆうが至し近きん距きよ離りからナイトを直撃、その体が、眩いばかりの光の塊かたまりに呑のみ込まれ、見えなくなる。


「ぬぉぉぉぉぉぉぉっっ！」


　ナイトの絶ぜつ叫きよう。さすがのナイトも、この攻撃を受けて無傷ではいられまい。片腕を失いはしたものの、ヨルの傷はきわめて軽けい微びだ。どれも魔乖咒ですぐ塞ふさげるレベルである。


　ヨルは、自らの第四咒法の攻撃の跡あとを見た。街の一角が完全に廃はい墟きよと化している。第四咒法はその攻撃力を遺い憾かんなく発はつ揮きしてくれたのだ。煙けむりと粉ふん塵じんが立ちこめ、その向こうの様子がはっきりわからないが、これならばナイトも……と思った瞬間。


「うがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　ナイトが、煙をかき分けて飛び出してくる。第四咒法の直撃を受け、全身が血まみれだった。だが、それでもナイトは生き残った。その溢あふれるほどの魔力を使って、ヨルの第四咒法を耐たえきったのだった。


「しまっ」


　ヨルの口から、後こう悔かいの声が漏もれる。とっさに反撃しようとするが、ナイトの方が速い！


　ドグシュァ


　今度こそ、間ま違ちがいなく、ナイトの手はヨルの左胸を貫かん通つうした。


「グボァッ」


　不ぶ気き味みな音と共にヨルは大量に吐と血けつをした。さすがに一撃で心しん臓ぞうを貫つらぬかれては、ヨルもひとたまりもない。これは、もう……


「ヨル姉さまぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナナの悲鳴を、ヨルは遠ざかる意識の中微かすかに聞いていた。
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「……見つけたわ」


　一方の、エリザベート。公園の広ひろ場ばに膝ひざをついていた彼女は、小一時間ほどそうしていただろうか。ついに目を開き、目的のモノを発見した。


「フン、なるほどね。これは『偽ニセ』なんかじゃそう簡単に手は出せないわ」


　エリザベートの魔力は、確かに目的のモノを発見したのだった。この場所の地下深くにある、明らかに不自然な、人工的な空くう洞どうを。


　エリザベートは確認するように、何度も足あし下もとの地面を見た。


「……ざっと、地下数十キロ以上、か」


　それほど深くに埋うもれた場所に到とう達たつすることは容よう易いではない。しかもその空間に入る入り口はどこにも存在しないのだ。いったいどのようにして作られたのかはわからないが、現在そこへ行くことはできない。


「もちろん、あたし以外の人間には、だけどね」


　もう一度エリザベートは注意深く、なにかを確認するように下を見た。


「……この距離だと、あたしの力でもギリギリか……」


　エリザベートは宙に魔法陣を描き、魔ま乖かい咒じゆを展開。両手に込こめた魔力を指先に集中させ、何もない虚こ空くうに鋭するどい爪つめの先を突つき立て、強ごう引いんに左右に押おしのけるように動かす。


　ギギギギギ


　軋きしむような音と共に、空間が割れた。エリザベートの目の前、何もないはずの空間に、厚みの全く存在しない裂さけ目が現れる。エリザベートは人一人通れるだけのサイズの裂け目を生み出すと、フゥ、と息を吐はいた。


「チッ、思ったより固いな、これは」


　どうも、侵しん入にゆう者しや防止用に空間にも防ぼう壁へきが張ってあったらしい。エリザベートはその防壁も腕ずくで破ったのだが、そのせいで予定より魔力を多く消しよう費ひした。


『闇』本家を襲しゆう撃げきしたとき、エリザベートは当主クラスの魔乖術師を始し末まつするときに、その膨ぼう大だいな魔力をかき集めてきた。現在エリザベートは、魔乖術師の常識では考えられないほど膨大な魔力を保有している。もっとも、無理矢理かき集めた魔力は所しよ詮せん自分のものではない。消費しても、本来の魔力限界量を超こえて回復することはないし、時間の経過と共に魔力は拡かく散さんしていく。魔力はあくまで有限だ。


　実際今も歪わい曲きよく空間維い持じで魔力は湯ゆ水みずのごとく消費している。今後のことを考えると、急いだ方がよさそうだ。


「さぁて、太たい古この遺い跡せきを見せてもらおうかしら」


　だが、だからといって慌あわただしく走ったりしないのがエリザベートという女だ。むしろ自分の余裕を楽しむように、ゆっくりと歩きながらエリザベートは自みずからが開いたゲートをくぐった。


　ゲートを一歩くぐれば、そこははるか地下十キロメートル以上の場所である。だがその場所は、想像していたような場所とは大おお違ちがいだった。


　まず、広い。縦たて横よこ百メートルは下らない広さがあり、高さも十メートル以上あるだろう。岩をくりぬいて作ったと思われる人工の空間は、壁かべや床ゆか、天てん井じように至いたるまでツルツルに磨みがき込まれていた。


　それだけではない。何百年以上も人が入っていないはずなのに、中にはヒヤリとした空気が漂ただよっている。決して淀よどんではいない、清せい浄じような空気だ。探さぐったところ、通気性はほぼ皆かい無むだったはずである。いったいなぜ？


　それどころか、壁や天井には煌こう々こうとした照明がともっており、地下だというのに昼のように明るかった。もちろん電でん灯とうではない。魔力による灯あかりだ。


　最低でも数百年以上前の施し設せつだというのに、魔力による設備が完全に稼か働どうしているのだ。現代の水すい準じゆんで考えても、驚きよう嘆たんすべき技術である。


「フフン、まぁ、そうでないとね。このあたしが通る道が、薄うす汚ぎたなかったら話にならないモノね」


　エリザベートとて、内部構造は完全には把は握あくしきれていない。だが彼女は旧きゆう知ちの場所を歩くかのごとく、迷まよいなく一直線に進んでいく。


　進んだ先に、階段があった。直径にして十メートルほどの円えん筒とう形けいの穴がポッカリと空あいており、その壁にそって螺ら旋せん状じようの階段が作られているのだ。


　金属製の柵さくで囲かこわれた穴を、エリザベートは覗のぞいてみた。穴の底が霞かすんで見えるほど深い。階段にそって灯りもついているのだが、底の方はぼんやりとした輝かがやきくらいしか見えない。ここも相当な地下だが、まだ深くへ潜もぐらねばならないらしい。


「フンッ」


　つまらなそうに、エリザベートは脚あしを持ち上げて、一度強く踏ふみつけた。ハイヒールのカカトが床の石を砕くだき、その破は片へんを一つつま先で蹴けって穴に落としてみた。


　──たっぷりの時間が経たってから、石が落ちた音が静せい謐ひつな空間に反はん響きようして聞こえてきた。


「ざっと……百メートルはあるか」


　そんな長い距きよ離りを階段で進む気など毛もう頭とうない。エリザベートは柵を片手で捻ねじり切って壊こわし、タンッ、と虚空に身を躍おどらせた。


　落下の風圧でドレスの裾すそがめくれるが、それはごくわずかであった。エリザベートの全身を風が撫なでていくモノの、速度は一定以上の速さにはならない。魔乖咒で風圧を調整して、落下速度を抑おさえているのだ。


　そのまま数十秒後──エリザベートは静かに最下層に着地した。壁の一部が開いており、その先に通路が延のびているのが見てとれた。


「まったく、いつまで歩かせりゃぁ気が済すむんだよ」


　腹立ち紛まぎれに呟つぶやきつつ、さらに進んでいくエリザベート。だが、彼女の苛いら立だちもそれ以上募つのることはなかった。


　なぜなら、そこが目的の場所だったからだ。


　最初に入った空間よりもさらに広大な大空間が広がっていた。


　やはりあきらかに人工とわかる広間は、ぼんやりとした灯りに照らされ、薄暗いながらも、辺あたりをよく見み渡わたすことができる程度の明かりが確保されていた。


　最初に目につくのは、柱だ。


　大の大人おとな数人でも抱かかえきれないほどの太さの柱が、床から天井まで大きく聳そびえていた。柱は全部で八本、円を描えがくように立てられており、その表面は幾き何か学がく模も様ようとも文も字じともとれる文もん様ようでビッシリと埋うめ尽つくされていた。


「これは……古代魔ま乖かい文字？」


　現代ではほとんど使われなくなった、魔乖術師の先祖が使用していたとされる文字だ。


　柱には若じやつ干かんの興きよう味みがあったが、今は後回しにした。そんなものよりも気になるモノがあったからだ。


　円を描くように配置された八本の柱。その中央部分、円の中心部分に、なにかの台座のようなものがあったのだ。


　高さにして一メートル、縦横数メートルほどの台だ。金属光こう沢たくを放っているが、一見しただけでは材質がわからない。七色に輝く金属など、見たことがないからだ。


　その表面にはやはり柱と同様、魔乖文字がビッシリと描かれている。一番目立つ部分に周まわりより大きな文字が描かれているのを見て、エリザベートは顔を近づけた。


「……〈星せい、辰しん〉……へぇ、なるほど、これが〈星辰の祭さい壇だん〉なわけね」


　エリザベートは改めて周囲を見渡した。


　そう、ここが〈星辰の祭壇〉。魔乖術師の開かい祖そたちが集つどい、神聖な儀ぎ式しきを行ったとされる、今は失われた伝説の場所。その場所についに、エリザベートは到達したのだ。


　だが、せっかくの大発見にもかかわらず、エリザベートの顔にはつまらなそう表情しか浮かばなかった。


「なんだ、これだけなの？　金貨はどこにあるのよ、〈星辰の金貨〉は！」


　周囲を見回すが、この台座と柱以外に目立った構造物は存在しないし、これ以上先へ繫つながる道もなさそうだ。ここまでは一本だった。外から見た限りでは、抜ぬけ道、隠かくし通路のたぐいもなかったはずだ。ならば、どこへ……


　と、そこでエリザベートは背はい後ごを見て気づいた。祭壇を囲む八本の柱、エリザベートのいるところから二メートルほど上の位置に、ひときわ大きな文様、なにかのマークのようなモノが描かれているのだ。八本それぞれに、八種ずつ類のマークが。そのマークには、見覚えがあった。


「八や祖そ本家の紋もんね」


　なるほど。八本の柱が八祖を表しているワケか。


　そして柱に近づいて、さらにある事実を発見した。ちょうど視線の高さに窪くぼみがあるのだ。一辺が数十センチほどの直方体の窪み。なにかを安あん置ちするために作られたような窪みが、八本の柱に一つずつ、合計で八個。さらにこの形には、見覚えがあった。


「へぇ……そういうこと」


　エリザベートが懐ふところから本を取り出した。魔ま道どう書しよである。それは『歪ワイ』の魔道書『歪ユガみし世界樹ジユの紙シ片ヘン』である。その本を、『歪』のクライン家の紋が描かれた柱の窪みにはめてみた。


　ボォォン


　重低音が鳴りだした。その音が徐じよ々じよに高まりながら、柱の表面に描かれた文字が輝かがやき出す。やはり魔道書が起動キーだったわけだ。


　エリザベートはさらに両手に二冊の魔道書を持った。『滅メツ』の魔道書『滅ホロび逝ユく愚グ者シヤどもの挽バン歌カ』に『偽』の魔道書『見ミ果ハてぬ虚キヨ偽ギの外ガイ典テン』である。ナイトが所有していた魔道書だが、ナイトを支配下に置いたときにエリザベートが奪うばったのである。


　それぞれの魔道書を、『滅』『偽』のマークのある柱にはめてみた。すると先ほどと同様、柱からなにかの駆く動どう音が響ひびき、輝きに包まれていった。


　しかし、そこまでだった。祭壇に変化はない。


「ま、八分の三じゃ、こんなもんか」


　いっそヨルを倒たおして『闇』の魔道書を奪ってから来た方がよかったか？　いや、今いま更さら一冊増ふえたところで意味はあるまい。本来この場所には、八冊の魔道書全てをそろえてこなければ意味がないのだ。


　だが、この事じ態たいは十分予想の範はん疇ちゆうだった。エリザベートとて無む策さくで来たわけではない。


　彼女は魔道書が収おさまって低いうなり声を上げる三本の柱を順番に調べていった。


「予想通り、柱から祭壇に向けて魔力が流れているわね」


　その流れを、さらに感覚をとぎすませて調べてみる。


「……アハッ、大昔の魔ま乖かい咒じゆだけあって、古くさくてチャチな構成式だわ。この程度なら簡単にコピーできるわね」


　未いまだ静かなままの残り五本の柱を回って、そこに魔法陣を描いて新たな魔乖咒を展開する。


「似にせて作ったダミーの魔力波は動どうを、柱を経けい由ゆして祭壇に流し込こめば……」


　八祖の魔力のダミーを作っていく。こういうこともあろうかと、八祖当主が集まったタイミングで『闇』本家を襲撃し、当主たちの魔力をかき集めたのだ。集めた魔力を対応する柱に流し込み、足りない分は魔力のコピーで代用しながら、祭壇のシステムをごまかしていく。


「……こうすれば、八冊の魔道書がそろったのと同じ状況を生み出せるはずね」


　複雑な魔乖咒の構成を、あっさりと組み上げていくエリザベート。素そ行こうや思想にこそ致ち命めい的てきな問題があるモノの、エリザベートが当代きっての優秀な魔乖術師であることは一つの事実であった。


「さぁて……これでどう？」


　ダミー魔乖咒を全て起動させた。八本の柱からは不ぶ気き味みな鳴めい動どうが伝わって、広間全体を震ふるわせていた。


　その中心部にある祭壇にも変化が現れた。柱と同様に、表面の文字が輝きだしたのだ。なにかに呼こ応おうするかのように、その輝きが強まっていき──七色の輝きに包まれた。


　しかし、変化はそこまでだった。後はいくらまっても、それ以上の変化は現れない。


「チッ、どういうことよ」


　やはりダミーがまずかったか？　いや、構成は完かん璧ぺき。これで問題ないはず。ならば……


「面めん倒どうだけど、力ずくで金貨を引きずり出すか」


　この近くに〈金貨〉が隠かくされているのは間違いないのだ。歪わい曲きよく空間を使ってそこら中をひっくり返せば見つかるはず。


　手始めに祭壇を破は壊かいしようとエリザベートが手を振ふり上げた瞬間──


『汝なんじ、なにゆえ力を求めるか？』


　声が響いた。エリザベートは振り上げた手を下ろして、ゆっくりと周囲の様子を窺うかがった。


『此こは八柱の偉い大だいなる王たちが集つどいし神聖不ふ可か侵しんの域なるぞ。乱みだりに王の眠ねむりを妨さまたげるモノは忽たちまち奈な落らくへと墜おちる宿しゆく命めいなり』


　声はなにやら機械による合成音のようにも聞こえた。そして音おん源げんは、どうやら目の前で輝く祭壇らしい。


「……太たい古このインターフェース用疑ぎ似じ人格か？」


　祭壇のシステムが生きているならば、当然この手の仕掛けも残っているワケか。


『汝、なにゆえ王の眠りを乱すのか？』


「王なんざ知らないね」


　蓮はすっ葉ぱな口調で鼻を鳴らすエリザベート。


「あたしにはそんなものはどうでもいい、まったくもってクソ喰くらえもいいとこさ。あたしの目的は金貨だ。〈星辰の金貨〉。ここにあるのはわかってるんだから、さっさと出せ」


『…………』


「イヤだってんなら、あんたをブチ壊こわして開きにしてやるまでだ」


　そう言って再度手を上げようとするエリザベートに、声が答えた。


『〈星辰の金貨〉は王の力の結けつ晶しようなり。乱りに余よ人じんが触ふれるものではない』


「ゴチャゴチャご託たくはいらないんだよ、この腐くされ人格」


『……〈星辰の金貨〉は偉大なる王たちの力を継つぐ者のみが使うことができる。魔乖の定めを背せ負おいし八柱の力を受け継ぎし者、汝にその資格はあるか？』


「資格？　大いにあるね。あたしはその八祖の一人『歪ワイ』の当主だ。資格なら十分にある」


　その言葉を相手はどう受け止めたのだろう。やがて、祭壇の中央に穴が開いた。その穴の奥から、なにかがせり上がってきた。


　それは、一言で言うなら玉だった。


　人の掌てのひらにのる程度の大きさのガラス玉、それが第一印象だ。


　そのガラス玉の中は、真っ暗だった。真っ黒な、不定形の物体が閉じこめられている。その黒い物体の中に、無数の光点が存在していた。色も大きさも明るさも全すべてがバラバラ、数え切れないほどの光点が、不規則にガラス玉の中に浮ういている。それはあたかも、真夜中の星空がガラス玉に閉じこめられているような有あり様さまだった。そしてなにより、その力。この玉からは、常識では考えられないほど圧あつ倒とう的な魔力の波は動どうが感じられるのだ。


「これが……」


『汝の求める力なり』


　ついに、ついに見つけた。古代の王たちが、己おのれのもつ全ての財ざい宝ほうをなげうってでも手に入れようと争あらそい、ついには世界を破は滅めつの寸前まで追い込こんだとされる魔ま性しようの秘ひ宝ほう、〈星辰の金貨〉がついに、エリザベートの目の前に現れたのだ！


　これさえ、これさえ手に入れれば、後は……


『汝、忘れる事なかれ』


　だが、警告の声が響く。


『〈星辰の金貨〉を扱あつかえるのは偉大なる王の末まつ裔えいのみ。資格無き者が手を触れれば、忽たちまちその魂たましいは呑のみ込まれ、永遠の牢ろう獄ごくを彷徨さまようことになるであろう』


　だがエリザベートはもはやそんな声など聞いていなかった。半なかば魅み入いられたように、目の前の玉に向かって真まっ直すぐ手を伸のばし、その指先が触れた瞬しゆん間かん──


　カッ


　光が溢あふれた。


　あまりにも明るすぎる光は、一瞬でエリザベートの視界を奪うばった。そして光は、全てを呑み込んでいき──








　その光は外からでも確認できた。


　赤あか霧ぎり市の外周部にて待たい機きしていたフェンは、ん、と顔を上げた。


　なにやら奇き妙みような気配を感じる。全身が総毛立つような、奇妙な威い圧あつ感。なんだ、この感覚は？　と──。


　ドバァァァァァァ


　轟ごう音おんと共に、光の柱が赤霧市の中央部から噴ふき上がった。


「おいおい、なんだありゃ？」


　さすがのフェンも、言葉がなかった。


　あれは、魔力の光だ。フェンほどの男でさえ戦せん慄りつをおぼえるほどの強きよう烈れつな魔力。ヘタな国が丸ごと吹っ飛びかねないほどの量だ。


　そんな大量の魔力が、赤霧市から噴き上がったのだ。しかも今、赤霧市は歪わい曲きよく空間に覆おおわれているというのに、あの魔力はその空間を突き破ったことになる。いったい、中で何が起こっている？


　ジリリリリリ


　近くの公衆電話がけたたましいベルを鳴らした。このタイミング、相手はわかっている。フェンは受話器を取った。


「ＨＥＹ、こちらラーメン屋。注文は？」


『あなたをラーメンの出だ汁しにしてあげてもよろしいのでございますよ、フェン』


　受話器の向こうから凍こごえるほどの冷え冷えとした声が返ってきた。相手はもちろん、《神シン》である。


「そういうな。軽いＯＴＹＡＭＥじゃねぇか」


『そんなことはどうでもいいのでございます。ここからでもわかるほどの魔力反応を感知したのでございます。いったい何事でございますか？』


《神》が珍めずらしく慌あわてた声を出している。このリーダーがこんなふうになるとは、よほどのことだ。


「俺だってしらねぇよ。歪曲空間の向こうでいきなりドカン、って魔力が爆発したのさ」


『……やはり、やはりそういうことでございますか。ついに魔ま乖かい術じゆつ師しが〈星せい辰しん〉にまで辿たどり着いたのでございますね』


「だからその〈星辰〉ってなんだよ？」


『早すぎる……いや、むしろ好こう都つ合ごうでございますか？』


「おーい、俺の話聞けよな」


　ブツブツ、冷静な《神》がフェンの話も聞かず、電話の向こうで考え込んでいる。


『……《炎エン》、あなたに重大任務を申しつけるのでございます』


「なんだよ？　俺はもう、監かん視しはうんざり……」


『どんな手段を使ってもいいのでございます。今すぐ赤霧市へ突とつ入にゆうし、魔力反応の出所を突き止めるのでございます！　大だい至し急きゆう、大急ぎで、即そつ刻こく！』


《神》の剣けん幕まくに、フェンの方が驚おどろいた。


「へぇ、どういうＫＡＺＥのＦＵＫＩＭＡＷＡＳＨＩだ？　俺があれだけ言っても見てるだけぇ、とか言ってたやつが？」


『細こまかいことは後にするのでございます。手て遅おくれになる前に、すぐに動くのでございます！』


「そうしたいのはＹＡＭＡＹＡＭＡだけどよ」


　フェンは目の前のモヤを見つめた。


「歪曲空間は健けん在ざいだ。こいつは俺の力でもそう簡単に破れねぇぞ」


『ならすぐに応おう援えんを送るのでございます。合ごう流りゆうし次し第だい、すぐに行動するのでございます！』


　慌ただしく《神》は電話を切った。フェンはまるで狐きつねに摘つまれたような心ここ地ちだったが、まぁ、いいか、と受話器を置いた。


「なんだかよく知らねぇけど……いよいよ俺のＤＥＢＡＮってわけだ。ハハッ、面おも白しろくなってきたねぇ、どうもこいつは」


　ハハハハハ、フェンは心底楽しそうに、乾かわいた笑い声を夜の街まちに響かせるのだった。






　第三章　叶かなわぬ夢







　ナイトの攻撃は、ヨルの心しん臓ぞうを貫かん通つうしていた。先ほどのような腹部への攻撃ではなく、心臓が完全に破は壊かいされた。いかに魔ま乖かい術じゆつ師しと言えど完全な致ち命めい傷しようだ。


「ヨル姉さまぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナナの悲鳴を聞きながら、カハッ、とヨルはこみ上げた血を吐はき出しながら、目の前のナイトへもたれるように崩くずれた。


「あ……ぁ……はぁ……あ………ぃと」


　声が、掠かすれる。口がマトモに動かない。全身が震ふるえるように寒い。思考がまとまらない。これが死。免まぬがれようのない絶対の終しゆう焉えん、生命の終着駅。何者も逃のがれられない絶対の運命に、今、ヨルも呑のみ込こまれようとしていた。


「あ……あ」


　しかし、まだだ。奇き跡せき的てきにヨルの意識は残っていた。いつ意識がとぎれるかも定かではない。だが、言わねばならないことがある。ナイトはヨルの胸むねに手を刺さしたまま、微び動どうだにしない。そのおかげで、これ以上出血がひどくならずに済すんでいるのも救いだった。


「ナイト……ごめん、ね」


　かすれる声で、なんとか言葉を絞しぼり出す。


「わたしのせいでこんなことに……本当に……」


　ヨルの胸から、黒い何かがあふれ出た。


「ぐっ？」


　ナイトが、後ずさる。ヨルの胸からあふれ出るものに、ナイトの手が押おし返されたためだ。


　ボタッ、ボタッ、ビシュッ


　ヨルの体から、全身から、何かが噴ふき出てきた。


　それは、ドス黒い血のようだった。


　いや──それは血ではない。闇やみだ。ヨルの体内から漆しつ黒こくの、まさに『闇ヤミ』としか表現のしようのない物体があふれ出てくる。


　明らかにヨルの肉体の体積を上うわ回まわる量の『闇』が周囲に満ちあふれる。ヨルの傷口からは、血の代かわりに『闇』が噴き出て、傷をたちまちのうちに塞ふさいでしまう。


　左腕うでもそうだった。半なかばで切断された傷口から『闇』があふれ出て、そのまま手の形になると『闇』はそのままヨルの手を再生してしまう。


「あぁ……ごめんなさい、ナイト」


　はかなげに、切なげに、つぶやいたヨル。すでに全身の傷は完全に塞がり、その姿すがたは変へん貌ぼうしていた。


　本来は金きん髪ぱつ碧へき眼がんであるはずのヨルが、今は黒く染そまっていた。黒くろ髪かみ黒目、いや、『闇』に染まっているのである。風は全まつたくないにもかかわらず、その黒髪は背中で勝手にたなびいている。ただ立っているだけで毛先や爪つめの先からゲル状の『闇』があふれ出し、その『闇』はヨルの背はい後ごでなにか別の生命体のごとく不ぶ気き味みにうごめいていた。


　髪と目の色が変わっただけで、肉体まで変貌したわけではない。だが、今のヨルは明らかに異質だった。たとえるなら、気配が、今までのものと段だん違ちがいだったのだ。


「……あぁ、できれば、この姿は見せたくなかった……できることなら、あなたには知られたくなかったのに」


　悲しげにつぶやくヨル。それを目まの当たりにしたナイトの心は、ざわついていた。


　なんだ、この落ち着かない心は──エリザベートに支配されたまま、ナイトはそう感じていた。


　目の前のヨルから漂ただよう気配はナイトの警けい戒かい心を呼よび起こす。ヨルは何もしていない。ただ立っているだけだ。にもかかわらず、ナイトの全身の毛穴が開くような違い和わ感かんと共に冷ひや汗あせが際限なくこみ上げてくる。


　この力、今までのヨルとは違う──明らかに、格が違った。目に見えるほど顕けん在ざい化した『闇』の力は、異常だ。


「こうなってしまうと、わたしももう歯止めがきかなくなる……ナナ！」


「ですっ!?」


　突然呼ばれて、物もの陰かげに隠かくれていたナナが顔を出す。


「すぐ逃にげなさい、今すぐ！」


「ですぅ～。ナナも戦うですよ？」


「いいから早く！　そこにいるとあなたまで巻き込みそうなのよ！」


「ですっ！」


　ヨルの剣けん幕まくに圧おされて、ナナはあわてて逃げ出す。


　ヨルは荒あらく息を吐きながら、ナイトにも同様の警けい告こくを出した。


「お願いよ、ナイト。もしあなたにわずかでも自じ我がが残っているなら──逃げて」


　ヨルが、そうつぶやく。それに対するナイトの返事は──


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」


　咆ほう哮こうだった。ナイトの全身から猛もう烈れつな敵意が巻き起こってくる。


　理由はわからない。だが、ヨルを見ていると、体のうちから際限ない憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬが湧わいてくる。ナイトの全身を駆かけめぐる狂くるおしいほどの敵意。その全てが体内で暴あばれ狂い、たった一つの出で口ぐちを求めるように、ヨルへ向かって飛び出していく。


「うがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっっ!!」


　叫びと共にナイトは飛び出し、魔力をたぎらせた拳こぶしを、ヨルに向かって突つき出す。ヨルはかわそうともしない。


　ズブリ


　そんな音と共にヨルの胸に再度、ナイトの拳は突き刺ささった。だが、それだけだった。ナイトの顔に驚きよう愕がくが浮かぶ。まるで手て応ごたえがないのだ。たとえるなら、ゼリーに腕を突き入れたような感覚だ。腕が突き入れられているというのに、ヨルに苦しげな様子はない。


　しかもナイトの腕は半ばまで刺さっている。常識で考えるなら、ナイトの指先がヨルの背中から突き出ているはずだ。なのに、背中にはなにもない。まるで、ヨルの体内が見た目以上の広さがあるように。


「……わかるでしょ、ナイト。いかに『滅メツ』でも、今のわたしを傷つけることはできないわ。あの『最サイ強キヨウ』でさえ、この状態の時は手も足も出なかった……」


　ヨルは、淡たん々たんと語る。ただ、事実を確認するだけの口調だった。


「ナイト。だから早く逃げて、お願いだから」


　ヨルの顔が、苦痛にゆがむ。ナイトの攻撃のせい、というわけではなく、自分自身の力を抑おさえることによる反動のためである。


　こうやっている間も、ヨルの中である感情が湧き起こってくる。


　──殺せ


　その感情はたちまちヨルの全身を支配し、蹂じゆう躙りんし、埋うめ尽つくそうと襲おそいかかる。


　──その男を殺せ、その手で、今すぐに殺せ、でなければ後こう悔かいすることになる、目の前の男を直ただちに殺せ、大きな悲劇に発展する前に、その男を殺せ


「ナイト……」


　何かをこらえるように、自分の口元を押さえるヨル。


　ナイトはそんなヨルを前に、一いつ旦たん離れて様子をうかがう。このまま戦っても、ヨルにダメージを与えることはできないだろう。だからといって素す直なおに逃とう亡ぼうを選ぶほど、今のナイトに理性があるわけではなかった。


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　またも獣けもののような咆哮と共に、ナイトは、ヨルめがけて飛びかかる。他に攻撃手段を知らない、血に飢うえた獣けもののように、まっすぐ襲いかかる。


「あぁ……ダメッ！」


　ヨルの悲ひ痛つうな声。抑えていた力がついにあふれる。それは決けつ壊かいするダムのように、一いつ瞬しゆんのうちにヨルから飛び出し、黒い、漆しつ黒こくの、『闇』の塊かたまりが、ナイトの全身に伸のびる。


「ナイトォォォォッ!!」


　ヨルが叫び声を上げる中、ナイトの全身が、トゲのように固まった無数の『闇』によって串くし刺ざしにされていった。








　一方のナナは、ヨルに言われるがまま、大あわてでナイトとヨルの戦う現場から逃げていた。


　ナナは小こ柄がらだが身体能力は高く、脚あしも速い。少し魔ま乖かい咒じゆで強化すれば、口くち笛ぶえ混まじりに乗用車を追い抜ぬくくらいの芸当はやってのけることができる。


　そんなわけで、ナナは無ぶ事じ安全圏けんまで逃げることができた。背はい後ごではヨルとナイトが戦っているらしく、魔力には鈍にぶいナナでもはっきり感じ取れるほど強きよう烈れつな魔力反応がひっきりなしに感じられた。


　気にはなるものの、ノコノコ戻もどるわけにも行かず、フゥ、と息を吐はいてナナは壁かべにもたれて座すわり込んだ。


「……ど～すればいいですかね？」


　普段はボケボケ、お気楽な彼女ではあるが、さすがに今の状じよう況きようでノンビリ時間を潰つぶすつもりはなかった。なんとか、自分もナイトたちの役に立ちたいと考えたのだ。


　でも──先ほどのことを、ナナは思い出した。


　一ひと月つきぶりにエリザベートとの再会を果たしたナナは──正直に言って、一歩も動けなかった。


　エリザベートに対する様々な思い、かつて抱いだいていた忠ちゆう誠せい心しん、憧しよう憬けい、畏い怖ふ、恐怖、敵対した悲ひ哀あい、憎悪、驚きよう喜き──あらゆる想いがない交まぜになった結果、ナナは自分で自分がどうすべきなのかわからず、結果、バカみたいに立ちつくす結果となったのだった。


「……それじゃ、ダメです」


　ナナは、ナイトと約束したのだ。ナイトの役に立ってみせる、ナイトのためなら命だって惜おしくないと、あの時は思った。そしてエリザベートはそんなナナに対して、勝手にしろと言ったのだ。


　だから今は、今のナナは、エリザベートと戦わねばならない。ナナ個人がどんな感情を抱いていようと、ナイトとヨルがエリザベートと敵対しているなら、今のナナは戦わねばならないのだ。


　──という結論を、ナナはたっぷり十分は悩なやんで思い至いたった。これでも普段の彼女からすれば格段の思考速度である。


「……ナナ、エリザベート様と会わなきゃいけないです」


　今日、エリザベートに会わないままでいたら、これから先、ナナは永遠にエリザベートと別れることはできない気がする──ナナはバカだからうまく言葉にできないが、なんというか、このままではダメだ。今日、エリザベートに別れの挨あい拶さつができなかったら、たぶんこれから先もできない、そんな気がする。


「エリザベート様……」


　そのとき、街まちの方から、空へ向かって強烈な魔力の光が上がった。


「です!?」


　あまりのまぶしさにナナは手で顔を覆おおいながら、驚おどろきの声を上げる。


「これ……エリザベート様のところからです」


　ナナには、わかる。エリザベートとのつきあいは七年にも及およぶ。エリザベートの気配だけは、ナナは目を瞑つぶっていてもわかるのだ。あの光の下にエリザベートがいることを、ナナは無意識のうちに確信していた。


「急ぐですよ～」


　光が収おさまった街の中、ナナは全速力で、今の反応があった場所へと進んでいった。








　まぶしい──それが最初の感想だった。


　圧あつ倒とう的な光こう量りよう。明るすぎて全てが光に呑のみ込まれ、なにも見ることができない。足あし下もとにあったはずの地面すらも見えず、彼女──エリザベートは光に埋うめ尽つくされた広大な空間を漂ただよっていた。


『適てき正せい値ち確認。適てき合ごう者の認にん証しよう開始』


『対象を『歪ワイ』〈捻ねじれ歪ゆがむ神しん剣けん〉の末まつ裔えいと断定。次じ元げん定数を仮か定てい』


『作さ用よう領りよう域いきの非分化域が位い相そう空間であると定義する。有限開被ひ覆ふくが固定化されるときの魔力の次元は高々次数となる。すなわち対象の融ゆう合ごう係けい数すうを八未満と断定』


『閉へい鎖さ領域における魔ま乖かい適応の審しん査さ。多次元閉多様体の時空位相を魔乖反応値と仮定。同相である次元空間は異い種しゆとなる。よって対象の魔乖咒適正をランク一〇と断定』


『異次元世界における対象の魔力許きよ容よう量、定数を仮定。不ふ可か逆ぎやく的断だん裂れつの経過の後、情報の増加量を事じ象しようの地平より観かん測そくする場合、その増加量は定数である。よって対象の魔力許容量をランク一五と断定』


『対象の総合覚かく醒せい値ちを一〇未満と断定。非適合と断定』


『汝なんじ、金貨を手にするに値あたいせず。永久の牢ろう獄ごくを彷徨さきようがいい』


　そんな声が聞こえてきたが、言葉の意味を理解することができなかった。そしてエリザベートの意識はさらに薄れていき──やがて、何者かに体を揺ゆさぶられる感覚を覚えた。


「……様、起きるですよ」


　なんだか聞き覚えのある声だ。エリザベートは血圧は高い方なので、寝ね起おきは悪くない。その声に反応して、体を起こした。


「……ん？　やっぱりナナ、あんたなの」


　ベッドで眠ねむるエリザベートを揺さぶり起こしたのは、幼おさないナナであった。まったくこいつは──と、そこで違い和わ感かん。自分はいつベッドに入ったのだろう？


「エリザベート姉様、おはようです～」


　傍かたわらのナナが脳天気な声を出す。その声がいたくエリザベートの気に障さわった。しかも今、ナナはなんと呼んだ？


「あんた、その頭は？　それに、今なんて言った、あたしのこと？」


「です？　エリザベート姉様？」


　その呼び方に、エリザベートは傍らのナナの顔を思いっきり叩たたいた。ナナの小さな体がたまらず弾はじかれる。


「ざけんなよ、この腐くされ低てい能のう。いつからあたしがあんたの姉になったんだ！」


　ベッドから立ち上がり、床ゆかに崩くずれたナナにさらにおいうちをかけようとしたエリザベートは、そこでさらなる違和感を覚えた。


　なんだか、目の前にいるナナが小さい？　いや、ナナは元々小こ柄がらだ。だが目の前のナナはそれよりもさらに小さい。瘦やせた体に短い手足、さらには長い金髪に必要以上に幼い顔立ち。その姿すがたは、今よりも五年ほど昔のナナの姿に似にていた。背せ格かつ好こうも、ちょうどその辺あたりだ。


　しかもナナは、床に崩れ、たった今叩かれた頰ほおを押さえて信じられない、とエリザベートを見つめていた。


「ぶ、ぶったです、エリザベート姉様」


「あん？　あんた何言ってんの？」


　そんな当たり前のことが、今いま更さらどうした？　ナナを叩いた回数など、星の数ほどある。もはや日常茶さ飯はん事じと言ってもいいだろう。


　だが、ナナの目め尻じりにジワリと涙なみだが浮いてきた。涙？　ナナはよほどのことがない限りは泣きはしない。少なくとも、二、三回叩かれた程度で泣くようなことはない。


　だが目の前の小さなナナは、たちまち泣き顔になると、涙声で叫さけびながら部屋から飛び出していった。


「うぇぇぇぇぇぇぇぇん、エリザベート姉様がぶったですぅぅっ!!」


　けたたましい泣き声に、エリザベートは怒いかりを通り越こして、呆あきれた。


「なんだってんだ、ナナのやつ」


　おかしい、あきらかに妙みようだった。ナナの外見が幼すぎる上に、髪かみの色が変だ……いや、あれが正しいのか？　ナナの髪の色が奇き天て烈れつになったのは、実験で肉体改造を行った副ふく作さ用ようだ。ナナ本来の持って生まれた髪の色は、金きん髪ぱつで正しいはずだ。エリザベートと同様の、母親から受け継ついだ髪だ。


「……ん？」


　エリザベートはさらに異い変へんを感じた。部屋の壁かべにあった姿見、そこに映うつった自分の姿に驚きよう愕がくした。


　鏡かがみの中にいる少女、長い金髪に赤い眼めを持つ怜れい悧りな美び貌ぼうの少女は、紛まぎれもない自分だ。だが、違ちがう……自分は、こんなに若くはない。


　鏡に映ったエリザベートは、どう見てもティーンエイジャーであった。身長はあまり変わっていないものの、体つきが全体的に瘦せていた。現在のエリザベートにあった女性としての豊ほう満まんさ、妖よう艶えんさというものが欠かけ、代わりに若わか者ものの瑞みず々みずしさに溢あふれている。


「……約、五年前、くらいかしら？」


　記憶をたどって、鏡の中の自分と一番近かった時代を思い浮かべる。つまり自分は若わか返がえった？　ナナも幼くなっているし、タイムスリップ？　まさか、くだらない。


　一番考えられるのは、八や祖その一つ『時』を司つかさどるクロノ家のしわざと言うことだ。時間を操あやつる魔ま乖かい咒じゆを使う連中なら、こんな不思議なことも引き起こせるかもしれない。


　だが、ないな、とすぐに否定する。クロノ家に現在優ゆう秀しゆうな魔乖術師はいない。少なくとも、エリザベートに気づかれることなくこれだけ強力な魔乖咒を使える者はいないはずだ。


　となると──思考を巡めぐらせるが、他に論理的な解答は得られなかった。それよりも、気になる声が聞こえたからだ。


「父様ぁ、母様ぁ、エリザベート姉様がぶったですぅ！」


　ナナの叫び声に、エリザベートはハッとした。ナナの、父と母、それはまさか……


　なんとも言えない胸むな騒さわぎを感じて、エリザベートは廊ろう下かに出た。全然見覚えのない家だが、今はそんなことはどうでもいい。ナナの声を頼たよりにヅカヅカと先へ進み、そして大きなテーブルの置かれたリビングに出た。


「うえぇぇぇぇぇぇん」


「ナナ、いつまでも泣いているんじゃありません」


　泣きじゃくる幼いナナをたしなめるのは、中年の女性だ。目元に多少のシワがあるものの、若い頃ころの美貌が衰おとろえることなく残った女性。スラリとした長身に、長い金髪はまちがいなくエリザベートに受け継がれたものだ。


「ナナ、どうせまたエリザベートにイタズラでもして、怒おこらせたんだろう？　素直にエリザベートに謝あやまりなさい」


　そう言うのはテーブルについて新聞を読んでいた男性。精せい悍かんな顔立ちで、短く刈かり込こんだあごひげを持つ男性だった。


　部屋にいた二人の男女を見て、エリザベートはありえない、と口の奥で呟つぶやいた。


　なぜならその男女は、とっくに死んでいるはずだからだ。


　エリザベートの母親は、エリザベートを産うんでまもなく死んだ。夫の暴力と心労が原因で死んだと聞いている。


　そして父親、二度と思い出したくもないクソオヤジ。『歪ワイ』の先代当主にして、『歪』の血を色いろ濃こく受け継いだ狂人。魔ま乖かい術じゆつ師しとしてはそれなりの才能があったようだが、いかんせん、救いようのないほどに狂っていた。そのせいで幼い頃ころのエリザベートは毎日が地じ獄ごくのようだった。


　だから父親は、十年前にこの手でブチ殺した。絶対に、二度と生き返らないよう、心しん臓ぞうを潰つぶしたあと全身を微み塵じんになるまで切り刻きざんで肉と骨の破は片へんを灰になるまで焼き尽つくし、残った灰は下水道に捨すててやった。


　だからこの二人がこうして生きているはずがないのだ。ましてナナが、自分の妹など、ありえない！


「エリザベート、おはよう」


　父が、エリザベートににこやかな笑顔を向けてきた。違う。エリザベートの記憶にある父親は、こんな顔をしない。笑うときはいつも半開きの口を醜みにくく歪ゆがませ、口の端はから涎よだれをだらだら流しながら奇き声せいを発するだけだ。


「今け朝さはどうしたんだい？　起こしに行ったナナが泣いて戻もどってきたけど、ナナになにかされたのかな？」


　そう言って、エリザベートの肩に手を伸ばしてくる。エリザベートは反はん射しや的にその手を払はらった。


「その手で触さわるな！」


　その反応に、父は傷ついたような表情を浮うかべた後、思い至ったように頷うなずいた。


「あぁ……そうだったな。お前ももう年とし頃ごろの娘むすめだ。男であるわたしに無む闇やみに触ふれられるのは、面おも白しろくないのだね」


　面白くない？　どれだけ見けん当とう違ちがいなことをほざいているんだ？　面白くないどころか、この状況、面白い。だって、この憎にくいクソオヤジをもう一度殺すことができるんだから！


「エリザベート、今のは行ぎよう儀ぎが悪いわよ」


　と、今度は母親がたしなめてくる。


「あなたの気持ちもわからないでもないけど、もう少し年相応に……」


「うるせぇ、あたしに指さし図ずするんじゃねぇ、クソババア！」


「クソッ？」


　母親はその言葉に絶ぜつ句くした。エリザベートはこれ以上、この茶番につきあう気にはなれなかった。


「いったいなんの茶番だか知らないけど、この忌いま々いましい亡もう者じやどもが！　クソ面白くもない顔でノコノコあの世から迷まよい出てきやがって、どいつもこいつもとっとと地獄へ堕おちろ！」


　叫び、エリザベートは右手を振った。爆ばく裂れつの魔乖咒。その一撃で部屋はこの家ごと木こっ端ぱ微塵に消し飛ぶ──はずだった。


　しかしなにも起こらない。エリザベートはもう一度手を振ったが、やはり変わらない。愕がく然ぜんとして自分の手を見た。


　魔乖咒が使えない。そもそも、自分自身に魔力がカケラもないのだ。いったいこれは、なんの冗じよう談だんなのか。


　だが、愕然としているのはエリザベートだけではなかった。まず母親。目玉が飛び出るくらいに目を開いて驚きよう愕がくした後、あふっ、とマヌケな声を漏もらして床ゆかにひっくり返った。卒そつ倒とうしたらしい。


「わたしの、わたしのエリザベートが……」


　続いて父親。いったいこれはなにごとかと、天を仰あおいだ。


「バカな！　わたしのかわいいエリザベートがこんな汚きたない言葉を言うなんて、神よ！　あなたは我われ々われ家族を見み捨すててしまったのですか！　す、す、すぐに牧ぼく師し様を呼ぶんだ！　これはきっと悪あく魔まの仕し業わざに違ちがいない！　すぐに来ていただくんだ！」


　そんな風に取り乱す父などエリザベートの記憶にはなかった。そもそも魔乖術師は基本的に無神論者だ。神や悪魔など関係ない。


「エリザベート姉様～」


　ナナが半泣きでエリザベートの袖そでを引っ張ぱってきた。


「ど～したですか？　もしかしてこの前ナナが姉様のパイナップル全部一人で食べたこと怒おこってるですか？　だったら謝あやまるですから、いつものエリザベート姉様に戻もどって欲しいですよ～」


　正直うんざりだった。大げさに泣きわめいたりして五う月る蠅さいったらありゃしない。普段のエリザベートならすでに八回は皆みな殺ごろしにしている。


　しかし現在のこの状況は不可解だった。なによりも、魔乖咒が全く使えないというのが理解できない。


　──状況がはっきりするまでは大人おとなしくしておくか。


　そう判断するエリザベート。確かに彼女は人を人とも思わない史上最悪の魔乖術師だが、頭の回転は速い。むしろ冷静で狡こう猾かつな面も多いのである。


「……ごめんなさい、少しだけ寝ねぼけてたのよ」


　いけしゃぁしゃぁ、顔色一つ変えずにエリザベートは答えた。


「少し疲つかれていたみたいね、もう大だい丈じよう夫ぶよ」


「そ、そうだったのかい、エリザベート」


　父が、気き遣づかわしげにエリザベートに問いかけた。


「無理しなくていいんだよ？　なんなら部屋で寝ていなさい。すぐにお医者様を呼ぼう」


「あなた。エリザベートは最近遅おそくまで勉強していたから、そのせいよ」


　卒倒していた母が、体を起こしながらそう言ってくる。


「そうだね。エリザベート。お前はとても頭がいいけど、最近は頑がん張ばりすぎじゃないかい？　少し休んだほうがいいよ」


　正直言ってウザかった。その偽ぎ善ぜん者しやぶったすまし顔を、今すぐにでも八つ裂ざきにしてやりたい衝しよう動どうに駆かられた。だがエリザベートはそんな内心を微み塵じんも外側には出さず、にっこり微笑ほほえんだ。


「いいえ、けっこうよ。父様も母様も、心配いらないわ。あたしは元気よ」


「ならいいんだけど……」


「エリザベート姉様、本当に大丈夫ですか？　ムリしてないですか？」


　足あし下もとからナナが聞いてくる。よっぽど蹴けり飛ばしてやろうかとも思ったが、それも止やめておいた。


「平気よ、ナナ」


　今暴あばれるのは得とく策さくではない。内心を悟さとられないよう、エリザベートはナナに、微笑ほほえみかけた。


「心配してくれてありがとう。さっきは悪かったわね。ケガはなかった？　少し寝ぼけてたのよ」


「大丈夫ですよ、ナナ体は丈じよう夫ぶですから～」


　なんとかごまかせたようだ。つくづくこの連中は脳みそまが花畑でできているらしい。


　まぁ、今はそれでいい。どうせこんなおママゴトは長なが続つづきしないのだ。


「さぁ、朝食にしましょう」


「そうだな。お腹が減へっていては元気も出ないしな」


　父と母が気を取り直すように声を張り上げる。エリザベートは無言で頷うなずき、自分の席とおぼしきイスに座すわった。


　テーブルに並べられた朝食はパンケーキだった。焼きたてらしく、まだ湯ゆ気げが出ている。


　下らないとしか思えない食前のお祈いのりをした後、朝食を始める。色とりどりのジャムが並べられており、それをパンケーキにつけて食べるのだ。


「エリザベート姉様、どうぞです」


　ナナが一つのポットを出してきた。なにかベリーらしきジャムが入っている。


「このジャム、ナナが作ったですよ。エリザベート姉様に食べて欲しいです！」


　ナナが？　別になんでもよかったので、言われるまま、それを食べてみることにした。


　水分の多いジャムをすくってパンケーキに乗せ、口に運ぶ──普ふ通つうに美お味いしかった。


　焼きたてのパンケーキは外側がカリカリしていて、中は柔やわらかい。ジャムの方も甘あまみが控ひかえてあってくどくない味だ。甘いものが嫌きらいなエリザベートの好みの味であった。


「どうですか、姉様？」


　ニコニコしながらナナが聞いてくる。ふん、とエリザベートは答えた。


「まぁまぁね」


「よかったです～、美味しかったですか」


「いや、美味いなんて言ってないわ」


「でも今、エリザベート姉様美味しそうな顔してたですよ～」


　バカな。そんなコロコロ表情を変えるようなことはしていない。まして、こんな面白くもない状況で、意識せず笑みを浮かべるなんていうことはありえなかった。


「エリザベートは顔にすぐ出るからね、喋しやべらなくてもすぐわかるよ」


「えぇ、本当ね」


　父と母までそんなことを言っている。バカバカしくて反論する気にもなれなかった。


「……もう少しだけもらうわ」


　しかたがないので今は食欲を優先することにする。ナナの作ったというジャムをとって、さらに食べる。


　ナナがいつまでもこちらを笑いながら見ているので、エリザベートはもう一度感想を言ってやった。


「まぁまぁだわ」


　そしてナナの額ひたいをデコピンしてやった。普段のエリザベートからすれば優やさしすぎる仕打ちだった。


「あぅ～」


　おでこを押さえて涙なみだ目めになるナナ。今のでも十分痛かったらしい。


「あんたもさっさと食べなさい。あたしは見せ物じゃないのよ」


「ですです～」


　なにやら満足そうにニコニコ笑う父母を前に、エリザベートは黙もく々もくと食事を続けた。








　ザシュッ──全身を串くし刺ざしにされたナイトが、傷口から血をまき散らしながら、地面に落下する。


「くっ、はぁ、はぁ……」


　攻撃をした側であるヨルは全身に『闇ヤミ』をまといながら、息を荒あららげていた。まるで彼女の方がダメージを受けているかのような有あり様さまだ。実際、息を抜ぬけば暴れそうなこの力をなんとかこのレベルに押おしとどめているのは、偏ひとえに彼女の精神力の賜たまものである。


　しかしそれも限界が近い。


　──その男を殺せ、殺せ、殺せ、殺せ、殺せ、殺せ、殺せ、殺せ、殺せ、殺せ、殺せ


「黙だまれ……黙りなさい」


　頭の中で響ひびく声をなんとか押さえつけようとする。傍はたから見れば今の自分はさぞ滑こつ稽けいだろうと、自じ虐ぎやく的にヨルは思う。だがなりふりなどかまってはいられない。今、自分がやるべきことは一つ。


「あぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」


　傷だらけのナイトが、震ふるえる足で立ち上がる。全身を真まっ赤かな流りゆう血けつに染そめて、その目に浮かぶ闘とう志しは全く衰おとろえず、ヨルをにらんで、今にも襲おそいかからんばかりの凶きよう悪あくな表情を浮かべる。


「ナイト……お願いだから聞いて」


　ヨル自身、そんなに余よ裕ゆうはなかった。しかしだからこそ、今言わなければならない。少しでも苦痛を紛まぎらわせようと、ヨルは必死に自分の言葉をまとめた。


「あなたには感かん謝しやしているわ──言葉にはできないくらい感謝している。元々わたしが魔ま宴えんに巻き込んだのに、わたしのために命までかけてくれて、本当にありがとう」


　普ふ段だんから思っていた感謝の気持ち。日頃は改めて言葉にする機会のない言葉だ。だがこのような特とく殊しゆな状況にあって、不思議と簡単に口にすることができた。


「あ、あ、あ、あ……」


　ナイトもなにかをしゃべろうとしようとしているが、うまく言葉になっていない。ヨルに向かって進もうとしたが、全身の傷がひどく、下半身に力が入らなくて崩くずれ落ちた。


　地面の上に転ころがるナイトを前に、ヨルは必死に言葉を続けた。


「本当に感謝している……だから、改めてありがとう。本当に、感謝しきれない。だからね、ナイト。もしもわたしをあなたが殺すのであれば──それは仕方がないかな、と思うわ。だってあなたのおかげでわたしは何度も救われた。そのあなたに殺されるなら──満足ではないけど、納なつ得とくはできるわ。だから本当に、わたしを殺したいなら、殺しなさい、ナイト」


　絞しぼり出すような声をだし、ヨルは、無む防ぼう備びに自分の胸むねを広げた。ヨルの全身を駆かけめぐるのは、濃のう密みつな『闇』の気配である。だが、不思議なことに、先ほどまでは無む尽じん蔵ぞうに出ていたその『闇』も、今は若じやつ干かん勢いきおいを衰えさせていた。


　──殺せ、殺せ、殺せ、殺せ、殺せ、殺せ、殺せ、殺せ、殺せ


「でも、忘れないで、ナイト……わたしは、諦あきらめたわけじゃないの。わたしには夢があるし、その夢はまだ叶かなっていない。だからそのためには、今ここでは死ねないの」


　──殺せ、殺せ、殺せ、殺せ、殺せ、殺せ


「わたしの夢、覚えている？」


「あ、あ、あ、……」


　ヨルは、少し昔を思い出しながら告げた。


「魔宴に勝ち残って『魔王エル・ケーニツヒ』となる──その夢は、変わったわけではないわ。でも、今のわたしには、他にも夢があるの。その夢、わかる？」


　──殺せ、殺せ


　頭の中割れそうなくらいに響ひびいていた殺意の呼び声が、徐じよ々じよに弱まってきた。


「あなたももう知ってると思うけど、『闇』本家がエリザベートに襲おそわれて、主要な人間はみんな死んだわ──そのことで、同情して欲しいわけじゃないわ。たぶん、あなたが思うほど、わたしは悲しんでいない──ただ、わたしが『魔王』になるのを期待していた人がいなくなったのは、やっぱり悲しいわ。『魔王』になるのを諦めはしないけれど、目的意識は少しだけ薄うすまったわ」


　────


　いつのまにか、頭の中の声は消えていた。それと同時に、ヨルを包つつみ込こむ『闇』も消え、ヨルはいつもの姿すがたに戻もどっていた。


　今のヨルは無防備だ。ここをナイトに攻撃されれば、先ほどのような奇き跡せきは起きず、死ぬしかないだろう。


　だがこの絶好のチャンスを前に、ナイトは攻撃することなく、歯を食いしばり、頭を抱かかえるようにしながらうめき声を漏もらしていた。


「ぐっ、く、あ……」


　そんなナイトに向かって、ヨルはゆっくり近づいていく。


「ナイト──わたしはあなたと一いつ緒しよに、わたしのもう一つの夢を実現させたいと思うわ。そしてそれができるのは、わたしの隣となりにいてほしいのはあなたしかいない、今でははっきりそう思っている」


　言った、言ってしまった。普段なら絶対口にしないこの言葉が、今は状況のせいもあってか、すんなり口から飛び出してくる。


「ナイト──好きだわ。愛していると言ってもいい。だからもう、わたしから離れないで」


　今やナイトはヨルのすぐ目の前にいる。血走った目を限界まで見み開ひらいたナイト。その目には涙なみださえ浮かんでいる。苦しんでいるのだ、戦っているのだ。


　ナイトはきっと、最初から戦っていた。エリザベートに支配されたからと言って、あのナイトがそれに唯い々い諾だく々だくと従したがっているはずがない。自分の思い通りに動かない体の中で、ナイトは必死に、ありったけの意志の力を持って、それに抗こうしようとしていたのだ、そのことが、今のヨルには痛いほど理解できた。


「だからお願い、ナイト。わたしを受け入れて」


　そっと、ナイトの顔に両手を添そえる。ナイトは、ほとんど抵抗しなかった。


「──精神に干かん渉しようするなんてやったことはないけれど、今ならたぶん──いえ、絶対、成功させてみせるわ」


　そして、ヨルの両手からナイトの中へと、魔力が流れていく。


　ヨルは目をつぶって、静かに魔ま乖かい咒じゆを構成していった。今まで使ったことのない、初めての魔乖咒。だがそれをどのように使えばいいのか、今のヨルにはわかっていた。自然と、そのやり方が頭の中に思い浮かぶ。


「……目をさましなさい、ナイト」


　ヨルは残った魔力の大半を使って、心を込こめて、魔乖咒を紡つむいだ。そして──


「……ヨ、ル？」


　ナイトの目の中に、意志の光が戻った。


「よかった、戻ったのね……本当、よかった」


　安心したとたん、全身の力が抜け、その場に崩くずれる。


　だが倒たおれることはなかった。素す早ばやく回り込んだナイトの手が、ヨルを支ささえてくれたからだ。


「あぁ、ヨル。すまない、俺は、なんてことを……」


　状況を認識したとたん、ナイトは平ひせ謝あやまりに謝りだした。そんな言葉が聞きたいわけではなかったので、ヨルは手でナイトの口を押さえて黙だまらせた。


「言いたいことはわかっているから、もう言わなくていいわ……わたしもいろいろ言いたいことはあるけれど、それは後。今は、先にやるべきことがあるはずよ」


「……わかっている」


　ナイトもまた、ヨルの言わんとしていることはわかっていた。


　全すべての元げん凶きよう、諸しよ悪あくの根こん源げん、最悪の権ごん化げ、狂気の源げん泉せん──すなわち『狂キヨウ瀾ランの螺ネ刃ジ』エリザベート・ゾフィー・ジノ・クライン！


　あの女を野の放ばなしにしてはいけない。一秒でも早く止めなければ、どれだけ犠ぎ牲せい者がさらに増ふえるかわかったものではない！


「ナイト……悪いけれど、わたしは少し、動けないわ」


「大だい丈じよう夫ぶなのか？　やっぱり俺のせいで……」


「違うわ。これは、力の反動よ」


　ヨルが説明する。


「わたしの中に流れる『闇ヤミ』の力、シュトレンベルグ家の始し祖そである『魔王』の血が活かつ性せい化かしたとき、わたしは一時的に強くなれるんだけど、その後しばらくは反動で動けなくなるの。今の状況は、魔ま乖かい咒じゆでも回復できないわ。三十分ほど休めばまた動けるはずだけど……その間、エリザベートを放ってはおけない。だから、頼たのむわ」


「あぁ……わかった、任まかせておけ」


　ナイトは頷うなずき、勢いきおいよく立ち上がった。そんなナイトに、ヨルは補ほ足そくするように説明を続ける。


「さっき、異常な魔力反応があったわ……たぶん、エリザベートは、〈星せい辰しん〉に辿たどり着いたのよ」


「〈星辰〉って？」


「古代の魔乖術師が残した遺い産さん──詳しよう細さいまではわたしも知らないけど、莫ばく大だいな力が秘められているとされているの。それをエリザベートが手に入れてしまったら──全てはおしまいだわ。だからナイト、お願い、なんとしてでもエリザベートを止めて」


「あぁ……任せろ！」


　ナイトは力強く頷いた。そうだ、今のナイトがなすべきことは、一つしかない。


　エリザベートに不覚をとったばかりにナイトは敗やぶれ、そしてヨルを苦しめた。その罪つみを償つぐなう方法はただ一つ、エリザベートの野や望ぼうを阻そ止しし、そしてエリザベートを今度こそ倒す！　それ以外にナイトの進むべき道はないのである。それ以上にヨルに償う方法はないのである。


「悪いけど、わたしは少し休むわね」


　ヨルが静かに目を閉じながら言った。


「回復したらすぐ追うけど……今は、動けない。だから、頼んだわよ、ナイト」


「すまない、ヨル──必ず、俺はエリザベートを倒すよ」


　決意も新たに、ナイトは立ち上がった。ヨルの言うとおり、辺あたりには異い様ような魔力の気け配はいが漂ただよっている。その気配の源みなもとは、ここから南側にあるようだ。これだけ強い気配、意識を集中させるまでもなく感知することができる。


　と、しかしヨルをこのままにはしておけない。


　ぐったりしたヨルを、両手で抱だき上げる。ヨルは少し驚おどろいたように体をこわばらせたが、特に抵抗はしなかった。


　そのままカギの開いていた近くの民家に入って、その家のベッドにヨルを横たえた。血や泥どろで廊ろう下かとベッドが汚よごれたが、緊きん急きゆう事じ態たいだ。今はしかたがない。


「そこで休んでいてくれ。後のことは、俺に任せろ」


「えぇ……頼むわ」


「あぁ、それと……」


　去り際ぎわ、ナイトは肝かん心じんなことを言っていなかったので、忘れずに言っておいた。


「俺も、君と一いつ緒しよに、君の夢を叶かなえたいと思うよ」


「……バカね」


　顔を真まっ赤かにさせたヨルがナイトから顔をそむけた。その後、ヨルは身じろぎもしない。


　気になってヨルの顔をのぞいてみたら、目を閉じて寝ていた。よほど疲つかれがたまっていたのだろう。静かな寝ね息いきだけが聞こえる。


　とりあえず疲れているだけで、ヨルの身に異常はなさそうだ。それだけを確認し、ナイトは部屋を出ることにした。


「待っていろ、エリザベート」


　今度こそ、決着をつける──改めて決意をして、ナイトはその部屋を後にした。


「……ありがとう」


　小さな声が、聞こえたような気がした。それだけで、今のナイトには十分だった。





 


　一方ナナは、公園の広場に辿たどり着いていた。先ほどの魔力の爆発があった場所を目め指ざしていったら、ここに辿り着いたのだ。


「なにかあるです」


　広場の中央に、なにやら奇き妙みようなものが浮ういていた。


　それは裂さけ目だ。


　なにもない虚こ空くうに、揺ゆらぎのようにして存在している空間の裂け目。エリザベートが開いた歪わい曲きよく空間である。恐おそらくは再度地上へ戻もどるときのため、開いたままにしておいたのだろう。


「……ここからエリザベート様の気配がするです」


　ナナは少しだけ考えた後、躊ちゆう躇ちよなくその裂け目の中へと身を躍おどらせた。迷まよいはない、今はただ、一刻も早くエリザベートの元へ行かねばならない、その使命感が、今のナナを突つき動かしていた。


「ですっ」


　少し段差があって、ナナはつまずいて床ゆかを転ころがった。


　いたた、と辺あたりを見回すと、そこは先ほどの公園とはまったく別の、広大な空間であった。ここが地下深くにある祭さい壇だんの間だということをナナは知らないが、この奥にエリザベートがいるであろうことは気配でわかった。


「んっと……こっちです」


　ナナは迷いなく前へ進む。ナナにとって救いだったのは、ここが分かれ道のない一本道だったと言うことである。そのおかげで正確にエリザベートの後を追える。ナナはますます加速しながら、先を急いだ。








「エリザベート姉様、ナナの作ったオヤツ食べるです～」


「うっさいわね、そんなブタのエサをあたしに食えっての？」


「エリザベート姉様向けに甘さ控ひかえめ、ナッツのクッキーを焼やいたですよ？」


「ブタのエサかと思ったら、鳥のエサだったワケか」


　毒づきながらも、あまりにしつこくナナがまとわりつくので根こん負まけしたエリザベートは差し出されたクッキーを食べることにした。


　乱暴に鷲わしづかみにして、行ぎよう儀ぎ悪く口に詰つめ込こんでボリボリ音を立てて嚙かみ砕くだく。味は、別段まずくはない、特別うまいワケじゃないけど。


「ど～ですか、姉様？」


「のどが渇かわく味だわ」


「お茶です～」


　ナナが手て際ぎわよく、香かおりの高いお茶を差し出してきた。今度はエリザベートも文もん句くを言わずにカップを受け取った。


　中身は舌したを火傷やけどしそうなほど熱かったが、エリザベートは鷲づかみにしたカップからお茶を口に流し込み、一息に飲み干した。


「安やす物ものね」


「なら次は高いお茶っ葉使うですね」


　ニコニコ、ナナがエリザベートの傍かたわらで笑っている。エリザベートはつまらなそうに、ケッと息を吐はいた。








　エリザベートは家族と一いつ緒しよに街まちまで出かけた。そんなところへ行くつもりはなかったのだが、周囲数十キロにわたって人ひと気けのない家に一人残るのも面おも白しろくなかったので、渋しぶ々しぶながらついてきたのである。


「久しぶりの街だね」


　と、ここまで車を運転してきた父が暢のん気きな声を上げる。車を飛ばして一時間以上かけて辿たどり着いたのは、大型のショッピングモールだった。


「父様、ナナお菓か子しが欲しいです～」


「はっはっは、好きなものを持ってきてごらん」


「あなた、あまりナナを甘あまやかしたらためにならないわ」


「わかっているさ」


　なんていうか、聞いているだけで耳にウジ虫がわきそうな会話だ。エリザベートはあまりにバカバカしすぎて、もやはこれ以上文句を言う気分にもなれなかった。


「さぁ、エリザベート。お前も欲しいものはないのかい？」


「あん？」


　ニコニコ、脳天気でなにも考えていないエテ公みたいな顔──つまりエリザベートの一番大っ嫌きらいな顔を、こちらに向けてくる父。


「お前も最近は勉強を頑がん張ばっているようだからね、なにか欲しいものはないのかい？　服でも、バッグでも、なんでも買ってあげよう」


「はんっ」


　誰だれがてめぇの施ほどこしなんか受けるかよ、このチンカス野や郎ろう──ノドまで出かかったその言葉を、エリザベートはギリギリで呑のみ込んだ。


　まぁ、待て。単純に拒きよ絶ぜつしたって面白くない。ここは一つ、このクソオヤジの鼻をあかしてやろう。


「まぁ、いいのかしら、父様？」


　エリザベートは内心思っていることを包み隠かくし、淑しゆく女じよ然とした微笑ほほえみを浮かべた。


「あたくし、ちょうど欲しいものがあったのよ」


「おぉ、そうだったのか。遠えん慮りよはいらないよ、なにが欲しいんだね？」


　エリザベートはそのまま真まっ直すぐ宝ほう石せき店へと入っていった。明るくて広い店内にはゆったりとしたショーケースが設置され、その中にはきらびやかに輝かがやく様々な宝石、服ふく飾しよく品ひんが並んでいた。


「お嬢じよう様さま、なにかお探さがしでしょうか？」


　我わが物顔でヅカヅカ入ってきたエリザベートに対してイヤな顔一つせず、ニコやかな店員が静かに近寄ってくる。こんなところにある店だから大して期待はしていなかったけど、思いの外ほか品しな揃ぞろえがいいな、と、店内に目を走らせたエリザベートは内心感心する。


　まぁいい、今は目的を果たそうか。


「ねぇ、父様。あたくしちょうど、キレイなジュエリーが欲しかったの」


「あぁ、いいとも。どれが欲しいんだい？」


「どれでもいいの？」


「あぁ、もちろんさ。可愛かわいい娘むすめのおねだりに応こたえないで、なにが父親だ」


　背せ筋すじがゾッとするようなセリフを臆おく面めんもなく言いやがった──後こう悔かいするなよ、と思いつつ、エリザベートは周囲に視線を動かす。


「なかなかいい品揃えじゃない」


「恐きよう縮しゆくです」


「それじゃぁ……これとこれとこれとこれとこれとこれとこれとこれとこれと……」


　エリザベートは店の中を歩きながら、目についた高そうな宝石、貴金属類を片っ端ぱしから指さしていった。中には店の奥の目立つ位置に一つだけ置かれたショーケースの中にある、明らかに展てん示じ品らしき特別な品もあったが、構かまわず指さした。


「……これとこれをもらおうかしら？」


「は、はぁ……」


　さすがの店員もこの注文に、笑顔のまま冷ひや汗あせを浮かべていた。


「全部持って帰るから、包んでもらおうかしら？」


「か、かしこまりました」


　すぐに数人の店員が駆かけ寄ってきて、エリザベートが注文した品を取り出し、包ほう装そうして、準備をしていく。


「あの……本当に、これ全部でよろしいのですか？」


「えぇ、もちろん。ねぇ、父様？」


　父を振り返ると、父は多少強こわばった顔で頷うなずいた。


「あ、あぁ、もちろんさ……」


　店員が荷物をまとめている内に、一番身なりのいい男が出てきて、父に近づいていった。


「申し訳わけありません、お値段の方ですが……」


　差し出された金額を見て、父が片かた眉まゆを上げた。


「ほぅ、思ったよりは高い……しまったな、カードの限度額が……」


　フフン、ざまぁ見ろ、とエリザベートが内心ほくそ笑むと……父親はしかたないな、と呟つぶやいた。


「小こ切ぎつ手てでも大だい丈じよう夫ぶですか？」


「もちろん結けつ構こうですとも」


　ゼロの沢たく山さんならんだ小切手を切る父。エリザベートは、いいのか!?　と、自分でやっておきながらツッコミを入れてしまった。


「あぁっ！　エリザベート姉様ばっかりズルイです！」


　遅おくれてやってきたナナが、頰ほおを膨ふくらませてエリザベートの周まわりを飛び跳はねる。


「ナナも欲しいですよ、父様ぁ」


「ナナは、もう少し大人おとなになって、エリザベートみたいに美人さんになったら買ってあげよう。今のナナには、少し早いからな」


「ナナもう大人ですぅ」


「一いち人にん前まえのレディなら、歩きながらお菓子を食べたりしないものだよ」


　口元を汚よごしたナナをあしらいながら、ハンカチで顔を拭ふいてやる父。遅れてきた母が、心配そうに尋たずねる。


「あなた、いいの、こんなに？」


「なに、先月中ちゆう東とうで油ゆ田でんが見つかったばかりなんだ。お金なんて貯ためていてもどうせ税ぜい金きんで消えるから、ジェット機でも買おうかと思っていたところだよ。これくらい構かまわないさ」


　ははは、と笑い、父はエリザベートを見つめた。


「エリザベート。お前がものを欲しがるなんて珍めずらしいね。お前は昔から物ぶつ欲よくの少ない子供だったからね、こうやっておねだりされるのは逆に嬉うれしいくらいさ。もう他に欲しいものはないのかい？」


「……けっこうよ」


　油田と聞いて、頭が痛くなってきた。どうもこの家の資し産さんは、エリザベートの予想以上にあるらしい。もっとごねてもよかったが、この父親はその気になればこのショッピングモールを丸ごと買い取ることができそうだ──エリザベートは自みずからの敗北を認めて、引き下がることにした。


「エリザベート姉様、今度ナナにも少し貸かして欲しいですぅ」


　ナナがうるさいので、山のように用意された紙かみ袋ぶくろを適当に押しつけた。


「それはあんたの分よ。好きにするのね」


「エリザベート姉様、太ふとっ腹ぱらですぅ！」


　喝かつ采さいをあげるナナ。エリザベートはもう、ナナをいじめる気にもならなかった。





　とある日──エリザベートはナナと二人で外出していた。


　ナナが出かけようとエリザベートを誘さそってきたのだ。なにをするのかと尋ねたら、近くの野原へピクニックへ行こうとか言い出した。


　あまり気は進まなかった。でも、あの脳天気なマヌケ面づらの父母と同じ屋根の下で過ごすよりはマシか、と考え直し、渋しぶ々しぶながらエリザベートはナナに手を引かれてここまでやってきたのだ。


　今日は穏おだやかないい天気であった。若じやつ干かん肌はだ寒ざむくはあるが、季節はもう春だ。


　ここにやってきたナナは何をするのかと思っていたら、野原を飛んでいるチョウチョを追いかけ始めた。くだらないことをやっている、と思ったが、まぁいいか、と考え直した。ナナが何をしようと自分には関係ない。


　適当な木の下に座すわり、木の幹みきにもたれてみた。


　やることもないから、ボンヤリと、走り回るナナを見ていた。


　──ヒマだ、タイクツだ。何もやることがないというのはこんなに辛つらいものだっただろうか。


　考えてみればもう何年もの間、エリザベートはこうして心を落ち着けることなど一度もなかった。


　なんとなく、その場で寝っ転ころがってみた。枝えだと葉っぱの間からこぼれる木こ漏もれ日が見えた。雲の流れる青い空、考えてみると、空を見上げるなんて何年ぶりだろうか。


　不思議なもので、先ほどまで肌寒いと思っていたのに、地面に横たわるとちょうどいい暖かさだった。それにこうやってみると、普段気にもとめなかったものが色々感じられた。肌はだを流れる風、土から微かすかに感じる震しん動どう、なにかの物音、なにやら、普段気にもとめていないものがひどく新しん鮮せんに思えてきた。


　──あぁ……あたしは今までいったい、なにをしてきたんだろう……





────





　……エリザベートは目を開けた。いつの間にか眠ねむっていたらしい。こんなところで居い眠りをするなんて──でも不思議と頭がすっきりしていた。心が晴れ晴れとする。正確に言うなら、爽そう快かいだ。こんな気分は、ついぞ味わったことがない、生まれて初めて味わう気分であるかもしれなかった。


「起きたですか、エリザベート姉様」




[image: ]


　すぐ横にナナが座っていた。ナナの髪かみ、自分と全まつたく同じ色をした金きん髪ぱつが、木漏れ日に輝かがやいていた。


「よく寝てたですよ」


「……あ、そ」


　それだけ答える。ナナはなにが嬉うれしいのか、先ほどからしきりにニコニコしている。


「エリザベート姉様にプレゼントを用意したですよ～」


「ん？」


　ナナが嬉しそうに差し出してきたのは──冠かんむりだった。花の冠だ。野原には、なんの種類かは知らないが白い小さな花が咲さいている。その花を何本も集めて冠の形に編あんだものだった。


「これはエリザベート姉様の冠です～」


「……そう」


　ナナが背せ伸のびをしながら、座ったエリザベートの頭に冠を載のせた。


「おめでとうですぅ、エリザベート姉様。姉様、この前学校のテストで一番だったですよね？　ナナからのお祝いわいです～」


「……ん」


　微かに一度だけ頷うなずいてやった。ナナはそれだけのことでますます嬉しそうに笑みを深くする。


「エリザベート姉様、ご飯食べるです～。母様が用意してくれたやつですよ～」


　ナナがバスケットを取り出した。中には水すい筒とうと、サンドイッチが入っていた。


「食べるですよ～」


「はいはい」


　ナナがしきりに押しつけてくるので、サンドイッチを一切れだけ受け取った。あいにくだが食欲など全くない。


「美お味いしぃです～」


　ナナはたかがサンドイッチ如ごときを食べただけで至し福ふくの表情を浮かべている。まったく、なにが楽しいのやら……


「……ナナ、口にバターがついているわよ」


「です？」


　ナナが口元をぬぐうが、全然見けん当とう違ちがいの場所だった。


「あんたは本当にバカね。ここよ」


　手を伸のばし、指先で拭ふき取ってやった。指についたバターは、自分で舐なめた。


「ありがとうです～、エリザベート姉様」


「…………」


　エリザベートは答えず、自分のサンドイッチを齧かじった。


　普通の味だ。特別不ま味ずいわけでも、素す晴ばらしく美味しいわけでもない。普通の味だった。


　……でも、こんな味のサンドイッチは生まれて初めて食べたかもしれない。


「ねぇ、ナナ？」


「です？」


　首をかしげるナナに、聞いてみた。


「あんた、幸せ？」


「もちろんです～」


　即そく答とう。一瞬の躊ちゆう躇ちよもなく、そう答えた。


「エリザベート姉様がいてぇ、母様と父様がいて、美味しいパイナップルの缶かん詰づめがあったら、ナナ他にはなにもいらないくらい幸せですよ～」


「そう……」


　エリザベートはそれだけ聞くと、一度だけ頷いて立ち上がった。


「……もう終わりね」


「です？」


「もう、お遊びにつきあうのは終わりってワケよ、この腐くされ人格」


　エリザベートは有う無むを言わさぬ口調で言い、ナナの襟えり首くびを摑つかんでつり上げた。


「く、苦しいですよ～、姉様」


「黙だまれよ、カス、この薄うす汚ぎたい偽にせ者ものが」


　ギリギリ、容よう赦しやなくナナの首を絞しめるエリザベート。


「時間がかかったよ。このあたしでも、この幻げん想そう世界の中心がどこにあるかを突き止めるのにこれだけ手て間ま取どるとは思わなかった」


「何言ってるですか、エリザベート様？」


「全すべてがデキの悪いインチキだってのさ、この出で来き損そこないがっ！」


　ガン、エリザベートはナナの小さな体を木に叩たたきつけた。


「全てがおかしいんだよ。あたしの母親はとっくの昔にくたばった。クソオヤジの暴力とストレスで酒に溺おぼれて、最後は夢と現実の区別がつかなくなってビルの屋おく上じようから空に飛び立とうとして、地じ獄ごくへ墜おちた。腐れオヤジはどうしようもないほどの狂きよう人じんだった。他人の気持ちなんざこれっぽっちもわからない、それどころか自分の右手と左足の区別もつかないほどのパープリンだった。だからあたしがこの手でぶち殺してやった。そしてナナ、あんたも救いがたいほどのクソバカ野郎だ。年がら年中低てい能のうみたいに馬ば鹿か笑いを浮かべやがって、その実ナナは絶対に幸せなんて感じていない。絶対に、感じるはずがない！　なぜならあたしがそうしくんだからね、あはははははははははははは」


　声を上げて、高笑いをしてみる。うん、やはりこれだ。こうしないとどうもいつもの調子が出ない。


「だからここが偽物の仮か想そう世界だってのはすぐわかった。問題は、あたしでもわからないほど巧こう妙みように作られたこの世界の実体だ」


　そう、魔ま乖かい咒じゆもロクに使えないなど、通常のエリザベートならば考えられないことだ。一体どうなっているのか。


「クソオヤジもクソババアもあんたも全部偽者、所しよ詮せんはデク人形だ。あたしをこの世界に引き留とめようと、浅はかな芝しば居いを打ってきた。中でもあんたが一番しつこくあたしにまとわりついてきた。だからあんたがこの世界の中心に一番近いはずだ。そう、少なくともあんたは中心部と繫つながっているはずだ、そうだろ、カス？」


　言ってエリザベートは、頭にのった花の冠かんむりを地べたに叩きつけ、脚あしで思いっきり踏ふみにじってやった。


　一方の蹲うずくまったナナは、服の汚よごれを払はらいながら静かに立ち上がった。先ほどまで浮うかんでいた笑顔は消え、今は恐ろしいほどに無表情だった。


「……終わらない理り想そう郷きようにいつまでも身を沈しずめていればよかったものを」


「うっさいよ、ザコ。このあたしをハメようとするバカがいるなんて思わなかったわ。あんた、楽に死ねると思うなよ」


「なぜだ？　〈星せい辰しん〉の防ぼう衛ぎよプログラムが生み出すこの仮想世界は、対象の深しん層そう意識から読み取った理想世界を具ぐ現げん化かするもの。そして当事者にとって、この世界は限りなく現実に近い。なのになぜその理想を自みずから破は壊かいしようとする？」


　そんなこと、とエリザベートは鼻を鳴らした。


「ふざけんなよタコ。このあたしが、訳わけのわからない腐れ人格如ごときに与えられたオモチャみたいな世界で満足すると思ってるの？　こんな眠ねむくなるような子供だましで！」


「だがこれはお前の理想のはずだ」


　ナナは、ナナの姿すがたをした仮想人格は告げる。


「お前がどれだけ否定しようとムダだ。なぜならここはお前の深層意識が望んだ世界だからだ。魔乖咒の関係ない平和な世界で、家族と穏おだやかに過ごす日々、それが貴き様さまの望んだ夢のはずだ。いったいなにが不満だ？」


「ふんっ」


　面めん倒どうくさそうに頰ほおをかき、エリザベートは吐はき捨すてた。


「『偽ニセ』の野郎の得とく意いな仮想世界の魔乖咒と同じ原理なワケだな」


「そうだ。『偽』の魔王〈偽いつわり欺あざむく原げん罪ざい〉がこのプログラムを生み出した」


「大たい層そうなこったな、まったく……夢、これがあたしの夢、と言ったか？」


「そうだ。間ま違ちがいなくこれが貴様の夢のはずだ」


「なら一つ教えてやるよ、デク人形」


　エリザベートは相手を見み下くだしながら、傲ごう然ぜんと言い放った。


「夢なんてもんはなぁ、叶かなわないから夢なんだよ。叶っちまったらそんなもんはもう夢でもなんでもない、ただの手て垢あかにまみれた薄汚い現実でしかないんだよ」


「しかし、それでもお前は望んだはずだ、この世界を」


「ふっ、あはっ、あはっ、あはははははははははははははははははは」


　エリザベートは、笑った。腹の底から、相手の無知を嘲あざけるように、盛せい大だいに笑った。


「あんたは一つ、とんでもない考え違いをしているよ。あたしが望んだのはこんな世界じゃない」


「いいや、お前は間違いなく望んだ。お前の深層意識は決してごまかせない」


「考え違いしているのはあんたの方さ……幸せなんてもんは人それぞれってことなんだよ」


　大げさにエリザベートは肩をすくめた。


「あたしは他の下等な人間どもとはちょっとばかり感性が違ってね、人が苦しみもがく姿がとっても、とっても、とぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっても、大好きなのさ」


　そう告白するエリザベート。


「そんなあたしだけど、一つだけ心残りがあった。あたしの母親はあたしが生まれてすぐくたばった。あたしがぶち殺したクソオヤジは、狂っててまともな人間の思考なんざ残っていなかった。ナナはどうしようもないほどバカで、自分の状じよう況きようを理解するだけの脳みそもなかった」


「それが、どうしたというのだ？」


「人間が一番悲しむ時っていつだかわかるか？　自分が幸福だと、恵めぐまれていると思う時、理り不ふ尽じんに殺されてこそ一番人間は自分の不幸を嘆なげくのさ」


　そう、だからこの世界はある意味理想の世界ではあった。


「あのクソオヤジやクソババアを幸せの絶頂でぶち殺すことのできるこの世界は、確かにあたし好みの理想世界かもしれないね、あははははははは」


「…………」


　仮想人格は、絶句していた。


「……理解しかねる。お前の思考は、おかしい」


　こいつでもそんな顔ができるのか、その事実がわかると、エリザベートの口からはますます笑みがこぼれてきた。


「あははははははははははは、当たり前さ。てめぇごときクソインチキ臭くせぇイカサマ野郎が、あたしを騙だまそうなんざ六〇億おく年早いってもんさ！」


　エリザベートは仮想人格の体を片手で持ち上げ、地面に叩きつけた。


「残念だったね、イカレ玉無し野郎。足りないのさ、狂気が！　溢あふれ出る狂気が！　滲にじみ出る狂気が！　迸ほとばしる狂気が！　噎むせび泣く狂気が！　噎むせ返る狂気が！　這はい寄る狂気、忍しのび寄る狂気、押おし寄せる狂気、絡からみつく狂気、震ふるえる狂気、狂くるえる狂気、狂った狂気、狂い狂う狂気、狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気狂気が足りねぇぇぇぇぇぇぇぇっ!!！」


　エリザベートは絶ぜつ叫きようした。


「あたしが満足するには狂気が足りねぇ！　この呪のろわしくも忌いまわしい、醜みにくくもおぞましい世界を完成させるには、圧あつ倒とう的に、絶望的に、絶対的に、致ち命めい的に狂気が不足しているのさ！　こんなママゴトみたいにキレイごとに溢れたオモチャの世界なんざ、こっちから願い下げなんだよ、ブワァァァァァカッ!!」


　ザシュッ


　渾こん身しんの力で放った抜き手が、仮想人格の胸を穿うがった。だが血は一いつ滴てきもでない。文字通り、穴が開いただけだ。


「遊びは終わりだよ、腐れデク人形！　その足りない脳みそでよく考えて、さっさと白しろ旗はたあげて観かん念ねんしな！　今なら優やさしく嬲なぶり殺してやるよ」


「ムダだ」


　静かに、相手は答える。


「たとえお前がこの世界を否定しようと、この世界からお前は逃のがれられない」


「力ずくで破ってやろうか？」


「やってみるがいい。『魔王』の生み出したこの世界、いかにお前が才能ある魔ま乖かい術じゆつ師しであろうと、内側よりこの世界を破ることはできん」


「ほざけっ！」


　ナナの姿をしたそいつを投げ捨すて、両手に魔力を集中──しかしやはり上う手まくいかない。この世界ではエリザベートの魔力は封じられたままだ。


「ちっ」


　舌した打うちし、エリザベートはどうやって打だ開かいするか、策さくを巡めぐらせ始めた。








「応おう援えんが来るってのは聞いたけどよ……」


　赤あか霧ぎり市の外周部にて、フェンは葉巻を握にぎりつぶしながら、嘆たん息そくした。


「それがお前さんだとは聞いてないぜ、キョウシロウ？」


「ふん、ごあいさつじゃな、フェン」


　フェンと対たい峙じしているのは、血に飢うえた猛もう獣じゆうのように凶悪な面つら構がまえをしたざんばら髪がみの男、フェンと同じ五ご聖せい竜りゆうのメンバー。そして五聖竜最高の戦せん闘とう力をもつ《剣ケン》ことシチガイ・キョウシロウであった。


「ワシとてここにすぐまた戻もどってくるとはおもわなんだわ」


　肩をすくめるキョウシロウ。つい先日も、キョウシロウはここに来たばかりである。しかもその時、キョウシロウは周囲の制止も聞かずに大おお暴あばれして、その事じ後ご処しよ理りにはフェンも苦労した記憶がある。


　もっともフェンの場合、キョウシロウの暴走を黙もく認にんした部分もあるのであまり強く文もん句くは言えないのだが。


「で、キョウシロウ？　お前さんは、いったいどこまで状況をＨＡＡＫＵしてる？」


「ふん、知らんわい」


　そっけなく答えるキョウシロウ。


「《神シン》がいきなり連絡してきたかと思ったら、ヌシのところに行けと言われたんじゃ。それも大だい至し急きゆう。じゃから大急ぎでブラジルから飛んできたんじゃぞ」


「……ＭＡＪＩかよ」


　先ほどの《神》の連絡から数時間も経たっていない。そんな短時間で地球の裏側からこの男はやってきたのか？　仲間であるフェンでさえ舌を巻く速さだった。


「それで詳くわしくはヌシに聞けと言われたわい」


「そーゆーことかよ」


　──《神》のやつ、キョウシロウの説せつ得とくをこっちに押しつけたな。


　確かにキョウシロウは戦力としては申し分ない実力を持っている。だがその分性格がかなり気まぐれで、うまく手た綱づなを引かないとこっちがヤケドしかねないのである。


「まぁ、ワシもヒマじゃったところじゃ。〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉の連中と戦えるかと少しは期待しとったが、勝負を挑いどんでくるのは実力差もわきまえんザコ剣けん士しばかりでな。そろそろ一暴れしたかったところじゃ」


　……まだスイッチは入っていないようだが、暴れたくてウズウズしている状態だな、とフェンは相あい方かたの状態を把は握あくした。この状態なら、進む先さえうまく指し示じすればキョウシロウは役に立つ。


「……まぁいい。ともかくだ、キョウシロウ。『歪ワイ』の当主、エリザベートがここで暴れてるんだよ。『闇ヤミ』だとか、例のぼーやだとかと今交戦中だ。俺たちはそこに行かなきゃならねぇ」


　変な魔力の爆発とかもあったが、そこまで説明するのは面めん倒どうだったので省しよう略りやくした。それに今の説明だけでキョウシロウは食しよく指しを動かされたようだった。


「ふん。エリザベートか……一度手合わせしたいと思っておった相手じゃ。ならばさっさと行くぞ、フェン」


「待てよ、一つ問題があるんだ」


　フェンは赤霧市を包むモヤを指さした。


「エリザベートが空間をねじ曲げやがって、外からは中に入れねぇんだ。お前、なんとかできるか？」


「造ぞう作さもないわい」


　ジャリッ


　そう答えるキョウシロウの手には、いつのまにか抜ぬき身の日に本ほん刀とうが握られていた。


「その目め障ざわりな歪わい曲きよく空間なら、ここに来たときついでに斬きっておいたわい」


「……ＭＡＪＩかよ」


　フェンは嘆息した。背はい後ごを振り返った瞬しゆん間かん、今までビクともしなかったモヤの表面に、一直線に裂さけ目が走った。


　ビシビシビシ、バリンッ


　と、音を立てて空間は粉こな々ごなになり、小爆発。その跡あとには、夜闇に包まれた赤霧市の町並なみが広がっていた。


「これで問題なかろう」


「…………」


　フェンはまたも舌を巻いた。キョウシロウの実力はフェンも認めるところだが、フェンでも破れなかったあの歪曲空間を一撃で、息も乱さず破は壊かいした──キョウシロウのやつ、〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉に勝って以来ＺＥＫＫＯＵＴＹＯＵだな。


「さぁ、さっさと魔ま乖かい術じゆつ師しどもを斬り捨すてに行くぞ、フェン」


「だから、落ち着けよ。まだ他にもあるんだ」


　無造作に歩いていこうとするキョウシロウを止めるフェン。


「この街には、八や祖そ本家の戦闘部隊が集まってるんだよ。どうも連中、エリザベートを追ってきたらしい。連中と鉢はち合あわするのは少しまずいんだよ」


「なにを臆おくする。ワシとヌシがおればそんな連中、五秒で皆みな殺ごろしにしてやるわい」


　まったく、これだからこいつと話すと疲つかれるんだよな──フェンはなんとかキョウシロウを説得しようと試こころみた。


「そうじゃねぇんだよ。俺たちの目的は、奴やつらを倒たおすことじゃねぇのさ」


「なら誰だれを倒せばいいんじゃ？」


「だから、今回は倒すのが目的じゃねぇのさ──この戦いで誰が勝つのかをしっかり確認しろってのが盟めい主しゆ殿どののご命令だ」


「くだらん」


　キョウシロウは吐き捨てた。


「目の前に敵てきがおるのに、それを見過ごすとはどういうことじゃ！　ワシは納なつ得とくいかんぞ！」


「あぁ、わかってるよ。けどな──」


　キョウシロウは興こう奮ふんしているせいか気づいてないが、フェンは歪曲空間が破けたときから感じていた。


　街中を異い様ような気配が覆おおっている。魔乖術師の魔力に似にているが、あれよりももっと濃のう密みつで、ゾッとするほど冷たい。フェンの全身に鳥とり肌はだが立っていた。今まで感じたことのないほどの圧あつ迫ぱく感が、街中に漂ただよっているのだ。


　──これが《神》の言っていた〈星せい辰しん〉とかに関係あるのかね？


　フェンとて戦いは好きだ。普段なら歓かん迎げいする。だが、今のこの状況、明らかになにかがおかしい。フェンの本能が、戦闘衝しよう動どうに待ったをかけるのだった。


「とにかく今はＹＯＵＳＵＭＩってやつだ」


「ふんっ、ならヌシは勝手にせい」


　キョウシロウは鼻息荒く、歩いていく。


「待てよ、キョウシロウ。どこへ行く？」


「連中を始し末まつするくらいワシ一人で十分じゃ」


「だから待てって」


　フェンが、キョウシロウの前に出た。


「……キョウシロウ。今回は待てって。ここは俺の顔を立ててくれよ」


　フェンが下した手てに出ると、キョウシロウは鼻を鳴らした。


「ふんっ、ヌシはいつからそんな腰こし抜ぬけに成り下がった？」


「違ちげぇよ……今は落ち着けよ。キョウシロウ。お前さんほどの力があるなら、時代の風が見えるだろ？」


「ふん？」


　フェンは赤霧市に視線を向けた。


「動乱の予よ兆ちようさ──たぶん近いうちに、数百年に一度の大きな戦いが始まる。今はまだ、その前ぜん哨しよう段階だ。八祖の戦闘部隊？　あんなのはザコだ。お前の言うとおり、その気になりゃ、俺たちならＡＳＡＭＥＳＨＩＭＡＥで片付けられる。そんなザコは放っておけ。今はそれよりももっと重要な、確認すべきことがあるだろ？　そんなこともわからないお前じゃないだろ、キョウシロウ？」


「……よかろう」


　キョウシロウがようやく、手の刀かたなを収おさめた。


「ヌシほどの男がそこまで言うんじゃ。ならばワシもその時代の風を待つとしようかのぉ」


「わかってくれてなによりだ」


　ふぅ、とフェンは息を吐いた。いざとなったらキョウシロウとも一戦交まじえる覚かく悟ごだったが、それは避さけられたようだ。


「それで、具体的にどうする気じゃ、ヌシは？」


　キョウシロウにはもう、自分から動こうという意志はないようだ。まずはなにより──と安心する一方、今の事じ態たいをうまく処理しなくてはならない重じゆう責せきがフェンにのしかかってきた。


　──ま、しかたねぇ、やれることをやるか。


　あの《神》が取り乱すほどの事態、見過ごすわけにはいかない。まずはこの、溢あふれかえる魔力の中心部を突つき止めるか。


　そして今ここで戦う魔乖術師たち──ナイトたちとエリザベート、果たしてどちらが勝つのか、その勝敗の結果が今後の時代の推すい移いを決定づけるだろう──漠ばく然ぜんとだが、フェンはそう感じているのであった。






　第四章　奈な落らくよりの脱だつ出しゆつ







「エリザベート様、この先です～」


　ナナは、階段に辿たどり着いた。深い穴あなの底へと長い螺ら旋せん階段が続いている。穴を囲かこう柵さくの一部が破れていた。恐おそらくエリザベートが破ったものだ。


「……ここですね」


　ナナは深く考えることなく、エリザベートと同様、破れた柵から身を投げ出した。


「ですっ……思ったより高いです」


　飛び降りて気づくナナ。


「あうっ、よく考えたらナナ飛べないですぅ」


　魔ま乖かい咒じゆの苦手なナナは、落下制せい御ぎよがうまく使えないのだった。というか、今いま更さら気づいても色んな意味で致ち命めい的てきだった。


「う～、ですっ！」


　破れかぶれ、ナナは落下しながら、すぐ横の壁かべに手を突き立てた。


　ガガガガガガ


　爪つめを立てた指が、痛い。摩ま擦さつ熱ねつで熱い、というか痛い、いや、やっぱり熱い痛い？　とにかく、壁に手を当ててなんとか落下速度を殺そうとする、が、それだけのことではやはり止まらない。


「ですっ！」


　しかも螺旋階段にぶつかりそうにもなる。この速度でぶつかったら、手足の一本はダメになるだろう。だが、どうにかしないとナナの体もペッチャンコだ。


「です～ぅっ！」


　ナナは階段にぶつかる寸前、階段の端はしに指をひっかけ、落下の勢いきおいを殺した。もちろんそのままだと肩の関かん節せつが外はずれかねないので、ギリギリのタイミングで手を離し、体を広げて空気抵抗を大きくして少しでも減げん速そく。さらに次の階段でも同様のことをする。その繰くり返しだ。


　その結果──百メートル以上の距きよ離りを落下したナナは、床ゆかに両足でダンッと着地した。


「……少し、脚あし痺しびれたです～」


　それだけで済すんでたいしたものだ。常人なら確実に潰つぶれてミンチになっていただろう。


　もちろん今の行動、考えての行動ではない。ただなんとなく、こうすればいいかなと思ってやってみた減速方法である。いわば本能の行動だ。そういったことが自然にできるのは、ナナの一種の才能だった。


　手の爪が何枚かはがれ、手の平も皮がボロボロで血まみれだった。でも、この程度の傷はたいしたことない。エリザベートに殴なぐられた方がよっぽど痛かった。


「……この先ですね」


　穴の底にあった通路をくぐり、ナナはついに〈星せい辰しんの祭さい壇だん〉へと辿り着いた。


「です～、広いですね～」


　予想以上に広いその場所を、呆ぼう然ぜんと見上げながら進むナナ。と──


「です！　エリザベート様！」


　祭壇の中央で倒たおれているエリザベートを発見した。なにやら様子がおかしい。


「エ、エリザベート様、どうしたですか？」


　おそるおそる近づいてみるが、エリザベートはピクリとも動かない。ちょうど、腰こしくらいの高さの台の上で体を曲げ、うつぶせで倒れている状態だった。


「どうかしたですか？　寝てるですか？」


　いや、違ちがう。様子がおかしいのはナナの眼めにも明らかだった。エリザベートの顔には全まつたく血の気がなかった。それどころか、エリザベートの気け配はいは見る見る弱くなっている。心持ち、その表情も苦しそうだ。


「ど、どうしたですか、エリザベート様！」


　そこでナナは変なものに気づいた。台の中央部に、黒くてキラキラ光る変な玉があるのだ。その玉にエリザベートは右手で触ふれたまま倒れている。どうも、その玉に魔力が吸すい込こまれているようなのだ。


「です～、あれが原因ですね」


　ナナはエリザベートを助けようとして──手を止めた。


「でもナナ、エリザベート様とは敵てきです～」


　そう、今は敵対しているエリザベート。それを助けたりしていいのだろうか？


　でも、こうやって見ている内にエリザベートの力がドンドン弱まって……


「……助けなきゃです」


　もし、これがナイトだったらどうするだろうか？　ナナはそう考えてみた。


　エリザベートはナナにとって、かつての主人。つまり昔お世話になったけど今は仲なか違たがいした人、と言う位置づけだ。そんな人が目の前でピンチになっているのを見たとき、ナイトだったらどうするか？


　助けるだろう。ナイトならば、相手が誰だれであれ、たとえ敵対していたとしても、その状じよう況きようならば迷まよいなく助けるはずだ。今ナナは、ナイトと共にある。ナイトがそのような行動をとるのであれば、ナナの行動も決まっていた。


「助けるですよ、エリザベート様！」


　ぐったりしたエリザベートに駆かけ寄るナナ。助けると言っても、具体的にどうすればいいのかわからない。でも、エリザベートが触れている黒いガラス玉がまずそうだったので、そこからエリザベートを引きはがすことにした。


「う～ん……う、動かないです～」


　エリザベートの体を渾こん身しんの力で引っ張ぱってみたが、ビクともしない。いかに体格の差があるとは言え、ナナはそれなりに腕わん力りよくがある。ピクリとも動かないというのは妙みような話だ。


　ナナは台の上に飛び乗って、玉に触れているエリザベートの指を直接引きはがそうとした。だが、やはりビクともしない。エリザベートは軽く摘つまんでいる程度だというのに、指先が貼はり付けられているかのように動かないのだ。


「う～、ど～すればいいですか？」


　ナナは必死に考えてみたが、いい考えなど思い浮うかばない。とにかくなんとかしようと手を伸のばしたとき──


『汝なんじもまた力を求めるか？』


　奇妙な声が聞こえた。ナナは慌あわてて左右を見回す。


「です？」


『汝、魔ま乖かいを受け継つぐ末まつ裔えいよ。汝もまた力を求めるならば、〈星辰の金貨〉に触れるがいい。汝に資し格かくあらば、汝すなわち大いなる王たちの遺い産さんの全すべてを受け継ぐであろう。だが汝、忘れる事なかれ。〈星辰の金貨〉を扱あつかえるのは偉い大だいなる王の末裔のみ。資格無き者が手を触れれば、忽たちまちその魂たましいは呑のみ込まれ、永遠の牢ろう獄ごくを彷徨さまようことになるであろう』


「む、難むつかしいこと言われてもナナおバカさんだからわからないですよ～」


　ナナの頭では声の言葉の意味などちんぷんかんぷんだった。


「でもナナ、エリザベート様を助けたいです」


『その者はすでに魂の牢獄に呑み込まれた。その者を救えるのは正当なる魔乖の末裔のみ。汝にその資格あるか？』


「シカクかサンカクか知らないですけど、今はナナしか助ける人がいないですよ」


『ならば触れるがいい、〈星辰の金貨〉に。さすれば道は開ける』


　よくわからないけど、このガラス玉に触さわれと言うことらしい。ナナは深く考えることなく、エリザベートと同様、その玉に触れた──瞬しゆん間かん。


　バチッ


　指先で火花が飛び散った。


「ですっ！」


　激げき痛つうに、ナナは反はん射しや的に手を離そうとする。だが、離れない。指先が貼り付いたように、玉から動かない。


「ですです!?」


　ピピピピピ


　ナナの眼の中で、光が走った。ただの光ではない。それはナナが見たこともないなにかの文字だ。無数の古代魔ま乖かい文字が、目にもとまらぬ速さで一瞬のうちにナナの眼の中を通り過ぎていく。


『適てき正せい値ち確認。適てき合ごう者しやの認にん証しよう開始』


『対象を『歪ワイ』〈捻ねじれ歪ゆがむ神しん剣けん〉の末裔と断定。次じ元げん定数を仮か定てい』


『作さ用よう領りよう域いきの非分化域が位い相そう空間であると仮定。有限開被ひ覆ふくが細さい分ぶん化かされるときの魔力の次元は否定される。すなわち対象の融ゆう合ごう係けい数すうを係数一〇と断定』


『閉へい鎖さ領域における魔乖適応の審しん査さ。多次元閉多様体の時空位相を魔乖反応値と仮定。同相である次元空間は不ふ断だん裂れつ面に位相する。よって対象の魔乖咒適正をランクマイナス八と断定』


『異次元世界における対象の魔力許きよ容よう量、定数を仮定。不ふ可か逆ぎやく的断裂の経過の後、情報の増加量を事じ象しようの地平より観かん測そくする場合、その増加量は無限大である。よって対象の魔力許容量、計けい測そく不能』


『計測値、測定範はん囲いをオーバー。計測値、オーバー』


『対象の総合覚かく醒せい値ちＭＡＸ九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九オーバー。計測限界突とつ破ぱ』


『適合者と断定。適合者と断定』


『我われは汝を認めよう。汝こそ四万と八千年の時を経へて、全ての魔乖の定めと古いにしえの王たちの遺産を受け継ぐにふさわしいものである』


　パンッ


　ナナは弾はじかれるように、玉から手が離れた。いったい今、何が起こったのかさっぱりわからなかった。


「です！　エリザベート様！」


　とにかく今は、エリザベートだ。ナナが解放されると同時に、エリザベートもまた解放されていた。エリザベートの魔力反応はかなり弱まってはいるが、命に別状があるレベルではない。


「エリザベート様、起きるです、起きるですよぉ！」


　肩を摑つかんでユサユサゆさぶる。すると、うっ、と呻うめきながらエリザベートが眼を開いた。


「ナ、ナナ？」


「そうです、ナナですよ、エリザベート様！」


「……これは、夢かしら？」


「現実ですよ、ナナは本物のナナですよ！」


「……あんたが助けてくれたわけ、あたしを？」


「そうです！　ナナ頑がん張ばったですよ！」


　そう、と呟つぶやき、エリザベートは自じ力りきで立ち上がった。少しだけふらついたが、特別問題はないようだった。魔力はかなり消しよう費ひしているものの、多少の戦せん闘とうくらいはこなせそうだった。


「……とりあえずは、ありがとうと言っておくわ、ナナ」


「無ぶ事じでよかったですよ～」


　ナナがニコニコ笑っている。そんなナナを見つめて、エリザベートは言った。


「えぇ、ありがとう、本当にありがとう──あんたのそのバカさ加か減げんにはいくら感かん謝しやしても足りないくらいだわ、反へ吐どがでるほどにね！」


　ドゲシッ


　ほとんどモーションなしに、エリザベートはナナの胴どう体たいを蹴けり飛ばした。息をつまらせながらナナの小さな体が吹ふっ飛ばされ、柱に背中から叩たたきつけられた。


「あぁ、ナナ、可愛かわいいナナ、愚おろかしいほどにバカで、救いようのないほどアホなナナ、ナナ、あんたはどうしてそんなに愚かなの」


　蹲うずくまって息をつまらせるナナに、エリザベートはゆっくりと近づいていく。


「全く本当、あんたはこの七年間、なにを見ていたの？　あたしを助けた？　バカが！　誰があんたに助けてくれと頼たのんだ！　誰があんたに助けられて喜ぶと思った！　虫むし酸ずが走るんだよ、この下等生物！　あんたに助けられたとしたらあたしの生しよう涯がいの汚お点てんだわ！　その程度のこともわからなかったのか、低てい能のう！」


「で、ですぅ～」


　ナナは胃い液えきを吐はき出して、咳せき込みながら、それでもエリザベートに視線を向けて言った。


「で、でも、ナナ、エリザベート様を助けたくて……」


「身の程ほどを知れ、カスッ！」


　ナナの頭を思いっきり踏ふみつけ、体重をかけながら床ゆかで踏みにじるエリザベート。


「あんたの助けなんざなくてもあたしは自力でなんとかなったんだよ。あんたはなにか？　あたしはあんた如ごときの助けを求めるほどに弱いとでも思っていたわけ？　そもそも、あんたはなんだってあたしを助けるわけ？　あんたとあたし、今は敵同士だろ？　なんだってあたしを殺さなかった！　敵がスキを見せたら躊ちゆう躇ちよなく殺せ、何百回も教えてやっただろう！　なんであたしを殺さなかった！」


「で、できないですよぉ、そんなこと」


　ナナは床に顔を押しつけられたまま、必死に答えた。


「ナナ、エリザベート様だけは、絶対に、そんなこと……」


「キメェんだよ、カスッ！」


　ガツッ


　脚あしを持ち上げ、体重をかけてナナの頭を踏みつけるエリザベート。


「ナナ、あんたって本当に、どうしようもないほどのバカね。ウジ虫未満だわ、本当……！」


　そこで突然、これまで立て板に水で罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐いていたエリザベートが、息を呑のんで言葉をつまらせた。一体何事か、エリザベートはナナの手を一心に見つめていた。


「ナナ──それはなに？」


　エリザベートが、震ふるえる声で尋たずねてくる。ナナは、なにごとかと自分の手を見た。


　ナナの手には、先ほどの台にあったガラス玉が握にぎられていた。


「です？　ナナ、こんなの拾ひろったおぼえ……」


「貸かせっ！」


　エリザベートが取り乱した様子で手を伸のばし、ナナから玉を奪うばおうとした。だが。


　バリバリッ


「ぐっ！」


　稲いな妻ずまが走り、エリザベートの手が弾はじかれた。


「バカ、な……あたしが拒きよ絶ぜつされた？」


「どうしたですか、エリザベート様？」


　ナナは状況がつかめず、首をかしげた。


「これが欲しいですか？　ならエリザベート様にあげるですよ。ナナこんなのいらないですから」


　よくわからなかったが、エリザベートがこれを欲しがっていると察して、ナナは両手で玉をエリザベートに差し出した。それを受けてエリザベートは──笑った。


「あ、あはっ、あはっ、あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっはっはっはっはっはっはっはっはっはっは」


　エリザベートは笑う。可お笑かしそうに、犯おかしそうに、侵おかしそうに笑う。


「いひっ、いひっ、いぃぃぃぃぃぃぃっひっひっひっひっひっひっひっひっひっひ」


　あぁ、呪のろわしい、世界の全てが、自分自身を含ふくめた、この世の全て、あらゆる法ほう則そくが憎にくらしい、なにもかもが妬ねたましい。


「まさかね、まさかこんなことになるとはね。あたしがこの七年間準じゆん備びしてきた全てが、なにもかもがひっくり返った！　全てがおじゃんだ！　これは愉ゆ快かいだ、楽しいね、楽しい、まさかこんなことになるなんて、あぁ、本当に、世界は理り不ふ尽じんと不ふ条じよう理りに溢あふれているわ！」


「エ、エリザベート様？」


　エリザベートの奇き行こうは今に始まったことではない。だが、今回のエリザベートは明らかにおかしかった。七年のつきあいがあるナナでも、こんなエリザベートは初めて見た。


　眼を限界まで見開き、両手で頭をかきむしりながら悲鳴とも絶ぜつ叫きようともつかない笑い声を上げている。長く伸びた爪の先が頭皮を破り、エリザベートの顔にまで血が流れてきている。異常だった。明らかにおかしい、まさに狂気の所しよ行ぎようだ。


「エリザベート様！　やめるですよ！　頭から血が出てるです！」


「オルラァァァァァァァァァァァァッ！」


　正面から近づいてきたナナに、エリザベートは飛び蹴げりを放った。再度弾き飛ばされるナナ。


　エリザベートは息を荒く吐きながら、恐おそろしいほどに血走った目でナナを見つめた。


「あんたは、よりによってあんたが、なんだってそんなものを……ナナ。あんたはわかっているの？　自分がしでかしたことを！　あたしが今まで、今日まで、いったいどんな気持ちで全ての準備を整えてきたのか、わかっているのかよ、この腐くされ菌きん糸し類がっ！」


「ご、ごめんなさいです、エリザベート様」


　何が何だかわからず、ナナはとにかく、頭を下げた。


「ナナが悪かったです。ごめんなさいです、謝あやまるですから、ゆるして……」


「ごめんで済すめば殺さつ人じん鬼きだって無む罪ざい放ほう免めんだよ！」


　ナナの顔面に膝ひざ蹴げりを叩き込んだ。ナナは鼻血をタラしながら、ひっくり返る。その衝しよう撃げきで、ナナが持っていた玉が床に落ちて転ころがっていった。


「本当に、あたしがどうやってここまで辿たどり着いたのか、あんたの足りない脳みそで少しは考えたことでもあるの？　あたしは、あたしは……」


　エリザベートにしては珍めずらしく、感情的にわめき散らす。その言葉はあまりにも感情が高ぶりすぎて、ほとんど他人には意味のわからないわめき声にしかなっていなかった。


「……もういいわ」


　散さん々ざん叫さけんだ後、エリザベートはぐったりとしたナナの襟えり首くびを摑つかみ、片手で自分の視線まで持ち上げた。


「ナナ、本当に、あんたは最後まで役立たずだったわ。気にくわないけど、最後はあたしが終わらせてやるわ」


　反対の手に魔力を集中させ、意識を失っているナナの胸むねめがけて、その手を一直線に──


「エェェリィィザベェェェェェェェェェェェトォォォォォォォォォッッ！」


　突然の絶叫、同時に背はい後ごからの衝撃。エリザベートは弾き飛ばされ、衝撃でナナも反対側に飛ばされた。


「ナナッ！　無ぶ事じか！」


　現れたのは、ナイトだ。ナイトもエリザベートの気配を追ってここに到とう達たつし、そして凶きよう行こうに及およぶ寸前に間に合ったというわけである。


　床に投げ出されても動かないナナに、ナイトは駆かけ寄ろうとする。だがその鼻先を、魔力の波は動どうがかすめたために動きを止めざるをえなかった。


「……最悪のタイミングでようこそ、このクソガキがっ！」


　吐き捨てるように言うエリザベート。実際唾つばを床に吐き捨てた。彼女が敵の攻撃をまともに喰くらうなど珍しい。それだけ目の前にいたナナに意識をとられて、背後から接近してきたナイトに気づかなかったと言うことだ。


「あんたもつくづくウザイわね。毎回毎回あたしのジャマをしてくれて……」


　エリザベートは、ナイトの全身を睨ねめ付ける。エリザベートのかけた支配から逃れたのは明白だ。『闇ヤミ』の、ヨルの実力ならば、エリザベートの洗脳をとく可能性があった。可能性は低かったが、低いからと言って無視するほど目もく論ろ見みの甘い女ではない、エリザベートは。


　しかし、ヨルの姿すがたはない。その事実に気づいたエリザベートは、くっくっく、と含み笑いを零こぼした。


「なぁんだ。『闇』のヨルミルミはどうしたの？　もしかして殺しちゃった？　あはっ、ざまぁねぇな、腐れ低能！」


「黙だまれ！　エリザベート！　ヨルが簡単に死ぬものか！」


「ふん、生きてるの？　まぁいいけどさ。どっちにしろすぐあたしがこの手でぶち殺してやるから」


　くっくっく、さらに笑い声を漏もらすエリザベート。


「若じやつ干かんの計算違いはあったけど、概おおむねは計画通りと言ってもいいわ。ついに〈星せい辰しん〉まで辿たどり着き、金貨もあたしの手に」


　チラリ、エリザベートが視線を、倒たおれたナナに向ける。ナナのそばには、ナイトが見たこともない不思議な色の玉が転がっていた。


「それは──」


「だからてめぇは甘あめぇんだよ！」


　突然横手に出現したエリザベートがナイトの腹部を蹴り飛ばした。空間跳ちよう躍やくだ。とっさにガードしたが、そのガードを突き破ってすさまじい衝撃がナイトを襲おそった。アバラが何本か逝いった。


「あんたってこの期ごに及んでなんの進歩もないバカねぇ。こんな簡単なフェイントにひっかかるなんて、一回死んだほうがいいんじゃない？　一回と言わず二回でも三回でも、死んでいいけどね。なんならあたしが百回くらいぶっ殺してやるよ」


　なにが楽しいのか、笑いながらそんなセリフを言うエリザベート。ナイトは激痛に顔をしかめつつも、相手から視線をそらさないようにしながら立ち上がった。


　やはり──似にている。こうやって改めてエリザベートの顔を見ると、ナイトは思うのだ。


　全体的に色しき素その薄い、細ほそ面おもての顔立ち。レーザーのごとく鋭するどく凶きよう悪あくにつり上がった赤い眼まな差ざし、薄い唇くちびるは常つねに他人を見み下くだす薄うす笑わらいが張り付いている。誰もが美しいと認めるであろう人形のように整った容よう貌ぼう。だがそこには隠かくしきれないほどの「歪いびつさ」と「歪ゆがみ」が溢あふれ出ていた。


　ナイトは最初にこの顔を見たときに感じた違い和わ感かんを、もう一度感じていた。そして、その違和感の正体をボンヤリとだが、察することができた。


「お前……」


　視線を動かし、倒れたナナを振り返る──似ているのだ。


「あぁん？」


　ナイトの視線に気づいたエリザベートが、不ふ快かいな声を漏らす。


「お前……ナナと、どんな関係があるんだ？」


「なにをほざいてるんだ、虫けら？」


　そうだ。似ている。誰がなんと言おうと、この二人は似ている。


　二人の印象があまりにも違いすぎて、最初は全然気づかなかった。ナナは今は幼おさない容貌だが、成長すればそれなりの美人になるだろう。今よりもっと細面に、鋭く成長したとしたら、きっと目の前のこの女のようになる──って、自分はなにを言っているのだ？


　だが、考えれば考えるほどこの考えは正解に思えてくるのだ。


　確かに似ている。だが、外国人などナイトの目から見たらどれも似たような顔だ。しかしそれでも、だとしても、この二人には偶ぐう然ぜんで済ませられない共通点があるように思えた。


　敢あえて言うならば、雰ふん囲い気きだ。二人が身にまとった空気が、酷ひどく似ている。一方は最さい狂きようの殺さつ戮りく者しや、もう一方はボケボケの子供。共通点などあるはずがない。髪かみや目の色だって違う。だが、ナイトはほぼ確信にも似た直感を信じることにした。


　あるいは、二人は何年も同じ環かん境きようにいたのだから、そのせいかもしれない。だが魔ま乖かい術じゆつ師しとして鋭い感覚を持つナイトは、二人の纏まとう雰囲気、そして魔力の気け配はい、その共通点を敏びん感かんに悟さとったのだ。


「お前、まさか……ナナの、血けつ縁えんなのか？」


「…………」


　その一言を聞いた瞬間、エリザベートは押おし黙だまった。否定も肯こう定ていもせず、なにをバカなことを言っている、と言った様子でナイトを見ている。


「……そんなバカなことを言い出したのはあんたが初めてだよ」


「いぃや、確かに似ている。俺にはわかる。『歪ワイ』の魔乖術師同士だから気配が似ているのかと思ったけど、そんなもんじゃない！　お前たちは……」


「あぁ、そうさ。ナナはあたしの妹だよ」


　それがどうした、と言わんばかりの態度で吐はき捨すてるエリザベート。


「姉し妹まいをどう定義するかにもよるけどね。あたしとナナは正しよう真しん正しよう銘めい、血が繫つながっている。同じ材料でできた、姉妹だ。で、それがどうした？」


　バカな！　この女は、実の妹に今まであんな仕打ちを？　だが、納なつ得とくできる部分もある。


　エリザベートは基本的に他人の命をゴミクズ程度の価か値ちもないとしか考えていない。しかしナナだけには、なぜか一定の執しゆう着ちやくがあったようだ。ナナのようにボケボケの子供など、エリザベートにとって一番ガマンならない相手のはずなのに、長なが年ねん殺さず近くに置いていたという。その理由が、血の繫がりというわけか。


「勘かん違ちがいするなよ、カス」


　憎にく々にくしげに吐き出すエリザベート。


「姉妹だとかどうだとかなんて、あたしには関係ない。ナナを今まで生かしておいたのは、利用価値があったからさ」


「お前は、実の妹にいままであんな仕打ちをしていたのか！」


「兄弟姉妹きようだいで骨こつ肉にくの争あらそいをすることなんざ、珍めずらしくもないことだ。それに比くらべりゃ、あたしはナナを生かしておいてやったんだ、よっぽど優やさしいとは思わない？」


「いったい、お前の目的はなんだ！　〈星せい辰しん〉とはなんだ？　いったい何がしたいんだ！」


「あらあら、ヨルミルミはなにも教えてくれなかったの？　かわいそうに、信用されていないのね」


　エリザベートは余よ裕ゆうを取り戻もどしたらしく、腕うでを組んでナイトを見み下くだすように睨にらんできた。


「ここはね、〈星辰の祭さい壇だん〉と呼よばれる場所。かつて『魔王エル・ケーニツヒ』が誕たん生じようしたとされる始まりの場所よ」


「『魔王』が？」


　どういうことだ？　『魔王』は魔ま宴えんの優勝者の称しよう号ごうなのでは？


「八や祖その開かい祖そ、八人の『魔王』。それがかつて生まれた場所よ。魔宴はあくまでその『魔王』を再さい臨りんさせることが目的。現在の称号としての『魔王』とは、まったく別の存在さ。そして『魔王』誕生の鍵かぎを握にぎるのが〈星辰の金貨〉なんだよ」


「いったい、それはなんなんだ？」


　ナイトの質問に、調子がのってきたのか、エリザベートが答える。


「〈金貨〉は太たい古この魔ま乖かい術じゆつ師しの英えい知ちの結けつ晶しようさ。これを手に入れたために魔乖術師は誕生し、これがあったために魔乖術師は世界の裏側に隠かくれざるをえなかった。秘ひ匿とくされた禁きん断だんの果か実じつとはこいつのことだよ」


「つまり？」


「そこまで教えてやる義理はねぇよ、バァカ」


　エリザベートが手を動かし、魔ま法ほう陣じんを描えがく。


「どっちみちここでくたばるあんたが知る必要は、ない！」


　エリザベートの手から稲いな妻ずまが放たれた。ナイトは回かい避ひしつつ、柱に飛びつく。その柱に安あん置ちされてあった『滅メツ』と『偽ニセ』の魔道書を奪だつ取しゆする。


「くれてやる！　そんな古くさい紙クズ、もう用済ずみだ！　欲しけりゃくれてやる！」


　エリザベートはそう叫さけびつつ、その手にはすでに『歪』の魔道書が握られていた。ナイトの方が魔道書は多いものの、それだけで勝敗は決定しない。ナイトもかなり消しよう耗もうしているが、それはエリザベートとて同様。いや──ナイトは背はい後ごを窺うかがった。


　ナナはまだぐったりしたまま動かない。ナナをかばわねばならない分、ナイトの方が不利か。


「空間の歪ひずみに潰つぶされて弾はじけろ！」


　エリザベートの両側の空間が歪み、その歪みがナイトを呑のみ込まんと迫せまる。ナイトが跳ちよう躍やくして回避すると、床ゆかが粉こな微み塵じんとなって搔かき消えた。


　歪わい曲きよく空間による攻撃は、物質の物理的特性を無視して押し潰すという凶きよう悪あくな攻撃だ。直撃を受けると、障しよう壁へきがあっても一撃でやられかねない威い力りよくである。


「チィッ」


　舌した打うちしながらナイトも反撃を試こころみる。だが、こちらの攻撃は相手の歪曲空間にかき消されてしまった。それに相手に到とう達たつしたとしても、エリザベートの空間歪曲で逸そらされてしまうだろう。


　やはりナイトが勝つためには、第四咒じゆ法ほうを使うしかない。それは最初からわかっている。だが、それは同時に弱点をまたもエリザベートにさらけ出すことになってしまう。なんとかして相手の注意をそらさねばならない。


「その金貨を手に入れて、お前は何をする気だ！」


「答える義理はねぇ！」


「お前ほどの力があれば、なんだってできただろうに！　それでもまだ不満があったか！」


　ナイトとしてもこの問いかけに答えが返ってくると期待はしていなかった。ただ、少しでもエリザベートの気を逸らせればいいと考えただけだ。


「……人間は、弱い」


　？　エリザベートの言葉だ。いったいなにを言い出すんだ？


「人間ってのはどうしようもないほどに愚おろかしくて、弱い下等生物だ。ねぇ、清すが夢む騎人ないと？　あんたもそうだとは思わない？」


「なにが言いたい！」


　エリザベートは、静かに語り出した。もっとも、その間も攻撃の手はゆるめたりしない。ナイトは広間の柱に身を隠かくしつつ、相手の様子を窺い続けた。


「人間は弱い生き物さ。一人ではなにもできない。群むれないことにはロクなことができないほどに弱い。でも群れた人間がやることは一つ、人間同士で争あらそいあうだけだ。どうしようもないほどの自じ己こ矛む盾じゆんを抱かかえた最悪の生物、それが人類なのさ！」


　エリザベートの言葉は、ある意味真実だった。人類の歴史を振り返ればまさしくその通りだからだ。


「どんなに強い人間も、一人では生きていけない。あたしのクソオヤジなんかが特にそうだった。魔ま乖かい術じゆつ師しとしちゃぁそこそこの力はあったけど、どうしようもないほどに狂っていた。実の娘むすめであるあたしに依い存ぞんしないと生きていくことができないくらいに弱かった。だからあたしはあいつを殺したのさ。あの薄うす汚ぎたない狂人をね」


　はははははは、笑い声を上げるエリザベート。


「そうさ。力を持つって言うことは、言い換かえれば独ひとりになるってことさ。そして強きよう者しやって言うのは、他人に依存しない人間のことさ。でも人類の自己矛盾を解決しない限り、つわものは決して強者になることはできない──『闇ヤミ』、『魔マ王オウの娘ムスメ』は生まれながらに自みずからの宿命に縛しばられた。だから孤こ絶ぜつした。『滅メツ』『最サイ強キヨウ』はあまりにも強すぎる自分自身の力のために孤こ独どくにならざるをえなかった。『異イ』『天テン才サイ』は生まれながらに全すべてを知り、天才であるが故ゆえに孤こ介かいになった。でもあたしは連中とは違う！」


　力を込めて断言するエリザベート。


「あたしは生まれたときからずっと独り、あたしに味方なんていなかった。でもそれを不ふ遇ぐうと思ったことなんざない。あたしには味方なんて必要ない！　あたしは独りで十分だ！　あたしはただ、孤こ高こうである、それを証明するために、あたしは今まで生きてきたのさ、あはははははははははははははははは」


　耳みみ障ざわりな高笑い。彼女は自身の二つ名の通り、拗なじくれた狂気が氾はん濫らんしたような笑い声、まさに『狂キヨウ濫ランの螺ネ刃ジ』！


「あたしは独りで生きていく。それを証明するにはどうすればいい？　そんな方法は一つしかない。あたし以外の全人類を皆みな殺ごろしにしてやるのさ！　その時こそ、あたしは誰にも依存しない、たった一人の完全な存在となれる！」
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　ナイトは、絶句した。その論理があまりにも飛ひ躍やくしすぎて、あまりにも独りよがりで、あまりにも幼よう稚ちで、二の句が継つげなかったのだ。


「……お前、本気でそんなことを考えているのか？」


「本気？　違うね。あたしはいつだって狂気に満ちている。自他共にそれを認めている」


「あぁ、確かに狂っているよ、お前は……お前はただ、一人ぼっちな自分を認めたくないからダダをこねているだけだ！　そんな独りよがりな理り屈くつがあってたまるか！」


　そうだ。エリザベートから感じる圧あつ倒とう的な狂気。その狂気の源げん泉せんとは──虚きよ無むの広がる孤独だったのだ。


「お前は確かに独りだったかもしれない。だからといってお前が他人を拒きよ絶ぜつしていい理屈なんてない！」


「知った口をきくなよ。あたしが拒絶しているんじゃない。世界が先にあたしを拒絶した。あたしはそれに応こたえてるだけさ」


「だとしても、どうしてもっと他人の声を聞かなかった！　お前の人生で、お前に近づいてきた人間はいなかったのか！　本当に、お前を助けようとする人間が一人もいなかったのか！」


「クドいウザいキモい！　今いま更さらお説教？　何様だよ、てめぇ！　あたしを助けられる人間も、説教できる人間もいやしないんだよ！」


「その目は節ふし穴あなかっ！」


　ナイトはたまらず絶ぜつ叫きようした。


「ならナナはどうなる！　お前のために、ナナはあんなに一生懸けん命めいだったんだぞ！　お前みたいな最低な人間のためにナナは自分の全すべてを捧ささげて、あんなに必死に、あんなにがんばったのに、お前はそれすらも認めないのか！」


「ナナだと？」


　エリザベートの、気配が変わった。以前も感じた、凍いてつくような殺さつ気きが周囲に満ちていく。


「あんたに……あんたには絶対、未来永えい劫ごう、永遠に理解できないさ。あたしやナナのことなんてね」


「それはお前が拒絶しているからだ！」


「違う。誰だれにも理解できるはずはないし、理解させない。なぜなら、あたしに助たすけなんてものは必要ないからさ。あはははははははは。言ったはずだ。あたしは確かに独りだ。でもあたしはそれでかまわない。あたしという狂気は独ひとつで完結した存在だ。他の不純物なんてあるだけジャマなんだよ」


「どうしてもっと、自分の周まわりに目を向けない！」


「五う月る蠅さいわね……カス如ごときに理解されようとは思わないね。文もん句くがあるならかかってこいよ、虫ケラめ、叩たたきつぶしてやる！」


　エリザベートが両手を掲かかげた。その手の間の空間が歪ゆがみ、捻ねじれ、エリザベートの手の内へと収しゆう縮しゆくされていく。


　マズイ、ナイトは悟さとった。この攻撃は、今までのものとは違う。段違いの魔力を感じる。ナイトはなんとかスキを見つけて反撃に出ようとしたが、相手との距きよ離りがありすぎる。ナイトの実力は、接近戦でなくては存分に発はつ揮きできないのである。


「ははははははははははは、今度こそ消えろ！」


　エリザベートが極限まで圧あつ縮しゆくされた空間を、解ときはなった。捻れた空間は瞬しゆん時じに膨ぼう張ちようし、衝しよう撃げき波はの暴ぼう風ふうとなって、広間全体に広がった。


「ぐぅっ」


　ナイトは回かい避ひしようとしたが、ダメだ。広間全すべてを呑のみ込まんばかりに衝撃波が広がっていく。どこにも逃にげ場はない。


「クソッ」


　背はい後ごに、未いまだぐったりしたままのナナがいた。これ以上逃にげたら、ナイトはともかくナナが無ぶ事じでは済すまない。引くことはできない。


「クソォォォォォォ!!」


　毒どくづきながら、手の魔力を、足あし下もとの地面に叩きつけた。ナイトの圧あつ倒とう的なパワーで床ゆかが砕くだけ、そこに大おお穴あなが空あく。ナナの小さな体を引いて、穴の中に隠かくれながら障しよう壁へきを全開にして、防ぼう御ぎよを固めた。これで頭上を通り過ぎる衝撃波をやり過ごすのだ。だが──


「甘あめぇ！」


　背中から衝撃、同時に、ナイトの体が叩きつけられた。エリザベートが丈じよう夫ぶな岩がん盤ばんを一撃で蹴けり抜き、ナイトを弾はじき飛ばしたのだった。接近戦ではナイトもかなりの自信があったが、エリザベートも負けてはいない。


「コソコソ逃げてんじゃねぇよ！　男なら正面から戦え！　正面からバカみたいに突つっ込んできて、あたしの力で潰つぶれて消えろ！」


　無茶苦茶なことを言う。もっとも、それは今に始まったことではないが。


「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナイトも、負けてはいられない。エリザベートの言うことももっともだ。逃げていたのではなにも変わらない。そもそもここでエリザベートを逃がせば、これから先どれだけの人間がその凶きよう行こうに巻き込まれるかわからないのだ。ナイトは、なんとしてでもここでエリザベートとの決着をつけねばならないのだ。


　ナナは、今の穴の底に横たわっている。そこにいるなら、少々の攻撃は大だい丈じよう夫ぶだろう。ナイトはそれだけ確認すると、全身の魔力を一気に高めた。


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」


　ナイトの叫さけびにあわせて、魔法陣が完成していく。エリザベートを倒たおすには、これしか、第四咒じゆ法ほうしかないのだ！


「だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　第四咒法の魔力を身にまとって、エリザベートへ立ち向かう。だが──


「同じことを繰くり返す、あんたは真しん性せいのバカかっ！」


　背後から衝撃。そうだ、この技わざを使うとき、どうしてもナイトの背はい面めんにはスキができる。しかし──


「残念だったな」


　エリザベートの攻撃を受けても、ナイトは倒れなかった。


「俺の弱点を教えてくれてありがとう。おかげで技を改良することができた」


「あん？」


　そうだ。ナイトが第四咒法を使うとき、前面に魔力が集中するため、背後にスキができる。ならば、そのスキをなくせばいい。


「こうやってな！」


「っ！」


　そう。スキができるならば、魔力を集中させなければいい。『滅メツ』の誇ほこる第四咒法、その圧倒的な破は壊かい力を収しゆう束そくさせることなく、ナイトは三六〇度、全ての方向に解きはなった。


「バカめ！　魔力を拡かく散さんさせてこのあたしに勝てると──」


　余よ裕ゆうの表情のエリザベートは、しかしすぐに崩くずれた。エリザベートを包つつむ障壁が、バリンと、音を立てて破れたからだ。


「『滅』の第四咒法は防ぼう御ぎよ無む効こう。拡散してもその効果まで消えたワケじゃない！」


「ぅぁぁぁぁぁぁっぁぁっ!!」


　エリザベートが絶ぜつ叫きようとも悲鳴ともつかない声を上げ、ナイトの放った魔力衝撃に弾はじかれ、遥はるか遠くの壁かべに叩きつけられた。


「……くっ、しかし、こいつは……」


　ナイトも今初めてこの技を使ってみたのだが、普ふ段だんよりも体への反動が大きい。全周囲に魔力を拡散させるのも、想像以上に難むずかしかった。通常の第四咒法以上にあまり連発できない技だ。


「清夢騎人ぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」


　壁の穴から、エリザベートが出てきた。服が所々破け、体の傷からは出血している。初めてエリザベートにダメージらしいダメージを与えることに成功したのだ。


「よくもやってくれたな、虫けらがっ！　てめぇ、楽に死ねると思うなよ！」


「ちっ」


　ナイトも舌した打うちをする。第四咒法の直撃だというのに、エリザベートのダメージは少ない。やはり拡散した分威い力りよくはかなり減げん衰すいしている。第四咒法の一撃死の効果も、拡散すると薄まってうまく発動しなかったようだ。


「後、何発撃うてるかな」


　ナイトとて魔力の残りは少ない。全力で戦える時間もあまり残っていないのだ。果たして──


　ガガガガガガガガ、ズガァンッ


　その時、周囲を震ふるわせる轟ごう音おんと震しん動どうが襲おそった。


「なに!?」


　ナイトとエリザベートの間、ちょうど中間地点に巨大な岩が落下してきたのだ。縦たて横よこ五メートル以上、人間などあっさり押し潰つぶしてしまうだろうサイズの巨きよ岩がんである。


　ドガガガガガガガガガガガガ


　異い変へんはそれだけではなかった。さらなる地じ響ひびきとともに、天てん井じようから次々と岩が落下してきたのだ。


「崩ほう壊かいしていく？」


　魔ま宴えん参加者は世界中にいる魔ま乖かい術じゆつ師しの中でも一流の実力者たちだ。その魔宴参加者の中にあっても、明らかにトップクラスの実力を持つナイトとエリザベート。広いとは言え閉へい鎖さされた地下空間で、その二人が全力で激げき突とつしたのだ。その衝撃は、地下の地じ盤ばんを崩すレベルにまで到とう達たつしていたのである。


「くっ、崩れる！」


　ダメだ、崩ほう壊かいは収まる気配がない。天井からはひっきりなしに岩が落ちてくる。物理障壁があるから直撃しても問題はないが、重さ何トンもある岩が無数に降ふりかかっては、いくら障壁があっても身動きがとれなくなってしまう！


「よそ見とは余よ裕ゆうじゃない、清夢騎人！」


　いつの間にか横手に現れたエリザベートが、岩の隙すき間まを縫ぬうように攻撃を放ってきた。ナイトはそれを跳とんで回避。


「ほらほら、この程度じゃ終わらないよ！」


　クッ、ナイトはなんとか回避しながら、どうすべきかを考えた。


　とにかくこの状況はマズイ。この地下空間は遠くないうちに、完全に落らく盤ばんで埋うまってしまう。その前に脱出しなくてはマズイ。だが、エリザベートがそれを赦ゆるしてくれるとは思えない。いったい──


「あははははは──っ！」


　高笑いを響ひびかせていたエリザベートの声が急に止まった。エリザベートはなにかに気づいたかのように、ナイトとは別の方向を見つめている。


　なんだ？　その視線の先を見ると、ナナの姿すがたが視界に入った。ナナは先ほどナイトが地面に開けた穴に横たわっている。と──


　ズガァァァァァァァ


　ひときわ巨大な岩が、ナナめがけて落下したのだった。その大きさは直径十メートル以上。ナナの小さな体などひとたまりもないだろう


「ナナ──」


「くそったれがぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


「え!?」


　そこで予想外の行動に出たのは、エリザベートだった。ナイトが動くよりも早く、エリザベートはでこぼこの床を滑すべるような速さで走り、一直線に、今にも岩に押し潰されそうなナナの元へと駆かけ寄っていく。


　いったいなぜ、エリザベートが、この状況でナナの元に？　ナイトは混乱した。


「ナナァァァァァァァァァァ!!」


　エリザベートがナナの名前を叫さけびながら全速力でぐったりしたナナに走り寄っていき──


「邪魔だどけぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」


　ドゲシッ


　その勢いきおいを全まつたく殺すことなく、足あし下もとにあったナナの体を思いっきり蹴けり飛ばした。ナナの軽い体があっさりと吹ふっ飛ばされる。


「ナナ！」


　ナイトが慌あわてて駆け寄り、落下してくるナナをキャッチ。ナナはその衝しよう撃げきに、ゴホゴホ咳せき込みながら目を開けた。


「あぅ～……先生ぇです？」


「あぁ、ナナ。意識が戻もどったな」


　取りあえずは無ぶ事じ──いや、ナナも無傷ではない。全身に様々な傷があり、満まん身しん創そう痍いと言っていい状態だった。だが、命に別状はなさそうだった。


「ウァァァァァァァァァァァ!!」


　一方、ナナを蹴り飛ばしたエリザベートは、その場にしゃがみこみ、地面の上を探さがし始めた。


「〈金貨〉！　〈星せい辰しんの金貨〉は！」


　ナナが倒たおれていた近くに、例の玉は転ころがっていた。エリザベートが慌てた様子でそれに手を伸のばす……が、バチバチッ、稲いな妻ずまがほとばしって、その手は弾はじかれた。


「なぜだ！　なぜあたしを拒きよ絶ぜつする、〈金貨〉!!」


　ドガァン、ブバァン


　巨大な岩が次々と落下する中、周囲の様子が目に入らない様子で、エリザベートはその場に座すわり込む。


「あたしが、あたしこそが、真なる『魔王』にふさわしいのに、なんだって、よりによってナナに……」


　バァァァァァァァン


　ひときわ巨大な岩が落下し、エリザベートの姿は完全に見えなくなっった。押し潰されたか？　いや、今はそんなことを考えているヒマはない。


「ナナ、脱出するぞ」


「です～」


　ナイトはナナを両手で抱かかえたまま、背はい後ごを振り返ることなくその場から駆けだした。この広間へ繫つながっていた通路に飛び込こんだ瞬間、巨大な岩が背後に落下、通路は完全にふさがれてしまった。


「危き機き一いつ髪ぱつ──だが、まだ危機を逃のがれたワケじゃないな。急ぐから摑つかまっていろ、ナナ」


「ですです～」


　とにかく今は、一刻も早くここから脱出しなくてはならない。ナイトは通路を駆け抜け、やがて縦たて穴あなにでた。だが。


　ズガァン、バァン


　落盤はこちらの方にまで進行していた。今やこの地下空間、全てが崩れようとしているようだった。


「地上に行かないことには……」


　チラリ、頭上を見上げるナイト。この縦穴は垂すい直ちよく方向に百メートル以上ある。一応階段が備そなえ付けられているが、落盤で階段も何カ所かが崩ほう落らくしている。それに階段を悠ゆう長ちように上っているほど余よ裕ゆうがあるわけではない。


　かといって、空を飛ぶわけにも行かない。落下制せい御ぎよと違って、飛行の魔ま乖かい咒じゆはかなり困こん難なんなのだ。しかも飛行中はあまりスピードが出ない。こういった場面で使うには不向きだ。


「……ナナ。体は動くか？」


「う～。ごめんです。あまり動かないです～」


　ナナが呻うめく。ムリもない。エリザベートにどんな仕打ちをされたかは知らないが、骨が何カ所か折れている。


「俺の背中に摑まっていられるか？」


「それならなんとか」


　ナナがナイトの背中に移動、両手でしっかりとしがみつく。


「よし、ナナ。一気に駆け上がるから、絶対振ふり落とされないようにしがみついていろよ」


「りょーかいです！」


　気合いを入れてナイトは駆け出し、ダンッ、と壁かべを蹴けって飛び上がった。


　円形に孤こを描えがく壁を蹴り、さらに次の壁を蹴る。魔乖咒で強化されたナイトの脚きやく力りよくが、壁に穴を穿うがちながら、強きよう烈れつな踏ふみ込こみで、ほぼ垂直の壁を駆け上っていく。


　これなら大だい丈じよう夫ぶそうだ、とナイトは思った。


　階段は崩れているものの、全てが消えているわけではないから足場はなんとかなる。頭上から無数の落石があるのが問題だが、しっかり頭上を見て移動すれば回避も容よう易いだ。背中のナナも大して重くない。これならすぐ上につく──と思った瞬間、ナイトが足あしをついた壁面が爆発した。


「グゥッ！」


　爆ばく風ふうに吹ふき飛ばされ、ナイトは宙に投げ出された。すでに高さは数十メートル。このまま床ゆかに落らつ下かしたら無傷では済すまない。


　とっさに身を撚ひねり、近くにあった落石を蹴って、壁の崩れた階段の端はしに手をひっかけた。宙づりになって、なんとか落下することだけは防げた。


「あはっ、あはっ、あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっはっはっはっはっはっはっはっは!!　いいザマじゃないの、清夢騎人！」


　高笑いを響ひびかせ、ナイトより上の位置の階段にエリザベートが仁に王おう立だちとなっていた。


「でも、終しゆう了りようのゴングはまだ鳴ってないわ。ファイナルステージはまだこれからよ」


　グッ、とナイトは奥歯を嚙かみしめた。先に脱出できると思ったが、エリザベートのほうが上にいる──空間跳ちよう躍やくを持つあの女にとって、ナイトを先回りすることなど容よう易いだ。


　いつまでも宙づりになっていたら落石に巻き込まれる。片手の腕わん力りよくで自分とナナ、二人の体重をあっさり持ち上げ、ナイトは階段の上に立ってエリザベートを見上げた。


「フフン、まったく、クソったれなあんたらのおかげで〈星せい辰しんの金貨〉は手に入らなかったけど、今はいいわ。そう、今優先すべきは、ここであんたらの息の根を確実に止めることよ」


　血走った目で、ナイトとナナ、二人を見み下くだすエリザベート。


「〈祭さい壇だん〉の位置がわかった以上、後で時間をかけて〈金貨〉はゆっくり発はつ掘くつすればいい。そしてここはそのままあんたたちの墓ぼ標ひようになるのよ！」


　指を下に向け、舌したを伸のばして下品に挑ちよう発はつするエリザベート。


「ここは地下三十キロメートル以上、地ち殻かくのギリギリの深さだ。あんたがいかに最強の『滅メツ』だろうと、ここで生き埋うめになれば自じ力りきで脱出するのはほぼ不可能！」


　そうだ。いかにナイトと言えど、ここから地上まで穴を掘ほってはい上がることはできない。一方のエリザベートには空間跳躍がある。すなわち。


「あはははははははは。つまり、あたしはここであんたらの足止めをすれば、後はこの地じ盤ばんがあんたらを生き埋めにしてくれるってワケ。あんたらが生き埋めになった後、あたしは悠ゆう々ゆう脱出すればいいのよ。おわかり？　あははははははははははは、あんたらにとっちゃぁ絶望的な状況ってワケだ！」


　その通りだ。残念ながらエリザベートの言うとおり。でも。


「だからと言って、足を止められるものか！」


　ナイトは大きく跳躍、先ほどと同様、弧こを描えがく壁へき面めんを駆かけ上がっていく。


「諦あきらめが悪いんだよ、下等生物！」


　エリザベートが手から歪わい曲きよく空間を放つ。ナイトの背はい後ごの壁が粉こな々ごなに砕くだけていく。砕ける寸前の壁面を、ナイトは走る。ナイトが通った瞬しゆん間かん、壁が崩くずれる。二つはほぼ同じ速さだった。


「ナナ、しっかり摑まってろ。あと喋しやべると舌した嚙むから気をつけろよ」


「ですっ」


　ナナはしっかりナイトにくっついている。とにかく今は、一秒でも早くこの縦たて穴あなからでないことには──


「ばぁっ！」


　ナイトの進行方向に、エリザベートがいきなり現れた。空間跳躍だ。鼻先のエリザベートが、鋭するどい手しゆ刀とうをナイトに叩たたき込んでくる。ナイトの肩が、裂さけた。だが、スピードは緩ゆるめられない。ナイトはそのままエリザベートの脇わきの下をくぐって、駆け上っていく。


「いぃぃぃぃぃぃぃぃぃっひっひっひっひっひっひ!!」


　だが、エリザベートの追つい撃げきは終わらない。続いて、ナイトの脇腹が切り裂かれた。エリザベートを追い抜ぬくと、すぐ目の前に、エリザベートが現れる。ナイトがどんなに速く駆け抜けようと、エリザベートはたやすく先回りしてしまう。


　ザシュッ


　ナイトのモモが深く切られた。マズイ、と思った瞬間には生温あたたかい血が一気に流れていく。これは、動どう脈みやくに達する傷だ！　さすがに止し血けつのために足を止めざるをえない。階段の一角で立ち止まるが、その瞬間、エリザベートの猛もう攻こうが押し寄せる。


「バカが！　足を止めて的まとになりたいか！」


「ヌゥッ」


　ものの数秒で、ナイトの足場の階段が粉微み塵じんになった。なんとか止血だけは済すませて再び走り出したが、失しつ血けつした分、動きが鈍にぶる。


「先生ぇ」


「しゃべるな、ナナ。舌を嚙むぞ」


　すでに半分以上は昇のぼってきた。だがここより上は落らく盤ばんのせいか、足場になりそうな階段もほとんどが崩れている。さらにエリザベートの攻撃も考えると、ここを昇るのはほとんど不可能だ。


「でもっ！」


　だからといって諦めていいわけではない。ナイトはさらに脚に力を込め、先を急いだ。


「行かせるかよ！」


　エリザベートの空間歪曲。今度はこれまでの比ひではない。時間をかけ、広こう範はん囲いを押し潰つぶす強力な攻撃を放ってきた。


「くぅっ」


　さらに壁面を走るナイトは、横へ逃にげようにも大した距きよ離りは移動できない。エリザベートはそこまで見込んで広範囲攻撃をしかけてきたのだ。


「ちくしょうがっ！」


　毒づきながら、ナイトは壁を蹴って宙に身を躍おどらせた。そうでもしないと、この攻撃は回かい避ひのしようがない。


　ナイトはさらに自分の魔力を縄なわ状に固め、壁面に打ち込んだ。『闇ヤミ』の鎖くさりの魔ま乖かい咒じゆを使うヨルの技わざをマネしたものだ。ヨルほどうまくはないが、自じ重じゆうを支ささえるくらいのことはできる。


「しつこいんだよ、いい加か減げん諦めろ！」


　縄を使って壁面に戻もどったナイトに、エリザベートがまたも迫せまってくる。


「お前に構かまっている余よ裕ううはないんだよ！」


「あたしにだってねぇよ、とっとと地じ獄ごくへ堕おちろ！」


　エリザベートが蹴りを放つ。そのつま先から不ふ可か視しの刃やいばが放たれ、ナイトの胴どう体たいを浅く切り裂いた。


「ヌゥッ！」


　だが、その程度では止まらない。ナイトは強ごう引いんに気力を奮ふるい立たせ、エリザベートを振ふり切って先へ進んだ。


「それが甘いんだよ、カス！」


　エリザベートが、両手を掲かかげた。先ほどのものよりもさらに巨大な歪曲空間を、手の平に圧あつ縮しゆくしていく。


「今度こそ終わりだ。この洞どう窟くつごと潰つぶれて消えろ！」


　エリザベートがその攻撃を放つ瞬間、ナイトは壁を走るのを止やめ、方向転てん換かん。背はい後ごのエリザベートめがけて、壁を落下しながら、下方向へ駆けだした。


「自分から的になりに来たか！」


　エリザベートが躊ちゆう躇ちよなく、攻撃を放ってくる。しかし。


「だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　走りながら、ナイトは魔ま乖かい咒じゆを展開。短時間で、第四咒法を再度使う。


　しかし、今回は魔法陣を描えがく時間もなく、かなり簡かん略りやく化かしたものしか起動できなかった。先ほど使ったものに比くらべれば、威い力りよくも規き模ぼもかなり劣おとったものだ。


　それでもいい。第四咒法の防ぼう御ぎよ膜まくに身を包つつみ、ナイトはエリザベートの歪曲空間を突き破って、眼下のエリザベート本人へと肉にく薄はくした。


「エリザベェェェェトォォォォォッ!!」


「きめぇ！　いちいち叫さけぶんじゃねぇよ！」


　もはや彼ひ我がの距離は数歩分。ナイトは不完全ながらも、渾こん身しんの第四咒法を右手にこめ、エリザベートめがけて叩き込んだ。


「チィィッ！」


　エリザベートも、大きな攻撃を放った直後で回かい避ひできない。直撃を、なんとかガードして受け止める。


「ふざけるなよ、清夢騎人！　この程度のチャチな魔乖咒で、あたしが倒たおせると──」


　エリザベートが強ごう引いんに、ナイトの攻撃を押しのけようと踏ふん張ばる。だが。


「だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　ナイトはさらに腕に魔力を流し込み、強引に魔乖咒の出しゆつ力りよくを上げた。強引な魔力にナイトの腕が悲鳴を上げ、皮ひ膚ふが破け、血けつ管かんが破は裂れつして血ち潮しおが噴ふき出る。


「ぬ、ぬおぉぉっ!!」


　ナイトのパワーに押され、エリザベートの体が浮ういた。その瞬間。


「だっしゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」


　反対の手を振ふりかぶり、思いっきり、エリザベートの肩かた口ぐちに叩きつけてやった。


　ドバァァァァン


　爆発音かとも思える衝しよう撃げき音。落らく盤ばんの音が一瞬搔かき消えるほどの音だった。それだけの衝撃がエリザベートの細ほそ身みの体に叩き込まれたのだ。


　エリザベートが足場に使っていた階段が一瞬で粉こな々ごなになり、エリザベートは弾だん丸がんのような勢いきおいで真下に落下。数秒後、ドガァァァンという大音響と共に、床ゆかに叩きつけられた。


「ハァ、ハァ、ハァ」


「先生ぇ？」


「だ、大だい丈じよう夫ぶだ。ナナ」


　今のはかなり危なかった。すでに魔力も体力も限界に近い。ナイトは壁に貼りついた状態から、最後の力を振り絞しぼって、追っ手の消えた壁面を駆け上った。


　そこまでくると頂ちよう上じようまで数十メートル足らず。落盤にさえ注意すれば、十秒足らずで駆け上がることができた。


　そうやって辿たどり着いたのは、最初にナイトたちが入ってきた大広間。その中央部には地上へ繫つながる空間の歪ゆがみが未いまだ健けん在ざいである。


　ここも崩ほう壊かいが始まっており、大小の岩石が次々落下してくる。下ほど酷ひどくはないが、完全にこの空間が埋うもれるのも時間の問題だろう。


「先生ぇ、速く逃にげないと」


「わかってるさ」


　ナイトは岩だらけで足場が悪い中、ナナを背せ負おったまま素す早ばやく走っていく。


　もちろんナイトは警けい戒かいを解といたわけではない。落石はひっきりなしにあるし、なによりエリザベートだ。


　先ほどナイトの攻撃は確かにエリザベートを捕とらえたが、あの女があれで本当に終わったとも思えない。無傷ではないだろうが、おそらく致ち命めい傷しようでもないはずだ。にもかかわらず、追つい撃げきがないのが不可解だった。どこかに身を潜ひそめているのかもしれないと警けい戒かいしているのだが、エリザベートの姿すがたはないし、背はい後ごから追ってくる気け配はいもない。


　広間を駆け抜け、ナイトとナナは、出口の歪みへと近づいていく。ここまで来ても、やはり異い変へんはない。


　ナイトは足を速める。出口まであと十歩。変化はない。


　さらに進む。あと五歩。小さな岩が頭上から降ふってきたが障しよう壁へきに弾はじかれた。


　さらに進んであと三歩。人の気配は全く感じられず、出口は目と鼻の先だ。


　出口まで一歩。ここまで来てもやはり変化はない。とにかく今は、脱出を最優先──と思った瞬間。


　ズガァァァァァァァァァァァァァァァン


　ナイトの足あし下もとが爆発した。


「なにっ！」


　完全に虚きよを突かれ、ナイトはまともに爆発を喰くらった。頭上や背後に意識を回していたものの、足下は意識していなかったのである。


　その爆発は周囲の岩盤を根こそぎ吹き飛ばす威い力りよくで、まともに巻き込まれたナイトは岩いわ壁かべに体を叩たたきつけられた。ナナが潰つぶされるのだけは防ごうととっさにかばったが、そのせいでナイトは肩を強くうちつけたのだった。


「あはっ、あはっ、あぁぁぁぁぁぁぁぁぁっはっはっはっはっはっはっはっはっは!!」


　けたたましい笑い声。頭が痛くなるような嘲ちよう笑しようとともに、エリザベートが出口の歪みのそばに現れた。足下の地面は今の爆発で穴あなが開いているが、エリザベートは危なげなく、その場にたたずんでいる。


「いひひひひひひひひ、うふふふふふふふ、えへへへへへへへへへ、おほほほほほほほほ──つくづくあんたのバカさ加か減げんには呆あきれるわ。本当、バカの国があったらあんたはその国のバカ大王よ！」


「グ、グゥ」


　ナイトは体を起こしたが、正直、今のはかなりのダメージだ。しかもうちつけた左肩がズキズキ痛む。左腕うでがうまく動かない。


「本当、バカみたいに出口まで一直線。警戒することなくトラップの中に突っ込んでいく──ネズミだって少しは警戒するわよ？　これだから下等生物のバカッぷりは、見ていて吐はき気がするほど滑こつ稽けいね」


　唇くちびるの端をつり上げて笑うエリザベート。


「基本よ、基本。こんなのは基本中ぅぅぅぅぅぅの、基本。獲え物ものの逃にげ道を塞ふさいでおくなんて言うのは常識。あんたが地上に逃げるには、ここに来るしかない。一つしかない出口の直前にトラップをしかけておくのは常識でしょ」


　ヨルが得とく意いとする任意発動式の時じ限げん魔ま乖かい咒じゆ。エリザベートは空間跳ちよう躍やくで一足先にこの出口に先回りし、出口の足下にそれをしかけておいたのだ。


「それを馬ば鹿か面づら下げて、あぁ、よかった、これで出口だ、僕ぼくたちは助かったんだね、めでたしめでたし──んなわけあるかドアホゥ！　そんなうまい話があったら世の中誰だれも苦労しねぇよ、あんたは本当、死んでも治なおらない神話クラスの大おお馬ば鹿か者だわ！」


　散さん々ざん好きかって罵ののしるエリザベート。ナイトはなんとかエリザベートへ迫せまろうとしたが、膝ひざが笑って、うまく脚あしが動かない。まずい、限界だ！　もともとギリギリだったのに、今のダメージで本当に限界を迎むかえようとしている。


「あはははははははははははは──ねぇ、清夢騎人。わかる？　あんたらを生き埋うめにするのなんて簡単なのよ。この出口を閉じてしまえば、あんたらは二度と脱出できないんだもの。あたしは先回りしてそうすることもできた──でもしなかった。その理由が、おわかりかしら？」


　優ゆう越えつ感に満ちた顔で、エリザベートがナイトを見み下くだす。


「絶望って言うのはね、そのままでは味わいがないのよ。最初から絶望のどん底にいる人間は、それ以上の絶望を感じることはないの。人間、絶望のどん底に突き落とされてこそその絶望は栄はえるのよ！　絶望を際きわだたせるコツはね、一ひと匙さじの希望を混まぜ合わせてやることよ。おわかり？」


　エリザベートが長い腕を曲げ、自分の体を抱だきしめた。


「あぁ、後一歩で外へ出られる。とりあえずこの場は助かった。あぁ、よかった、助かった──と思った瞬間どんでん返し！　あはははははははは、どう、最高の演えん出しゆつでしょ？」


「エリザベート、貴きっ様さまぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナイトが怒いかりを奮ふるい起こして立ち上がった。ナイトの肉体はとっくに限界だ。でも、ここで倒れるわけにはいかない。限界を超こえて体を動かす方法は一つ、エリザベートへの怒り、反発心を必死に燃やし、気力を奮い立たせるしかない！


　だが、エリザベートの指先から放たれた紫し電でんがナイトの脚を貫つらぬき、ナイトはまたもその場に膝をついてしまう。


「そうよ、その顔よ。清夢騎人。あんたのそのクソどうでもいいようなブ男面づらも、そうやったら少しは見物になってきたじゃない、あははははははははははは!!　でも残念、もうお別れの時間ね」


　地じ響ひびきはますます大きく、落らく盤ばんはますます激しくなっていく。エリザベートは傍かたわらの歪ゆがみに手をかけた。


「あたしはここから悠ゆう々ゆう脱出して、すぐこの歪みを閉じるわ。あぁ、残念だわ。残念、とってもとってもとぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっても残念。だってそうでしょ？　この出口が閉じた瞬間の、あんたらの絶望に染そまりきったその顔を見ることができないんだもの。でもまぁ、それくらいはガマンしないといけないわね。そこは想像で補おぎないましょ」


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナイトは絶ぜつ叫きようしながら、魔力をかき集めた。もう、体力も、魔力も全すべて限界だ。だが、今ここで、なんとしてでもこの女を倒たおさないことには、ナイトたちは終わってしまう！　ならば、限界を超えて、全ての力を出し切ってでも、この女を乗り越こえねばならない！


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」


　ナイトの全身の魔力の高まりにあわせて、魔ま法ほう陣じんが完成していく。必ひつ殺さつの第四咒じゆ法ほう。なけなしの魔力をかき集めての渾こん身しんの一撃だ！　歪わい曲きよく空間を持つエリザベート相手に、まともにダメージを与えられる技わざはこれしかない。魔ま乖かい咒じゆ展開中に攻撃されても第四咒法の障しよう壁へきなら耐たえることができる、というか、ナイトにはもう、それ以外には手段が残っていないのだ。


　ナイトは高速で魔乖咒を展開していく。だが、全ぜん快かい状態での展開ならともかく、ダメージを受けて肉体的にギリギリの状態では、瞬時に展開というわけにはいかない。今、この場において、その展開時間は致ち命めい的てきだった。


「あはははははは、そんなノロマな構成じゃ、まにあわないわよ」


　ひとしきり笑った後、一瞬だけエリザベートは、ナイトの背はい後ごにいるナナに視線を向けた。


「エリザベート様……」


「ナナ、これで終わりね、野の垂たれ死じね」


　言って、エリザベートは歪みをくぐって脱出。ナイトの第四咒法も完成間近、ナイトは魔力を集中させながら歪みへ向かって駆かけだした。


「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　だが、もう遅おそい、エリザベートは思った。


　今回の戦いで、『滅メツ』の第四咒法の特性は把は握あくした。防ぼう御ぎよ無む効こうの特とく殊しゆ効こう果かは、エリザベートの逃とう亡ぼうすら無効化してしまう。だが、第四咒法が完成する前にこの歪みを閉じてしまえば、その効果も及およばないはずだ。この歪みはこじ開けるのに苦労したが、閉じるのは一瞬で終わる。


　そう後はここを閉じればお仕し舞まい。エリザベートの勝利。ナイトとナナは一生地の底だ。あはははははは、最後に勝つのはこのあたし──


「ごきげんよう、エリザベート」





　ヨルがいた。





　エリザベートが歪みをくぐった先の公園、エリザベートの正面に仁に王おう立だちのヨルがいた。


「そしてさようなら」


　しかもヨルは、すでに魔ま乖かい咒じゆの展開を終えていた。膨ぼう大だいな魔力の塊かたまりが、歪みから上半身を出したエリザベートめがけて正面から叩たたき込こまれた。


「ヨルミルミ、てめぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっっ!!」


　完全に虚きよを突つかれた形となったエリザベート。とっさにガードをしたものの、ヨルの全力の魔乖咒を、完全に押しのけることには失敗。歪みの中へ押おし戻もどされた。


「クソッ垂れがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　エリザベートは絶ぜつ叫きよう。ダメージを受けて弱っているとは言え、この程度で終わる女ではない。両足を大きく開き、両手に力を込め、強ごう引いんに、直撃したヨルの魔乖咒をねじ曲げた。


「ハァ、ハァ、畜ちく生しよう……」


「エリザベェェェェェェェトォォォォォォォォォォォ!!」


　背はい後ごからの絶叫。エリザベートは振り返ったが、すでに目と鼻の先にまでナイトが迫せまっていた。その手には、必殺の第四咒法が展開されている。回かい避ひは、間に合わない。


　──バカな、このあたしが!?


　ナイトの拳こぶしが真まっ直すぐ突き出されるのを見ながら、エリザベートは思った。


　──よりによって、こんな奴やつに！


　ナイトの拳が、エリザベートの胸むねをとらえた。


　エリザベートは先ほどの、自分の言葉を思い出した





　──絶望を際きわだたせるコツはね、一ひと匙さじの希望を混ぜ合わせてやることよ──





　エリザベートは今、確実に、ナイトを出し抜ぬいたと思った。地上に出た瞬間、勝利を確信した。その瞬間、どんでん返しが起こった。まさに自分の言葉を自分で再現した状況だ。エリザベートの胸に、今までに味わったことのない感情が生まれた。


　──そう……これが、絶望ってやつか。


　初めて味わった絶望は──思っていたより味あじ気けなかった。


　──たいして痛くもないし、苦しくもない。他人の絶望を見るときはあんなに楽しかったのに、今はちっとも楽しくない。あぁ、なんてつまらない──


　つまらなくて当然だ。それが絶望なのだから。


　そこまで考えたとき、エリザベートの体が岩いわ壁かべに叩きつけられた。


　それだけでは勢いきおいが止まらない。エリザベートは自みずからの体で岩盤を打ち砕くだきながら突き進み、完全に岩の奥に埋うもれてしまった。


　その衝しよう撃げきで崩ほう壊かいが加速し、エリザベートの姿は落らく石せきの奥に隠かくれ、完全に見えなくなってしまった。


「お、終わった、か……」


　荒く息を吐はくナイト。こちらも限界だ。今ので正しよう真しん正しよう銘めい、魔力はスッカラカンの打ち止めだ。正直、自じ力りきで立っているだけで苦しい。


「ナイト！」


　空間の歪ゆがみから手が伸のばされ、その手がナイトの手を摑つかんでくれた。


「早く！　時間がないわ！」


　思いの外ほか強い力で引かれ、ナイトはナナを背せ負おったまま、転ころがるようにしてその歪みへと飛び込み、そのまま地面の上に崩くずれるようにして倒たおれた。


　エリザベートが閉じようとしていたせいか、ナイトが抜けた瞬間、背後の空間の歪みは収しゆう縮しゆくし、消しよう滅めつ。後にはなんの変へん哲てつもない、ごく普通の空間が広がるだけであった。


「ヨ、ヨル──ありがとう、助けてくれて」


　最後の最後、ナイトのピンチを救ってくれたのはヨルだ。ヨルはさっき別れたときと同様傷だらけだが、ある程度の力は取り戻したのか、自力で立っていた。


「やっぱりあなたたちはダメね」


　倒れたまま動けない二人を見て、ヨルは肩をすくめた。


「わたしが間に合ったからよかったものを、本当、間に合わなかったらどうしていたの？」


「す、すまない──」


　本当に、今回はヨルがいないとやばかった。ナイトだけなら確実に負けていただろう。


「でも、ヨルも元気になったんだな？」


「もちろん──わたしも限界」


　それで緊きん張ちようの糸が切れたように、ヨルも倒れた。三人は仲良く広場で横になった。


「──少し休んで魔力が戻ったんだけど、今の一撃でまた使い果たしたわ──だから、あなたたちに使う回復咒じゆ法おうもないの」


「まぁ、贅ぜい沢たくは言わないさ」


　そのおかげで助かったのだから文もん句くなどあるはずがない。


「……エリザベートは強かったわ。ある意味あの『最さい強きよう』に勝まさる強きよう敵てきだった」


　ヨルがポツリと呟つぶやいた。


「でもエリザベートは悲しいくらいに一人だったわ。だから負けた──わたしたちとエリザベートの差は、仲間がいたかどうかね」


「そうだな」


　仲間──その心ここ地ちよい響ひびきにナイトは隣となりのパートナーと視線を合わせ、微笑ほほえんだ。


「──エリザベート様は一人じゃないです」


　そこで、黙だまっていたナナが呟いた。ナイトもそちらに視線を向ける。


「エリザベート様は、全然一人じゃなかったです。ナナがいたですから、ナナがいたから、エリザベート様は一人なんかじゃなかったです」


　思いのほか強い口調で、ナナが断言する。確かにナナの言うとおり、エリザベートは決して一人ではなかった。


　本人がどう思っていたにせよ、エリザベートには少なくとも一人、ナナという家族が存在した。


　だが、エリザベートはいったいナナに、なにを求めていたのだろう？　戦いが終わって、ナイトには結局その一点だけが理解できなかった。


　エリザベートは自身が孤こ独どくであることをはっきり知覚し、孤こ高こうであることを目標にまでしていた女だ。そんな彼女がナナをそばに置き続けた理由──それはいったいなんだろう？


　肉にく親しんの情？　まさか、ありえない、ナイトはきっぱり否定した。あの女は、そういったものからこの世でもっとも縁えん遠どおい存在のはずだ。自分の実の妹だからといって、特別な情なさけをかけたりするようなことはないはずだ。


　そう、ないはずなのである。ナイトもそのことは、頭の中では理解できている。


　でも、今、ここでは、この場では、エリザベートにも一ひと欠片かけらほどの心のカケラを持っていた、と考えてもいいのではないだろうか？


　地下へ続く道の消えたなにもない空間を見上げ、ナナは、何かをこらえるように、時折肩をふるわせながら、硬かたい表情を浮かべているのだ。


　あぁ、そうだ。エリザベート。地じ獄ごくの底から見えるか？　お前は一人なんかじゃなかった。ここにお前の味方が、少なくとも一人、存在する。それがお前の強さの源みなもとであり、同時に致ち命めい的てきな弱点でもあった。


「エリザベート様は……一人じゃないです」


　もう一度、硬い声でつぶやくナナ。ナイトはナナになにか声をかけようとしたけれど、うまく言葉が出てこなかった。


　傍かたわらのヨルが、そっと、ナイトの肩を叩たたく。


「……今はそっとしてあげましょう──たぶん、この子は、あたしたちが思っている以上に複雑な気持ちを抱かかえているはずよ」


「……そうだな」


　ほとんど身動きなんかとれなかったけど、ムリヤリ上半身だけを起こして、ナイトとヨルは互たがいに支ささえ合うように座すわり込んだ。ナナもそのすぐ傍らに座り込み、もはや誰だれも出てくることのない虚こ空くうを見上げ続けていた。


　いつまでも見上げていた。


　いつまでも──






　エピローグ　狂きよう濫らんを征せいする者







　エリザベートとの激戦から数日。ナイトたちの傷もヨルの魔ま乖かい咒じゆのおかげで癒いえ、表面上は普ふ段だんの落ち着きを取り戻もどしていた。


「……今回の一件、民間人の被害もかなりあったけど、他の八や祖その協力もあって、最小限に抑おさえられたわ」


「そうか」


　ヨルと話しながら、ナイトは頷うなずいた。


　魔乖術師の間からも指し名めい手配を受けていたエリザベートを追って動いた、八祖を代表する攻撃部隊。その部隊が近くに展開していたため、戦いの傷きず跡あとは迅じん速そくに処理がなされた。ナイトやヨルが街中で暴あばれた損そん壊かいも、魔乖咒の力で速すみやかに処理された。


　魔乖咒とは本来秘ひ匿とくされる技術である。それを隠かくすために魔乖術師が協力するのは、不ふ文ぶん律りつであった。


「わたしたちも傷は完全に癒えたし、全すべてが元通り──というわけにはいかなかったわね」


「そうだな」


　二人は窓まど際ぎわでぼんやりしているナナを見つめた。


　ナナの傷もかなり酷ひどかったが、ヨルの力で今では完全に癒えているはずである。だがここ数日、ナナはずっとあんな調子だ。話しかければ普通の反応は返ってくるが、天てん真しん爛らん漫まんなナナにはありえないほど、普段は沈しずんだ調子だった。


「やっぱり、エリザベートの件が……」


　おそらくはそうだ。ナナとエリザベートの関係を、ナイトたちが詳くわしく知ることはできない。エリザベートから虐ぎやく待たいを受けていたと最初は考えていたが、ナナのこの態度を見る限り、そう簡単に割り切れるものでもないようだ。


　ナイトは口には出さないが、ナナの今の気持ちがわかるような気がした。大切な人が失われて、失われる瞬間に自分はその場にいたのになんの力にもなれなかった──そんな喪そう失しつ感を、ナイトは以前感じたことがある。


　──俺も『先生マイステリン』との一件では、こんな感じだったよな。


　その経験から言わせてもらえば──単純だが、その傷を癒いやすことができるのは時間だけだ。どんなに深い心の傷も、最終的には時の流れがその痛みを紛まぎらわせてくれる。痛みが消え去ることは決してないけど、痛みがあることが当たり前の日常が、やがてはやってくる。


　裏を返すと、時間以外にその傷を癒すことはできない。だから今は、そっとしておくくらいしかナイトたちにはできないのである。


「……話は変わるけど、〈星せい辰しん〉に関しては今以上の情報はわからなかったわ──本家にあった情報が全て失われたのが痛いわね」


「そうか」


　ヨルも〈星辰〉に関しては、『魔王エル・ケーニツヒ』覚かく醒せいのために必要な儀ぎ式しきの場、という認にん識しきしかしていないらしい。詳しくは『闇ヤミ』の八祖当主だったヨルの祖そ父ふが知っていたようだが、当人はエリザベートの手で殺されたという。


　エリザベートは〈星辰〉に関して、明らかにナイトたちより詳しく知っていた様子だった。しかしその情報も、エリザベートがいなくなった以上、全ては地下深くに埋うもれてしまったわけだ。


「──どっちにしろ、あなたたちの行った、その地下祭さい壇だんにはいつか、もう一度行く必要があるわね」


「行けるのか？」


「行けるか、じゃないわ。行くしかないのよ、絶対に。〈魔ま宴えん〉の全ての秘密がそこにある以上、最終的な決着は、そこでつけられるわ」


「そうか……そうだな」


　ナイトも頷いた。はっきりしたことはわからないが、ナイトも確かに、自分たちとあの地下祭壇との間に深い因いん縁ねんがあることを本能的に感じていた。


「あの後調べたけど、その地下空間に行く道はやっぱり発見できなかったわ。それどころか、空間があるという痕こん跡せきすら見つからなかったわ。他の八祖もかなり念入りに調査したけどね──やっぱりほぼ完全に埋まったようね」


「そうか」


　それを聞いても、ナイトはそれほど落らく胆たんはしなかった。


　確証はない。完全なカンだが、ナイトはなんとなくわかっていた。時機が来ない内は、誰だれもあの場所に行くことができない。エリザベートのように強ごう引いんな手段を使って侵しん入にゆうすれば、必ず報むくいを受ける──あそこはそういう場所だ。


　そして時が来れば──魔宴が終わり、誰かが全すべての魔ま道どう書しよを収しゆう集しゆうしたとき、その時にはきっとあそこへ行く道が開く──漠ばく然ぜんと、そう思うのだ。


「同時に、大おお勢ぜいの魔乖術師が探たん索さくしたけど、エリザベートの遺い体たいも発見できなかったわ」


　ナイトの必ひつ殺さつ技わざ、『滅メツ』の第四咒じゆ法ほうが直撃したのである。遺体はその破は壊かい力で微み塵じんになったはずだ。遺体など残っているはずがないのだ。増ましてエリザベートは、地下数十キロメートルに埋もれている。痕跡すら探さがすのは困こん難なんだろう。


「まぁあの女が死んだのはいいことだけど──エリザベートの所有していたはずの『歪』の魔道書まで一いつ緒しよに行方ゆくえ不明なのよね」


「そうなのか……」


　ナイトは自分の『滅』と『偽ニセ』の魔道書だけは回収していた。だが『歪』の魔道書は、最後までエリザベートが所持していた。となると、魔道書も地下数十キロの彼かな方ただ。


「……でも、きっといつか、見つかるさ。なんとなくだけど、そう思えるんだ」


　ヨルもなにか思うところがあったか、ナイトに同調した。


「そうね。不思議と、そう思えるのよね──ともあれ当面の敵だったエリザベートも倒たおしたし、一段落……」


「エリザベート様は死んでないですよ」


「え!?」


　いつのまにか近づいてきていたナナのその言葉に、ナイトとヨルは驚おどろいてナナを振り返った。








「……で、キョウシロウ。なんだってお前さんがここにいるんだ？」


「硬かたいことを言うな。ワシらの仲じゃろ」


　フェンが滞たい在ざいしている安やす宿やどの一室。そこで我わが物顔でくつろいでいるのは、キョウシロウである。勝手にどこかから座ざ椅い子すを持ってきて寝ねそべり、冷蔵庫にあったビールビンを直接ラッパ飲みして思いっきりくつろいでいた。


「そもそもヌシが言ったんじゃろ？　ここにおれば近いうちに大きな動乱があると──ワシもそれまでヌシにつきあうことにしただけじゃ」


「けっ、ＳＵＫＩにしろ」


　肩をすくめるフェンだが、内心苦にが々にがしい思いだった。一人で気楽だったのに、近くにこの男がいるとなにかと気を遣つかわねばならない。


　滞在費だって、キョウシロウの分も出すと倍必要だ。何しろキョウシロウは小こ銭ぜにしか持っていなかった、それも五ペソだ。普段どうやって生活しているのか尋たずねたら「腹が減へったら適当な相手から金をもらうことにしておる」とか答えやがった。


　どうやってもらうのかと尋ねたら『ワシの剣けん技ぎを披ひ露ろうしてやるのじゃ。たいていの奴やつはワシの妙みよう技ぎに感心してお捻ひねりをくれるわい』だそうだ。


　その相手はきっと感心じゃなく、恐怖して有り金全部差し出しているに違ちがいない、とフェンは内心思ったが、それは黙だまっておくことにした。この男とケンカをしてもろくなことにはならない。


　まぁ、宿やど代だいくらいはまだいい。問題は食費だ。キョウシロウは控ひかえめに言っても、フェンの五倍以上はメシを食う。しかも野や性せい的な外見のワリに、食べ物にこだわりがあってうるさい。コンビニの弁当を買い与えたら、こんなもん食えるか、と文もん句くを言ってきた。おかげでフェンの手持ちもあっというまになくなりそうだ。


　──そろそろ《神シン》の奴に活動資金を請せい求きゆうするか。ＨＯＵＫＯＫＵもしなきゃいけねぇしな


　と考えていると、二人の部屋をノックする音がした。


「お客さん宛あてに荷物届とどいてますよ」


「ん？」


　宿の人間が、小こ包づつみを持ってきた。キョウシロウは興きよう味みがないらしく寝そべって酒を飲んでいる。フェンは礼を言って荷物を受け取り、妙みように軽い荷物を開けてみた。


「こいつは……」


「なんじゃ？」


　それは一見すると携けい帯たい電話のようだった。だが、いかつい金属で作られたそれは、一般的な携帯電話よりも一回りは大きい、いかめしい外見をしていた。なにかの通信機、無線機のたぐいに見えるが──


　プルルルルル


　と、手に取った瞬しゆん間かんさっそく呼よび出し音が鳴り出した。小包に発信者の名前はなかったが、こんなことをする相手は一人しか心当たりはない。


「へい、こちらＧＯＫＵＴＳＵＢＵＳＨＩ二人組」


『自覚していたのでございますか』


　返ってきたのはどこまでも冷静な《神》の声だった。


「おいおい、そりゃねぇだろ？　キョウシロウはともかく、俺おれはあんたの命令に従したがって監かん視しをしてるんだぜ」


「ワシの悪わる口くちを言ってるじゃろ？」


　キョウシロウは変にカンが鋭するどい。《神》はおもしろみのない声で静かに答えた。


『あなたがつまらない冗じよう談だんを口にするから、こちらも冗談を返しただけでございます』


　やはりこのリーダーとはつきあいにくい、とフェンは心の中で思った。


「まぁいいさ。で、いったいこいつはなんだ？　携帯電話にしちゃデカいぜ」


『あなたと連絡が取れないのは不ふ便べんなのでございます。ですがあなたはすぐ端たん末まつを壊こわすので、特別に用意したのでございます』


　それがこのイカツイ通信機らしい。


『外装にタングステン合ごう金きんを使用した特注品でございます。極きよく力りよく電でん子し部品を排はいしたシンプルな作りにして、完全断だん熱ねつ素そ材ざいによる耐たい熱ねつ耐たい圧あつ処しよ理り。これならあなたが多少熱くなっても壊れることはないはずでございます』


「へぇ、ＧＯＫＵＲＯＵなこって──高かったんじゃねぇか？」


《神》の口にした値段を聞いて呆あきれた。その値段は、先進国の一般家庭における平へい均きん年収を軽く上うわ回まわっていたからだ。


「よくそんな金あるな」


『《天テン》の能力ならば、ほぼ無む尽じん蔵ぞうに資金を稼かせぐことが可能でございます』


　あぁ、そうだった。彼ら五人のメンバーの一人《天》。《天》のその力を使えば、金など稼ぎ放題だ。


「そんな金あるなら俺の給料上げろよな」


『あなたに金きん銭せん欲よくがあったとは驚おどろきでございます。お金であなたを支配できるならば、糸目はつけないのでございます』


「ＪＹＯＵＤＡＮ。金で縛しばられる気はねぇ。それどころかお前さんにＳＨＩＨＡＩなんてされてみろ、どんなことになるかゾッとしねえ」


『おしゃべりはこれくらいにして、今回の顚てん末まつを報告するのでございます』


　へいへい、フェンはできるだけ詳くわしく報告した──と言っても、キョウシロウの力で歪わい曲きよく空間を破ったはいいが、フェンたちは遅おそすぎた。すでに事件はほぼ収しゆう束そくに向かっていたからだ。


　八や祖その部隊と鉢はち合あわせするのが面めん倒どうだったのであまり派は手でに動き回れなかったが、向こうもこちらに手を出す気はなかったらしく、それどころか連中が互たがいに連絡を取り合うその内容を盗ぬすみ聞きして、だいたいの状況は把は握あくできた。


　それによれば、エリザベートはこの街の地下でなにか、とんでもないものを発見したらしい。そのエリザベートはナイトと『闇』の前に敗やぶれ、発見された地下の秘密もそのまま埋うもれてしまったらしく、結局魔ま乖かい術じゆつ師しも手に入れることはできなかった──要約するとそんな感じだ。


　かなりいい加か減げんな伝え方だが、フェンの調査は必要な事実を的確に集めていた。


『なるほど……』


　報告を聞いた《神》がうなる。さて、次はどんな面倒なことを言い出すのかな、と思っていたら、いきなり《神》が言った。


『そこに《剣ケン》はいるのでございますね？』


「あぁ……《剣》。お呼びだ」


　キョウシロウは面倒くさそうに手を振った。


「ワシはそういうカラクリのたぐいは好かん」


　いつの時代の人間だ、お前!?　フェンは半なかば呆れながら、通信機のスピーカーボタンを押して、キョウシロウにも《神》の声が聞こえるようにしてやった。


『《剣》、それに《炎エン》。あなたがた二人に指し令れいを与えるのでございます。〈星せい辰しん〉を魔乖術師が発見した以上、我われらももはや悠ゆう長ちようなことは言ってられないのでございます』


「《神》よぉ、結局〈星辰〉ってのはなんなんだよ？」


　そう、それがフェンの最大の疑問だ。《神》は通信機の向こうから重々しい声を出した。


『〈星辰〉こそ我らの悲ひ願がん。その秘ひ宝ほうを魔乖術師どもから取り戻もどすために、我らは長年戦い続けてきたのでございます』


「だから、なんなんだよ？　それにはどんなＨＩＭＩＴＨＵがあるんだよ？」


『……通信では話すことはできないのでございます』


　そりゃないだろ、フェンは肩をすくめた。


『でございますが、それを手にしたものは世界を手にすると言ってもいいほどの力を持った秘宝でございます』


「ふんっ、ご託たくはどうでもいいわい」


　キョウシロウが威い嚇かくするような声を漏もらす。


「で、《神》。ワシらに命令する以上、これまでみたいに下くだらんザコの相手をするわけじゃなかろう？　なにをすればいいんじゃ」


『さすが、《剣》は察しがいいようでございますね』


　感かん嘆たんか、皮ひ肉にくか、どっちともつかない声で《神》は告げる。


『命令するのでございます。《炎》、《剣》。両名、その実力をもってその街、赤あか霧ぎり市を制圧下に置くのでございます』


「なに!?」


　突然の命令に、フェンの方が驚いた。これまでひたすら監かん視しするだけで手出しを禁じていた《神》がここにきての方ほう針しん転てん換かん。戦いが好きなフェンと言えど、警けい戒かいせずにはいられない。


「ほぉ」


　反対に、キョウシロウは我が意を得たりとばかりに通信機に飛びつき、両手で持って怒ど鳴なるように喋しやべった。


「二に言ごんはあるまいな、《神》。やるからには徹てつ底てい的に根こそぎ皆みな殺ごろし──それがワシのモットーじゃ。最近は特につまらんことが多くて機き嫌げんも悪い、手て加か減げんはできんぞ？」


『構かまわないのでございます。今は一刻も早く、その街を手に入れるのが先決でございます』


「がはははははははは、任まかせろ、《神》。ワシの力があればそんなこと、赤あか子ごを撚ひねり潰つぶすよりもたやすいことじゃ！」


　赤ん坊ぼうを撚り潰したらマズイだろう──戦うこと自体にはフェンも賛成だが、そう諸もろ手てをあげて喜ぶわけにもいかない。特に相あい方かたのキョウシロウがこの様子では、フェンの方が冷静になる必要がある。


「少し落ち着け、キョウシロウ。取りあえず、通信機をよこせ。俺はもう少し《神》に詳くわしいことを聞くぜ」


「構わんが、《神》とはもう話せんぞ」


　どういうことだ？　と聞く前に、キョウシロウが通信機を渡してくれた。


　正確には、通信機の残ざん骸がいだ。イカツイデザインだった通信機は、ボロゾウキンのようになっていた。


「少し力を入れたら壊こわれたわい。次はもう少し頑がん丈じようなのを《神》によこせと言っておくんじゃな」


　日本の平均年収を上回る値段の通信機は、五分で寿じゆ命みようを迎むかえたのだった。








　三日前──エリザベートとナイトたちとの決着がついた直後の出来事である。


　歪わい曲きよく空間こそ破れたものの、赤霧市内には未いまだ人ひと気けがない。


　そんな街まち中なかの、特に目立たない路ろ地じ裏うらで、身動きをする人影があった。


「ゲホッ、ガホッ……クソォォォォ──あのクソガキが、やってくれたなぁっ」


　全身傷だらけ。着ている服もボロボロのヒドイ有あり様さまの女性、エリザベートであった。


　華か美びな出いで立ちを好む彼女が今は、物もの乞ごいもあわやというひどいカッコウであった。だが、それでも先ほどの状じよう況きようを考えればここに彼女がいること自体奇き跡せきのようなものだ。


　なにしろナイトの必ひつ殺さつ技わざの直撃を受けた上に、地下数十キロに生き埋うめになったのだ。いかにエリザベートが凄すご腕うでの魔ま乖かい術じゆつ師しと言えど、生きているのが不思議な状態だったはずだ。
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「あはっ、あはははははは。でも、残ぁん念っ。この通り、あたしは生きている。ザマァねぇな、清すが夢む騎人ないと！　まだだよ、まだ。まぁぁぁぁぁぁぁぁぁだ、決着はついてないのさ」


　そこでエリザベートは咳せき込み、血の混じった唾つばを地面に吐はき捨すてた。助かったとはいえ、彼女のダメージも決して軽くはない。


　ナイトの第四咒じゆ法ほうはエリザベートにとって致ち命めい傷しようだった。第四咒法の直撃を受け、岩がん盤ばんに叩たたきつけられたエリザベートだったが、その衝しよう撃げきでも失神しなかったのは僥ぎよう倖こうだった。


『滅』の第四咒法は一撃死。命中すれば、助からない。とっさにエリザベートは岩盤にぶつかりながらも手を動かし、ナイトの拳こぶしの命中した胸の肉をごっそりえぐり取ったのだ。


　それがエリザベートの明めい暗あんを分けた。


　投げ捨すてた胸の肉は、瞬まばたき一つしないうちにチリとなって消えた。後、コンマ数秒、エリザベートの反応が遅ければ全身が塵ちり芥あくたとなっていただろう。


　自みずからがえぐった胸の傷は、その後時間をかけて強ごう引いんに塞ふさいだ。さすがに『闇』のように瞬時には回復できなかったが、傷口は完全に止し血けつされている。


　ただし、傷きず跡あとはそう簡単には消えないだろう。どこまで取り去ればいいのかわからなかったので、とっさに深く肉をえぐったせいだ。シミ一つなかったエリザベートの肌はだに消えない傷を残してくれたことだけでも、ナイトは百回殺しても殺したりなかった。


　岩盤に押おしつぶされそうになりながらも傷の応急手当を終えたエリザベートは、ありったけの魔力をかき集め、なんとか地上までのゲートをこじ開け、こうして見み事ごとに脱出したわけだ。ナイトと同様、彼女もとっくに肉体の限界だった。今の彼女を突つき動かすのは、ほとんど執しゆう念ねんだ。ナイトに対する憤ふん怒ぬと憎ぞう悪お、そしてなにより全身の血ち潮しおをたぎらせる狂気が、今の彼女を突き動かしているのだった。


　赤霧市には現在、エリザベートを追ってきた八や祖その追つい撃げき部隊が多数集しゆう結けつしているようである。雑ざ魚こが何匹びき集まろうと、エリザベートは自分が負けるとは思えなかった。しかし、さすがに今の状況ではまともに戦うこともできない。


　少しだけ、時間が欲しい。魔力を回復させる時間だ。少し魔力が回復すれば、空間跳ちよう躍やくを使ってここから脱出もできるし、ザコを皆殺しにすることだって簡単だ。


　それになにより、清夢騎人。奴やつとの決着だけはすぐにつけないと気が済すまない。


　あの状況下でエリザベートが生き残っているとは思ってもいないはずだ。ヨルはともかく、甘あまちゃんのナイトならば確実にしとめたと思って気を抜ぬいているはずだ。


　つまり今、確実に連中は油断している。増まして激戦の直後、連中も傷を癒いやすために身動きはとれまい。そこを再度エリザベートの空間跳躍で強きよう襲しゆう、有う無むを言わさずに皆殺し、最後はエリザベートの勝ちだ。


「あははははははは、最後に笑うのはこのあたしなんだよ、ブワァァァァァァァカ!!」


　そう吐はき捨すてたところで、エリザベートはハッと、横を見た。誰だれかが接近する気け配はいを感じたのだ。


「誰だ!?」


　エリザベートは立ち上がって、身み構がまえた。正しよう直じき動くのも辛つらい状況だが、しかたがない。それに気配を窺うかがう限り、相手は一人。それならば今の彼女でも、どうにかなるはずだ。


「……エリザベート様」


　ナナだった。


　意外な相手が現れたことに、エリザベートは鼻を鳴らした。


「ナナ、あんたなの……つくづくあんたはイラつくタイミングでそのマヌケ面づらをさらしてくれるわね」


「エリザベート様……」


　エリザベートの毒どく舌ぜつに、ナナは萎い縮しゆくしたように身を縮ちぢめた。


「よく、あたしがここにいるってわかったわね」


「……ナナ、エリザベート様のことならわかるですよ。こっちから、エリザベート様の臭においがしたですから」


「清夢騎人とヨルミルミは？」


「先生ぇもヨル姉様も、ぐっすり休んでるです。ナナ、こっそり抜け出してきたですよ」


　状況を確認して、頷うなずくエリザベート。ウソではなさそうだ。少なくとも、このナナにそんなウソをつくだけの度ど胸きようがあるとも思えない。


「それで、あんたはなにをしたいわけ？」


　静かに、尋たずねる。ナナは黙だまったままだ。エリザベートはまくしたてるように続けた。


「近くには、あたしをぶち殺そうとハイエナ並なみにしつこい八祖の飼かい犬どもがウヨウヨしている。連中に知らせればあたしも危あぶないかもね。いや、今のロクに魔ま乖かい咒じゆも使えないあたしじゃ、あんたでも殺せるかもね。試ためしてみるか、ナナ？」


「エリザベート様……もう終わりですよ」


　ナナが、泣きそうな声で答えた。


「もう、終わりです。これ以上はエリザベート様、戦えないですよ」


「あはははははははははははははは、あんた如ごときに心配されるなんてあたしもヤキが回ったわね……もっとも、今あんたがあたしに歯は向むかったら、その瞬しゆん間かんに八つ裂ざきにしてやってたけどね」


　エリザベートが残ざん忍にんな笑みを浮うかべて言う。


「それで、あんたはそんな寝ね言ごとをほざきにきたわけ？」


　ナナが無む言ごんで、手に持っていたものを差し出した。


　なにかと思ったら、キャッシュカードだ。海外のとある商業銀行の名前が書かれてあった。


「なによ、これ？」


「ナナ、エリザベート様からもらったお小こ遣づかい、使わないで全部とってあるです。それを使って、逃にげて欲しいです。裏にナナのサインがあるですから、それでお金を出せるはずです」


　そう言えば、多少機き嫌げんがいいときはナナに小遣いを上げていた記憶がある。エリザベートにとってははした金だったが、その額は下へ手たなサラリーマンの月給より多かったはずだ。それらが手つかずで残っているなら、このカードには一財産の価か値ちがある。


「それを使って、どこか遠くに逃げて欲しいです、エリザベート様」


　渡されたカードをしげしげと見つめて、エリザベートは呟つぶやいた。


「つまり、あんたはあたしに負け犬になれっての？　あんなクソムカつくウンコ野や郎ろうに負けて尻尾しつぽ巻いて逃げ出す腰こし抜ぬけになれっていうの、あんたは！」


「エリザベート様、これ以上はムリですよ」


　ナナは本当に泣きそうだった。


「外に怖こわい人達、いっぱいいるです。いくらエリザベート様でも、これ以上は戦えないです。今は逃げて、また次の機会を待つですよ」


「……あんた、誰の味み方かた？」


　その問いかけに、ナナは言葉をつまらせた。


「あんたはもう用済ずみだって言ったわよね？　今あんたはあの清夢騎人だとかの金きん魚ぎよの糞ふんでしょ？　そのあんたが、いったいなにをしたいわけ？　あたしに哀あわれみをかけたいわけ？　清夢騎人を裏うら切ぎるの？　いったい、あんたはなにがしたいわけよ！」


　ナナは、身を小さくさせて答えた。


「ナナは、ナナは……エリザベート様には、死んで欲しくないです。だから今は、逃げて欲しくて……」


「あ、そ……あんたがあたしを心配するなんざ、十年早いのよ」


　エリザベートはカードを片手で握にぎりつぶして地面に叩たたきつけ、踏ふみにじった。


「あぁ……」


「ねぇ、ナナ。あんたはどうして、そこまで、救いようがないほどにバカなの？　この期ごに及およんでもそんな世よ迷まい言を口にするなんて、ねぇ、あんたの首の上にはなにが乗っているの？　ゴム風船でもまだマシよ？　ねぇ、この薄うす汚ぎたない呪のろわれた能のう無なしが！　あたしが、あんたに言われてホイホイ逃げ出すとでも思ってるの！」


　ガシッ、エリザベートはナナの襟えり首くびを摑つかんでつり上げた。


「あぁ、本当に……ナナ、なんで今いま頃ごろノコノコ顔を出してきたのよ……これだけは、あたしも使いたくなかったのに、使わずに済めばよかったのに、あたしにこの方法を使わせるなんて……」


　そう呟つぶやくエリザベートの眼めには、一瞬だけ躊ちゆう躇ちよの色が走った。


「エリザベート様？」


　首を絞しめられながらナナが尋たずねるが、エリザベートは答えない。エリザベートは七年前、ナナと出会う直前のことを思い出していた。








「『最サイ高コウ欠ケツ作サク』だぁ？」


　研究員の一人を締しめ上げて、その情報を引き出したエリザベートは怪け訝げんな声を漏もらした。


「いったいなんなのよ、それ？」


「で、ですから、我われ々われの開発した『人じん造ぞう魔ま王おう精せい製せい計画』の最終試作機にして完成体です」


　怯おびえた研究員が答える。ムリもない。他にもいた彼の同どう僚りよう、十数人はすでにエリザベートの手によって殺されているのだから。彼が最後なのだ。


「これまでの研究で、後こう天てん的に魔ま乖かい術じゆつ師しの魔力を高めることは何度も試こころみられてきました。ですがそのほとんどは失敗──すなわち後天的に魔力を拡大することは不可能。生まれ落ちる前の受じゆ精せい卵らんの段階から──」


「長い話はうぜぇな、殺すぞ？」


「か、簡かん潔けつに話します」


　研究員は慌あわててペラペラしゃべり出した。


　魔ま宴えんの勝者は『魔王エル・ケーニツヒ』となる。だが、八や祖その始し祖そと言われる真なる『魔王』、その力と比くらべると現代の『魔王』は格段に落ちたものだった。


『魔王』となったものは、過去の『魔王』が持っていた力を受け継つぐことができる。だが、受け継いだにもかかわらず過去よりも弱い力しか使えないのはなぜか。八祖は長年その問題を研究してきた。


　魔宴を勝ち残る魔乖術師が優ゆう秀しゆうであることは間ま違ちがいない。だが、それが問題なのだ。


　優秀な魔乖術師は魔力も強い。だが裏を返すと、魔力が飽ほう和わしているのだ。せっかくの受け継ぐべき『魔王』の力も大半が収おさまりきらず、拡かく散さんしてしまうのである。


　かといって力の弱い魔乖術師では、『魔王』の力など使いこなせるはずがない。


　ではどうすればいいのか？　簡単だ。魔力の許きよ容よう量だけは莫ばく大だいで、自前の魔力量は極きよく端たんに少ない魔乖術師を生み出せばいい。


「それが『最高欠作』ってやつか？」


「その通りです。生まれながらに強力な魔力を持っていた赤あか子ごの魔力を強制的に打ち消して作り出した人造魔乖術師です」


「そんなやつになんの意味があるの？」


「彼女は、もともと魔乖術師として異常なほどの魔力を持っていました。その魔力を取り除のぞいた後、自みずからの魔力で自らの魔力拡散膜まくの圧あつ縮しゆく率りつを平へい均きん化かすると共に……」


「やっぱ死ぬか？」


「つ、つまり簡かん略りやくして言うと、自分の魔力で常つねに、自分自身の魔力許容量を広げるようにしたのです」


　魔力は体力と同様、時間と共に回復する。だが『最高欠作』は、決して回復しない。なぜなら、回復して発生した魔力を、自らの魔力を広げるために使い続けるからだ。


　わかり易やすく言うなら、土を積つみ上げていくとする。普通の魔乖術師の場合は土が積み上がって山となる。だが『最高欠作』は違う。彼女は積つみ上がった土を地じならしして、土台を作るのである。ひたすらに、延々と、広大な土台を作り続けるのである。どんな巨大な山でも乗せることができる、巨大な土台を。


「よって彼女の魔力許容量は成長と共に理論上無限大となり、『魔王』の膨ぼう大だいな魔力すらも許容することに……」


「あぁ、わかったわかった」


　エリザベートは面めん倒どうくさそうに手を振った。


「で、その『最高欠作』？　そいつの素そ体たいはどこから連つれてきたわけ？」


「先代の『歪ワイ』当主であったグスタフ様が提供なさった受精卵を試し験けん管かん培ばい養ようしたとか……」


「もういいわ」


　用済ずみの研究員はそこでぶち殺した。


　血に染そまった指先をぺろりとなめ、エリザベートは呟つぶやいた。


「あのクソオヤジの──あたしと同じ血を引く……あの時のガキが……まぁいい。一回顔くらいは拝おがんでおくか」








　エリザベートの目の前には、『最高欠作』ナナがいる。エリザベートは胸に奇き妙みような感かん慨がいがわき起こるのを感じた。


「あぁ、『最高欠作』。あんたはどうしてこうやってあたしの前に来たわけ？　この前確実に殺してやったのにノコノコこの世にさまよい出て来やがって、今また無ぶ様ざまな姿をさらして、本当に、どうしてここまであたしを裏うら切ぎってくれるのかしら？」


「エリザベート様？」


「もういいわ──最後の手段を使うことにするわ」


　エリザベートがナナを摑つかんでいるのとは反対の手を持ち上げ、ナナの腹部に突き立てた。


「うっ」


　ナナは思わずえずくが、痛くはなかった。エリザベートの手が、ナナの腹部に刺ささっている。だが不思議なことに傷はない。あたかもエリザベートの手がナナに吸すい込まれるように、ゆっくりと体内に入っていくのだ。


　異い様ようなまでの異い物ぶつ感を感じて、ナナは吐はき気がするほど気分が悪くなった。


「エ、エリザベート様？」


「動くな……なに、ちょっとあんたのその体を、あたしがもらうだけよ」


　血走った目で至し近きん距きよ離りからナナをのぞき込みながら、エリザベートは口元を歪ゆがめた。


「あはっ、あはっ、あははははははははははは、そうよ、あんたはそのために生かしておいてやったのよ！　保険さ、保険。最後までこの手を使う気はなかったけど、こうなった以上、他に道はないわ」


「ぐぅっ」


　エリザベートの手がさらにナナの体内に押おし込まれてくる。


「あんたはね、器うつわなのよ。真なる『魔王』の受け皿として生み出された『最高欠作』。それがあんたよ。あんたはね、魔力がないワケじゃないの。魔力が発生する度たびに魔力拡かく張ちように消しよう費ひされるから、魔力がほとんど貯たまらないだけなの。そしてその体にほぼ無む尽じん蔵ぞうに魔力を受け入れることができる──あたしの膨大な魔力さえも、あっさりとね」


　エリザベートは歪んだ笑みを浮かべた。それはまさに、彼女の内面の狂気がにじみ出るような笑いだった。


「わかる、『最高欠作』？　あたしの魔力と一いつ緒しよにあたしの人格もあんたの中に移すわ。あんたの人格は内側からあたしが上うわ書がきしてやる──その体はあたしのものになるのよ、どう、嬉うれしい？」


「うぐ、えぇっ！」


　吐き気けをこらえるような声を漏もらすナナ。エリザベートは構かまわず続けた。


「〈星せい辰しん〉があんたに適てき合ごうしてしまった以上、今のままじゃダメなのよ。クソ忌いま々いましいけど、あんたの体を使うしかないわけ──あぁ、本当に腹が立つ。けど他に手段がないから仕方ないわ──ねぇ、『最高欠作』？　あんたの人格はもうすぐ消えるわ。遺ゆい言ごんあるならさっさと言いな。すぐ忘れるけどね」


　ククク、含ふくみ笑いをもらすエリザベートを見上げて、ナナは呟つぶやいた。


「違うです──」


「なにが？」


「ナナの名前は──ナナです。『最高欠作』なんて名前じゃないです」


「…………」


「ナナ、『最高欠作』って名前は嫌きらいです。ナナには名前、一つしかないです。エリザベート様につけてもらったナナの、ナナだけの名前──ナナリー・ナイン・ノエル・ナハト・ナフガルド・ノイエンシュバルツガルド・ナドハルテットヒャルスケッツェンイフナイスバルツヘェンシュデッケン──これだけがナナの名前です」


　エリザベートは、一瞬、ほんの一瞬だけ、ナナに埋うめ込む手の動きを止めた。だが、すぐに再開する。


「フンッ、くだらない遺言だわ、ナナ」


　そのまま一気に終わらせようと力りきんだ瞬間。


　バァァァァァァン


　突とつ如じよエリザベートの体が弾はじき飛ばされ、壁かべに叩たたきつけられた。


「がっ！　なんだと！」


　エリザベートはナナに突つき入れていた左手を押さえてヨロヨロと立ち上がった。


　今のは、なんだ？　突然エリザベートの体が弾かれた。まるで、ナナの体が拒きよ絶ぜつするかのように──


「ありえねぇ……」


　思わず呟く。『最高欠作』の許容量はエリザベート一人の魔力を遥はるかに上回る。それが拒絶されるなど、ありえない。いや、違う。今の感覚は拒絶とは少し違った。まるで、何者かが内側から押し返すように──


「まさか、ナナ、あんた、もう、他の魂たましいを吸きゆう収しゆうしたの？」


「です？」


　ナナも自分に何が起こったか、わかっていない様子である。でも──エリザベートの頭の中で、状況が急速に整理されていく。


　ナナは前回、確かに息の根を止めたはずだ。いかに『闇ヤミ』でも、そう簡単にあの状態からナナを生き返らせることはできなかったはずだ。どんなカラクリがあったのか、ずっと謎なぞだった。しかし、もしも、エリザベートの仮か定ていが正しいならば……


「あ、あはっ、あはっ、あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっはっはっはっはっはっはっは!!」


　エリザベートは、笑った。腹を抱かかえて、おかしそうに、大声を上げて、笑った。


　最高だ。あぁ、まさしく最高、ナナこそは『最高欠作』の名にふさわしい！　まさかこんなことをしでかしてくれるとは、本当に、どこまでも最低最悪だ！


　エリザベートとて、全ての状況を把は握あくし切れているわけではない。だが、一つだけはっきりしている。


　エリザベートの計画は失敗したのだ！　なにもかもが、七年もかけた準じゆん備びが、全てパァ！　これはもう、笑うしかないだろう！　あぁ、いまわしい、全てが憎にくい、理り不ふ尽じんと不ふ条じよう理りに充みち満みちたこの世界に呪のろいあれ！


「エ、エリザベート様……」


　ナナが、体を起こす。どうやら、自分に何が起こっているかわかっていないようだ。まぁいい。


「あぁ、もういいさ、ナナ。あんたはもう用済みだ。とっとと失うせな──あの世に」


　エリザベートはダメージを受けた体を持ち上げ、ナナに近づいていく。ナナは迫せまるエリザベートを前にしても、見上げるだけで身動きしなかった。


「ナナ、なにをしてるの？　さっさと逃にげな、その場ではいつくばって無ぶ様ざまに命乞ごいをしなさいよ、あんた、今から死ぬのよ」


　エリザベートの、死の宣せん告こく。ハッタリではない。エリザベートにとって、ナナ一人の息の根を止めることなど、呼こ吸きゆうよりもたやすいことなのだ。だが──


「ナナは、エリザベート様の味方ですよ。いつまでも、エリザベート様のために、生きているです」


　この期ごに及およんで、ナナはそんな世よ迷まい言を口にした。これにはエリザベートもあきれるしかない。


「あんた本当に脳みそ腐くさってんの？　あんたはもう用済みだって言ったはずよ！　そもそもあんたは今、あの清夢騎人とかとくっついてるんじゃない！　そのあんたが、今いま更さらあたしになにをするってのよ！」


「先生ぇは、確かに大切です。でも、ナナにとってエリザベート様もやっぱり大切なんです！　どっちの方が大切なんて、決められないですよ！」


「あんたは本当に、わけのわからねぇことしか言わねぇな」


「ナナ、エリザベート様と約束したです！　ナナ、エリザベート様のために働くって、約束したです！　だから……」


「……ねぇ、ナナ」


　エリザベートは口調を和やわらげ、静かに尋たずねた。


「あんた、本当に、あたしの命令を聞く気あるの？」


「もちろんです」


「そう──なら最後の命令よ」


　エリザベートは静かに告げた。


「なら今すぐこの場で死になさい、ナナ」


「…………」


「どうした？　できないの？　あたしのために、今すぐ死ねってのよ！　この場で今すぐその首かっ切ってくたばれってんだよ、ナナ！」


　その命令を聞いたナナは──落ち着いた口調で答えた。


「別にいいですよ」


「あん？」


「エリザベート様が本当にそう命令するなら、ナナ今死んでもいいです」


「言ったな、クソガキ！　あんた、簡単に死ぬとか言って、できるんだろうな！　今すぐこの場で野の垂たれ死んでみろよ、さっさと！」


　がなり立てるエリザベート。だが、ナナはますます落ち着いた調子で答えた。


「エリザベート様が本当にそれを望んで、ナナの死がエリザベート様のためになるなら、ナナは死んでもいいです」


「だったら早く死ね！」


「でも、エリザベート様はそれを望んでないです。だから死ねないです」


「あたしが死ねって言ってるのよ！」


「でも、たぶんエリザベート様、それを本当に望んではいないですね？　ナナにはわかるです」


「あんた如ごときにあたしのなにがわかるってんだ！」


　苛いら立だちとともにナナを押しのける。ナナは数歩だけよろめいたが、やはり落ち着いた態度を崩くずさなかった。


「ナナ、別に死ぬのは怖こわくないですよ。だって、ほら」


　ナナは右手を持ち上げると、左手の指先を立て、爪つめの先で手首をかき切った。


　魔ま乖かい咒じゆで鋭えい利りな刃は物もののような切れ味を帯おびた指先は、あっさりと手首の肉を深く切り裂さき、傷口からは真まっ赤かな血ち潮しおがダクダク流れ出した。


「ナナ、本当に、死ぬのは怖くないです。ただ、エリザベート様のために生きられないのが、一番怖いです」


「あぁ……あんたって奴やつは、どうしてそこまで救いようがないほど低てい能のうなんだよ、このコレラ菌きんがっ！」


　エリザベートが憎にく々にくしげに──まさしく、宿しゆく命めいの仇きゆう敵てきでも見るような目つきで吐はき捨すてる。


「この期ごに及およんでまだわからないのかよ、ナナ！　自分になにをされているのか、本当の本気で気づいてないのか！」


「……です？」


　出血でナナの顔は見る見る青白くなっていく。さすがにマズイと思ったか、ナナは傷口に手を当て、脇わきを締しめて止し血けつをした。


「まったく、ここまで全まつたく気づかれてないってのは、逆に不ふ愉ゆ快かいだわ」


　エリザベートは心底不快そうに顔を歪ゆがめて言った。


「あたしの能力を忘れたの？　あたしは『歪ワイ』の八や祖そ、当主。万ばん物ぶつをねじ曲げる『歪』の根こん源げん！　あたしの力は、人間の心だってねじ曲げてみせる──あんたの心だってね」


　エリザベートがナナの胸を指さした。


「わかる？　あんたが今、あたしに感じている強きよう烈れつな忠ちゆう誠せい心しんだって、全すべては作り物！　あたしがねじ曲げて作った偽いつわりの心さ！　あははははははははは、どう、ナナ？　あんたが必死に護まもろうとする絶対の忠誠も、全てがあたしの手の内だったわけさ」


　喋しやべっている内に調子に乗ってきたか、エリザベートは続ける。


「そうさ、全ては計画通りよ。あたしはこの事じ態たいを予想して、布ふ石せきを打っておいたのさ、『最サイ高コウ欠ケツ作サク』。いつか、未来で、あんたのその体をあたしがのっとるかもしれない──可能性は低かったけど、ありえなくはなかった。だからそのための準備をした」


　エリザベートは片手を持ち上げ、天を仰あおいだ。


「あはははははははは、そうよ。まずあたしはあんたの心をねじ曲げてあたしへの忠誠心を植え付けた。それであんたは絶対にあたしには逆さからえなくなった──その一方で、あたしはあんたを痛めつけた。徹てつ底てい的てきにいたぶって、毎日を生き地じ獄ごくにしてやった。それでもあんたはあたしへの忠誠心があるから絶対に逆らえない。だがあたしの手でいたぶられたあんたはあたしへの怒いかり、憎しみを日に日に募つのらせていく──それは決して表おもてには出ないけど、あんたの内心にすさまじい憎ぞう悪おと絶望が溜たまっていったのさ。それは見ていて、実に楽しかったよ。表面上はバカみたいに、無能な面つらでニコニコ笑いやがって、その心はいつだって崩ほう壊かい寸前でギシギシ悲鳴を上げていたよ！　いつ破は裂れつするかわからない風船みたいで、本当、最高の見せ物だったさ、あはははははははは！」


　しゃべり出したら止まらなくなったらしく、一気にまくし立てるエリザベート。


「あんたのその体は、いつか必要になるかも知れなかったからね。だからあんたをすぐ殺すわけにはいかなかった。けどいざというとき、あたしがあんたの体を乗っ取るとき、あんたの自意識が強すぎると面めん倒どうだ。だからあたしはあんたに相あい反はんする二つの矛む盾じゆんした心を植え付け、そのせめぎ合いであんたの心が壊こわれる寸前の状態を常つねに保たもった！　あぁ、そうさ。バカなナナ、愚おろかなナナ。あんたはいつも脳天気に笑っていたけれど、実際のとこいつあんたの精神は崩壊したっておかしくなかったんだよ。そのことにも気づかず毎日アホ面ぶら下げて、自分が憎むべき相手であるあたしの前で頭下げて尻しつ尾ぽを振るなんて、本当楽しかった。まさしく最高の道どう化け芝しば居いだったわ」


　その告白を、ナナはただ、恐おそろしく無表情に聞いていた。


「さぁ、どう？　わかった？　あんたが今感じているその忠誠心も全てはニセモノなわけ。それだけの準備をしてきたって言うのに、最後の最後であんたにジャマされたわけよ！　あぁ、クソったれ、本当に心底忌いま々いましいぃぃぃぃっ!!」


　告白を聞いてもナナはただ、エリザベートのそばで立ちつくしているだけだ。


「わかったか、ナナ？　あんたが今までやってきたことは、いえ、あんたが今まで生きてきたことは全てムダだったんだよ！　まったく、本当に、最後の最後、肝かん心じんなとき使えねぇなんて、本当最悪。さすがのあたしも自分自身が赦ゆるせないくらい──何より赦せないのは欠けつ陥かん商品のあんただけどね！」


　ギロリ、憎々しげにナナを睨にらむエリザベート。


「さぁ、わかった？　ナナ、わかったら、大人おとなしくしていなさいよ。失敗した以上、あんたは処しよ分ぶんするわ。ったく、面倒くせぇけど、全部やり直しだ！　あぁ、クソがっっ──けど、終わらない。あたしは終わらないわ。この程度では終わらせない。いつの日か、必ずまたあらゆる準備を整えて戻もどってくる。その時こそ全てが終わる！　清夢騎人もヨルミルミもメじゃねぇ！　あらゆる魔ま乖かい術じゆつ師しどもを今度こそ根ね絶だやしにして、あたしはあたしだけの世界を作ってみせる！」


　エリザベートはナナに向かって一歩踏ふみ出した。そこで、ナナはエリザベートを見上げた。


「エリザベート様は、まだ戦うですか？」


「あぁ、そうさ！　あたしはまだ負けちゃいない。確かに失敗はしたけど、終わっちゃいない！　まだこれからよ！　この程度で諦あきらめてたまるか！」


「……ナナ、エリザベート様と約束したです……ナナ、エリザベート様のために働くって。エリザベート様の敵てきをナナがプッ殺して、ナナ頑がん張ばるって……」


「全てあたしが歪ゆがめた誓せい約やくさ。今いま更さらなんの意味もない」


「エリザベート様──ナナが生きる理由なんてあるですか？」


「あるわけねぇだろ、このクソバカがっ！」


　ナナは、『最高欠作』と呼よばれる少女は、エリザベートの口から語られた衝しよう撃げきの告白を、全て聞いた。そして全て聞いた上で、自分の考えをまとめて、答えた。


「……ナナ、エリザベート様をこのまま行かせるわけにはいかないです」


「あん？」


　ナナは、静かに続ける。


「ナナ、エリザベート様のために働くって誓ちかったです。ナナの仕つかえるエリザベート様は、すごく強い人です。エリザベート様は、絶対に、誰だれにも負けたりしない、スゴイ人です」


「当たり前だ！　あたしは、絶対に、負けない！　この程度では終わらせないさ！　必ず……」





「……だから、負けたエリザベート様はナナの仕えるエリザベート様じゃないです」





「あぁ？」


　ナナは、変わらぬ口調で続ける。


「ナナは、エリザベート様のために働くです。エリザベート様の敵はプッ殺すです──エリザベート様。負けたあなたは、エリザベート様じゃないです。だからエリザベート様をナナは殺すことにしたです」


　エリザベートは一いつ瞬しゆんだけ、呆あつ気けにとられたような顔になった。だが、やがて、あはははははは、けたたましい哄こう笑しようを上げた。


「あぁ、そういうこと、なるほど、そういうことなのね、ナナ、あははははははははははははははははははははは！　頭の足りないあんたにしては、よくそこまで考えが回ったわね。相あい反はんする自じ己こ矛む盾じゆんを解決するために出した答えがそれだっていうの、ナナァァァァァァァァァァ!!」


　エリザベートは眼めに敵意を込めて、目の前で構かまえるナナの小さな体を睨にらんだ。


「粋いきがるな、ナナ如ごときの分ぶん際ざいで！　あたしは『狂キヨウ濫ランの螺ネ刃ジ』エリザベート・ゾフィー・ジノ・クラインだ。あんた如きに負けると本気で思ったか！」


「……エリザベート様の敵は、プッ殺すです」


　静かに呟つぶやき、ナナが駆かけだした。エリザベートがそれを迎むかえ撃うつ。


「ですっ！」


　ナナが、鋭するどい抜き手を、目にもとまらぬ速さで放った。小こ柄がらな体を生かし、一瞬で相手の懐ふところに潜もぐり込んでの攻撃。並なみの相手なら確実に殺されるであろう一撃だ。


　だが、相手はエリザベートである。それで終わるはずがなかった。


　エリザベートの方がナナよりも圧あつ倒とう的に大おお柄がらで、手足の長さも段だん違ちがいだ。懐に入ろうとするナナを、正面から迎げい撃げき。素す手でで人間の頭ず蓋がいを粉ふん砕さいするエリザベートの手が、まともにナナの額ひたいに入った。


「っ」


　しかし、ナナはわずかに首をのけぞらせただけで、そのままエリザベートの手を押しのけた。エリザベートの胸に、ナナの鋭い指先が迫せまる。


　──エリザベートは、目の前にいるナナを見て、ニヤリ、と笑った。


「ナナ、何をしてるんだ？　あたしの心しん臓ぞうは、もっと内側さ。相手をぶっ殺すときはためらうなって、言ったはずだよ」


「……ですぅ～」


　ナナは、動きを止めていた。ナナの指先は、エリザベートの左胸に当てられていた。ナナが力を込めれば、エリザベートは死ぬ。だが、ナナは、やはりどうしても、ここまできても、最後の一線を踏ふみ越こえることができずにいた。


「ほら、あたしは死人も同然の死にかけ。今ならあんたの力でも倒たおせるかもしれないわよ、何を迷まよっているの？」


　両手をだらりと下げて、立ちつくすエリザベートは、そう告げる。


　ナナは、数すう瞬しゆん前まで、エリザベートを本気で倒す気だった。でも、その決心は揺ゆらいでいた。


　ナナはエリザベートの攻撃を、額でまともに受け止めた。普ふ段だんのエリザベートならば、人間の頭蓋骨など指先一つで打ち砕くだくほどの力がある。


　だがナナの額に伝わった衝しよう撃げきは、ナナ一人傷つけることさえできないほど脆ぜい弱じやくなものだったのだ。


　考えてみればエリザベートは──並なみ居いる魔ま乖かい術じゆつ師しを蹴け散ちらして日本に侵しん入にゆうし、ナイトを下くだして支配下に置きながら、赤あか霧ぎり市を丸ごと包つつみ込む歪わい曲きよく空間を展開維い持じし、地下数十キロへ至いたる扉とびらをこじ開け、祭さい壇だんで魔力を浪ろう費ひし、ナイトとの激戦をくぐり抜け、常人なら即そく死し間違いなしの致ち命めい傷しようを執しゆう念ねんで乗り越え──ここに至ったのである。


　その肉体はとっくの昔に限界を迎むかえているはずだ。つまり、エリザベートは、もう……


「あたしもヤキが回ったかねぇ、まさかこんなことになるなんてね」


　エリザベートが、静かに告げる。


「さぁ、ナナ、あたしの心臓は、その指の先だ。さぁ、早く！」


「で、できないですよ～」


　ナナは泣き言を言って、手を引いた。だが、できなかった。エリザベートがナナの手を摑つかんでいたからだ。エリザベートはわずかに残った力で、ナナの手を摑んでいた。


「ためらうな、言ったはずだよ、ナナ。情なさけをかけるなとも、言ったはずだ」


　エリザベートはそのまま一歩、前に進んだ。ナナの指先が、その柔やわらかな肌はだを破り、肉に、突つき刺ささる。


「エ、エリザベート様……」


　ナナは顔をこわばらせて、さらに身を引こうとする。だが、逃にげられない。


「さぁ、ナナ。そのまま指先に力を入れて、そうすれば、あたしは死ぬ……」


「で、でも……」


「あたしは死ぬ……わきゃねぇだろぅが、このクソボケがっ！」


　叫さけび、エリザベートはナナの手を摑んだまま、ナナの手の甲こうに素す早ばやく指を走らせ、魔ま法ほう陣じんを描えがいた。瞬間、ナナの指先から、暖あたたかいものがエリザベートへと流れていった。


「です!?」


「ブワァァァァァァカ、バカは死ぬまで治なおらねぇってのは本当だな、あぁぁぁぁぁぁぁぁっはっはっはっはっはっは！」


　エリザベートはナナの手を胸から引き抜ぬき、片手でその小さな体を持ち上げると、放り投げた。ナナの体は放ほう物ぶつ線せんを描いて飛ばされ、壁かべに叩たたきつけられた。


　ナナは体を起こそうとしたが、うまくいかなかった。視界が、暗くなっていく。


「やっぱあんたはダメだわ、ナナ。どうしようもないほどの失敗作の癖くせして、清夢騎人の影えい響きようで、甘あまくなりやがって！」


　ピンピンしたエリザベートが吐はき捨すてる。


　エリザベートが使ったのは『歪ワイ』系けい統とう第二咒じゆ法ほう〈歪ゆがみ交まじわる互ご魂こんの儀ぎ〉。直接肉体を接続することで、ナナの魔力を強ごう引いんに奪うばい取ったのだった。ナナの肉体を乗っ取れない以上、こうするしか方法はなかった。


「ナナ、今度こそお別れね、さようなら、二度と蘇よみがえらないでね、地じ獄ごくに先に行ってなさい、すぐにあんたの仲間を六七億人ほど送ってやるから、寂さびしくないはずよ」


　エリザベートが今度こそ、ナナ一人を確実に殺す力のこもった手を、振り上げる。ナナは、かすむ視界の中、それをとらえ──なにもしなかった。


　諦あきらめたわけではない。ただ、受け入れたかった。こうなってしまったのは、全てナナの責任だ。だから、このまま──


『このあたりが限界だ』


　そのとき、ナナの耳元で誰だれかの声がした。


『どうなるかと思って見ていたが、やはり君きみではその女は殺せんよ』


　あぁ、この声には、聞き覚えがある。つい、この前、どこかで会った──


『交こう代たいだ』


　その瞬間ナナの意識は落ちて──エリザベートの攻撃を、ナナは片手で受け止めていた。


「あぁん？」


　エリザベートは、怪け訝げんな顔をする。ナナから魔力を奪った以上、ナナにロクな力は残っていないはずだ。エリザベートの攻撃は、片手で受け止められるほど生やさしくはない。それに……


　ギリギリ


　エリザベートの手を摑むナナの手が、恐ろしいほどの怪かい力りきで締しめ付けてくるのだ。


「てめぇ、いったい……」


「…………」


　ナナはエリザベートの手を握にぎったまま立ち上がった。それはナナではなかった、いや、ナナなのか？


　外見は間ま違ちがいなくナナだ。だがそこから漂ただよう気け配はいがおかしかった。普ふ段だんのナナからは考えられないほどの落ち着き払った、貫かん禄ろくさえ感じられる重々しい気配が、伝わってくる。


　ナナは、ナナの外見をした誰かは、軽く手を振った。それだけでエリザベートの体が弾はじかれる。体格で言えばエリザベートはナナより二回りは大きい。それを軽々と吹っ飛ばしたのだ。


　エリザベートは飛ばされながらも軽かろやかに二本の足で着地し、得え体たいの知れない相手を睨にらんだ。


　ナナは自分の体の調子を確かめるように両手を二、三回回した後、頭に手を伸のばして長い髪かみをまとめている髪留どめをほどいた。フワァサ、と、束たばねられていた髪が解放され、ナナの頭の回りに長い影かげを落とす。そしてナナは、その赤く染そまった眼まな差ざしを真まっ直すぐエリザベートに向けてきた。


「ご機き嫌げんよう、エリザベート。顔を合わせるのは何年ぶりかな？」


「てめぇ、やはりそうかよ。ナナの中に先客がいるかもとは思ったけど、ドンピシャかよ」


　エリザベートはこの相手が先ほどエリザベートとナナの融ゆう合ごうをジャマした張ちよう本ほん人にんだと、本能的に感じ取っていた。そしてエリザベートはこの相手に、心当たりがあった。


「……このいけ好かない気配、覚えがある」


　エリザベートは唇くちびるをなめ、自分の記憶を探さぐった。


「──そうだ。五年前、あたしのジャマをしてくれたクソ忌いま々いましいあいつの気配──どういうことだ？　てめぇは死んだはずだ。あの清夢騎人に殺されて」


「死んでいたさ。だがこのご時じ世せい、おちおち死んでもいられなくてね、戻もどってきた」


　答えるナナ──ナナの姿すがたをした誰かは飄ひよう々ひようとした態度だ。反対にエリザベートは表情が苦しげだった。


「なんでてめぇが、ナナの中にいる！」


「それはまぁ、偶ぐう然ぜん、としか言いようがないな──私とて望んでこの境きよう遇ぐうに甘あまんじているわけではない。だがどうしようもないのだ。いかんせんこの体の主人格はあちらの小こ娘むすめなので、私の自由意志はかなり少ない」


　ナナは小さな肩をすくめた。


「どうやらこの小娘の命に危険が迫せまったときのみ、生存本能が活発化して私の人格が表に出られるようなのだが──こちらとしてはたまったものではない。何しろ目め覚ざめればそれすなわち命の危機だからな。私でなければ、この小娘はこれまでに五回は死んでいたな」


　とんでもないことを平然と語るナナ。


「正直私も今の状況は不可解な点は多かったが──『最サイ高コウ欠ケツ作サク』か。そんなものを『歪ワイ』主しゆ導どうで作っていると小耳に挟はさんでいたが、詳しよう細さいは今初めて聞いたよ」


「ちっ」


　エリザベートは舌した打うちした。予想外の事態だ。まさかこんなことになるなんて──いや、落ち着け。別に状況は悪化したわけではない。


　エリザベートにはナナから強ごう引いんに奪うばった魔力がいくらかある。対するこの相手には、もう魔力がほとんど残っていないはずだ。状況はエリザベートに圧あつ倒とう的に有利なはずだ。


「さて──エリザベート。正直君は生きすぎた──そうは思わないかね？」


　ナナが、目つきを鋭するどくして睨ねめ付けてくる。


「君は少し、少しだけ、ヤンチャが過ぎたな。君がどこでなにをして、どれだけ暴あばれて、何百人殺そうと、究きゆう極きよく的にはどうでもよかったのだが──君はやってはいけないことを三つばかりしでかしてしまった。それはいただけない」


　ナナは指を一つ立てた。


「まず、君は〈星せい辰しん〉に手を出した。あれは私が最初に目をつけたものだ。後から来て横取りとは感心しないな」


「ふざけるな！　あれはてめぇのもんじゃねぇ！　早い者勝ちだろう！　」


「一理あるな。まぁ、正直この理由はたいしたことではない。二つ目」


　ナナが二本目の指を立てる。


「君は、私がここにいるということを知ってしまった──困こまるのだよ、色々と。まだだ。まだ私の存在を他人に知られるわけにはいかない。だから君にはこのことを秘密にしていてもらわなければならないわけだが──人の口に戸は立てられぬと相場が決まっている。古こ来らいより秘密を守る最善の方法は、一つしかない」


　ナナは三本目の指を立てた。


「そして三つ目──君は私の弟で子しを苛いじめてくれたな。これはちょっとだけ、そう、少しばかり腹立たしいことだ、仕返しに君の息の根を止めたくなるくらいに」


　エリザベートの全身に、猛もう烈れつな殺さつ気きが叩たたきつけられた。常じよう人じんなら卒そつ倒とうしかねないほどの殺気だが、この程度でエリザベートは動じたりはしない。


「はんっ、弟子だと？」


「あぁ、ナイト君は私の弟子さ」


「あはははははは、師し匠しようが師匠なら弟子も弟子だな！　あんなカスしか育てられないなんざ、てめぇの格も知れたもんだ！」


「まぁ、確かにナイト君の不ふ甲が斐いなさは多少問題があるが──どんなに未み熟じゆくで不ふ肖しようの弟子だろうと、あれは私の可愛かわいい弟子だ。それをいいように弄もてあそばれて大人おとなしくしていられるほど、私は温おん厚こうではない」


　ナナがエリザベートの全身を、ゆっくりと観かん察さつする。


「本来ならばナイト君一人で始し末まつできれば最さい上じようだったのだが、君の場合この場を逃のがすと色々と危険だからな。ルール違い反はんだが、私が出で張ばることにしたのだよ」


「ふざけろ、タコ！　今度こそ地じ獄ごくに叩き落としてやるよ！」


　エリザベートが右手を振り上げ、魔ま乖かい咒じゆを放とうとした──が、右肩に衝しよう撃げきが走り、その手の力が抜けてしまった。


「な!?」


　十分な距きよ離りが空あいていたはずなのに、ナナの跳とび蹴げりがエリザベートの右肩を打ったのだった。強きよう烈れつな蹴りだった。一撃で肩かた関かん節せつが粉ふん砕さいされた。魔乖咒を、使うヒマが──


「ふっ」


　続いて、ナナは着地と同時に右足を振り上げ、体勢を崩くずしたエリザベートのあご先をつま先で思いっきり蹴り飛ばした。脳のう髄ずいまで響ひびくほどの衝撃。痛すぎて、痛つう覚かくを痛覚として感じるよりも前に体が弾はじき飛ばされる。


　体が後方へ飛ばされる──が、思ったほどは飛ばなかった。


　なぜなら一瞬で背はい後ごに回り込んだナナが、エリザベートの脳天に強烈なカカト落としを決めて地面に叩きつけてくれたからだ。


「ブガッ！」


　なすすべもなく地べたに倒されるエリザベート。アスファルトの地面が粉こな々ごなになって、エリザベートの体は一メートル近くも地面に穴あなを掘ほって、ようやく勢いきおいが止まった。


　なんだ、こいつは、こいつの、このとんでもない力は、いったいなんなんだ!?


　魔乖咒を使うどころか、まともに防ぼう御ぎよするヒマすらなく叩きふせられた。しかも、ナナは今、魔乖咒をほとんど使っていないのだ！　当たり前だ。ナナの魔力はほとんど奪うばっているのだ。使いたくても使えないのだ。


　それなのにこの圧倒的な実力。まさに悪あく夢むだ。


　勝てない！　エリザベートは本能的に、その事実を悟さとった。


「残念だよ、エリザベート。こんな形で決着をつけることになるとは」


　倒れたままのエリザベートを見下ろして、ナナが呟つぶやく。


「君が全力全開であったならば、それなりの戦いにはなっただろうが、これで終わらせねばならないとは私としても不本意だが──仕方あるまい」


　ナナが、手を振り上げる。これで終わるのか？　今の衝撃で思考が朦もう朧ろうとしかけているエリザベートは、ボンヤリと思った。


「君にかける言葉はこれ以上は持ち合わせていなくてね、これで終わりにしよう」





　ザシュッ





　エリザベートの胸に、空くう洞どうができた。終わりか、エリザベートは思った。だが、終わりではなかった。


「エリザベート様ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」


　エリザベートの意識を強ごう引いんに呼よび寄せる、忌いま々いましくも聞き慣なれた声が聞こえたからだ。








　ナナにはわけがわからなかった。一瞬意識がとぎれ、気づいたときには、エリザベートの胸に自分の右手が埋うまっていた。わけがわからない、わからないけれど、頭の悪いナナにも理解できることが一つだけあった。


　エリザベートに致命傷を与えたのは、ナナであるということだ。


「ふっ、ナナ、なのね」


　エリザベートが血を口からこぼしながら、呟く。ナナ自身の意識が戻もどったことを、彼女は敏びん感かんに感じ取った。


「あぁ、まさか、こんなところで、それもあんたなんかにやられるなんてね……あはっ、あはっ、あははははははははははははははは、いひっ、いひっ、いひひひひひひひひひ、うふふふふふふふふふふふ、えへへへへへへへへへへへへへへ、おほほほほほほほほほほ！」


　血まみれのエリザベートが、いつもと変わらぬ高笑いを響ひびかせた。


「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっはっはっはっはっはっはっはっはっはっは」


　ナナの放った抜き手はエリザベートの胸を、肺はいを貫つらぬいていた。本来ならばまともに呼こ吸きゆうもできない状態のはずなのに、エリザベートは信じられない意志の力で、笑い声を上げていた。


「エリザベート様……」


　返り血に染そまったナナは、未いまだに信じられないと、エリザベートを見つめていた。


「あぁ、おかしいわ、おかしい、本当全まつたく、笑っちゃうわ。まさかこのあたしが、このあたしが、こんな場所で、よりによってナナ如ごときにやられるなんて、なんてデキの悪いジョーク！　今世紀最悪の悪夢だわ。ねぇ、ナナ、そうは思わない？」


　そんな状況だというのに、エリザベートは普段の調子で、ナナに語りかける。


「あははははははははははははは──ふっざけるなぁぁぁぁぁぁぁぁ！」


　そこでエリザベートは悪あつ鬼きの形ぎよう相そうで、ナナを睨にらむ。


「ふざけるなよ、ナナ！　てめぇ、自分が何しでかしたかわかってるのか！　あたしをその手で殺す、その覚かく悟ご、本当にてめぇ、わかってんのかよ！」


「ナナは……ナナは……」


　ナナは、自分で自分が信じられない、と言った様子で呆ぼう然ぜんとしていた。その様子を見て、エリザベートは──毒どく気けを抜かれたように、ハァ、吐と息いきを吐ついた。あるいは、失われる血と体温のせいで、力が入らなくなってきたのかもしれない。


「……まぁいいわ。いいさ、そうね。確かにあたしは負けたかもしれない。ここで死ぬかもしれない。でもまだよ、まだ、あたしは終わっていない。そうさ、終わらせてなるものか！」


　これが最後だと言わんばかりに、エリザベートは声を出す。


「確かに全すべて計画通りとは行かなかったけど、大おお筋すじであたしの計画は全く狂っちゃいないんだもの。だってねぇ、あたしは確かに死ぬ。けど、あたしと同じ──いや、あたしを上うわ回まわる狂気は確かにまだ残っている！　それが残っている限り、世界が、この呪のろわれたクソったれの世界が破は滅めつを迎むかえるのは時間の問題さ！」


　エリザベートは、呆然と立ちつくすナナを見上げた。


「ナァァァァァナァァァァァァァァ！　忘れるなよ。てめぇはあたしをその手で殺した！　この恨うらみ、未来永えい劫ごう決して忘れない、地じ獄ごくの底で怨えん嗟さの呪じゆ詛そを無限に響かせてやるからな、あははははははははははははははは──ナァァァァァナァァァァァァッ。忘れるな。あんたがあたしを殺したと言うことは、あんたがあたしの全てを引き継つぐということだ！　忘れるな！　あんたが全ての『歪ワイ』を受け継ぐんだ！」


　エリザベートは懐ふところから、血を吸すってどす黒く汚よごれた本を取り出した。『歪』の魔ま道どう書しよ『歪ユガみし世セ界カイ樹ジユの紙シ片ヘン』であった。


「これはあんたにくれてやるさ」


　地面に投げ捨すてるように魔道書を落とす。そこでゴボッと、エリザベートは口から血の塊かたまりを吐はき出した。


「……あぁ、確かに、あたしはちょっとばかり生きすぎたかもしれないね……この辺あたりが幕まく引ひきってワケね」


　だが、エリザベートはカッと目を見開いて、最後の力を振り絞しぼって自みずから起き上がった。


「あたしは、独ひとりさ！　あたしは誰だれの助けもいらない！　それを寂さびしいと思ったことも、悲しいと思ったこともない。なぜなら、あたしは最初から独り、世界にはあたしの敵しか存在しなかった！　だからあたしはいつでも、どこまでも孤こ高こうでいてやる！　誰の助けもいらない！　だからナナ、自分の死に方だって自分で決めてやる！　あんたの助けなんていらねぇんだよ、クソッ垂たれ！」


　文字通り血と共にその言葉を吐き出し、エリザベートはまだ動く左手を持ち上げた。


　その手を、自分の胸と腹の間にある傷口に突き立てた。


「ガホッ！」


　口から、傷口から、さらに血が漏もれる。血と体液の混ざったどす黒い液体が際限なく流れる。強ごう引いんに腕を突き立てたためか、エリザベートの体が前のめりに崩くずれた。


　その顔は苦く悶もんに歪んでいる。だが、確かに口元は笑っていた──狂気、狂気、狂った、完全に狂った、歪んだ笑い。一〇〇％純じゆん粋すいな狂気がそこに渦うず巻まいていた。


「自分でも、あたしが大だい往おう生じようできるなんざ思っちゃいないさ──だけど、こんな死に方はいただけないねぇ、まったくもってつまらねぇ。このあたし、『狂キヨウ濫ランの螺ネ刃ジ』の死に方としちゃぁ、全然華はなが足りないってもんさ。死ぬ前に一つ、キレイな大たい輪りんの花を咲さかせてやるかね」


　ガバァッ


　エリザベートはノドの奥から断だん末まつ魔まの如ごとき悲鳴を漏らしながら、自分の腹に突き立てた手をムリヤリ引き抜ぬいた。どす黒く汚よごれた手には、自分の腹部から長く伸のびた腸ちようが、しっかりと握にぎられていた。


　地べたをはいずりながら、激痛にのたうち、苦悶の悲鳴を上げながら、エリザベートは確かに、間違いなく、笑っていた。


「あははははははははははははははははは、他人のゾウモツなら今まで腐くさるほど見てきたけど、自分のを見るのはさすがに初めてだねぇ、なんだ。案外あたしのも、他の人間のと変わらないもんだ、クソ面おも白しろくねぇ」


「うっ」


　そのあまりに凄せい惨さんな光景を前に、エリザベートの所しよ行ぎようになれているはずのナナでさえ視線をそらした。だが。


「眼めをそらしてんじゃねぇぇぞぉぉぉぉぉぉ、ナァァァナァァァァァァァァァッッ!!！」


　エリザベートが血の叫さけびを上げる。


「あんたがやったのはこういうことだ！　あんたがしでかしたのはつまりはこういうことなんだよ、ナァァァナァァァァァァァァ！　自分の罪つみがわかったか！　わかったらその重みにさっさと潰つぶされちまえ！　ナァァァナァァァァァァァァッ！　忘れるなよ、自分がしたことを、そして、あたしの、このあたしの死に様ざまを、絶対に忘れるな！　あんたはこの全てを見てなきゃならねぇんだ!!」


　叫びながらエリザベートはなおも手を動かし、ズルズルと、自みずからの内臓を自らの意志で引きずり出し──あろう事か、自分の腸の先せん端たんにかじりついた。


　ブチッ、グチャグチャ


　鋭するどい歯で食いちぎって、生々しい音を立てながら咀そ嚼しやくするエリザベート。


「ゲロマズッ！」


　ベッ


　自らが嚙んだ肉と血、さらに唾つばの混ざった物体を地面に吐き捨すてる。


「なんだこりゃ！　クソみてぇな味しかしねぇ！　あはははははははは、当たり前か！　腸なんてもんはクソの詰つまった管くだだ！　クソの味しかしねぇのは当たり前だな、あはははははははははははははははははははははは」


　口周まわりを血まみれにしたエリザベートは狂気に充みち満みちた笑い声を漏もらす。


「クソみたいな内臓なんざいらねぇよっ！」


　エリザベートは手に力を込め、さらに腹部から腸を引きずり出した。体液とともに長い管がズルズルと姿を現してくる。


「いらねぇよ、こんな長くて邪じや魔まくせぇもんっっ!!」


　驚おどろくべきことに、エリザベートは自ら引きずり出した内臓を、素す手でで引きちぎった。引きちぎったどす黒い、吐き気のする悪あく臭しゆうにまみれた内臓を、先ほど地面に投げ出した魔ま道どう書しよ『歪ユガみし世セ界カイ樹ジユの紙シ片ヘン』の上に投げ捨てた。


「ナァァァァァァナァァァァァァァァッッ!!　くれてやる、くれてやるくれてやるぞぉぉぉぉぉ!!　あたしの全てを、あんたにくれてやるっ！」


　腹に大きな空くう洞どうを開け、大量に失しつ血けつして、なおもエリザベートは叫ぶ。明らかに尋じん常じようではない。


　常識で考えるなら、どう考えても死んでいる。常人なら、いや、どんな屈くつ強きような肉体の持ち主だろうと、人間なら確実に死んでいる、とっくの昔に意識をなくして死んでいる、絶対に死んでしかるべき傷のはずだ。にもかかわらず、魔力もロクに残っていない、魔ま乖かい咒じゆもほとんど使えないはずのエリザべートは、なおも意志を保ちながら叫んだ。


　信じられないほど強きよう靭じんな意志──いや、違う。彼女の場合は違う──あまりにもおぞましい、人知を超こえた狂気。人間では決して理解できない、果てしない恐怖と絶望を超えた果てにある圧あつ倒とう的な狂気、それこそが、今の彼女を支ささえるものなのだ！


「くれてやる！　こんなものが欲しければくれてやる！　好きなだけ持って行け！」


　自らの腹部の空洞を自分で広げながら、エリザベートは叫ぶ。


「あぁそうだ、なにもかもをくれてやる！　あたしの魔力も、魔乖咒も、知識も知ち恵えも、肉体も魂たましいまでも、あたしの持つ全ての力をあんたにくれてやるっ！」


　エリザベートはなおも腹に手を突っ込み、グチャグチャに潰つぶれた何か肉の塊を取り出して、ゾウモツの上にぶちまけた。それだけでは終わらない、摑つかんでは投げ千ち切ぎっては投げ──文字通り、エリザベートは自分の腹部の中身を手当たり次し第だいに引きちぎっては、魔道書の上に、まるでゴミでも投げ捨てるような気軽さで次々と放り投げるのだ。


「あはっ、あはっ、あはっ」


　そんな常じよう軌きを逸いつした行動の中、エリザベートの顔には笑みが浮かんでいた。どうしようもないほど醜しゆう悪あくで吐き気がするほどの狂気が溢あふれていたが、間ま違ちがいようのないほどの笑みを、エリザベートは浮かべていた。


「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっはっはっはっはっはっはっはっはっは!!！」


　そこでついにエリザベートはどうと倒たおれた。それでもエリザベートは、血にまみれた手で自分の顔をこすって血の化け粧しようをしながら叫び続ける。


「あたしは確かにここで死ぬ。でもあたしは終わるわけじゃねぇ！　ナァァァナァァァァッ、忘れるな！　あたしはいつでもあんたのことを見ているぞぉぉぉぉぉぉぉ!!」


　仰あお向むけに倒れ、エリザベートは天に向かって絶ぜつ叫きようした。


「ナァァァナァァァァ！　忘れるなよ！　あたしが死んでも、あたしが消えるワケじゃねぇ！　てめぇ、あたしがいなくなって、少しでも生ぬるいことやつまらねぇことしてみろ！　その時はたちまちてめぇのハラワタ食い破ってこの世に蘇よみがえってやるからなぁぁぁぁぁぁぁ！　忘れるなよ、あたしはいつも、あんたを監かん視ししているんだ!!」


　絶叫するエリザベート。その体が、ついに崩ほう壊かいを始めた。


　今まではかろうじて人間の形を保っていたのだが、それが崩くずれていく。


　あたかも蠟ろう人にん形ぎようが熱せられたように、全身がゲル状のドロドロの物体になりはて、地面の上に崩れていく。


「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっは!!!」


　最後に盛せい大だいな笑い声を残し、エリザベートは、かつてエリザベートだった物体は、地面の上でたちまちその体積を小さくしていき、やがて完全に消えてしまった。


　後にはただ、『歪ワイ』の魔道書、『歪みし世界樹の紙片』一冊のみが地面の上に残されているだけだった。


　これがエリザベート・ゾフィー・ジノ・クライン、最さい狂きようと呼よばれた魔ま乖かい術じゆつ師しの最さい期ごである。


　エリザベートは間違いなく狂っていた。最悪の狂人で、その内心は誰だれにも理解できず、これから先も未来永えい劫ごう理解されることはないだろう。


　だが、それは裏を返せば、彼女は純じゆん粋すいだったと言うことである。


　エリザベートは決して誰にも理解されず、誰かを理解しようともしなかった。人間としてその存在はどうしようもないほど規き格かく外がいだった。だが、エリザベートは、エリザベートという生物単体として見たとき、その存在はどこまでも純粋だった。決して他と交まじわらないからこそ、その存在は個として完成されていた。どこまでも、どこまでも、純粋に──狂気に充みち満みちていた。


　故ゆえに彼女は、エリザベートはきっと、孤こ高こうだったのだろう。生まれたときから死ぬまで、誰にも理解されず、誰も理解せず、ずっと独ひとりで、それ故にどこまでも孤高であったのだろう。


　決して人には認められず、理解されることはないが、彼女は確かに最狂と呼ばれる魔乖術師にふさわしい生しよう涯がいをおくったのであった。


　そして残された者は──


「エリザベート……様？」


　ナナは、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。最後はもう、目をそらす気力もなかった。ただ、エリザベートの最期を、バカみたいに、呆ほうけたように、眺ながめていることしかできなかった。


　ナナはフラフラと歩いて、魔道書の前に立った。


「エリザベート、様？」


　その場に座すわり込み、魔道書を両手で持ち上げてみた。


　ズシリと重い手て応ごたえ。過去に何百人もの人間の魂たましいを吸すい続けてきたその呪のろわれた書物は、冷たかった。あたかもナナを拒きよ絶ぜつするかのように、古びた書物は、どこまでも冷たかった。


「エリザベート様……」


　パチン


　その時、ナナの中で、何かが弾はじけた。


　通常魔乖術師が死ぬと、その魔乖術師が生前使った魔乖咒は、その効果を失う。


『歪ワイ』エリザベートが得とく意いだった万ばん物ぶつをねじ曲げる魔乖咒、その効果が今切れたのだった。


　ナナの中、その精神に達していたエリザベートの魔乖咒が、今完全に消え去った。


　忠ちゆう誠せい、信しん頼らい、憎ぞう悪お、嫌けん悪お、畏い怖ふ、憧しよう憬けい、憤ふん怒ぬ、敬愛、嫉しつ妬と、欺ぎ瞞まん、絶望、愛、狂、優ゆう、仁、怨えん、義、恨、情それら全ての感情が、複雑に絡からみ合い、解とけ合い、全てが解きほぐされ、整列化し、ナナの感情は、最終的に一本に集約されていく──





　────





　ナナは、エリザベートと出会った昔を思い出した。


　幼おさない日、今よりも若かったエリザベートは、ナナに言った。


『──今のあんたははっきり言って、殺す価か値ちもないくらいつまらない、でくの坊ぼうだわ。人間ってのはね、死んでもいいなんて考えたら、もう死ぬ価値もないのよ。だってつまらないでしょ？　そんな人間ぶち殺したって、面おも白しろくも何ともない』


『だからあんたにあたしは生きるための理由をあげるわ。あんたはこれから先、あたしの、あたしによる、あたしのための奴ど隷れいになって、精せい一いつ杯ぱい仕つかえて生きなさい。そしてもしあんたが心から、なにかやりたいこと、生きていたいと思えるようなことができたら、その時はすぐあたしに教えなさいよ』


『わかった？　あんたが本当の生きる理由、生きたい理由を見つけたら、その時こそあたしはあんたをぶち殺すわ。そうでないと面白くないからねぇ。光栄に思いなさいよ。あんたはあたしに殺される栄えい誉よを受けたんだからね。その代だい償しようにあんたはあたしの奴隷になって、あたしの敵てきをぶち殺すのよ。わかった？』


　ナナはこれまで、エリザベートのために必死に生きてきた。


　一度だけ、ナナはその忠誠が揺ゆらいだ。ナイトと出会ったとき、ナイトとエリザベートの狭はざ間まで揺れ動いた。だからエリザベートは約束通り、ナナを殺した。


　その後ナナは生き返り、そして今──ナナは、エリザベートを殺した。


「エリザベート様……ナナは、エリザベート様の味方ですよ」


　淡たん々たんと、呟つぶやく。


「世界中の誰だれがなんて言っても、世界中がエリザベート様の敵でも、ナナだけはエリザベート様の味方ですよ……」


　ナナの眼めから、一ひと粒つぶの涙なみだがこぼれた。


「ナナ、生きたい理由、見つけたですよ。ナナ、エリザベート様のために生きるですよ。エリザベート様の命令ならなんでも聞くです。エリザベート様の奴隷になるです。ナナ、エリザベート様のために生きたいです」


　ナナは魔道書を、両手でしっかりと抱だきしめた。


「だからお願いです、エリザベート様……ナナを、殺して欲しいです」


　ナナの両目から、堰せきを切ったように涙がこぼれ落ちる。


「ナナ、エリザベート様のために生きたいです。ナナ生きる理由を見つけたですよ。だから約束です、エリザベート様──エリザベート様、今すぐナナのところに来て、ナナを殺して欲しいです」


　ナナは溢あふれ出る涙をぬぐおうともせず、魔道書に語りかけた。


「エリザベート様、お願いです──もう一度、ナナの前に来て、欲しいです」


　だが、魔道書はなにも答えない。ただ、ナナの胸の中で、冷たい感かん触しよくを返すだけである。


「エリザベート様……」


　ナナは泣きながら、その名を呼んだ。


「エリザベート様……」


　辺あたりには誰もいない。まもなく夜が明け、太陽が街まちの全すべてを照らすだろう。


「エリザベート様……」


　だがその日はどんなに太陽が明るく輝かがやこうと、決して心の闇やみが晴れない少女がそこにいたということには、少女以外の誰も気づかなかった。


「エリザベート様……」


　少女は、名無しで、かつて『最サイ高コウ欠ケツ作サク』と呼ばれ、名前をつけられたけど、その名前を呼んで欲しい一番の人をたった今失った。


　その少女は、最後に一言呟いた。


「……Min mor……Elisabeth……」


　そして少女は、かすかな嗚お咽えつを漏もらすのだった。








「エリザベート様は死んでないですよ」


「え!?」


　反射的に言って、ナナは、自分でもなんで声を出したかわからなかった。


　でもナイトとヨルがエリザベートが死んだという話をしているのを聞いたら、無視できなくなったのだ。


「エリザベート様は、まだ、絶対に、死んでないです」


　ナナは両手を自分の胸に当て、大切なものを、抱きしめるようにして、静かに言った。





「エリザベート様は、ナナの胸の中で、いつまでも生きているですよ」





　それを聞いたナイトとヨルは互たがいに顔を見合わせた。どういう意味なのだろうか、二人には、よくわからなかった。


「ナナは、エリザベート様が死んでいないことを知っているです。そしてナナは今生きているです。ナナが生きている限り、エリザベート様も死なないですよ、絶対に……」


　そう、静かにナナは呟いた。そんなナナを二人は、驚おどろいたように見つめている。


「ナナ……」


「なんですか？」


「……泣いて、いるのか？」


「です？」


　言われて、ナナは気づいた。自分の目から涙がこぼれていることに。


　変だった。おかしい、自分はどうしたのか、ナナにはわからなかった。


「変です、ナナ、悲しくないのに……だって、エリザベート様は生きているから、死んでいないですから、だからナナは悲しくなくて、涙なんて流すことないのに……」


　ナナはあわてて目をこすったが、目からこぼれる液体は、止まることを知らなかった。


「なぁ、ナナ」


　近づいてきたナイトが、そっとナナの頭に手を乗せた。


「ナナ、君は強い子だ。そのことは俺おれもヨルも、よく知っている」


「です？」


　ナイトは優しくナナをなでながら、続けた。


「でもな、どんな強い人間も、泣きたいときはあるんだ。そういうときの解決方法は、一つしかない。思いっきり、泣くことだ」


「で、でも、ナナ、悲しくないです、エリザベート様死んでないですから、ナナは……」


「それでもだ」


　ナイトはナナに優しく、言い聞かせるように告げた。


「それでも泣きたいときは、泣けばいいんだ。我が慢まんすることも、恥はずかしがる必要もない、泣く君を見て誰もバカにしないし、誰にも言いふらしたりはしない。だからさ、好きなだけ泣いていいんだ」


「先生ぇ……」


　ナナは顔をグシャグシャにすると、ナイトに飛びついた。


「うっ、ぐすっ、ひっ、うっ、うぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇんっ!!」


　ナイトの胸の中で、ナナは盛大に泣いた。




[image: ]


「うえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇんっっっ!!」


　ナナは、全身で、堰せきを切ったように、全力で、体中の涙を押おし出すように泣き続けた。


「うえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇんっっっ!!」


　ナナは──名もない少女は、ようやく泣くことができた。


　誰にも必要とされず、誰も必要と思わなかった少女は、最後まで自分自身の心を理解することができなかった。


　しかし少女はその日、ようやく、自分と向き合うことができた。そして初めて、心から泣くことができた。


　故ゆえに少女は泣いた、泣き続けた。


　少女はいつまでも泣き続けた。


　少女は泣き続けた、いつまでも。


　いつまでも──







（完）　







　あとがき







　ありがとうございます。応援いただいている読者の皆様、この本の製作に関わった全ての人々に最大限の感謝を捧げたいと思います。本当にありがとうございます。


　予告通りエリザベート編最終章の五巻です。しかも今回はシリーズ最厚のボリュームです。そのためまたも後書きが少ないです。よって、今回も後書きネタを多数封印。残念。


　ここで、五巻製作に関するエピソードを一つ。五巻のプロット（あらすじみたいなもの）をまとめ、担当さんと執筆直前の打ち合わせでの会話です。




担当さん「八街やちまたさん……本当にこのプロットで大丈夫ですか？　××（←本文未読の人のために伏せ字）の部分、これでＯＫですか？　ここはうまく書かないと、全てが台無しになってしまう可能性が高いですけど」


八街　　「えぇ、なんとかやってみます」


担当さん「ではお願いしますが、気をつけてください。この部分、うまくいかなかったら、最悪、五巻の原稿最初から全てやり直しの場合もありますからね」


八街　　「お任せください（←無駄に自信たっぷり）」




　そんなふうに担当さんからの注意を受けて執筆を始めたのですが……その直後、八街は担当さんの言葉に含まれていたある問題に気づき、そのことを友人に相談しました。




友人　　「……話はわかった。で、どうした？　うまく書く自信がないのか？」


八街　　「いや、自信がないわけじゃないんだ……ただ、担当さん、失敗したら全ボツって念を押してきたんだけど……」


友人　　「けど？」


八街　　「これ、ダチョウ俱く楽ら部ぶの上うえ島しま竜りゆう兵へい風ふうに解釈するべきなのかと、今悩んでる」


友人　　「知るかっ！」




　悩んだ末、八街の行動の結果がどうなったのか、それは読者の皆様のご想像にお任せします。（←懐から帽子を取り出して床にたたきつける。くるりんぱ）


　なお、この後書きはフィクションです。実在の作家、担当編集者とは、一切関係ありません。（←八街が取り乱した事実など、一切ございません）


　さて、このボルヨルシリーズも、読者の皆様の応援のおかげでもう少しだけ続けることができます。ナイト達の戦いもこれ以降、終盤戦へと突入します。次巻ではこれまで名前だけ出ていたあのキャラも登場の予定です。それではまた、六巻でお会いしましょう。




ぼくと彼かの女じよに降ふる夜よる


ルナティック・ルーラー～狂濫を征する者





八やち街また　歩あゆむ
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